


2 

 

No.58 M O K U J I 

目次  002-003 

対人援助学会第 16 回大会のお知らせ 大会企画委員会 004-005 

ハチドリの器 見野 大介  006 

執筆者＠短信 執筆者全員  007-017 

付け加えることができる価値は何か？ 千葉 晃央  018-023 

臨床社会学の方法（46） 中村 正  024-040 

アソブロックに新卒がやって来た 団 遊  041-045 

カウンセリングのお作法（40） 中島 弘美  046-048 

晩年 D・A・N通信 団 士郎 049-071 

幼稚園の現場から（58） 鶴谷 主一  072-076 

福祉系対人援助職養成の現場から（58） 西川 友理  077-083 

ああ、相談業務 (18) 河岸 由里子  084-087 

きもちはことばを探している 水野 スウ  088-097 

路上生活者の個人史（12） 竹中 尚文 098-099 

スポーツおじいさんになりたい！（2） 國友 万裕  100-108 

役場の対人援助論（49） 岡崎 正明  109-112 

臨床のきれはし（26） 浅田 英輔  113-114 

発達検査と対人援助学（17） 大谷 多加志  115-117 

立場が変わると何かが見える（10） 坂口 伊都  118-123 

周辺からの記憶‐東日本大震災家族応援プロジェクト‐（44） 村本 邦子  124-143 

精神科医の思うこと（34） 松村 奈奈子  144-146 

番外やぶにらみ日記・ニューヨーク編 柳 たかを  147-154 

馬渡の眼 馬渡 徳子  155 

心理コーディネーターになるために 山下 桂永子  156-158 

そうだ、猫に聞いてみよう 小池 英梨子  159-164 

先人の知恵から（46） 河岸 由里子  165-171 

うたとかたりの対人援助学（30） 鵜野  祐介  172-175 

ああ結婚（31） 黒田 長宏  176-178 

接骨院に心理学を入れてみた（29） 寺田 弘志  179-189 

現代社会を『関係性』という観点から考える (29) 三浦 恵子  190-196 

保育と社会福祉を漫画で学ぶ（25） 迫 共  197-200 

「余地」―相談業務を楽しむ方法―（28） 杉江 太朗  201-203 

   

 



3 

 

 

統合失調症を患う母とともに生きる子ども 松岡 園子  204-206 

ザイコロジー（6） 川畑 隆  207-211 

応援、母ちゃん（18） 玉村 文  212-215 

HITOKOMART (17) 篠原ユキオ  216-219 

川下の風景 (15) 米津 達也  220-221 

こころ日記『ぼちぼち』PartⅢ 脇野 千恵 222-224 

父が自分の身を呈して教えてくれたこと 高名 祐美  225-227 

一語一絵 (15) 畑中 美穂  228-230 

対人援助をリブートするこの一冊（26） 渡辺 修宏 231-233 

新・島根の中山間地から Work as Life (2) 野中 浩一  234-243 

ヨミトリとヨミトリ君でご一緒しましょ！（10） 高木 久美子 244-250 

こかげのにちじょう (9) 鳴海 明敏 251-252 

私はここにいる —現象学としての書道—（9） 櫻井 育子 253-254 

コソダテノシンリ（8） 中谷 陽輔 255-262 

教室の窓から 來須 真紀 263-264 

ある訪問看護師のアタマの中 山岸 若菜 265-268 

人生は対応のバリエーション  宮井 研治 269-272 

けふばあちゃんからの手紙 乾 京子 273-275 

編集後記 編集長＆編集員 276-277 

PBLの風と土（30） 山口 洋典  278-283 

講演会＆ライブな日々（40） 古川 秀明 284-286 

対人援助学会研究会のお知らせ  287 

 



4 

 

  ■ 対人援助学会 第 16回年次大会 京都大会のお知らせ ■ 

テーマ：「やりがい、生きがいのある対人援助を次代につなぐ」 

戦後、対人援助の領域では法制度が整い、専門職資格の創設、国家資格化もされ、長年発達してきまし

た。それが現在、その現場では、人材不足、スタッフの高齢化などが課題となっています。一方で、虐待

などの事件をきっかけに、社会からは高いレベルでのヒューマンサービスを求める声はますます大きくな

っています。しかし、予算増、人員増の目立った動きはなく、業務過多やバーンアウト等の問題なども継

続して話題になっています。そこで、対人援助学会京都大会では、今働く私たちが「これからもはたらき

たい！」と思える環境を整え、そして次世代に魅力ある領域として訴えるにはどうすればよいのか？につ

いて、京都の長い歴史も視野に入れて考えます。継続ができて、やりがいを感じ、その実践がねづくため

には、どんな価値や要素や知識が必要でしょうか？変化のための小さな一歩とは何か？について知恵を出

し合いたいと思います。住民による支援の創出、利用者の立場を尊重した支援が定着してきた京都で、ど

んな価値を加え、取り組みがいかにこの土地に根ざしてきたのか？について考え、対話を深めていくこと

は、私たちの今後の実践にもつながる意義深いことと思われます。学会がより社会に貢献する契機となる

よう、創造的で、未来志向な大会にしたいと願っています。 

日 程：2024年 11月２日（土）〜３日（日） 

会 場：京都光華女子大学（京都市右京区西京極葛野町 38）阪急京都線西京極駅徒歩 7 分 

【プログラム 2日間】（時間・内容は予定であり、変更することがあります） 

●11 月 2 日（土）● 

12:00～12:30  大会受付 

12:00～18:00  ポスターセッション・ポスター掲示開始 

団士郎「木陰の物語」掛け軸漫画展 

12:45～14:30  特別記念講演 「対人援助者を生きることとメンタライジング」 

1970 年に若手医師による開放医療を巡る病院改革。全国に先駆けて開放医療を進めて行った原動

力とは何か、今も継続する実践で培われた対人援助のアイデンティティとは？「『人が人として生き

る』というあたりまえのことを実践するために、幾度となく流された、汗と涙。そして得られたの

は、すべての苦労を吹き飛ばすほどの喜びと笑顔」（いわくら病院 HP より）といういわくら病院の支援実

践の歩みから学びます。 

講師：崔炯仁（チェ・ヒョンイン） 

いわくら病院院長、日本メンタライゼーション研究会会長 

著書「メンタライゼーションでガイドする外傷的育ちの克服‐“心を見わた

す心”と“自他境界の感覚”をはぐくむアプローチ‐」(星和書店 2016)」他 
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14:40～16:20 理事会企画Ⅰ「多様な学びの創造 ―動機づけを生み出す仕掛けを探る―」 

発表者：河村昌樹（京都府るり渓少年自然の家）、山本昌平（大阪市総合教育センター）、 

千葉晃央（京都光華女子大学）、大谷多加志（京都光華女子大学） 

子どもたちが自主性をもって参加し、楽しみながら、学び、成長していくプログラムが各地で行わ

れています。子どもを対象にした「忍者体験キャンプ」は 30 年以上継続しています。そこにある仕

掛けは何なのか？どういったメカニズムがあるのでしょうか？そして、中学校でのプロジェクト学習

への e-スポーツの導入など、多様な学びに向けた取り組みを進め、不登校傾向の子どもに対する職

業体験機会の確保や複数担任制の実施など、教職員も含めた持続可能な実践が行われています。これ

らは、本来あるプログラムの楽しみをさらに広げる活動といえます。現場にあるたくさん仕掛けから

私たちは学びたいと思います。 

16:30～18:00 【公募企画ワークショップ１】※学会員から企画を公募して開催します。お楽しみに！ 

18:15～ 情報交流会  参加者が交流し、各地、各所の情報を交換します！ 

 

●11 月 3 日（日）● 

9:00～15:00   団士郎「木陰の物語」掛け軸漫画展 

9:00～10:30   ポスターセッション 質疑応答 

10:40～12:10  理事会企画Ⅱ 「支援者はいかに精神的健康を回復しているか」 

発表者 吉村拓美（京都府福知山児童相談所）、園 博伸（フリーランス、元滋賀県児童相談所） 

対談者 坂口伊都（家族関係支援 相談援助 憩
い

都
と

いと） 

対人援助職は、誰でもモチベーションを保つことが難しくなる時がある。対人援助現場では、

支援関係の中で得られる「共感満足」など、支援者もエネルギーが得られる「代理レジリエンス」

があり、また支援関係の中のジレンマである「共感性疲弊」もつきものです。「僕らの家族支援研

究会（BKS）」の「僕らの」には、＜援助者として主体性を取り戻す共同体＞にできたらという希

望が込められ、関西圏の児童相談所や近接領域の現場職員の有志が協力し合い研究会活動を安全

な対話を重視しながら想いを共有し、活動しています。その実践を通して、援助者の意欲を高め、

援助者支援に繋げていく可能性について考えます。 

12:10～13:10  昼休憩 

13:10～14:40  【公募企画ワークショップ２】 ※学会員から企画を公募して開催します。 

14:50～15:40  全体会（総会） 

■参加申込方法■ 

 〇 対人援助学会HP「参加申込フォーム」より、10月 2４日（木）までにお申込みください。 

 〇 参加費：一般３０００円 学会員２０００円 学生・院生（社会人院生を除く）５００円 

 〇 参加費は 2024年 10月 2４日（木）までに、以下振込先へ納付願います。 

 〇 振込先:ゆうちょ銀行 〇九九（ゼロキュウキュウ）店 当座：0311452 名義：対人援助学会  

※詳細はhttps://www.humanservices.jp/  

https://www.humanservices.jp/
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ハチドリの器  41

見野 大介  

Mino Daisuke 

左上：波紋皿、ゴブレット 

花三方香物鉢、浅鉢 

左下：蒼天釉角皿 

右 ：波紋皿、カップ＆ソーサー 
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第５８号 

 

執筆者 

＠短信 

 

高名 祐美 

毎日暑い。大量の汗をかき、一日の終

わりにはぐったりしてしまう。そんな日々の

中、元日の地震で珠洲市の自宅が全壊

の被害を受けた友人と久しぶりに会った。

友人宅では、通水はしたものの、自宅敷

地内の水道配管が修復されておらず、い

まだにお風呂もトイレも使えない状況だそ

うだ。暑い季節に、さぞかし不便だろうと

心が痛む。友人は早々に珠洲市を離れ、

親族が住む金沢市を生活拠点とした。現

在は週３日ほど自宅へもどり、片付けなど

しているとのこと。仕事も退職した彼女は、

「今、オリンピックをやっているでしょう。４

年後オリンピックのときにはどこで何をし

てどんなふうに毎日を過ごしているのだろ

うと夫と話してるの」「これからどうしよ

う・・・」としみじみ語ってくれた。どうしてい

るのだろうとずっと気になっていた。ようや

く会うことができた時間はあっという間に

過ぎた。人と会う。大切なことだ。会いたい

人に会う。会って話しを聴いていこう、そう

思った友人との再会。 

父が自分の身を呈して 

教えてくれたことⅢ 

P225～ 

水野スウ 

真夏月がやっと最終日をむかえた日、

あぁ、どうにかこの夏を超えられた、と今

年は本当にほっとしました。 

 年々、地球が暑くなり、金沢の隣町に位

置するわが家だって当然、その暑さは増

していて、8 月はほぼ毎朝 9 時になると

「熱中症警戒アラートうんぬん」の役場か

らのお知らせが聞こえてきてた。いつのま

にその音に慣れっこになって、私はどこか

他人ごとに聞いてたんでしょう。実際これ

までは、大きな窓を開ければ、向かいの

雑木林や庭の木々をくぐり抜けたそれなり

のいい風がはいってきて、エアコンはない

けど扇風機をまわせばなんとかなる、お

盆過ぎれば夜風は涼しく、二階の寝室の

窓は開けっ放しだとむしろ明け方寒いくら

い、っていう夏をずっと過ごしてきてたもの

だから。 

 

 だけど今年はそうはいかなかった。8 月

なかば、夜の暑さにやられてだったろうけ

ど、夫婦ともども、たぶん軽い熱中症にな

りました。二階にこもった暑くて湿った空気

の中できもちわるくなって、朝食後、かわり

ばんこに吐いてしまった。以来、寝る前か

ら寝室で扇風機を回し、空気をかき回しな

がら眠りにつくようにしたら、それだけのこ

とで眠りの質が全然違ってきた。それまで

いかにむわっと暑い空気のなかで浅い眠

りを続けてたことか、「浅眠（あさねむ）疲

労積立貯金」による胃腸の疲れ、からだ

の疲れがきっとそんな症状になって出たっ

てことだったんでしょう。念のため、二人と

も血液検査、夫は腸カメラ、私は胃カメラ

で診てもらいましたが、異常なし、でした。 

 金沢は都会だけどうちは田舎だから大

丈夫、っていう正常性バイヤスの危うさ、

夏をなめんじゃねー！って叱られた気分、

おおいに反省しました。まだまだ残暑はつ

づきそう。みなさまもどうぞお気をつけて

日々お過ごしくださいね。 

 

 今号のマガジン原稿は、愛知県豊田で

農家民宿を営む友人、乳がんサバイバー

であるけーちんこと鈴木桂子さんの、生き

ることと死ぬことをめぐる死生観のお話の

おすそわけ、誌上アーカイブです。 

 自身のがんのこと、お父さんの看取りの

こと、けーちん夫婦のこと、ゴール設定を

すると生き方がかわってくる、家族との関

係性、周りの人との関係性もかわる、など

など、重たくなりがちなテーマも含んでる

けど、けーちんの話を聴きながらみんなで

いっぱい笑った、気づきがたくさんの、お

はなし会でした。多くの人に、けーちんの

こんな話を生で聞いてもらえるといいな、

と思いながら今号を書きました。末尾に、

けーちんの経営する米ぬか発酵温浴に私

がはじめてはいった時の体験記のおまけ

付きです。  

きもちは言葉をさがしている 

P88～ 

馬渡 徳子 

8 月 15 日。震災から早や７ケ月半経過

した。石川県では、お盆は 7 月と 8 月とで

地域によって異なる。7 月の金沢地区でも、

「今年は金沢らしい賑やかな吊るし飾りを

控えた方が多かったよ」と知り合いのご住

職から伺った。 

 7 月にご実家の公費解体と同時に「墓じ

まい」をされ、石川中央地区にある系列の

お寺の納骨堂に納めた友人から、夏休み

休暇の最終日、帰宅後に電話をいただい

た。お墓のあった場所の周辺は、6 月 3

日の地震により更に崩壊したため、やむ

ない選択だったが、先祖代々のお骨を順

に抱きしめながら、「2 度目の大地震は傍

にいなくてごめんなさい。故郷を離れるこ

ととなり、ごめんなさい。一緒に移住してく

ださいね。」と声をかけながら、ご親戚でお

経を唱えたとのことだった。 

 友人から、この日までの親戚間での葛

藤の経緯と決断を伺ってきたことから、な

んと言葉をかけたらよいか、とても見つか

らなかった。うんうんと頷きながら、電話口

で私は涙が止まらなかった。 

 報道によると、友人のご実家のある地域

は、「街ごと集団移転」選択のご意向を自

治体に伝えたようだ。だが、そのご意向が

現実となるのは、年内はまだ厳しいとの事

だった。 

 就寝前に、団 士郎さんの『語り方』「‘木

陰の物語’をとどけるプロジェクト 2020 年

版」を拝読した。 

 はて、友人は将来どのように語るのだろ
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うか。私は、友人として傍らに居たいと思

った。  

                                                                    

馬渡の眼 

Ｐ155 

乾 京子  

この夏の猛暑の所為？公園の草抜き

作業日。ちょっと坂になっている花壇の上

から下へ、と…どうしたはずみかスッテー

ン！！鼻を擦り剝いて、右腕の肉離れ。

治るのに２週間かかって、治ったと思った

ら、夏祭りでロープに足をとられて、また、

スッテーン！！今回は、幸い怪我もなく無

事でしたが、こんなことも。「NOTO， NOT 

ALONE」のトートバックを愛用しています。

図書館に行くときも買い物にも、リュック型

のカバンを背負って     、「NOTO,NOT 

ALONE」を左肩に引っ掛けて出かけます。

お玄関まででて、忘れ物に気が付いてキ

ッチンへ。「あれ、どこに置いたかなぁ？ト

ートバック見なかった？」あちこち探して、

新聞を読んでいた夫に聞くと、「肩に下げ

ているのと違うんか？」・・・・暑さの所為で

はなく、後期高齢者それなりの老化現象

だったのでしょうか？はて？ 

じゃりんこ文庫 

P273～ 

山岸 若菜 

ここのところ人間関係で悩んでいました。

人の気持ちはよくわからないなぁと思うこ

とが多く、とても悲しい気持ちになることが

ありました。それであーでもない、こうでも

ないと、相手の気持ちを想像したりしても

みたのですが、結局のところ「わからない」

に落ち着きました。 

そしてあまりそこにとらわれて自分がし

んどくなっている今の状況は良くないなぁ

と思った時、思い出したのがあの人の言

葉です。 

鬼滅の刃煉獄さんの「考えても仕方の

ない事は考えるな」、しびれるわ～ 

そうやったそやった、相手の気持ちなん

てなんぼ考えてもわからなくて当たり前。 

なので考えるのはやめました。 

って、止められるか！ 

考えるのはやめようと思っても考えてし

まうのは仕方がない。だから時間が経つ

のを待とうと思います。 

ある訪問看護師のあたまの中 

Ｐ265～ 

宮井 研治  

しかし、暑い。世間では、猛暑を通り越

して酷暑と言うらしい。時候の挨拶も、暑

い、暑いを繰り返すので、さらに暑苦しくな

っていけない。たぶん、この執筆者@短信

にも、酷暑を話題にされる執筆者も何人

かおられるだろう。対人援助学マガジンも

暑くなる。いや、熱くなるなら、かまわない

か。このフリは昭和だなと書いてて恥ずか

しくなった。昭和をことさら懐かしがるつも

り、自慢するつもりもないが、昭和生まれ

ど真ん中である。九州の田舎そだちであ

る。昨今のような酷暑ではなく、あのキリッ

として、カラッとするような礼儀をわきまえ

た暑さはどこに行ったのだろう。暑さの後

には、きちんと夕立がきて、適量の雨をも

たらし、それが「涼」に続くような一連のお

約束はどこに行っちまったのだろう。「ゲリ

ラ豪雨」や「扇状降水帯」なんて無粋で下

衆なネーミングからは、「涼」はひっくり返

っても湧いてこない。 

 これを読んで、あの失われし、屹立とし

た夏の入道雲を思い出していただきたく、

昔、少年、少女だった一定年齢以上の方

にご紹介したいのが、はたこうしろう作『な

つのいちにち』という絵本である。たまたま

TSUTAYA でみかけて、孫のためにジャケ

買いした一冊。以前は、孫のヘビロテだっ

たのに今は、秋野和子 再話/秋野亥左牟 

画『とうもろこしおばあさん』にその座を奪

われているのは、じぃじとしては、ちょっと

かなしい。でも『とうもろこしおばあさん』を

選ぶあたりは、さすがわが孫なるかな！ 

 

 

 人生は対応のヴァリエーション 

P249～ 

中谷 陽輔  

 夏休みとされる時期が終わりながらも、

残暑が厳しすぎる今日この頃。子育てをし

ていると、「子どもたちの夏休み」イコール

「親が休めない夏」です。とにもかくにも、

酷暑で夏バテしないよう、心身の調子を整

えることが目下の課題。 

・・・でしたが、我が家はお盆前に見事

に夫婦ともにコロナ陽性となっていました。

幸い、子どもたちには感染しなかったので

すが、元気の有り余る小１と３歳の子ども

との STAY HOME はなかなかでした。

STAY HOME の間は、テレビと家庭用ビニ

ールプール、あとは普段よりちょっと豪勢

な食事（親が手抜きをして外注していると

いう噂も・・）あたりで、何とか、本当に何と

か、乗り切りました（自分に拍手 笑）。コロ

ナが５類になる前は、もっと社会情勢的に

STAY HOME への圧が強かったでしょうか

ら、当時大変な思いをされた親御さんすべ

てに、ホントお疲れさまでした！！と言い

たい気分になっています。 

 夏の想い出は、ひたすらプール、そして

コロナでしたが、秋はどのような想い出に

浸れるでしょうか。もう少しだけ、心身の負

担が少ないものを願わせてほしいです。 

コソダテノシンリ 

P235～ 

櫻井 育子  

これまで「調子に乗れる書道塾」という

場を開きながら、たくさんの方々に、手本

がない、楽しい、これでいい、と「調子に乗

って」いただきました。「調子に乗る」という

のはとても素敵なことだし、大事なことで、

無理のない状態で自分が表現できる、非

常に良い言葉だな！と確信しています。 

  今回、東京と宮城で個展を開催するこ

とになり、文字通り「調子に乗って」いるな

あ、わたし。と感じています。以前であれ
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ば、「いや、たまたまですよ」とか「皆さん

のおかげですから、すみません、なんか」

とちょっと遠慮したり、申し訳なくなったり、

のような「過小評価」をしていたような気が

します。 

ところが、ここ最近は本当に心の底から

「ほんとに嬉しくて仕方ありませんっ」と、

胸を張って調子に乗っていられるようにな

りました。わたしが、わたしを対等に扱って

いなかったのだ、と思います。人生一度き

りなので、やはり調子乗っていた方がいい

な、と思っているところです         。 

 

 

生涯発達支援塾 TANE 

代表 櫻井育子 

080-1853-1731 

shukou0122@gmail.com 

https://ikuko-sakurai.com 

わたしはここにいる 

P233～ 

鳴海 明敏  

県庁職員を定年退職した翌月に新規開

設された、情緒障害児短期治療施設（現

在は、児童心理治療施設）の園長を引き

受けてから、１5 年目に入っています。 

園長室には「こかげ」という名前がつけ

られています。ということで、サブタイトル

は「こかげのにちじょう」とします。紹介す

る子どもたちについては、それなりのカモ

フラージュを施しています。 

＊ 

ねぶたが終わりお盆も過ぎて、来週か

らは子どもたちは二学期が始まります。夏

休み中に家族のもとに帰省出来た子もい

れば、出来なかった子もいるのは例年通

りですが、こどもたちは、それぞれの現実

を静かに受け止めているように思います。 

夏休み中に、小学校卒業後の進路（施

設の移し替え）を検討するために、措置児

相の一時保護所に行っていた小 6 男児も

帰園しました。8 月２６日月曜日からは 2

学期の始まりです。 

世界情勢や日本の政治はいろいろあり

ますが、学園で生活しているこどもたちが

社会人になる頃には、「日本」はどんな状

況になっているのでしょうか？ 

昭和生まれの私は、２１世紀になれば、

科学技術の進歩とともに生活が便利にな

り、世界の平和も達成されていると信じて

いました・・・ 

児童心理治療施設の園長室から 

～こかげのにちじょう～ 

P251～ 

高木 久美子  

やったー。投稿の連載が 10 回に！記

念すべきこの節目に、などとうっとりしてい

る場合ではなく、ここのところ投稿が締切

日を越えてしまい、団編集長、編集委員

の皆様、ご迷惑をおかけしております。本

当に申し訳ありません。え、あ、そうなんで

す、ここのところって、まともに締切前に出

したことあるのか。す、すみません！ 

でも、とにかく必ず、絶対投稿しますの

で、11 回、12 回と塵を積もらせますので、

今後ともどうぞよろしくお願い致します。当

事者の方々の「わたしたちのおもいをかい

てくれてありがとう」というお言葉。ご家族

やご支援者からも「対人援助マガジンをお

勧めしています。遷延性意識障害のことを

知ってもらえるといいですね」とコメントに

大いに励まされる日々です。やはり微力

でも発信を続けていくことの大切さをしみ

じみ思います。閉じ込め状態にある方々

は何を思い、何を語っておられるのか。一

緒に伝えていきます。外国語投稿にも挑

戦したいなと思いつつ、思っては躊躇し、

あきらめてはまた欲が出る…。その前に

先ずは締切日厳守だ。しっかりしろ。 

  

ヨミトリとヨミトリ君でご一緒しましょ！

Ｐ244～ 

野中 浩一  

 娘たちが 2 人とも受験の年になった。大

学受験と高校受験。 

島根の片田舎に住んでいるため、塾に

行くにも車で往復 1 時間、大学を見学に

行くにも車で往復 6 時間。 

娘たちを育ててくれた、田んぼや畑や

平屋の民家が立ち並ぶ里山の風景から、

人々が行き交うビルやコンクリートの繁華

街へ移動。 

娘 10 代、経験したことがない中で進路

を判断することは難しいだろうと思う反面、

私 40 代、だからこそ見えにくくなっている

こともあるだろうとも思う。本人がよければ

どこでもいいと思う反面、どこでもいいとい

うことはないような気持ちになることもある。 

あれこれ考えたうえで、結局は運転手

程度の介入がいいのかもしれない。 

「島根の中山間地から Work as Life」 

P234～ 

畑中 美穂  

なんと。庭に何か走り込んできたものが

いると思ったらイノシシが。「うそやろ！」 

―いや、ほんと。 

畑があるわけでもなく、木の根元辺りに

積み上げた枯れた草を掘って何か探して

いるので虫の幼虫でも食べているのだろ

う。犬でもない、もちろん猫でもないケモノ

感。それでいて臆病らしいから、うっかり

鉢合わせして驚かせでもしたら突進してき

て吹っ飛ばされそう。どうやら近所の人た

ちにも見つかっているそうで、どうなんだろ

うな、いずれ捕まるのだろうか。これも何

かの縁、またやって来たら、welcome とは

言わないが名前ぐらいはつけて、家のな

かの安全なところから御姿を拝見すること

としよう。 

一語一絵 

P228～ 

渡辺 修宏 

夏の暑さにヒイコラしている。夏ってもっ

と、生命の息吹きを感じる季節だったです

mailto:shukou0122@gmail.com
https://ikuko-sakurai.com/
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よね？青々とした草木をみて、雲を見て、

海をみて、空をみて、「ああ、生きている、

たくさんの生命がみえる」と感じるシーズ

ンだった気がする。しかし今は、ゲリラ豪

雨とか地震とかで怖さのほうをより大きく

感じる。否、怖さを知って、命の尊さを感じ

たい。 

対人援助実践をリブートする 

この一冊  

Ｐ231～ 

米津 達也  

ただただ書き連ねて 15 回目となった。

毎回、何を書こうかと考え、時に言葉を捻

り出しながら紡いでいる。敢えてそういう

機会を作らなければ言葉は生まれない。

情報も言葉も手元の端末で一瞬にして消

費される。何を書くのか、と同時に、何を

書かないのか。自問自答しながら紡ぐこ

れからの生き方を模索している。 

川下の風景 

Ｐ220～ 

玉村 文   

災害級の猛暑が続いている 2024 年夏。

0 才児を連れて上の子達の保育園の送り

迎えをするだけで汗びっしょり。赤ちゃんも

ぐったり。上の子たちも外遊びができない

ため、室内で身体を使って遊べる場所を

求めて、毎週末どこに行こうかと頭を悩ま

せています。娘は「滑り台がしたい」と言う

のですが、鉄板は火傷するくらい暑くて暑

くて…この夏はパリオリンピックを観て、娘

はプールに通い始めました。長男も体操

に興味を持っていますが、習い事として行

けるかどうかは準備が必要そう。そう、習

い事で発散してもらうしかないと。「お母さ

ん、ヒマー！」と言われて「公園でも行って

おいでー」と返事ができる日はくるのでしょ

うか。 

応援 母ちゃん！ 

P212～ 

川畑 隆   

 二度目のファイナルです。次号からどう

するかは未定ですが、お世話になりました。

この短信ではどこそこへ行ってきたという

ことばかり書いてきましたが、またそれで

す。 

 冬に一泊して「次は春に来たい」と家族

で言っていたところに、ゴールデンウイー

クにまた行ってきました。『神戸しあわせの

村』です。昔から知っているところだったの

ですが、混んでるだろうと決めつけて敬遠

…ところが意外に簡単に予約がとれまし

た。 

 宇治の自宅からクルマで 1 時間ちょっと、

「しあわせの村」という高速の出口があり

ます。本館のグループルームという 4 ベッ

トの部屋はホテルのようです。窓から見え

る芝生広場が「春にまた来たい」 

と思った理由。ちょうどフリーマーケットも

やっていて、日焼けするぐらいに孫娘と遊

びました。温泉大浴場は広くてきれいだし、

屋内プールは 30 度以上の水温で過ごし

やすい。朝食バイキングは豪華ではない

けどいい感じです。夕食はどうしたかとい

うと、しあわせの村から JR 神戸まで路線

バスに乗り、ハーバーランドの海鮮居酒

屋へ。そしてモザイクから夜景を眺め、バ

スに乗って帰りました。 

 来年の春にもまた行こうかな。予約はま

だちょっと早いか…? 

ザイコロジー 

Ｐ207～ 

杉江 太朗 

児童家庭福祉領域で働く杉江と言いま

す。4 月に新しい支店がオープンしたので

すが、オープンしてすぐの頃は、「どこにあ

るの？」とか、「連絡先は？」と聞かれるこ

とが多く、昔の○○の建物を改装したから、

○○と検索したら出てくるよ～みたいな説

明をしていました。いずれ新しい名称でも

検索出来るようになるだろうと思っていた

のですが、中々出来るようにならず、

Google を見ていると、自分で登録できるこ

とに気付き、実際にやってみるとものの数

分で出来てしまい、すぐに検索出来るよう

になりました。世界的企業の Google の検

索結果を、個人の指先で行えることに驚

いたのと、登録してしばらく経った頃には、

「１万人の方が検索されました」というよう

な連絡が Google 様から届き、さらに驚き

ました。私の一手が 1 万人の方の検索結

果に影響を与えたのです。おそらく、関係

者ばかりで、自分の検索回数も含まれて

いると思いますが、個人の力が集結する

と、Google のように巨大な情報を集約でき

ることに、社会システムの大きさと、その

一員であることを感じました。 

「余地」-相談業務を楽しむ方法- 

Ｐ201～ 

浅田 英輔 

コームインなので、今年からまた新しい

部署に異動となっています。新しい関係機

関の皆様とやりとりしていますが、「話しや

すい人でよかった」と言われております。

わかるぅー！のですが、どんな要素なんだ

ろうと考えたりする。ある程度本音で話す

ことが大事なんじゃないかなと思っていま

す。ちゃんと本音を言ったあとで、「でも県

職員としては、ここはちょっと難しいんです」

っていうと大体わかってもらえる。当然、そ

の後の改善策はセットになるけど。本当に

思っていることを、少し人に話すっていう

のはコミュニケーションとして大事だよなあ

と思ったりします。もうちょっと建前を学ば

ないと！ 

 

臨床のきれはし 

Ｐ113～ 

三浦 恵子 

平素利用している電車が駅を目前にし

て急ブレーキで停車した。人身事故による

ものだというアナウンスと車内にトレインチ

ャンネルによる周知がしばらく続き、私を

含めた乗客がしばらく列車内で待機する

ことになった。多くの乗客の方が、自身の

目的地までの振り替えルートを検索される

などしているなか、先頭車両部分のみのド

アが開き、振替輸送のアナウンスが流れ

ると同時に、どっと乗客の方々の動きが始

まった。 

 ただ、ホームに降りてから改札までのル

ートが一部停滞していた。駆けつけた消

防隊員の方々が、事故に遭われた方を担
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架に乗せてホーム上に引き上げる場面を、

スマートフォンで撮影されている乗客の方

が複数名おられたためだった。その方々

の年齢層は様々で、写真だけではなく動

画なども撮っておられるようだった。 

 思い出せば、令和に入ってすぐの頃、都

内ターミナル駅での人身事故発生時、御

遺体を覆うシートの中にスマートファンを

差入れて撮影する行為があり、駅員の方

が「お客様のモラルに問います」という「異

例」のアナウンスがなされたということを思

い出した。 

 私が遭遇した事故に関しては原因など

は報道されていない。ただ、こうした人身

事故がいわゆる「飛び込み」等の自死で

あった場合、「最期ぐらい他人に迷惑をか

けるな」といった辛辣なコメントがインター

ネット上で散見される。そして今回のよう

に、必死で救護にあたる方々もおられ、少

なからず混乱している現場で、人の死に

関わる場面を自身のスマートフォンに収め

ることに必死になっている方が複数おられ

ることについて、非常に複雑な思いを抱い

たのだった。 
更生保護護官署職員 

（認定社会福祉士・認定精神保健福祉士） 

現代社会を『関係性』という 

観点から考える 

Ｐ190～ 

迫 共 

卓球の早田ひな選手の発言などでも話

題になっている映画、「あの花が咲く丘で、

君とまた出会えたら。」を見ました。現代の

女子高生、百合がタイムスリップして特攻

の兵士に出会って恋愛するという、SF 戦

争ものみたいな作品です。 

 百合は「日本は負けるんだよ」と憲兵に

たて付き、逃げようとする特攻兵を責める

仲間に「生き恥なんていうことはない、生

きたいという人を責める権利は誰にもない」

といいます。 

 ラスト直前まで芝居じみた設定だったの

で「演劇としてはアリなのか」と見ていまし

た。そのラストでは現代に戻ってきた百合

が、特攻博物館で自分に宛てられた特攻

兵の手紙を見つけて号泣する場面があり

ます。 

 ここで日常と非日常が交錯するため、

「え？ この手紙は実在するの？」と思わ

せられてしまいました。私たちの日常と世

の中が地続きな世界観で作られた作品を

「セカイ系」と呼びますが（新海誠監督作

品など）、この映画もまた「セカイ系」的な

心情を喚起させる構造をもつ、その意味

で危険な映画ではないかと考えました。  

 「権利」を主張する若者に「特攻で散った

人たちがいるから、今の平和な日本があ

るんだ。みんな平和を願って死んでいった

んだ…」と思わせる（百合と観客の心情を

一致させる）ための芝居じみた設定だった

のではないかと。 

 

 暑すぎた今年の 8 月、死者の軍事利用

にも、死者の平和利用にも反対だなと改

めて感じた映画でした。 

迫メアド：sakotomoya@gmail.com 

保育と社会福祉を漫画で学ぶ 

P197～ 

黒田 長宏 

これを書いている時点では日本ハムフ

ァイターズ清宮幸太郎選手がようやく打ち

始めてきたところ。これが載る頃はわから

ない。推しの清宮の父親が同い年だとは。

人生は人によって違うもんだなあ。私はひ

たすら高齢者結婚難問題を訴え続けてい

るだけだ。（パリオリンピック最中に記す） 

https://konnankyuujotai.jimdofree.com/ 

あぁ結婚 

Ｐ176～ 

松村 奈奈子 

先日「システム・クラッシャー」というドイ

ツの映画を見てきました。８歳の主人公ベ

ニーを演じる女の子の演技が見事でした。

「システム・クラッシャー」というのは、養護

施設や里親さんのところで、不適応を繰り

返し、転々とする「子ども」の隠語だそうで

す。 

いやー、日本ではそんな隠語は存在し

ないと思うのですが、攻撃的になったり、

集団生活でトラブルを繰り返して、養護施

設や里親さんを転々として児相職員を悩

ませる子ども達、もちろんいます。ドイツは

どうやって対応してるのかな？と興味津々

でしたが「んー、そうくるか」というオチでし

た。一緒にみていた旦那は「いかにもドイ

ツらしい」と笑ってました。 

確かに、ベニーのように母親や妹弟が

いるのに、トラブルをきっかけに、その子

ども独りだけ施設に入所となった時、「シ

ステム・クラッシャー」になってしまうケース

多いよなぁと思いました。 

精神科医の思うこと 

Ｐ144～ 

団 遊  

高校時代の仲間のひとりが、50 歳にし

て上海転勤を命じられ、お別れ会を開催

した。「子どもたちの学費の目処が立って

いたら断ってた。わっはっは」と照れ隠しし

ていたが、50 歳での初海外転勤は、ちょ

っと羨ましい。 

私の人生には、転勤がない。転属もな

い。大学を出てすぐからフリーランス。20

代半ばで起業したので、誰かに雇われた

経験がない。自分で自分を配置・転換す

るのだから当たり前なのだが、青天の霹

靂的人事というものに、ちょっと憧れたりも

する。 

「団くん、来月からキミはフランス支社の

社長として海を渡り、EU 全体を見てくれ」

と言われたら、たぶん興奮する。 

「団くん、来月からキミは南極の昭和基

地にシェフとして渡り、調査員たちの食事

をつってくれ」と言われたら、早速大量の

レシピ本を買いに行くと思う。 

お金を出せば、フランスに行くことも南

極に行くこともできるが、決定的な違いは

「どうなっても知～らんピ」「俺のせいじゃ

ないもんね」「命じたのはそっちだもんね」

と思えるかどうか。 

責任感がないわけではなく、ゆるいリー

ドを付けてもらった状態で「好きにやってこ

い！」と言われる感じは、ちょっと羨ましい。 

団遊の脱線的経営言論 

Ｐ 41～ 

村本 邦子 

最近、災害予報がかしましい。南海トラ

mailto:sakotomoya@gmail.com
https://konnankyuujotai.jimdofree.com/
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フ警戒での自粛の次は、進路予測不能な

過去最大級の台風である。ちょうど東北

のプロジェクトと重なり、メンバーたちと事

前打ち合わせで、情報をチェックしつつ、

状況に合わせて工夫しながらできることを

する、できないと判断したらあっさりあきら

めるという基本原則と、状況を報告する連

絡経路を確認した。だから、メンバーに混

乱はなかったと思う。そして、今、予定通り

プロジェクトを実施中である。まだ台風の

行方はわからないところがあるが、世の中

はちょっと騒ぎすぎなのではないか。人間

は自然の一部である、災害とともに生きて

いる。百パーセントの安全はない。過去に

学び、自分の想定を拡げつつ、それぞれ

の判断でその都度決断していくしかない

のである。まだ来ない未来の不安に振り

回され過ぎず、今この時を大切に生きた

いものだ。 

周辺からの記憶 

―東日本大震災家族応援プロジェクトー 

Ｐ124～ 

國友 万裕 

 
自著『インセル時代の男たち』が出てか

ら 1 ヶ月以上がたちました。 

 その間、ある大学で小さな講演もやらせ

てもらいました。講演はそれなりに成功で、

「新しい視点を与えてもらった」と言ってく

れる人が多かったです。 

 とはいうものの、こういう反応が返ってく

ると僕は複雑な気持ちになるのです。僕

はもう子供の頃からこの問題に囚われて

いるのに、世間の男性たちは、こう言う問

題について考えたことすらないから、「新

鮮」と感じるわけで、「俺はマイノリティなの

だ」と言う思いを新たにするのでした。 

 これからどうやって本を売っていくのか。 

 まだ今のところ、取材の依頼はありませ

ん。結構値段も高いですし、売るとなった

ら大変でしょう。 

 別に金儲けをしたいと思っているわけで

はないです。ただ、少しでも僕のこれまで

のトラウマを理解してくれる人を増やした

いんです。それだけが切なる思いです。 

 

スポーツおじいさんになりたい！ 

Ｐ100～ 

西川 友理 

大阪キリスト教短期大学で保育者養成

をしています。それから、いくつかの養成

校・養成施設で、社会福祉士の養成にも

携わらせていただいています。 

今回は「先生」について書きました。 

気が付けば私も、いろんな所で「先生」

と呼ばれる仕事をしてきました。 

一時期私は、本当に「西川先生」といわ

れるのが苦痛でした。「先生」という言葉が

出たことで、周囲の人が「先生」という対応

をしてくることに、居心地悪さを感じていま

した。そしてそれは、学生に対してもそうで

した。大したこと出来てないのに、我なが

ら先生って何やねん‥‥と思っていました。

何かがたまたまうまくいって「さすが先生」

と言われると、先生だから出来たわけじゃ

ないよ、とモヤっとしましたし、「先生なん

でしょ、もうちょっとしっかりして」と言われ

るとぐっとのどが詰まりました。 

その時期に、あるユースワーカーの人

からぽろっといわれた言葉があります。 

「どこまで行っても、どんな距離感でも、養

成校というところにいるかぎり、学生にとっ

て西川さんは“先生”なんだよ。その立場

をまず受け止めていこう。それから、どう

するか、ですよ。」 

重く重く重く受け止めました。そうか、そ

れはそうだよな。学生にとってみれば、ど

こまで行っても「先生」だ。学生から見たら、

「最終的に学生に評価を下す人」だ。それ

はそれとしてどうするか、か。なるほど。 

最近は、いい意味でどう呼ばれてもどう

でもよくなってきました。何と呼ばれようが、

私は私のやりたいことと 

すべきことを、やりたいようにするだけ

なんだと思うと、誰に何と呼ばれようがや

っと気にならなくなってきたように感じてい

ます。……単に年を取って鈍くなっただけ

かもしれませんがね。 

福祉系対人援助職養成の 

現場から 

Ｐ77～ 

竹中 尚文 

今年の七･八月はどうしようもなく暑い

日々が続く。七月末にあるホームレスの

方から連絡が入り、仲間がバタバタ倒れ

て搬送されていくと。この酷暑の中を、冷

房のない所で過ごすのはきびしいものだ。

同日、ある新聞社の方から電話があった。

大阪のホームレスの様子を聞かせて欲し

いと。伝聞であるが状況を話した。この暑

さへの何か対策の活動をしないのです

か？と尋ねられた。私たちが活動をする

のを記事にしたいようだった。報道機関が

直接、ホームレスに取材に行って、現況を

伝えることを提案してみた。大都会の中で、

どこかで一時的にも涼に触れることができ

る場所があると思う。そうしたときに、ホー

ムレスだからといって排除しないほしい。

そうした社会認知を得るには報道機関の

力は大きい。◆1983 年のパキスタンのペ

シャワールの町は騒然としていた。1979

年のクリスマスにソ連軍がアフガニスタン

に侵攻して戦争が始まった。ペシャワール

の峠の向こうは戦場だった。町は戦場か

ら逃れた難民であふれ、ソ連軍に対抗す

る各ゲリラ組織がこの町に集中してその

兵士たちも闊歩していた。町で外国人が

宿泊するホテルは１軒だった。宿泊者はジ

ャーナリストと国連の関係者ばかりで、世

界のマスメディアにこの町のこのホテルか

ら発信されていることに驚いた。この時、

特に日本の報道機関の社員には誰一人

いなかった。すべてフリーランスのジャー

ナリストだった。そのわけを尋ねると、もし

仮に戦場で大きな報道機関の社員が死

亡すると問題になると聞かされた。誰かが

その責任を問われることになるという。正

社員が戦争の取材をしたのはベトナム戦

争までのことだそうだ。そうか、現場から

は伝えないのかと思った。◆災害の様子

を伝えるテレビ画面で、罹災者は誰もヘル

メットをかぶっていないけれど、マイクを持

つ人だけがヘルメットをかぶっている光景

を思い出した。 
路上生活者の個人史 

P98～ 
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坂口 伊都 

 生まれて初めて「人間ドック」に行って

きました。ここ２年程、採血した後に肩こり

がひどくなり、吐いてしまうことが続いたの

で、ゆったりとできる場所で採血をしようと

思ったのがきっかけです。後、健康診断を

受けると、必ず再検査が出てくる年齢にな

ったので。 

 鼻からの胃カメラも初体験。「鼻から麻

酔を入れますね」と流れてきた麻酔の不

味さに驚きました。そして、喉が機能しなく

なることの不快感。看護師さんに背中をさ

すられ「上手にできていますよ」と宥めら

れ、チューブを引き抜きたくなる衝動に打

ち勝ち、検査は終わりました。私の魂は抜

け落ち、何を言われても右から左へ流れ

ていきました。 

 支払いを終え、噂のご褒美ランチへ。と

ても美味しそうなのですが、食べられない。

お腹も痛くなってきた。悔しいので、メイン

だけ意地で食べて家路へ。吐き気が増し

てきて、家のソファで寝ると少しマシになり

ました。食べ物をつまむと、またムカムカ。

２回寝たらさすがに回復しているだろうと

シャーベットを食べたら、ついにトイレで嘔

吐。採血が午前中で吐いたのが 19 時。

胃がひっくり返るかと思うほど、悲惨でし

た。 

 私は声を大にして言いたい、健康診断で

体調が悪くなるなんて本末転倒ではない

か！ 

 

 これから私はどうしたらいいのでしょう。

健康診断拒否する方法あるかなぁ。受診

するにも、どこへ行けばいいの？どなたか

私に助言をください～。 

立場が変わると何が見える  

P118～ 

河岸 由里子 

【巷の小話】 

 日々いろいろな方と話をしていると、ちょ

っとした面白い話、困った話が聞かれる。

そんな話を二つほど。 

① ある母子家庭のお母さんの話：公

衆浴場や旅館等の共同浴場の男

女分けで、厚生労働省は「概ね７

歳以上の男女は混浴させない」と

今までの１２歳以上から年齢制限

を引き下げた。「我が子は、今６歳

だから一緒に入れるが、７歳にな

ったとたんに一人で男性浴場の方

に送り込むのはとっても不安。父

親がいれば、父親と一緒に入れば

よいのだから問題ないが、母子家

庭ではその点困る。誰か適当な人

と結婚するっきゃないかあ・・・。」と

話していた。母子で旅館に泊まっ

たりすると、大きいお風呂に入りた

がる子も多い。大きいお兄ちゃん

が居れば、兄弟で行ってもらえば

よいが、一人っ子、或いは女の子

の兄弟しかいないとしたら、見ず

知らずの男性の集団の中に、７歳

になったからと一人で送り込む不

安は想像に難くない。昨今は低年

齢の子どもたちへの性的いたずら

も懸念される。だからと言ってその

ためだけに誰でもいいから結婚し

ようなどという無謀はもちろんしな

いだろう。これが父子家庭であっ

ても同様である。娘一人女性浴場

に送り込むのはやはり不安だろう。

こうした問題が起こることを、厚生

労働省は想定していたのだろう

か？ 

② ある６０代男性に聞いた話：昔、や

くざの親分のところにしばらく世話

になったことがあった。当時まだ１

０代前半。親からの虐待もあって

家出し、非行に走っていたころの

話である。一般的にやくざの親分

になる人は、至極まともな方だっ

たりする。柄が悪いのは下っ端の

チンピラである。ある日、母親が自

分を迎えに組に来た。虐待してい

た父親は、こういうところには顔を

出す勇気がない。母親は泣いて返

してくれと頼んだそうだ。親分に呼

ばれた自分に、姉さんは「あんた

はいいやくざになるよ。」と太鼓判

を押してくれたが、親分は「お袋さ

んがわざわざ迎えに来てくれた。

おやじがどんな奴かは聞いている

が、お袋を泣かしたらいけない。お

前は家へ帰れ。青破門だ。」と言っ

た。やくざの破門には、青破門と

赤破門がある。赤破門は只の破

門。どこの組に行こうが勝手という

こと。青破門はどこの組もこの人

を入れてはいけないというものだ

そうだ。その後、１０代の間は落ち

着かなかったが、２０歳前にはし、

まともな人間としてしっかり働き、

結婚もするという人生を送ることに

なる。やくざの世界のことは、あま

り知らないが、破門にも二種類あ

るのだと初めて知った。この親分

さん、中々の人だなあ。 

 
公認心理師・臨床心理士・北海道 

かうんせりんぐるうむ かかし 主宰 

ああ、相談業務 

 Ｐ84～ 

先人の知恵から 

Ｐ165～ 

大谷 多加志  

2018 年から、同志社大学赤ちゃん学研

究センターとの共同研究で赤ちゃんの発

達に関する調査を、いくつかの研究プロジ

ェクトにまたがって実施してきました。当時

関わっていた新版 K 式発達検査 2020 の

改訂作業が無事完了できたのも、赤ちゃ

ん学研究センターに協力してもらえたこと

はとても大きく、私自身の研究活動におい

てたくさんの経験と機会を与えてくださっ

た機関で、感謝の念しかありません。以降、

現在に至るまで、コロナ禍もあり、赤ちゃ

ん学研究センターのセンター長も 2 度の

交代があり、センターの機能や位置づけ

が変わっていく中で、今年度で赤ちゃん学

研究センターでの共同研究が終了するこ

とになりました。赤ちゃん学研究センター

での研究が終わるのは、寂しくもあり、ま

た心細くもあるのですが、改めて感謝を覚

えるとともに、独り立ちする気持ちでこれ

からの研究活動を考える必要が出てきま

した。 

そんな折、完全に思い付きで「じゃあ自

前でやってみたらどうか？」と思い立ち、

自分の研究室の半分のスペースを使って、

赤ちゃんの発達調査を継続する方向で検
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討を始めました。動き始めてみると、いろ

いろな巡り合わせもあって、来月にでも調

査を始められるくらいに段取りが整ってし

まいました。こういう風に、思いがけずトン

トンと話が進むことってあるよなぁ…と思い

つつ、せっかく得られた機会なので、また

ここから頑張ってみようと思います。 

発達検査と対人援助学 

Ｐ115～ 

鶴谷 主一 

9 月の最終土曜日に園で初めてのマル

シェを開催します。 

在園児の保護者の方が市のまちづくり

活動支援事業で子育てサロンを立ち上げ 

園を拠点に土曜日に定期的にイベントを

開催してくれています。 

最初は、担当職員が管理のために出勤

していましたが、最近は慣れてきたのでカ

ギを貸して、必要な設備は自由に使っても

らっています。 

信頼関係あればこそですが、職員の負

担なしに施設の稼働率を上げていくことが

できて、園の広報につながったり、大々的

なマルシェの開催にもつながりました。 

もちろん主任が頑張ってくれたことも大

きな原動力になりましたが、園という器を

いかに有効活用していくかが、さらに異次

元の少子化を迎えるこれから必要なこと

だな、と思ったのです。 

マルシェの概要は原町幼稚園 HP から 

 
https://www.haramachi-

ki.ed.jp/admission_guide/tamakoro-

land/ 

 

原町幼稚園 http://www.haramachi-ki.jp 

メール office@haramachi-ki.jp 

インスタ haramachi.k 

ツイッター haramachikinder 

幼稚園の現場から 

Ｐ72～ 

中村 正 

この連載も含めたくさん書き散らかして

きたので、それらをいくつかの書物にまと

めたいと思い、継続雇用教員としての当

面の 5 年間、そしてもう 5 年間、都合 10

年計画で前期高齢期を過ごす計画の大き

な柱として予定を組んでいる。2 冊分は原

稿にして出版社に渡してある。もう一冊を

まとめている。さらに創業した一般社団法

人 UNLEARN の運営もこの 10 年間を基

礎づくり期としていく予定である。とはいえ、

なんら新しいことはやっていなくて、この

40 年近くやっていることを整形しているだ

けである。強いて言えば、研究モードだっ

たものを事業モードに切り替えていること

になろうか。これも学校法人の経営の一

角を担ってきたこともあり、マネジメントの

かたちだと思えば一貫している面もある。

一人親方・個人事業主であるが、法人の

運営は手続きの連続なのでその面では新

しいことを学習している。法務、財務、税

務、労務・人事などの諸相をひとあたり勉

強である。バックオフィスとして知り合いを

頼んでコンサルをしてもらっている。事務

所も確保してよぼよぼと動き出している。 

臨床社会学の方法 

P24～ 

団 士郎 

8 月 29 日朝、京都を出発して、五泊六

日の東北遠征をして、9 月 3 日夜に戻っ

てきた。道中一度も、傘を差すことも、風

に止められることもなかった。台風は全て

ＴＶニュースの中だけのことだった。 

出発前、台風 10 号は奄美大島の辺り

でグズグズしており、新幹線の計画運休

が騒がれていた。時間をかけて準備して

きたことも、列車が止まってしまうとどうに

もならなくなる。幸い 29 日朝の新幹線は

定刻運行だったので、予定通り福島駅で

同行者と合流できた。30 日に出発の院生

6 名は飛行機の搭乗予約をしていて、新

幹線の計画運休には引っかからず無事到

着した。しかし二人の方はＪＲ移動に不安

を孕んだ状況に、断念することになり、準

備して貰った企画は中止になった。 

風、雨の台風被害ではないこういう被

害をＪＲはどう考えているのだろう。今後、

慣例のように念のため計画運休など連発

されてはたまったものではない。安全、安

心ばかり口にする一般庶民ではなく、ＪＲ

運行責任者としてギリギリまで足を確保す

るのは諦めないで貰いたい。 

予想より被害が少なくて良かったです

ねーで済んでしまう気象予報士と一緒に

ならないでほしい。 

 

晩年 D･A･N 通信 

Ｐ49～ 

中島 弘美  

この夏、北陸新幹線に乗って石川県を

訪れた。一月に地震があった北陸地方へ

の応援ツアーだ。人が多くにぎわっている

ところもあれば、建物等の被害がまだ残さ

れていたり、地域のテレビ番組のニュース

は、支援に関するものが多かったりして、

まだまだ、復興半ばであると感じた。これ

まで、東北応援ツアー、熊本応援ツアーと、

地震の被害があった地域へ、ささやかで

はあるが、エールの思いを込めて、各地

にお邪魔させていただいた。    

今年も地震、大雨、台風など自然災害

が続く。現在も台風 10 号の影響が気が

かりだ。  

  来年 2025 年は阪神淡路大震災から 30

年になる。被災してからこの期間をふりか

えってみて、実際どうだったのだろう、来年

は改めて向き合う年になりそうだ。 

カウンセリングのお作法 

Ｐ46～ 

篠原 ユキオ 

夏の剪定 

「この前、頑張って刈りはったのにあっとい

う間に生い茂りましたねえ」と隣家の奥さ

んから言われて振り返る先には大きな入

道雲をバックに枝葉を無秩序に生い茂ら

せた家の庭木がある。 

連日のように熱中症警戒アラートが発

せられている間はエアコンの効いた自室

から出ないようにしているのだが、道路に

はみ出してくる枝葉が気になってくると、つ

http://www.haramachi-ki.jp/
mailto:office@haramachi-ki.jp
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い家の影が道路にかかる時間帯を待って

高枝切りバサミを持ち出す。 

ひと月前にかなりきれいにしたのだが、

中途半端なところでストップした。作業中

に体調の変化を感じ、慌てて水分補給と

水シャワーを浴びて熱中症寸前で助かっ

た事があったのだ。それに懲りて以後、庭

いじりはしばらく放ったらかしにしていたの

だがまた気になってきた。放置していてハ

チに巣をつくられた事が何度かあってその

警戒感もある。 

モノは違うが夏場に限らず私の頭髪も

驚くほど伸びるのが速い。若い頃は肩に

かかるほどの長髪だったが今は少し伸び

ても気になる。頭髪はここ 30 年以上、市

販の家庭用バリカンで自分でカットしてい

る。面倒だがそれが生きているという証拠

なのだと思うと楽しみでもある。 

HITOKOMART 

Ｐ216～ 

鵜野 祐介 

病気からの快復途上か、熱中症か、は

たまた単なる「老い」なのか、疲れがたま

っている感覚が続いています。 

「一病息災」と割り切ってスローライフを

実践しよう、と自分に言い聞かせつつ、

「そんなのまっぴらゴメン!」と吠えたくもな

る昨今です。 

うたとかたりの対人援助学 

Ｐ172～ 

寺田 弘志 

若いころは「長生きなんてしたくない」

「老醜をさらしたくない」「人生太く、短く」と

思っていました。ここ数年、どんどん白髪

になり、頭のてっぺんも寂しくなり、鏡や写

真に写る自分の姿がとてもイヤでした。 

ここ半年くらいは、AGA（男性型脱毛症）の

治療薬を買おうかなあと真剣に考えてい

ました。頭の形が悪くて、小中学校時代、

友達に「絶壁くーん」と馬鹿にされ、つらい

思いをしました。それからずっと、欠点をで

きるだけさらしたくないと思って生きてきま

した。クラブ活動を選ぶときも、丸刈りをし

なければならない野球部には、絶対に入

らんとこうと決めていました。髪の毛をカッ

トしに行っても、後ろとてっぺんはできるだ

けふんわり残しといてくださいとお願いし

てきました。 

今日は孫にあごひげを「どうしてここ白

いの？」と聞かれました。「年をとると、髪

の毛やヒゲが白くなるんだよ」というと、孫

がかわいい手であごを撫でてくれました。 

白髪鬢に交じる年になってやっと、老醜や

欠点を隠さずに生きるのもありかなと思え

るようになってきました。「もっとハゲてき

たら、いっそ丸刈りでもするか」。そう開き

直って、AGA 治療薬を使うのはやめること

にしました。 

最近またお世話になった先生が亡くな

っていたことを知り、悲しく、心細くなりまし

た。「こんな私でも、生きてるだけで家族の

心の支えになるかな。老醜をさらしても、

長生きしよう」。そんなふうに考えが変わっ

てきました。続きは本文で。 

 接骨院に心理学を入れてみた 

P179～ 

松岡 園子 

母が神戸の家を離れ、大阪に引っ越し

てきました。引っ越しのバタバタで、連載 1

回分抜けてしまいました。ごめんなさい。

最初、引っ越しの話が出た時に、環境が

変わるから母は嫌がるかもしれないと思っ

たのですが、意外にも母は、色々な思い

入れのあったであろう物を、どんどん捨て

だしました。一緒に住むことで安心したの

か、毎年夏になると「しんどい」とヘルプの

電話がかかってきていたのが、今年は全

く体調を崩しません。長年住んだ家に、そ

れほどこだわっていなかったのかもしれな

い。私がそう思っていただけなのかもしれ

ない。「どこにいるか」より「誰といるか」な

んだな、と改めて感じています。 

 

統合失調症を患う母と 

ともに生きる子ども 

P204 

山下 桂永子 

先日、友人 2 人と旅行に出かけたので

すが、空港で職員の方に、「本日、予約が

満席でございまして、もし良かったら 1 万

円分のマイレージポイントを差し上げます

ので次便に乗っていただくことは可能でし

ょうか？」と聞かれました。知らなかったの

ですが、旅客機というものは、キャンセル

を見越して定員よりも少し多めに予約を取

り、ほとんどはキャンセルが出て予約した

人全員が乗れるものの、予約した人が全

員チェックインした場合は、次の便に乗っ

てもらえるお客さんを探すらしいのです。

私はそんなことあるんだなあとびっくりしま

したが、面白そうなので受けることにしまし

た。友人には「先に行って空港で寿司でも

食べといて！もらったマイレージでおごる

から！♪」などと意気揚々と伝えて先に飛

行機に搭乗する友人を見送り、搭乗口で

のんびり待っていたのですが、幸いにも？

キャンセルが出て、結局は予定通りに飛

行機に乗ることができました。 

 こういう受け身的に起こる予定変更に関

してはあまりストレスを感じないタイプなの

ですが、これが自分から誰かに予定変更

をお願いしたり、連絡したりするのはすごく

ストレスだなあ、面倒だなあと思います。

今回は「電話連絡」に関してのお話です。

読んで頂ければ幸いです。 

心理コーディネーターになるために 

P156～ 

脇野 千惠 

 今年は人に会うごとに「暑いね！」が挨

拶となっている。お店の人、知らない人と

もその 言葉からコミュニケーションができ

る。長く生きていると、つい昔の夏を思い

出す。半世紀前は、日陰に入ると夏風が

涼しかったなあと。趣味で野菜作りをして

いるが、今年は猛暑で作物がやけど状態

で、収穫が少なかった。いくら水やりをして

も、葉や茎からの水分が取れないからだ

ろうか、ナスなどは実が硬く人にはあげら

れない。そして庭の花々も、暑さに負けほ

ぼ枯れてしまった。ヒマワリはかろうじて咲

いているが、細い茎で花を支えられなくて 

下を向いたままだ。近所の様子を見ると、

雨戸を閉めている家を見かける。我が家

も今年ばかりは、光が入らないようにシャ
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ッターや雨戸を閉めて過している。冷房を

かけていても温度は下がらないからだ。縁

側に置いているスリッパが熱で縮み履け

なくなった被害も。地球レベルでの気候変

動に、居住環境や作物の育成、動物の飼

育など、自分のこととして考え直していく時

期なのかなとつくづく思う。 

こころ日記「ぼちぼち」 

P222～ 

岡崎 正明 

クリーピーナッツの楽曲に「のびしろ」と

いうのがあって、最初に聞いて（カラオケ

で友人が歌った）すぐ「かっこええ～」と気

に入った。その歌詞の中に「傷が癒えてい

く速度は遅くなるばかり。幸せの体感速度

は早くなるばかり」というのがあって、なる

ほど上手いこと言うなあと思った。確かに

若い頃と比べて何気ない日常に感謝した

り、些細なことでも幸せを感じるようになっ

た。年のせいと言われるとミもフタもない

が、個人的には「セルフモニタリング能力」

が向上した気がしている。若い頃はなん

かイライラしたりモヤモヤすることがあって

も、自らの声に耳を傾けず、目先のことば

かり考えていた。体調が悪くなってもぶっ

倒れる直前まで気づかず、ボランティア先

のお宅で発熱してもんのすごい迷惑をか

けたりしたものだ。おかげで今では体調不

良も早めに兆しを感じ、行動をセーブでき

るようになった。大人になったなあ（当たり

前？）。 

自分の気持ちを認め、ちゃんと大事にし

てあげる。なんでそう思うのか深ぼってみ

たり、己と対話する。そんなことが昔よりで

きるようになったことと、幸福感が増したこ

とはつながっているように思う。 

ちなみに以前オープンダイアローグの

体験ワークに参加した際にも、人の意見

が受け止めやすくなるだけでなく、自分と

の対話がすごく深まる感じがした。こんな

体験が当事者の方にも起こるのだとした

ら、なかなか興味深いし、やる意義がある

気がしている。 

役場の対人援助論 

P109～ 

來須 真紀 

長かった夏休みが終わろうとしています。

我が家の夏休みは、塾とソフトボールで終

わってしまいました。ソフトボールでは、大

きな大会を経験することができました。私

も見に行きました。残念ながら２回戦で負

けてしまったのですが、その相手のチーム

の雰囲気がとてもよかったのが印象に残

っています。相手チームの指導者は、試

合中、絶対に叱りません。注意もしません。

褒めて励ますのみでした。子どもた集めて

指示を出すときは、サングラスを外し、膝

立ちになり、子どもより目線を下にして、指

示を出しています。子どもたちもお互いの

プレーを褒めあって、ミスがあったら励まし

あっていました。本当の強さってなんだろ

うと思いました。中学校に進学してもソフト

ボールを続けたいと思っている長女。ソフ

トボールを心から楽しんでもらえたらいい

なと思います。 

教室の窓から 

P263～ 

山口 洋典 

大学に勤務していると「夏休みが長くて

いいですね」と言われることがあります。

そんなときは「銀行の 3 時以降みたいなも

のです」と言葉を返すようにしています。     

銀行は窓口対応が終了してから現金と伝

票の確認などが行われるように、大学もま

た、授業が終了してから各種の事務処理

が続くためです。とりわけ大学では成績評

定のための採点を緻密に行う必要があり、

私の周辺では「採点の祭典」などと呼んで

いる人もいます。 

 学部に所属しない教員である私は、キャ

ンパスや学部や学年を横断した科目を複

数担当していることもあって、夏休みには

夏期集中授業として、遠隔地でのフィール

ドワークを組み込んだ授業で複数のまち

に訪れます。この数年は 8 月の 6 日と 7

日を挟む 1 週間は岩手県大船渡市での

「盛町灯ろう七夕まつり」のサポートに、9

月 5 日を挟む 1 週間を福島県楢葉町で

の「ならは 31 人の"生"の物語」での取材

と編集に伺っています。 

今年度はそれらに加えて、2014 年から

1 年かえて約 60 人の学生のリレーで建設

した宮城県気仙沼市・唐桑町鮪立地区の

ツリーハウスの再整備（8 月 26 日〜29

日）、令和 6 年能登半島地震の支援に 3

回（8 月 10 日〜13 日、9 月 8 日〜9 日、9

月 23 日〜24 日）伺います。一方で現場

への思いが空回りしてしまっていないか、

時折は立ち止まって考えねば、と内省を

重ねながら、この短信を記しています。 

ＰＢＬの風と土 

Ｐ278～ 

千葉 晃央 

対人援助学会、第 16 回京都大会の準

備をしています。今回は自分も登壇する

児童に対する支援実践をテーマにした理

事会企画Ⅰ「多様な学びの創造 －動機

づけを生み出す仕掛けを探る―」発表者：

河村昌樹（京都府るり渓少年自然の家）、

山本昌平（大阪市総合教育センター）、千

葉晃央（京都光華女子大学）、大谷多加

志（京都光華女子大学）について、思いを

ここに。 

子どもたちが自ら参加し、楽しむことは

いくつか浮かびます。その経験からも何か

を学び、前に進んでいるのは事実とおも

います。その多くはレジャーや遊び、スポ

ーツなどで対人援助と距離がある領域も

多いところです。今回はそこを重ねて継続

的に成果を上げている実践を取り上げて、

参加者も楽しいし、提供者側も楽しいプロ

グラムに着目し、我々が参考にして取り入

れるところを学びます。 

現在、京都では外国人観光客が忍者グ

ッズを買って帰る姿は日常的に目にしま

す。日本でも忍者の人気が高いのは言う

までもなく、忍者要素がある作品も数え切

れません。そして、対人援助の実践として、

子どもを対象にした「忍者体験キャンプ」も

毎年企画され、現在も京都で行われてい

ます。仲間とともに自然や文化にふれ、五

感も用いて、行動力・生活力・創造力・判

断力を養う人気企画として 30 年以上継続

しています。そこにある子どもたちを魅了

する仕掛けは何なのか？どういったメカニ

ズムがあるのか？を京都府るり渓少年自

然の家、所長、河村昌樹氏をお招きして

考えます。 

 

そして、1970 年代以降家庭にも浸透し、
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親子で一緒に楽しむことも当たり前になっ

たビデオゲーム。その大会を中学校の学

習で「e-スポーツ」として導入している実践

を行ってきた大阪市総合教育センターの

山本昌平氏からもお話を伺います。他に

も山本氏は多様な学びに向けた取り組み

として、不登校傾向の子どもに対する職

業体験機会の確保、複数担任制の実施

など、たくさんのチャレンジをして成果を上

げてきました。教職員も含めた持続可能

な学びの場づくりもされ、こうした取り組み

から私たちも学びたいと思います。 

お二人の取り組みは、これまでもあった

プログラムに変化を追加して、本来ある楽

しみをさらに広げ、受け手も提供する側も

動機が高まり継続している活動です。対

人援助学として深めるべきテーマがある

のは確実です。 

「やりがい、生きがいのある対人援助を

次代につなぐ」をテーマに京都大会は

2024 年 11 月 2 日（土）〜3 日（日）に京都

光華女子大学で行われます。他にも価値

ある企画がたくさんあります。駅からすぐ

の会場です。対人援助学マガジンファンの

皆さんとリアルでお目にかかることを楽し

みに、京都でお待ちしています。ぜひ、ご

参加ください。 

家族支援と対人援助  ちばっち

chibachi@f2.dion.ne.jp 

090-9277-5049 

障害者福祉援助論 

Ｐ18～ 

古川 秀明 

今までかからなかったコロナ

にかかりました。想像以上に

辛かったです。特に高熱と頭

痛が激しく、苦しみました。高

齢者は命が危ういと言うのに

納得しました。それよりなに

より、コロナ後遺症で臭覚障

害と味覚障害がしばらく続き

ました。学校現場ではまたコ

ロナが流行しています。皆様

もくれぐれもお気をつけくださ

いませ。 

講演＆ライヴな日々 

P284～ 

見野 大介 

小１息子の夏休みの宿題に付き合う

日々。もちろん今は余裕で教えてあげら

れる内容だが、教えるのが必死のパッチ

になるのは何年後になるのかドキドキで

す。 

ハチドリの器 

P6 

柳 たかを 

自分はテレビを見ることがなくなった。

我が家では新聞は某大手の日刊紙をとっ

ているが、自分は一面のトップ記事のタイ

トルをチラ見する程度で、新聞を広げて内

容を読もうと思わない。同じ新聞のデジタ

ル版を購読契約している、読もうと思えば

読めるが、最近はそれも目をとおす頻度

は低い。 

その代わり、スマホで情報をとります。

さらに英語は得意ではないが、英語を日

本語に機械翻訳して英語記事と日本語記

事を同時にアップロードしてくださる日本

人の方が増えてきて、そういった方が注目

している海外の情報をチェックしています。

ウクライナ紛争、11 月に予定されている

米大統領選挙など。 

 

すると、日本のニュース、テレビだけを

見ていては知り得ない話題やその関連情

報が次々出る出る。近ごろでは日本語に

翻訳された記事だけでなく、自分でオリジ

ナルの英語記事にノロノロと目を通したり、

翻訳アプリの助けを借りて自分で日本語

にしてみたり、そうするうちに以前に比べ

て、日本語訳を見ずにその英文記事にだ

いたいどんな内容が書かれているかぼん

やりわかるようにもなってきた。忘れてい

たり知らない単語がたくさんあって自在に

読みこなすまでにはいきませんが、このま

ま続けていきたいと思っています。 

テレビのニュースショーのような丁寧な

解説無しなので、興味深い情報と理解困

難な情報が混ざりますが、テレビ＆新聞

だけでは知り得ない情報の奥の姿が見え

てくるようで興味深い、続けていきたい。 

それにしても国民に知る権利がある、

注射薬お薬の内容を政府(厚労省)がこと

ごとく黒塗りで出しているのを問題視せず

に報道する主要メディアって、、、ふぅー 

やぶにらみ日記 

Ｐ147～ 

小池 英梨子 

ねこから目線。東京店が８月８日オープ

ンした。ねこから目線。姫路店も 9 月９日

からオープン予定です。20 代前半の若手

スタッフが活躍してくれてとても嬉しいです。

お知らせしたい事も色々あるけれど、今回

は報告系は一切やめて、つれづれな内容

にしてみました。 

そうだ、猫に聞いてみよう 

Ｐ159～ 

原田 希 

農繁期と牧場の母さんの急な入院が重

なったので残念ながら休載します。ダメ押

しで、従業員アパートが汚部屋になってい

ると発覚！快適な住環境は仕事の質にも

反映すると考えて建てたアパート。究明は

これからですが、プライベートなことは干

渉しない、大人なんだから本人に任せる、

では済まない何かが起こっている気がし

ます。母さんの方はお医者さんに任せて

大丈夫そう。とにかく家業を支えることに

専念します。 

原田牧場Note 休載 

mailto:chibachi@f2.dion.ne.jp
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付け加えることができる価値は何か？ 

～ 公共と個人との間 ～ 

７ 

千葉 晃央 

 

 

 

 

移動を変える、まちを変える 

 

メルボルンでは市内中心部のトラム（路

面電車）に無料で乗車できた。便利で住民

も、観光客も活用していた。こういうのが自

分の住んでいるところに欲しいものである。 

もう一つ気になったのは主要な道路の車

線の構成である。車道、歩道はわかるがその

間にもうひとつ車線があった。そこを走っ

ているのは電動自転車や電動キックボード

だった記憶がある。 

誰もが車を運転している時、周囲にとて

も注意を払っている。視界内で動くものは

その大きさと動くスピードで、勝手に判断

もしている。メルボルンでは、自転車の大き
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さやフォルムでバイクの速さまではいかな

い、しかし自転車よりは速いものが移動し

ていた。 

これまで、歩くか、車に乗るか以外の選択

肢を持つ必要性があることは大いに発信さ

れてきた。災害時の帰宅困難状況やコロナ

禍では自転車も注目された。それでも車の

圧倒的な利便性と普及実態がある。実際に

車を辞めることは簡単なことではない。 

帰国後、電動自転車、電動キックボード、

カーシェアに興味が沸き、使っている。オー

ストラリアの経験から、日本がまだあまり

持ち得ていない選択肢の、これらを試みた。 

 

 

アクセシビリティという社会課題 

 

移民の立場で車を所有し、維持するのは

簡単なことではない。また若い世代がお金

をあまり持っていないのは、いくつかの国

も同じで、若い世代の移動手段の確保がテ

ーマとなっている。 

モータリゼーションが一定進行した時代

に生まれた私は、生まれたときから家に車

があった。普通免許もすぐにとり 30 年以上

運転してきた。日本で運転していないとこ

ろはないぐらい運転したし、1 日関西から

東北まで一人で運転するのも平気である。 

だからこそ、ここで一旦車を手放してみ

ようと思った。車のある暮らしはしたが、車

のない暮らしは経験していない。これはい

い機会である。オーストラリアで見た電動

自転車などの自転車以外の選択肢の日本版

を使って今暮らしている。 

 

電動アシスト自転車は最強か？！ 

 

メルボルンの町でも動力付きの自転車を

よく見かけた。電動アシスト自転車はマイ

カーのある時代から私は持っていた。後ろ

の荷台にもかごをつけて、運搬と個人の移

動に特化して使った。そして、車がなくなっ

たのでもう一台購入し利便性を高めた。坂

道の下りで車輪が回ると充電もするし、ベ

ルトチェーンで高耐久とメンテナンスフリ

ーというのにしてみた。 

電気代はかかるが値上がりしたガソリン

代に比べると負担感は少ない。また、交通違

反で罰則金を支払うこともゼロに近い。充

電もそれほど頻繁ではないし、自転車を漕

ぐ負担は激減する。暮らす地域にアップダ

ウンが少ないと活動範囲は飛躍的に拡大す

る。京都はおおむねこの特徴に当てはまる。 
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電動アシスト自転車史の浅さ 

 

書店にいっても自転車の雑誌はあっても

電動自転車の本は見たことがない。結局は

ネット情報や動画の情報を見てネットで購

入した。ここ数年は大きな自転車店も見か

ける。自転車産業も電動アシスト自転車の

伸びが引っ張っているともいう。 

車を持っているとメンテナンスでお世話

になるディーラーや整備工場の人と仲良く

なる。自転車生活では、それが自転車店に変

わり、はじめは近所の自転車店を探すこと

になる。いろいろ行ったが、結局とてもお世

話になっているのは、おじいちゃんがやっ

ている小規模な自転車店である。高校の前

にあり、販売よりもっぱら修理需要がある

様子である。 

電動アシスト自転車も日常で乗っている

とメンテがいる。乗っていてわかったのは、

電気のパワーに車体が耐えられない、運転

者の体重に耐えられないということも起き

るということである。自転車屋さんに教え

てもらったのだが、強度と軽さとコストの

課題とのことである。 

電動アシスト自転車はギアが一番重いも

のでも動力パワーで補い発進できる。その

強めのアシストを得るハイパワーモードも

選択できる車種も多い。その結果、チェーン

等の軌道系の劣化、車輪の劣化が普通の自

転車より顕著とのことであった。 

さらに運転者にパワーがあり、体重が重

いとなると自転車事態に影響もある。その

結果として、車輪内の細い棒のスポークが

折れる事案が頻発していると自転車店で聞

いた。そもそものスポークの鉄やステンレ

ス材質の質の問題もあるそうである。普通

の自転車では経験したことがない「スポー

クの折れ」は大口径のインチが大きい車輪

ほど発生しているそうで私も複数回経験し

た。 

そして、パンクもある。これには酷暑の影

響も強くあるそうで、釘を踏まなくても、ゴ

ムがたまたま少し薄い部分があって、そこ

に気温 40 度以上の路面、真っ黒で熱吸収…

が重なって起こっているともいう。 

そもそも、電気動力と自転車のドッキン

グによる製品の歴史がまだ浅い。改善はこ

れからも続くだろう。 

 

シェアリング方式で敷居を低く 

 

先日「メルボルン市が電動キックボード

全面禁止、事故や苦情増加 オーストラリア」
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というニュースが飛び込んできた。シェア

サービスのキックボードは私が行った時も

あちこちに乗り捨てられて、倒れているこ

ともしばしば。楽しそう、便利そうではある

が厄介者とされるのには納得でもある。 

日本のこうしたサービスではオーストラ

リアと違うところがある。どこでも乗り捨

てができるのではなく、ポートといって止

める場所が決まっている。そのため、道には

み出たりはしていない。アプリをスマホに

入れて、周辺検索をして近くのポートまで

歩く。目的地の近くのポートを決めて向か

い、そこで駐車して目的地まで歩く。こうし

た前後に徒歩があるのも日本のサービスの

特徴である。それでもいつもと違うところ

を歩くので面白い。『Lｕｕｐ』という会社

は電動自転車と電動キックボード両方を展

開していて、使い分けることができる。一回

乗ると数百円ということが多い。距離と時

間で料金が決まり、登録しているクレジッ

トカードの口座から引き落とされる。 

この 『Lｕｕｐ』という会社は「街じゅう

を『駅前化』するインフラをつくる」をテー

マに展開している。電車、バスが不便な地域

には本当にありがたい。夜の減便対策にも

なる。利用料が数百円なのもありがたい。今

は立位乗車の電動キックボードタイプ、2 輪

の電動アシスト自転車タイプである。今後

は 2 輪で着座できる車両を投入し、次には

4 輪車両導入も予定している。 

電動キックボードの速度は自転車に抜か

れる程度に制限が車両にかかっている。安

全性は利用の仕方次第のように感じる。飲

酒運転、二人乗り、歩道で規制速度以上での

走行（６㌔以下での歩道の走行は可）など、

まだ課題があるのは他の交通機関と同様で

ある。 

 

車好きほど、カーシェアを！ 

 

私はマイカーを辞めてみた。車の運転は

大好き。それでも、あえて自分がしないだろ

うということをしてみると新しい経験がで

きるときき、試みた。公共の交通機関での移

動が増えると、国鉄の分割民営化の弊害を

多く感じる。JR 西日本で暮らしていると、

JR 東日本にある実家までの切符が買いにく

い。大きな駅間の切符はネットでも買いや

すいが大きな駅から先の数駅までの切符、

大きな駅の前に小さな駅から乗っていくと

きの切符の購入をネットでするにはどうし

たらいいかいまだにわからない。 

車がある子育てはしてきたが、車なし子

育ては初めて。雨でも雪でもエアコン完備

で移動ができる魅力は強い。そのため、まっ

たくゼロというのは現実的ではないのでレ
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ンタカーも、カーシェアも利用するように

なった。 

 

 

予定時間に返せない！ 

 

先日のゲリラ豪雨、京都駅で帰宅難民に

なった。同行していた子どもは長距離移動

の帰りで疲労が激しい。子どもには明日の

朝の予定も控えている。雨でも動く別の路

線を選択しできるだけ自宅に近づいた。そ

の駅近くでタクシーを拾って…と行きたい

ところだが、こういう時にタクシーは来な

い。そこで、天候も回復していたので、駅前

に泊まっているカーシェア車両で帰宅した。

その後、天気が回復したので車を返しに行

き、その帰りは 「LUUP」の電動キックボー

ドで帰った。 

こうした使い方ができるのは、私が使っ

ているカーシェアでは、ガソリンを満タン

で返さなくていいというところ、そして何

時に借りても返してもいいというところで

ある。また、近くのシェアカーはいくつかあ

るのでいろんな車種に乗れるので、楽しい。

「結局どの車が好き？っていうか、運転し

やすいのは？」「うーん、スイフトかな」「わ

かる！あれが一番いいやんな。ヤリスは後

が見えなさ過ぎてあかんわ。アクアもそん

な感じ。ヤリスクロスも…。」「こないだコウ

ヘイがマツダ３できたわ」「あそこの新しい

とこやんな、俺も乗ったで。ナビの操作がむ

ずない？」「そう、手で画面が押せないし、

ダイヤルやし」「天井低いし」「頭ぶつけるよ

な」…独立している長男が地元の友達と遊

ぶときに借りている車と私が借りる車が同

じで、共通の話題ができた。また、長男自身

もカーシェアでよく乗っているといろんな

車に乗り、車メーカーごとの特徴や車の運

転のしやすさの違いなど２０歳なのに詳し

い。マイカーしかない頃はこうしたことは

ほぼなかっただろう。 

ところで、カーシェアで返却が遅れたと

きは、どうなるのか？ユーザーの中には返

却時間を守らない人は一定いるようである。

私も実際思ったよりも時間がかかり、返却

時間に遅れることがあった。借りている車

に私の後の予約がなければ、延長も１５分

単位で延長できる。しかし、すでに予約が入

っていることがあった。その時はタイムズ

の電話窓口に問い合わせることになってい

た。その電話では、まず電話をしたことに感

謝をされた。いくらかは無断の遅れがある

ようである。次の予約のお客さんにはタイ

ムズが電話をして近隣の別車両の利用の提

案か、利用開始時間の後ろ倒しなどの調整

をしてくれた。その上で次回以降は余裕を
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もって借りるよう伝えられた。 

 

 

暮らしやすさという福祉課題 

 

メルボルンは、移民も多く、若い人も多

い。図書館は誰でも利用ができ、遅くまで複

数開館している。そういった基本インフラ

のアクセシビリティまで都市が保障してい

るのである。 

公共の交通機関利用者とマイカーなど自

家用のものを所有して移動する者との間に

は、 「持つ者」と 「持たざる者」との差があ

る。いきなり平等にはできなくても、その中

間を作ることの重要さも見えてくる。 

日本でもシェアエコノミーは着実に進ん

でいる。メルボルンでみた徒歩とマイカー

の中間の移動手段、シェアリングサービス

は、庶民にも優しい。こうした企業を応援す

ることも多くの人に移動の機会を増やし、

人々の幸福に寄与するだろう。 

公園には犬を散歩する姿。公園には糞を

処理する袋とゴミ箱が完備されていた。ま

た、マーケットには無料の給水ができると

ころがあったメルボルン。こうした景色が

日本では、まだあまり見ていない景色であ

る。それでも東京の 「エコルとごし」はじめ、

無料給水ポイントも各所でできつつある。

まだまだ工夫はできるかもしれない。 
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臨床社会学の方法 
(46)自発的参加者を対象にした地域社会における DV加害者対応 

 中村 正 

１．任意かつ自発的な参加者を対象にした

加害者プログラム始動 
 
加害者対応について、ようやく国が動き

出した。2024 年度から自治体が実施する加

害者プログラムへの国庫補助がスタートし

た。「配偶者からの暴力の防止及び被害者の

保護等に関する法律（配偶者暴力防止法）」

は、2001 年、議員立法により成立した法律

である。配偶者からの暴力は、犯罪となる

行為をも含む重大な人権侵害と定義し、配

偶者からの暴力に係る通報、相談、保護、自

立支援等の体制を整備し、配偶者からの暴

力の防止及び被害者の保護を図るために制

定された。しかし加害者対策は当時から現

在まで社会的合意がなく、法律第 25 条でそ

の在り方について調査研究を行うと定める

だけだった。ようやくその域を脱すること

になった。ずいぶんと時間がかかった。 
 ここ数年、内閣府の加害者対策を具体化

する委員会で座長を務めてきた。2019 年度

からは京都府が単独で加害者対策を実施し、

それを立命館大学人間科学研究所の臨床社

会学プロジェクトが受託し、暴力加害に関

する男性問題の個人相談とグループワーク

事業を行ってきた。自治体が先行していた

のだ。国が動き出したことの意義は大きい。

もちろん助成金補助という形態で自治体任

せにすることもよくないが、司法が加害者

対策に積極的ではない段階で、いつまでも

放置しておくわけにはいかないと考え、地

域社会のなかで加害者プログラムを実施で

きる体制を整えることとして現行法の枠内

でできるぎりぎりの内容を詰め、委員会は

文書をまとめ、国が判断した。司法の変化

を待つのではなく地域社会でのプログラム

提供を先行させることとなった。動きを加

速させるために 2024 年 2 月に自治体向け

研修を内閣府主催で行ない、講師をつとめ

た。巻末に参考として掲載した「共同参画」

という冊子にその様子が紹介されている。

その箇所を引用しておく。 
 
新たな基本⽅針におけるポイント 

◇加害者プログラムの実施の推進等 

〇 加害者プログラムは、配偶者からの暴⼒の防⽌に向け

て考えられる重要な施策の⼀つであり、被害者⽀援につ

ながるもの 

〇 国は、加害者プログラムの実施を推進する 

〇 都道府県等は、加害者プログラムの実施に取り組むこ

とが望ましい 

＜研修講義の内容＞ 

 令和６年２⽉９⽇に実施した研修では、DV 加害者に

対するアプローチに御知⾒をお持ちの中村正⽴命館⼤学

⼤学院⼈間科学研究科教授（開催当時）と⽥村伴⼦⼀般

社団法⼈ WERC 理事に講義をしていただき、都道府県等

の担当者約百⼈が受講しました。 

 中村教授は、社会病理学、臨床社会学を御専⾨とされ、
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「脱暴⼒」という観点から理論と実践の両⾯で加害者問

題に取り組む研究者です。「DV 被害者⽀援の⼀環として

の加害者プログラムとは」と題した講義では、御⾃⾝が京

都府からの委託を受けて実施されている加害者プログラ

ムも紹介しながら、主に以下の点について述べられまし

た。 

● 公的な相談機関にはつながらない（被害者⽀援を求め

ない）被害者の配偶者の中には、地域社会内では葛藤を

抱えつつ⼦どものためも思いながら、なんとか社会⽣活

を送っている場合も多い。こうした配偶者は、加害者プロ

グラムを通じた働きかけが奏功する対象者であることか

ら、受講を勧めることに、意味も効果もある。DV 防⽌法

による⽀援から距離を置いてサバイブしている被害者へ

の⽀援の⼀環としても加害者対応が機能するという意味

である。 

● それぞれの加害者に合った「テーラーメイド」の脱暴

⼒⽀援計画と伴⾛型のプログラムの実施が重要かつ有効

である。加害者向けのソーシャルワークはないのだから、

加害者プログラムがそこに存在することに意味がある。 

● 刑罰のようにプログラム受講に強制性を持たせること

ではない形での「脱暴⼒のシステム」が地域社会内で構築

されることが急務である。 

これは内閣府 HP からダウンロードでき

る。 

 

 2024 年度は、京都府、群馬県、神奈川県、

横浜市、宮崎県が国庫補助を得て加害者プ

ログラムを実施している。今年度より大学

の研究プロジェクトが受託するのではなく、

私が代表理事となり創業した一般社団法人

UNLEARN が受託している。この経過を紹

介した「公明新聞」（2024 年 8 月 14日付）

を巻末に掲げておく。 
この DV 加害者プログラムへの参加は任

意である。司法が関与していないので、強

制力はない。また、配偶者暴力相談支援セ

ンターをはじめとする被害者支援の仕組み

とも連動していない。パラレルに並んでい

るだけである。また、同じ家庭内暴力であ

る子ども虐待や高齢者虐待にはソーシャル

ワーカーやケアマネジャーが配置され、ケ

ースを扱うことに比べると、DV には被害者

であれ加害者であれ、対応するソーシャル

ワーカー等はいない。さらに、DV 防止法は

男女間暴力・配偶者間暴力なので男性の DV
被害者支援も同じフレームで実施できるが、

男性の暴力被害者が相談を躊躇することも

あり事例は少ない。さらに女性加害者向け

のプログラム開発はまだできていないので、

この課題は今後に委ねることになる。こう

した事情であるが、とりあえず地域社会で

男性加害者の脱暴力のために活動する民間

団体と協働する仕組みが動き出した。 
 現在は、諸外国にあるようなプログラム

受講命令・参加命令制度は未整備である。

これは保護命令制度と不可分で、刑事司法

と連携したダイバージョン制度（刑罰に代

替する措置）がないと始動できない。司法

が関与しているからこそプログラム参加が

現実味を帯びる。とはいえ、制度化される

と、加害者プログラムに動機付けられてい

ない男性たちが参加する。「刑罰のようにプ

ログラム受講に強制性を持たせることでは

ない形での『脱暴力のシステム』が地域社

会内で構築されることが急務である」と研

修会で述べたのはそういう意味である。ダ

イバージョン制度と紐づかないところから

加害者プログラムを展開することになる。

任意参加者だから適度に動機づけられた男

性たちといえる。「『テーラーメイド』の脱

暴力支援計画と伴走型のプログラム」「加害

者向けのソーシャルワークはないのだから、
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加害者プログラムがそこに存在することに

意味がある」と話したことも同じ背景であ

る。加害者の全体からすれば一部の対象者

でしかないが、まずはこの層の変容を可能

にする加害者プログラムであることを目指

す。ある程度、動機のある層の加害者と脱

暴力へと協働できなければさらに動機付け

られていない加害者へのアプローチは難し

い。任意の参加者であるということは自発

的な相談者であることを意味する。しかし、

それは「いやいや、しぶしぶ」という面もあ

り、また、妻や子どもや親族に言われて来

談していることもあり、さらに動機を高め

ていくための働きかけが鍵となる。まずは

地域社会のなかでボトムアップ型の脱暴力

の機会ができたということになる。 
 
２．ジェンダーと個人の責任をつなぐ関係

性の社会病理 
 
次に、加害者プログラムの基本となる諸

点を整理しておきたい。まずは社会の責務

（これまで加害者対応を放置してきた共軛

関係もある）と暴力を振るう個人の責任の

取り方の双方を見据えた加害者対策の基本

理念が大切である。DV や虐待をはじめとし

た対人暴力について、ジェンダーが作用し

ているとして社会的要因に重きを置くと、

個人の問題として現出する暴力の行為責任

が後景に退いてしまう。ましてや免責され

ていくことがあってはならない。ジェンダ

ーは社会学的なアプローチなので、個人の

責任をいかに位置づけるかという課題は残

る。しかし、「加害者臨床」として個人の問

題にすることも重要だが、心理化・病理化

する弊害もある。したがって、社会的なも

のと個人的なものの統合がテーマとなり、

心理臨床的なものとしてではない個人への

働きかけが男性相談を端緒として体系化さ

れていくことになる。 
類似のことは刑事事件でもある。情状鑑

定を依頼されることがあるが、犯情と情状

のあいだでこのことを考える。同じテーマ

性をもつ。これまで「治療的司法」として紹

介してきた。司法という社会制度が個人へ

の治療的アプローチ（問題解決）をいかに

組み込むかという課題である。刑事裁判に

おける量刑判断は行為責任主義に基づくの

で、一般情状は参考に過ぎないという意見

もある。あくまでも犯情が刑の基本となる。

被疑者被告人の生育歴や心理社会的事情は

あまり重視されない。とはいえ、一般情状

を無視するわけにはいかない。なぜなら社

会との共軛関係があるからだ。介護殺人等、

情状が前景化する事案もある。情状を考慮

した方が社会も安心できるからだ。このよ

うな場合は社会が共軛関係にあるといえる。

また、逆に社会的な課題がその行為に織り

込まれていることを指弾できる面もある。 
これらは行為責任主義と治療的司法、そ

して社会病理の交差する点である。加害者

対策という社会政策や制度構築と、暴力を

振るう個人への問題解決のための実践の統

合ということが絶えず問われている。 
ジェンダーの視点に関わり、さらに加味

して考えなければならないことがある。そ

れは女性による DV 加害や同性カップル間

の暴力である。UNLEARN の相談にも男性

被害者やゲイカップルが来談する。男性性

ジェンダーだけが要因ではないということ

になる。これは親密な関係性あるいは二者

関係という相互作用の特性を考慮に入れる
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べき課題である。もちろん男性に多い暴力

だが、ジェンダー要因の比重は大きいがそ

れ以外の要因も複合し、統合されて個人の

行為として現出するのが家族の対人暴力で

ある。そうした親密な関係の典型として、

家族という再生産領域がありそこで生成す

るという把握が必要だと考える。このテー

マは暴力の再生産や連鎖、加害者への同一

化、親密な関係性がはらむ高度な葛藤、ア

タッチメント問題等という事態の把握であ

る。例示すれば、ガスライティング、トラウ

マテックボンディング、ストックホルムシ

ンドローム、モラルハラスメント、関係コ

ントロール型暴力等の「関係性の社会病理」

を扱う概念がここに関係している。情状は

この点に関連しており、「関係性の歪みや捩

れ」がテーマとなる。この点はすでに論じ

たこともあるが、男性性ジェンダーだけを

問題にするのではない立論として本格的に

展開してきた。しかしここでは男性相談と

いう枠のなかでの議論なので、今回は男性

性ジェンダー問題を中心に扱うことにする。 
行為責任主義を起点にしつつ、社会的要

因を加味するが、それを関係性の歪みとし

て考慮するということになる。しかも免責

とならないような水準で社会病理を扱い、

脱暴力論を根拠づけていくことになる。 
そのために、(1)男性性ジェンダーに関わ

る暴力の遍在と偏在（その男の暴力行為と

背景にある男性性ジェンダーをきちんと扱

うこと）、(2)男性性ジェンダーが行為者の

無意識の内言のように作用している暗黙理

論、(3)マジョリティがジェンダーのことを

考えなくてもよいから生まれるマイクロア

グレッション等の社会と個人の関係に関わ

る概念を紹介してきた。 

これらの概念は加害者プログラムを組み

立てる際に不可欠となる。同じように男性

相談論を構築することにも役立っている。

理論を社会に実装し、事例から理論を豊か

にする往還が可能となり、アカデメイアの

役割は大きい。 
ジェンダーに由来する暴力として男性問

題を論じる場合は、社会構造に宿るジェン

ダー秩序を論じること、つまり社会的要因

を指摘することになる。特に性暴力や性虐

待はジェンダーの視点が不可欠となる。 
しかし、その行為をした個人の責任は大

きい。行為者の責任を追求し、個別の更生

相談をすることは、この対人暴力は無くす

ことができる課題であることを意味する。

対人暴力は無くせる課題だからである。

個々の加害者の行為責任があること、男性

すべてが暴力を振るうわけではないこと、

女性の加害者の把握を念頭に置かなければ

ならないことからも分かる。ジェンダーは

社会構造に行き着くが、対人暴力の克服は

個人の次元から構築し、関係性の社会病理

を視野に入れて克服のために実践できると

いう意味である（この点は、「臨床社会学の

方法 (36)暴力の文化—Micro Action for 
Violence-Free プロジェクト構想−」として

論じた。対人暴力は無くすことができる）。

女性の加害はジェンダーの立論だけではな

い要素を求めているので、関係性を射程に

入れ、アンラーンという視座からプログラ

ムを組むことにした。 
こうした観点から、ジェンダー作⽤を含め

た「関係性の社会病理」に由来する習慣的
⾏動としての暴⼒からの脱学習を重視し、
「⼼理−社会的教育モデル」とした。具体的
には次のような取り組みを 2019 年度から
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展開してきた。 
まず、「暴⼒のアンラーン unlearn のため

の学校」と男性たちに紹介している。「学び
忘れ」があるし、暴⼒を問題解決の⼿段と
して選択してきた、つまり学習してきたと
捉える。男性性ジェンダー作⽤により間違
って学習してきたので、それをアンラーン
する場と意味づけている。そして⼈⽣の再
著述に向かうためのライフストーリワーク
の場としている。⼀種の夜間中学(３年）で
あり、なお継続して定時制⾼校（3 年）が必
要だと指摘し、時間がかかると⽰唆してい
る。運営はゼミナール⽅式としている。1 ク
ールは⽉に 2 回のグループワークを 8 回⾏
う。3 クール実施（１年間で 24 回）。クー
ルとクールの間に個⼈⾯談をとおしてリフ
レクションする。可能な男性はパートナー
コンタクトもおこなう（後述）。被害者⽀援
の⼀環としての加害者対応という点を重視
した取り組みとしている。ファシリテータ
ーとコ・ファシリテーター、記録係、そして
初期⾯接・連絡担当の合計 5 名（⼥性１男
性４）で⾏っている。2024 年 6 ⽉現在で２
グループ稼働中である。1 グループは加害男
性 5 名程度としている。グループワークに
参加するため、動機形成と課題整理を兼ね
て 5 回の個⼈⾯談を先⾏させる。2023 年度
では、24 歳から 74 歳の男性が、実⼈員で
は 40 名の個⼈相談と 14 名がグループワー
ク参加した。 
 

３．脱暴⼒への変容を促すための対話的協
働の視点 

  
①  被害者⽀援の⼀環としての加害者対応

であることの意味 

この点について UNLEARN では、第１
に、加害者プログラム参加男性のうち、被害
者の了承を得られた場合、パートナーコン
タクトを実施している。これが実施できる
のは別居中の夫婦の場合が多い。これは夫
婦間調整ではない。男性相談やグループワ
ークでは男性の話を聞いているが、概ね現
状や経過の説明としては「羅⽣⾨的現実」で
あることが多く、問題の理解にはずれがあ
る。⼥性相談や被害者相談の経験のある⼥
性スタッフがパートナーコンタクトを担当
している。これまでの経験から、パートナー
コンタクトそれ⾃体が被害者⽀援のようで
もあるし、被害者像が画⼀的であってはな
らないことをこちらが学習することが多い。
端的には「脆弱な被害者」ではなく⼒を持
った被害者像が浮かび上がってくる。配偶
者暴⼒相談⽀援センター等公的な相談には
のっていない⼈たちばかりである。知⼈・友
⼈、親族には相談している。なかには弁護⼠
に相談している⼈もいた。加害男性がみて
いる妻の姿とは異なる様⼦がみえてくる。
被害者理解の⼤事さを思う。 
 第２はよく似た点であるが、被害者理解
についてである。ここは肝⼼な点であるが、
男性たちはエンパワーされた被害者像が理
解できないことがある。⼀般論として、⼒を
つけた⼥性たちを疎ましく思うことがある。
保護命令制度、シェルター、DV 相談のカウ
ンセリング、被害者⽀援に関わる弁護⼠た
ちにマインドコントロールされているので
はないかというのだ。家出を継続したり、
⽣活費を要求したり、保護命令を申請した
りするような妻ではないのにともいう。別
居が⻑くなると被害者は⼒強くなることが
ある。⾃⽴のためにエンパワーしているこ
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とと対⽐していえば、加害者プログラムが
並⾏して何をすべきなのかという問題提起
となる。 
 第３は、主語を妻や⼦どもにして考えて
みることを重視している。出来事のエピソ
ードをたくさん出してもらい、その出来事
を分析していくこととしている。その際に、
被害者の視点から出来事をみるようにすす
める。加害者⽬線での思考が抜けきれない
語りにはマイクロアグレッションが散⾒さ
れる。とくに暴⼒的な出来事に謝罪をする
場合、この点の深まりや視野転換がないと
意味をなさない。「できればよりを戻した
い」、「プログラムに来てこんなに努⼒して
いる」という⾃分中⼼の思考が強いのでこ
れを払拭したい。 
第４は、視野の転換である。男性たちはこ

とを早く進めようとする傾向がある。被害
者という他者がいるにもかかわらず、反省
している、謝罪したい、話をしたい、努⼒し
ている等として⾃分中⼼に問題解決に向か
いたいという。⾃分のペースでことを運び
たいと思っている。⻑い夫婦⽣活というコ
ンテキストを⾒ながら関係性のあり⽅から
問題を掘り起こしている妻や⼦どもと、暴
⼒的な出来事中⼼で、点としてのエピソー
ドを語る男性との溝がある。「図」としての
⾝体的な暴⼒に関⼼を寄せる男性と、「地」
としての暮らし⽅や習慣的な⽂脈を問題に
している⼥性の異なりともいえる。 
 
② ⾮対称な関係における暴⼒であること

の理解 
⻑く連れ添った熟年夫婦が顕著にこの⾮

対称性のなかを⽣きてきたし、妻は⼦ども
が成⻑する時を⾒計らって別居を申し⽴て

るが、男性が気づかずに⽣きてきたという
構図で考えると、出来事としての⾝体的暴
⼒はなくても、⻑い間、家族のために⽣き
てきた妻役割からの解放を望んでいる様⼦
が⾒えてくる。 

また、⾝体的暴⼒の程度がひどい場合は、
⼦どもが⼩さくても離婚を選択することが
あり、調停と並⾏しながらグループワーク
に参加する男性もいる。離婚になる場合、
男性の⼼理的ストレスも深刻になり、加害
者うつ的な状況になる。こうした場合は、
グループワークに参加すること事態が困難
になるが、つながりとしては⼤事なので連
絡を取るようにしている。同じ家族のなか
を⽣活していても、家族の現実や男性の暴
⼒性の認識についてはずれが⼤きい。⼥性
からすると彼の⽇常⽣活の営み⽅それ⾃体
に暴⼒性を感じている。 
以前にも紹介したがこんな事例がある。
⼆⼈が恋⼈同⼠だったころ、ドライブをし
ていた。夜、何かの⼩動物を轢いたような
衝撃があり助⼿席にいた彼⼥が⾞を⽌めて
確認したいと⾔った。彼は無視して⾛り続
けた。⾞の点検をしたり、もし何かの動物
が死んでいたら保健所に連絡したり、路肩
に寄せておいたりといろいろなことをすべ
きだと思った。このときの違和感がいつま
でも残ったと語る。どうしてか。将来、結婚
して⼦どもができたら⼤丈夫だろうかと思
ったのだという。私は「⽣命の感受性の異
なり」と名づけた。ほかにもこうした違い
はたくさん語られる。 

加害男性から相談に来て気づいたとして
語られることもある。たとえば⼦どもの発
達障害の受容のことがある。⽗親がなかな
か認めないのだ。妻は発達相談に⾏かせた
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い。夫は、⼦どもは多動で元気な⽅がよく、
いつかは成⻑とともに収まるといって取り
合ってくれない。⼦どもが発達障害かどう
かというよりも、⼦どもの⾏動の特性を案
じる妻がいて、そのことを理解してほしい
と思うだけなのに、いきなり決めつけるこ
とへの不満が溝をつくっていく。妻はせめ
て夫婦で話をしたいと思っているだけだが
そんな時間はないので無理だというばかり
だ（中村正「加害者の変容可能性をひきだすための対話」

『精神科看護』50 (3)、 23-29、 2023-03精神看護出版、

中村正「ハラスメント加害者の更⽣はいかにして可能か

─加害者への臨床⼼理社会学的な実践をもとにして考え

る」『⽇本労働研究雑誌』 2019 年 11 ⽉号、No.712）。 
⾮対称性をつくるジェンダー作⽤もあり、

関係性を組む以前に、⽣きることの姿勢や
かたちに異なりがある。そうした差異を前
提に、相互に異なる者同⼠がうまく関係を
組んでいければよいし、相互に修正してい
くことができる関係であればパートナーシ
ップは豊かになる。その関係の異なり⽅と、
社会が保持する関係の⾮対称としての、典
型はジェンダー秩序であるが、権⼒性がそ
こに環流している。さらに夫婦として家族
を成していくと社会制度へと固着していく。
⼦育てが加わると再⽣産の制度として関係
がさらに固着していく。⾮対称な関係性が、
個⼈同⼠の相互作⽤から始まり社会を⽀え
る相互作⽤へと展開していく。その権⼒性
の発⾔の結果としてDV等暴⼒が⽣成する。
これを加害者プログラムは解除していく役
割を担うことになるので、エピソード分析
を⾏う際にも必ず組み込むべき視点として
いる。 
 
 

③ 関係コントロール型暴⼒として把握す
るべきこと 

関係コントロール型暴⼒は、ヨーロッパ
の最近の DV 理論に由来する。英国等では
暴⼒の定義を変更している際に⽤いられて
いる理論である。⾝体的、⼼理的、⾔語的、
性的な暴⼒として把握することが通例であ
るし、⽇本の DV や虐待対応でもこの定義
が使われている。⾼齢者虐待はここに経済
的搾取も加わる。暴⼒の⼀般的定義が変更
されてきている。 

関係コントロール型暴⼒論はそれらに共
通する、⼈格への⽀配について把握するも
のである。英語では、coercive control であ
る。強制的なコントロールという意味であ
るが、私なりの訳である。暴⼒の類型に着
⽬する特性づけではなく、関係性の次元か
ら暴⼒を把握しようとするものである。 

その対話から、関係コントロール型暴⼒
の特徴をまとめると次のようになる。(1)相
⼿との関係において「操作性の強さ」への
無⾃覚さあるいは当然視がある。(2)暴⼒に
いたったのは理由があるという。相⼿にも
問題があるからだという。「他罰性と責任転
化」である。(3)⾮対称な関係性における「服
従化の⼼理の活⽤」がある。これは無意識
のジェンダー作⽤のもとで当然視している
⽇常⽣活の運営の仕⽅として現出している。
(4)相⼿に対して「読⼼性（マインドリーデ
ィング）の喚起」を期待する。「察しろ」と
いう意識や態度である。(5)「歪んだ愛着」
が形成されやすいこと（あいつは俺がいな
ければやっていけない、特に経済的にはそ
うだと思う等）。(6)⼈格を攻撃する。事実上、
他者としての尊重ではなく、価値剝奪的で
地位降格的な関わりがある。モラルハラス
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メントである。(7)「被害者の⾃責の念を強
化」させるようなコントロール、つまり私
も悪いところがあったのかも知れないとい
う攻め⽴てがあること等である。	

また、関係性に宿る暴⼒性も妻から表明
される。該当するエピソードを紹介してお
く。私の相談の記録ノート（被害者聞き取
り）からである。パートナーコンタクトや
虐待の取り組みである男親塾での夫婦⾯談
の記録である。「⾃分のものを買うときにい
つも⼀緒に付いてくる。僕の好みの⼥性に
なってほしいと⾔う。⾃分が⾃分でなくな
っていく感じがする」、「交通の便の良くな
いところに住んでいるので本当は免許が欲
しい。必要なのに、免許を取らせてくれな
い。運転が下⼿だからって⾔う。だからいつ
も彼の⾞で⾏動することになる」、「習い事
をしていると⾔うと、それは男性から教わ
るのかって聞いてくる」、「同窓会に⾏くと
⾔うと嫌な顔をする」、「DV を受けているの
に彼といる⽅が安全だと思うような意識に
なったことがある。実家に逃げていると追
いかけてきたり、メールが頻繁に⼊ったり
するので結局⼀緒にいることで落ち着くか
ら」、「今⽇は何をしていたのかといつも聞
いてくる」、「『死んでやる』。と⾔われると
別れられない。元の関係に戻ることが多い」
という。関係コントロールの諸相が暴⼒に
先⾏して存在している。 

 
④ モラルハラスメントだったことを理解

していく 
こうした関係性の社会病理を視野に⼊れ

ると、⾝体的な暴⼒という出来事だけでは
なく、そこに⾄る⼀連の過程が⾒えてくる。
加害者プログラムに参加する男性たちはモ

ラルハラスメントを探索のキーワードにし
て、UNLEARN のプログラムに漂着するこ
とが多い。夫婦としての相互作⽤の様態を
⽰す⾔葉としてモラルハラスメントは男性
には受け⼊れられている。モラルハラスメ
ントはフランスの精神科医、マリー＝フラ
ンス・イルゴイエンヌが提起したものであ
る。加害者が相⼿を不安に陥れるためによ
く使う⽅法として定式化されている。相⼿
の意⾒や趣味、考えを嘲弄し、確信を揺る
がせる、相⼿に⾔葉をかけない、⼈前で笑
い者にする、他⼈の前で悪⼝を⾔う、釈明
する機会を奪う、相⼿の⽋陥をからかう、
不愉快な仄めかしをしておいて、それがど
ういうことか説明しない、相⼿の判断⼒や
決定に疑いをさしはさむ等が紹介されてい
る（マリー＝フランス・イルゴイエンヌ著・⾼野
優訳『モラル・ハラスメント』紀伊国屋書店、199

年）。  
同じような内容として、加害者研究や暴

⼒研究ではかなりの蓄積がある⼼理的暴⼒
という概念がある。たとえば次の 4 つの特
徴を指摘する研究がある。 
第１は、「パートナーの⾃⼰イメージや⾃
尊⼼を傷つける」ことである。たとえば、怒
鳴る（下品な⾔葉、軽蔑的な⾔葉、卑下した
⾔葉で⾔及する）、外⾒や⾏動に関して貶め
る、友⼈や家族の前で恥をかかせたり、困
らせたりする（⼦供の感情を害したり、疎
外しようとする）。とても批判的である（否
定的である）、嘲笑する、感情を無効にする
（⾮難によって個⼈の責任にする）、その⼈
の⾏動ではなく、性格に焦点を当てて批判
する等が例⽰されている。 
第２は、「受動攻撃的に感情的なサポート
や養育を拒む」ことである。たとえば、回避
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や引きこもり、不機嫌な態度、無⾔での対
処、⾟らつな不作為、ネグレクト、感情放棄
（⾃暴⾃棄）等の懲罰的使⽤である。受動
性は無視や放置であるがそれが脅威になる
ことを⽰す概念が受動攻撃性である。 
第３は、「脅迫的な⾏動」である。⾝体的

に傷つけたり、傷付けたり、殺すぞという
脅迫（離婚しろ、⼦どもを取り上げるという
強圧的な脅迫）、嘘や不貞⾏為、無謀な運転
や⾏動をとること等である。UNLEARN の
相談で出てくるが、「死んでやる」と仄めか
すこともこれに該当する。 
第４は、「個⼈の領域や⾃由を制限する」

である。たとえば、友⼈や家族からの孤⽴、
ストーカー⾏為や居場所の確認、⽇記や電
話の記録の無効化、パートナーの就労や通
学、または⾃分⼀⼈で何かをすることの妨
害、関係における意思決定の⽀配、パート
ナーの⾦銭の管理、パートナーによる電話
の使⽤の妨害、⾞の鍵の取り上げや⾞の使
⽤不能化、性役割のステレオタイプ化、性
別および／または婚姻関係に基づくパート
ナーの選択肢の⽀配、⾃⼰の権利意識また
は所有意識である。 

これらは⽇常的な関係コントロール型暴
⼒の典型であり、モラルハラスメントと類
似の暴⼒性をもつ（K. Daniel O'Leary, Roland D. 

Maiuro.(2001).Psychological Abuse in Violent 

Domestic Relations, Springer, p.xi）。 
 他にも、「彼は私の時間を監視し、私の居
場所を点検する。彼は私たちのお⾦を使い、
重要な経済的決定を私に相談しない。私の
友⼈に嫉妬したり、疑ったりした。私が他
の男と浮気していると⾮難した。他の家族
との関係に⼝出しをした。私が⾃活するの
を邪魔しようとした。携帯電話を使うのを

制限された」というアセスメントに活⽤さ
れている整理もある 
（Jennifer L. Hardesty and Kimberly A. Crossman、 

Megan L. Haselschwerdt, Marcela Raffaelli and Brian 

G. Ogolsky, Michael P. Johnson, Toward a Standard 

Approach to Operationalizing Coercive Control and 

Classifying Violence Types, in Journal of Marriage and 

Family, 77 (August 2015): 833–843）。 

モラルハラスメントと⼼理的暴⼒は、関
係性と相互作⽤に焦点を合わせて⾝体的暴
⼒とは異なる⾯を把握しようとする概念で
ある。エピソードを紹介してもらいこうし
た⾯を取り出すこととしているが、男性は、
その事件の詳細を述べないことも多く、ど
うしても衝突としてのものを投げる等の物
理的暴⼒や⾝体的暴⼒の記憶に傾斜しがち
である。氷⼭の下に隠れている部分にある
相互作⽤の経緯については語りが少ない。
もちろんそもそもモラルハラスメントや⼼
理的暴⼒を把握する語彙が男性たちには少
ないこともあり、現実がクリアになりにく
い。個⼈相談やグループワークではモラル
ハラスメントの諸相をクリアに伝える⾔葉
を教⽰する。 
  
⑤ 暴⼒を肯定する思考があること–暗黙

理論の存在 
脱暴⼒への過程は、そう簡単ではない。こ

れまで暴⼒的であった⽣き⽅の特性が、脱
暴⼒過程にも反映される。たとえば、解決
を急ぐこと、問題解決について⾃分で決め
てしまうこと、もう⾃分は⼤丈夫と思い込
み相談に来なくなること、「離婚してやる」
と⾔うこと、相⼿も悪いと述べる等である。
したがって、暴⼒の出来事それ⾃体という
よりも、暴⼒を含んで成⽴している彼の⽇
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常⽣活という⽣態学的な環境や⾏動のシス
テム、つまり関係性の組成の仕⽅⾃体を対
象にして脱暴⼒を検討していくことになる。
特に暴⼒を肯定する⽂脈を探ることを狙っ
ている。「図」としての暴⼒事件だけではな
く、「地」としての、コントロールを無⾃覚
に包含する彼のミクロ環境へと降り⽴って
いく。 
犯罪⼼理学研究では⾔い訳や正当化を対
象にして、それらを暗黙理論として整序し、
定式化している。暴⼒を振るう者の⽇常⽣
活や⽣きてきた軌跡に由来する意味づけの
ことである。またこうした暗黙理論が⽣成
してくる過程には、暴⼒を振るう者の被虐
待の履歴をみることができる。⽣育過程に
おいて学習してきた結果と考えられる。つ
まり暴⼒の連鎖、憎しみの連鎖が暗黙理論
として彼のなかに構築されている。だから
といって現在の暴⼒の責任を減じることは
できない。こうした⾔い訳・正当化の研究
は、DVや虐待にも応⽤できる。具体的には、
⾔い訳・正当化の説明⾏動の研究を、加害
のナラティブ、暴⼒の⽂化、虐待的パーソナ
リティ、認知⾏動的な特性把握、動機付け
研究、暴⼒の社会臨床論等としてとらえ、そ
れらを対⼈暴⼒研究として統合し、さらに
狭義には加害者臨床、広義には暴⼒臨床の
対象を確定していく作業にすることができ
る。私は、暴⼒加害の実践を⽀えるセオリ
ーを説明の語彙と⾔葉、つまり内なる声と
して存在している暗黙理論として抽出し、
実践の慣⾏として機能しているととらえる。
とりわけ問題解決⾏動のなかに編み込まれ
ていて、その総体が「個⼈の理論」として構
成されている動態を掴むことを⽬指してい
る。 

以前、次のような暗黙理論をとりだし、詳
細に考察したことがある。(1)「今⽉の⽣活
苦しいのよね。」はどう聞こえたか、(2)「暴
⼒はコミュニケーションである。」が意味す
ること、(3)「俺は正義である。」と考えてい
る、(4)「アルコールが⼊っていて、頭が真
っ⽩になったから。」と理由づける、(5)「さ
さいなことだったんです。」と⾔い始め
る、’6)「相⼿が俺を殴らせる。」―彼は独⾃
の被害者像をもっている、の諸点である。こ
れらは、事前に準備されていた「内なる声」
としての動機という⾯と事後的に取り繕う
「説明」という⾯がある。⾏動における⼆
重性であり、両⾯とも⽂化によって提供さ
れる⾔語⾏為である。 

なかでも親密な関係性における暴⼒⾏動
は、葛藤を解決する過程で⽤いられるその
⼈の対⼈関係における問題解決の習慣的な
⾏動でもあるので、そこで使われる⾔い訳・
正当化は動機として語られるが、それは、結
果をとりつくろう事後の説明という⾯が⽂
脈構成として存在している。それをきちん
と聞き取ることがその後の脱暴⼒の臨床実
践とっては⼤切となる（中村正「暴⼒臨床論の展

開のために―暴⼒の実践を導く暗黙理論への着⽬―」『⽴

命館⽂學』⽴命館⼤学⼈⽂学会 編 (646)、 559-545、 

2016-03 ⽴命館⼤学⼈⽂学会）。 
 暗黙理論の掘り起こしを通して省察が深
まる。氷⼭の下に沈んでいる暴⼒を肯定し、
少なくとも否定しない無意識の実践的⾏動
指針となっている様⼦を⾔語化していくの
が加害者プログラムである。被害者からみ
た被害の内実としての関係性と相互作⽤の
歪みのようなものを可視化させるというこ
とになる。暗黙理論として整序していくこ
とでモラルハラスメントの実体が⾃らのラ



  
 

『対⼈援助学マガジン』第 15巻第 2号(通巻第 58号)2024年 9⽉ 
 

 34 

イフストーリのなかに存在していたことに
気づいていく。 
 
⑥ 男性性ジェンダー作⽤ 

男性性ジェンダー作⽤は背景にある要因
として暴⼒⽣成に関係している。 

その特徴をまとめておこう。(1）暴⼒を振
るわれてもそれに耐えて対応してきた男性
的な克⼰の過程があり、それを乗り越えて
きたと意味づけている。(2）男性が暴⼒被害
を受けることは男性性ジェンダーからする
と恥辱的なので、沈黙へと被暴⼒体験を幽
閉している。しかしそれは単なる沈黙なの
で被暴⼒体験の⾟さ等は封印しており、ト
ラウマ的な体験の傷つきは回復していない。
(3）男性性ジェンダー作⽤は、こうした過程
を⾃負できることでもあると考えさせ、⾃
分の息⼦に乗り越えることを推奨すること
になりかねない。そうした体罰はさらに息
⼦を暴⼒的な男性に仕⽴てあげるおそれが
ある。三代続く連鎖となる。男性的な⽣き
⽅を⿎舞することに暴⼒体験が存在してい
る。(4）したがって、暴⼒は男性として⽣き
ていく上での資源として機能している。(5）
あるいは男性的な⼈⽣にとっての通過儀礼
として成⻑のための源泉にもなると考えて
いる。(6）また、競争として、暴⼒という形
態ではなく別の攻撃性へとエネルギーを展
開していくものとして男性性ジェンダー作
⽤が無意識のうちに刻み込まれている。 

被虐体験を「乗り越えた」と⾃負している
ライフストーリのなかに暴⼒肯定の意識と
態度が⼊り込んでいる。これを拭い去るこ
とは⾃⼰否定のように思えると⼼情吐露し
た男性がいた。また、グループワークで象徴
的な発⾔に遭遇した。グループワークでア

ファーメーションすると批判的になる男性
がいた。アサーションに馴染めない男性で
ある。褒めると嫌がる男性もいた。「あなた
は私を褒めるに値するのか」と私にマウン
ティングをしている。男性性ジェンダーは
脱暴⼒にとってもアンラーンしておきたい
対象となる。 

 
⑦ ⽗の影−再⽣産のこと 
⾃分の⽗親と同じようなことをしている

とすべての男性が話す。暴⼒の再⽣産の告
⽩である。「男であること、関係性の再⽣産
（暴⼒の連鎖）、気づきと再学習」という要
素を脱暴⼒化⽀援としてグループワークで
は重視している。男性の加害者の⾃⼰認識
としての⽗親から受け継いでいるものがあ
ることを暴⼒のライフストーリワークとし
て扱い、連鎖の切断をプログラムに組み込
む。 
⾔葉を変えると、体罰を肯定し実⾏して

いる思考と⾏動のフレームがあることを理
解する取り組みである。三世代にもわたる
連鎖は⽗親らしさの追求の結果である。暴
⼒の再⽣産になっていることへの気づきを
促す。暴⼒を受けて育つ⼦どもの内⼼の研
究を紹介することもある。それは⾃らの成
育史にも重なるので⾃⼰理解となる。⾃分
の⼦どもにもさらに連鎖をさせるとさらに
その⼦どもにも影響がでるという研究も紹
介し、三世代連鎖を⾷い⽌める意味を理解
していく。現在の⼦育てに過去の育ちの軌
跡や意味づけが反映されている。とくに男
性性ジェンダー役割が媒介していることも
あり、⾏動のレパートーリーを増やすこと
ができるように学習をすすめる。特に重要
なことは、グループワークとしてやってい
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るので他の男親の努⼒が話されることを熱
⼼に聴いて学ぶことになる。男親塾はサー
クル型の治療共同体なので、こうしてグル
ープダイナミクスが発揮される。選択肢を
増やすと楽になるという男親がほとんどで
ある。⾮対称な関係性の象徴は暴⼒による
コントロールなので、それを⽌めることだ
けでも家族システムは健康になる。養育⼒
の向上の前に脱暴⼒は⼤前提となるという
組み⽴てであり、グループワークをとおし
てそれを達成する。  
 
⑧ ⾝体的暴⼒の意味 
家族システムのなかで男性のもつ有形⼒

の⾏使は破壊的な役割を果たす。いかなる
理由があろうとも物理的⾝体的な暴⼒は、
他⼈にすれば犯罪ともなりうる。加害男性
からすれば家族だからという枠付けもある
が、相談に来る男性たちはこの点の理解は
ある。また、警察の介⼊も増え、刑事事件に
なっている男性の相談も増えている。男性
たちは有形⼒の⾏使としての暴⼒は認めて
いる。なんといっても怪我やアザという証
拠がある。妻は携帯で写真に残すし、⾃ら
通報することもある。⼒の差異があるので
男性の暴⼒は危険だ。物を投げたりするこ
ともある。壁や家具に当たり散らすことも
あるという。リモコンを投げるという男性
が多い。暴⼒⾏使が男性相談にくる契機と
なっているので、これは更⽣のための対話
の⼿掛かりになる。 

しかし、その加害性の認識という点では
ずれが⽣じる。モラルハラスメント、男性
性ジェンダー作⽤、暴⼒の再⽣産と世代間
連鎖、暗黙理論等を経由して暴⼒を正当化
することもあり、加害性の認知が暴⼒の認

知とずれている。相互作⽤に暴⼒の発⽣が
あるとして他罰性・他責性が噴出する。これ
は⼦ども虐待の加害に顕著である。その暴
⼒には理由があるというのだ。DV の場合は
ジェンダー意識が作⽤する男尊⼥卑や⼥性
嫌悪意識も作⽤する。さらに、問題解決⾏
動や⼿段として暴⼒が選択されており、⾝
体がそのように反応する。特に家族だけに
それが発現する場合の理由の理解は本⼈と
の対話でも不可⽋の課題と位置付けている。 
ほとんどの男性は、些細なことから⼝論

が昂じていくのだという。その結果、暴⼒
⾏使に⾄るという。妻の⼝論に⼝論で応じ
続けるのではなく、⼿が出てしまうのだと
いう。⾝体動作が先⾏する。男性たちはグル
ープワークでも技術としてのアンガーマネ
ジメントに⼤変強く反応するが、こうした
経過だからだろう。さらにその暴⼒の仮⾯
を剥いでいくと⾒えてくるものは何かと対
話する（本稿の第 55号ではこのことを扱っている。「臨

床社会学の⽅法(43) 鏡の背⾯ ‒他者をとおした欲望の

実現‒」）。 
端的には関係コントロールが⽣起するの

は、⽀配の欲望ではあるが、その内的動因
は、思うようにならない事態への直⾯であ
り、それを回避するための暴⼒となる。妻
と⼦どもはコントロールの対象となる。⼝
論となる時点で彼の怒りの沸点は⾼くなり、
暴⼒⾏使の準備段階となる。しかし怒りの
感情が暴⼒を起爆させるのではなく、つま
り怒るから暴⼒が発現するのではなく、暴
⼒を説明するために怒りの感情が動員され
るだけであり、⾏動化する背景にあるもの
を⾒つめるために怒りの仮⾯を剥すことが
必要となる。親しい⼈にしか暴⼒が向かわ
ないとなると、やはりその暴⼒は感情にま
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かせてというわけではないことになる（この

点については「臨床社会学の⽅法(32) 怒りが暴⼒を振る

わせるのか−感情を⽣起させる「憎悪・嫌悪」の構図とア

ンガーマネジメントの乗りこえ−」第 11巻第 4号(通巻第

44号)2021 年 3 ⽉に書いた）。 
 
⑨ ジェンダーの暴⼒であること 
男性性と暴力の背景には「欲望の構造」が

ある。(1)社会の中での地位の確認と達成めぐ
る競争、(2)心理的不全感や不満足にねざして
他者への憎悪感情が表出されること、(3)その
対象に女性や子どもや周縁化された男性が選

ばれやすく差別と抑圧の再生産となること、

(4)コントロール感や達成感が欲望されるこ
と等である。性犯罪は性的快楽・性的満足と

結びつきながら、性欲だけではない支配欲や

満足感を得ようとした行為であることは犯罪

心理学で共有されている。 
暴力を振るうことは、男性にとって、補償

的、報復的、劣位回復的でありそのために動

員される資源のひとつとして男性性がある。

しかし究極のジレンマは弱い立場のものに向

かう暴力であることである。力の弱い者に依

存している無力さの証しが、対人関係におけ

る男性の暴力なのである。もちろん、これは

男性の加害についての説明という限定をしな

ければならない。先述したような女性加害者

と同性カップルの暴力については別の説明を

しなければならないからである。 

 
４ 加害者プログラムに出会っていなけれ
ばどんな⼈⽣になっていたのかと想像して
みる 

 
 先述したように被虐待体験がありながら、
暴⼒を連鎖させていない男性のライフスト

ーリワーク研究が必要になる。暴⼒を振る
わないことを学習したのだから、その分岐
点には何が作⽤したのかを知ることができ
るからである。脱暴⼒を意識化してきた経
緯があり、脱学習をした契機を知りたいと
思う。⼦ども虐待の場合は⾃ら体験した体
罰が直線的に影響したのだろうし、DV の場
合は⽗⺟の関係性と相互作⽤の仕⽅からパ
ートナーシップのあり⽅を学習したことに
なるのが連鎖なので、⾃らの⼦育て態度や
パートナーシップの組み⽴て⽅を、暴⼒的
ではないものとして選択した⼈たちの脱学
習（アンラーン）の過程に学ぶことになる。
もちろん加害の男性たちも、こうしたグル
ープに参加する過程では、任意の選択とし
て脱暴⼒への学習を開始したことを意味す
る。ようやく分岐点が訪れたということに
なる。 
諸外国のように参加命令制度があり、ダ

イバージョン制度があるところでは強制的
な分岐点設定となる。動機形成としては「強
いられた動機」である。しかし⽇本の場合
はそれとは異なる任意で⾃発的な参加者な
ので、分岐点を⾃ら選択したことになる。
これはかなり重要な⽴ち位置である。もち
ろん任意参加者とはいえ、保護命令も受け、
離婚を提起されている男性もいるので、任
意性は⾼くないこともあるが、それでも選
択した相談者であるので動機としては重視
する。 
 この点を深く掘り下げ、動機を維持して
いく対話としては、その物理的⾝体的暴⼒
の出来事は偶然ではないことの理解を促す
ことである。加害男性の思考や意識からす
れば、早晩、どこかの時点で発⽣する出来事
なはずである。つまり保持していたリスク
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が発現したと考えていく。「事故」としての
偶発的な⾝体的物理的ではなく、むしろ「事
件」として形成され、いつかは起こるかもし
れないリスクがあったと⽰唆する。リスク
の理解は過去に向けてではなく未来へと向
かう問いである。 
 さらにこの加害者プログラムに参加して
いなければどうなっていただろうかと想像
することを促す。暴⼒が連鎖しなかった⼈
たちの経験知をここに環流させていく。次
の諸点が重要だと考えている。(1)規範の内
⾯化、(2)他者としての尊重、(3)親密な関係
性の結び⽅、(4)家族以外の重要な他者の存
在、(5)家庭教育とは異なる学校教育の影響、
(6)反暴⼒の社会啓発の効果、(7)ジェンダー
平等政策の影響等であり、加害者プログラ
ムに活かすこととなる。 

そして、グループワークなので他の男性
の経験に学ぶことになる。⻑くグループワ
ークに参加している⼈は 4 年⽬となってい
る。任意参加をとおして脱暴⼒へと歩みだ
した先⼈となる。夜間中学のような⼤⼈の
学びをとおして脱暴⼒をしつつある先ゆく
仲間としてピアサポート的な活躍をして欲
しいと思える男性が複数いる。「脱暴⼒の連
鎖」になるだろう。 

もし加害者プログラムに出会わずそのま
まの⽣活であったらどうなっていただろう
かという問いは、脱暴⼒のライフストーリ
ワークへの歩みを確固たるものにするため
の想像⼒に働きかけようとする問いである。
この問いは半ば⾃然に暴⼒を含んだあるい
は肯定する、少なくとも否定しない⽣活が
あり、そうした習慣的⾏動からの脱出には
意識的な脱暴⼒への実践とこれまでの習慣

からの脱学習が必要なことを意識化するた
めの問いである。これまで⼀般に、DV、虐
待、いじめ、ハラスメント等の対⼈暴⼒研
究においては、被害者に向けて暴⼒が選択
されたものであるという⾔い⽅で加害を説
明する傾向があるが、暗黙理論、暴⼒神話、
無意識のバイアス、マイクロアグレッショ
ン（善意の暴⼒）等、本稿が紹介してきた概
念は、暴⼒が⾃然に⾝についていることを
重視し、そこからの脱暴⼒こそが選択され
るべきなのだという主張である。これはさ
らに別に論じていくことにする（参考⽂献：
The Voice: The Journal of the Battered Women’s 

Movement, Fall 2011., Is Domestic Violence a 

“Choice?” No, not exactly…, Phyllis B. Frank and 

Chris S. O’Sullivan, A publication of the National 

Coalition Against Domestic Violence, 

www.ncadv.org）。 
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内閣府「共同参画」177号（2024 年 5 ⽉、内閣府男⼥共同参画局） 
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アソブロックの社長に戻り、就職ナビサイトへの掲載を再開した。 

リクナビ。 

オワコンと言われようが、やはり今も多くの大学生が見ているわけで、就活が日本の若者

の活力をある意味奪っている側面もあると思う身からすれば、一石を投じるならここだと

思い、「世の中には、いろんな会社があるんだなあ」ということを伝えるためだけに、ナ

ビサイトに掲載をしている。 

 

なので文章もちゃんと違和感を感じてもらえるように。 

エントリーを募るために、本音と建前を使い分けたりはしない。 

きもっ！と思われたら本望で、でも、きもくても 20 年続く会社もあるわけで、 

 

・内定を得るためには本音と建前を上手に使い分けることが大切だ 

・社会人になるということは、子どもみたいなことを言わないということだ 

 

などという学習は、決してマストではないと。 

そんなメッセージが、ひとりでもふたりにでも届いたらと思っている。 

ということで、リクナビに掲載した広告文を共有させていただきたい。 

 

リクナビに広告を出す理由 

～人が育つ会社論～ 

日本の就活は、若者の活力を奪う装置になっていないか 
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【私たちはこんな事業をしています】（←見出しはリクナビが指定する） 

 

主な事業はありません。 

例えば、私たちは世田谷区で「駒沢こもれびプロジェクト」を主導しています。 

でも地域活性事業者かと問われれば、そうとも言えません。 

私たちが取り組む理由はひとつ。 

「駒沢をより善くしたい」と強く願う依頼者を、心から応援したいと思うからです。 

例えば、私たちは大人の学び場をいくつか開いています。 

でも社会人教育事業者かと…（以下同文）。 

私たちが最も大切にすること、それは―― 

 

【当社の魅力はここ!!】（←同上） 

 

●人が育つこと 

これに尽きると言っても過言ではありません。会社って、100社あれば、100通りの在り

方があってしかるべきだと思います。ただ現実は、事業は 100通りあっても、会社の在り

方は「みんなで事業を大きくする」ということに集約されがちです。例えるなら、事業と

いう神輿を、みんなで担いでいる感じ。でも私たちは、神輿が人で、担ぎ手が事業だと考

えています。もちろん事業（仕事）はとても大切ですが、それは、人の育ちに不可欠だか

ら。極端に言えば、儲かる事業でも「やりたい人」がいなければ、やりません。だから、

主たる事業が、ないのです。 

 

●育つとは、選択肢が増えること 

私たちは、会社を「人の成長支援プラットホーム」だと位置づけています。では成長とは

何か？ それは、「選択肢が増えること」だと私たちは考えます。例えば、今この文章を

読んでくれている皆さんは「起業する」という選択肢は持ちにくいのではないでしょう

か？ 「卒業後は渡欧して現地企業で働く」という選択肢も、持ちにくいのではないでし
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ょうか？ 成長するとは、それらをも可能にすること。つまり、社会に有用な私として、

どこででも生きていける自分になる、ということです。私たちは「生きるために働く」と

いう考え方が好きではありません。その言い方が「働くことの本質」と向き合う機会を遠

ざけさせていると思うからです。 

 

●アソブロックは、ニュータイプのブラック企業を目指しています 

私たちはニュータイプのブラック企業を目指しています。と聞くと、引く人もいるでしょ

う。この言葉には、「ブラック」や「ハラスメント」という言い方で会社が距離を置いた

ものの中に、本来、人材育成に向けて失うべきではなかった要素がたくさんあったのでは

ないか、という想いを込めています。先輩から何一つ怒られなくて、成長できますか？ 

「無理しなくていいよ」と声をかけられ続けられて、一流になれますか？ 「新卒即戦力

採用」なんて、育成放棄の言い換えだと私たちは考えます。もちろん、全員に頷いてほし

いと思っているわけではありません。あくまで、私たちのスタンスだとご理解ください。 

 

【インターンシップの内容について】 

 

●色んな生き方をする大人に出会えると思う、たぶん。それはきっと、今必要なこと 

皆さんに何をしてもらうかって、正直、私たち的にはどうでもよくて。とにかく、大学卒

業までに色んな大人に出会ってほしいと思います。でも、もちろん、プログラムに興味を

抱いて参加してくださるのも大歓迎です！ 

 

＊＊＊ 

 

ほかに、勤務条件などを書く欄があり、そこはこのように書いた（一部抜粋）。 

 

▶雇用区分 

社員、委託、契約。アソブロックにおいて、そういった雇用区分に意味はありません。 

アソブロックに関係するひとたちは、等しく「メンバー」です。 

 

▶就業規則 

アソブロックには、就業規則はありません。好きなだけ働くことができます。 

ここでいう「好きなだけ」とは、自分自身にとってベストな就業時間を理解し、設定し、 

そう働けるように仲間にも共感してもらえるということを指します。 

 

▶チームが大切にすること 

みんなでご飯を囲むこと。 
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新入社員の目標は、事務所近く・あけぼのばし商店街の飲食店を、片っ端からすべて食べ

ること。 

 

▶卒業制度 

アソブロックは、独立も積極応援しています。 

人がより良く育つには、ずっと一か所にいることが必ずしもベストではありません。 

故郷には、離れてみて分かる良さもあります。 

 

▶好きな人物像 

動く哲学者。 

 

▶事務所近くのパン屋 

小麦と酵母 満 

味付たまご（180円）がおいしい。 

 

▶事務所近くのトンカツ屋 

とんかつ 山さき 

ロースカツ定食は、800円。安くておいしい。 

 

▶事務所のゴミ出し日 

燃やすゴミ 水・土 

資源ごみ 金 

 

▶事務所のいいところ 

桜が大きい。梅がなってる。小さい植物もたくさんある。雨が降ると尚きれい。 

 

▶人事スタッフ・熊谷の働き方 

アソブロックの業務に加え、フリーの編集者に就いてアシスタント・スタッフ業を兼務。 

スーパーの品出しバイト（早朝）も週 3日で行う。最近は、バイトメンバーでバンドを組

むことになった。熊谷はボーカルらしい。 

 

▶人事スタッフ・熊谷の最近の出来事（本人執筆） 

千葉にある某巨大テーマパークは、あまり好きではない。 

そう言っていたら、同じことを言うメンバーが 4人集まったので、夕方パスを使って行っ

てみた。好いていないことがバレたのか、その日は傘を貫通するほどの大雨。 

乗り物にたくさん乗った。カチューシャもポップコーンもちゃんと買った。 
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子どもの頃には気づかなかった宣伝広告をたくさん見つけ、 

夢の国もいつだって現実と戦っていることを実感し、なんだかよかった。 

 

＊＊＊ 

 

掲載後、いろんな反響をもらったが、その大半は「よく広告審査が通ったな（笑）」とい

うもの。たしかに、就業規則は法令的にないとダメだ。 

 

ちなみに、アソブロックにも就業規則はあって、顧問の社会保険労務士が、アソブロック

の実態と法令をぎりぎりにマージしたものを作っているらしい。らしい、というのは私が

興味もなく見たことがないから。そんな親切な顧問の先生たちも、アソブロックの成長支

援プラットホームの担い手である。 

 

文／だん・あそぶ 

「人の成長に資する場づくり」をポリシーに、アソブロック株式会社、株式会社 ea、有限会社

salvia、株式会社小さな広場ほか、10 社近くの業態様々な会社の経営・運営に携わる。その独自の経

営手法が、働き方改革の流れで注目され、全国でワークショップや講演も行っている。21 年より対

人援助学会理事。24 年 4 月に軽井沢にある学校法人風越学園の理事に就任した。 

団遊の組織論；https://corp.netprotections.com/thinkabout/1536/ 

団遊の採用論；https://job.cinra.net/special/asoblock/ 

仕事を辞めたくなったときに；https://goo.gl/bFQdpC 

 

 

https://corp.netprotections.com/thinkabout/1536/
https://job.cinra.net/special/asoblock/
https://goo.gl/bFQdpC
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カウンセリングのお作法 第 40 回 

ＣＯＮ 

Counseling Office Nakajima 

カウンセリングオフィス中島 中島(水鳥)弘美 

～学校と外部相談機関の関係性～ 

       

 

前回は、家族カウンセリングの関係機関である、病院などの医療機関や学校との連携に

ついて話しました。 

今回は、そのなかの学校と外部相談機関との関係性について話します。 

 

私立高校生の不登校  

現在、公立小中高等学校の多くは、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカ

ーなど専門の相談支援担当者がいて、児童生徒が安心して学べるようにサポートをしてい

ます。一方、私立学校のなかには、教育相談担当という位置づけで、教員が担当している

ところもあります。カウンセラーの配置はかなり進んでいるものの、専門職の相談員がい

るとは限りません。そのような場合は、学校が外部の専門相談機関を紹介することがあり

ます。 

たとえば、私立高校一年生の生徒さんが不登校状態になった場合を考えてみましょう。 
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欠席が長期化し、クラス担任や学校側がアプローチしても、何も変化がみられない状態

に陥ることがあります。保護者と連絡はとれるものの、本人に会うことができず、学校関

係者がかかわること自体が生徒さんにとって、大きな負担になるような状況です。 

生徒さんの保護者の方々が、独自に相談機関を調べて利用をする場合もありますが、学

校関係者が専門的な支援が必要であると判断した場合は、外部の相談機関をすすめる場合

があります。 

中立的な立場で生徒家族支援 

長期にわたり欠席が続くと単位取得ができなくなるつまり、留年になる可能性が出てき

ます。そのため、今後の進路に関して、本人の意思表示、決断が必要です。 

欠席している生徒さんにとって、この決断は大仕事です。再登校ができず、欠席を続け

ると本人の意思にかかわらず、留年になり、来年度ひとつ下の学年でもう一度やりなおす

ことになります。 

学校側から原級留め置きであると明言される前に転校をするなど、限られた時間のなか

で、そのほかの選択を考える必要があります。 

しばらく休憩をとってもう一度同じ学年を続ける、異なる学校に転校する、再度高校を

受験し直す、就職する、あるいはそのほかの進路の選択を何か選ばなければなりません。 

在籍している学校にはもどらず、別の学校に転校したいような希望がある場合、どうし

ても留年だけはしたくないとの希望があるような場合は、学校内のスクールカウンセラー

には話しづらいと本人や保護者が考える傾向がありますが、外部相談機関であれば、中立

の立場で支援をし、本人のあらたな進路をともに考えてゆくことができます。 

在籍している高校そのものについて無理を感じるのか、留年することが耐えられないの

か、人とのかかわりがむずかしいのか、勉強そのものに限界を感じるのか、さまざまな要

素が絡み合うなかで、何を希望するのか、少なくとも避けたいことはなにか、家族ととも

に今後希望する道を描いてゆくための支援を行います。 

これからの進路を家族で話し合い、道を選択して、新しい環境に慣れるまでの支援も継

続して行います。 

その流れのなかで、通信制の学校などに転校した場合は、新しい学校と相談機関との連

携を行い、チームとして生徒さん家族を支援し、前の高校への経過報告もおこないます。 

長期にわたるゆっくり支援 
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関係機関と協力して支援をする部分もありますが、外部の独立した相談機関の特徴とし

て、長期にわたるゆっくりペースの支援があげられます。 

校内のスクールカウンセラーは在学中のカウンセリング等が中心になり、生徒さんが卒

業後、あるいは退学、転校して、高校に在籍しなくなると、相談支援をする対象でなくな

ります。しかし外部の独立した相談機関であれば、ご本人と家族が希望する限り、支援の

対象となります。 

大学生、社会人になってからも支援 

大学に進学したあと、あるいは、卒業後、社会人になってからも、節目節目で経過報告

のために、来所されることもよくあります。 

大学入学など環境に大きな変化があったときは、大学合格の報告とともに、学生生活に

ついてもいろいろとお話を聴かせていただき、就職先が決まりどのような仕事なのか、期

待や不安も含めて、いろいろ語られます。 

大きな問題に行き詰っているわけではないけれど、ちょっと話を聴いてほしいと、不安

解消のために来所されることもよくあります。それはまるで予防カウンセリングのような

ものであると考え、気軽に話していただける存在になっているようです。 

もちろん、社会人なりの深刻な相談もあります。 

就職先でトラブルになったので、またカウンセリングに通いたいと予約が入ることがあ

ります。結婚後の自分自身の家族、子どもさんに関してのカウンセリング希望もあり、長

きにわたるお互いの信頼関係をもとに、ともに今後の方向性を考えていくことになりま

す。 

家庭医のようなホームカウンセラー 

さらにこれまでのクライエントさん以外、つまり別の家族が問題を抱えているので、そ

のことを相談したいと、来所されることがあります。別のきょうだい、あるいは親御さん

にまつわる支援などです。 

家族は、家族のライフサイクルに応じて課題があり、そのステージの変化に応じて支援

が必要な場合があります。 

子どもさんが高校生のときからの長いかかわりのなかで、保護者の方を含めた家族全体

を知り、理解していることが多いため、まるでかかりつけの医師のように、ホームカウン

セラーをさせていただいています。 
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晩年 

D･A･N 通信 
No.9 

団 士郎 
 仕方ないことだが、まぁ身辺のいろんなものに不具合が起きる。なのに心身は今のところ至って順調である。私の身代

わりをモノたちが引き受けてくれているのかと思ったりするくらいだ。だから悪態をつかず、周りの人に助けられながらメ

ンテナンスにいそしむ。何事も維持継続はなかなかの労力やコストが必要だ。 

 I phoneの容量がギリギリになって久しかった。加えて一度交換したバッテリーが持たなくなっていた。５年あまりも使っ

ていたから諦めて買い換えに。できるだけ何も変化させたくなかったのはたしかだが、バッテリーが長持ちするようにな

った以外、前とほとんど変わらない。ただ電源が変わっていて手持ちのアダプターや充電機器は皆使えないみたいだ、

しらんけど。 

 大音量で映画を観ても、「うるさい！」とは妻が亡くなってから言う人がないので導入した大型ＴＶ。結構楽しんでいた

が、当たりが悪かったとみえて、ここ半年ほど使えなくなっていた。修理に来てもらったが部品交換で結構な高額。でも観

られるようになった途端、映画鑑賞への意欲が高まる。観たことのある映画の好きな場面（ダイハード 2の導入部）とか、

オープニングからしばらくとか、部分鑑賞を楽しんでいる。 

5/＊  

金沢に行くのにサンダーバードで敦賀に。

そこで北陸新幹線に乗り換えなんて、全然快

適じゃない。落ち着いて読書する時間もない。 

金沢駅近くの展示会場で漫画トーク。部屋一

杯の人が聞いてくれた。 世話人さんたちと記

念撮影。多くが 20 年付き合いだったりする。 

    

https://pbs.twimg.com/media/GObMsHcbIAAJOIT.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GObMsHcbIAAJOIT.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GObMsHbaUAEByYn.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GObMsHbaUAEByYn.jpg
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5/＊  

翌日は石川県津幡町にこんなところがあって、

そこの研修室で三時間の講演会。40 名余の

出席。  

 

帰路、内灘町の地震被災現場を見る。砂地

の地面が隆起、陥没していて、まっすぐ建って

いるものがない。電柱まで少し沈んで低くなっ

ていた。 ここは能登半島先端地区ではない。

報道もほとんどされないそうだ。 

 行きと同様、敦賀駅乗り換えの特急で戻る。

敦賀駅での新幹線から在来線への乗り換え

について YouTube があるなどというわけのわ

からない情報に触れて、何のことだと思って検

索してみたら、こんな新聞記事があった。  

確かに三階ホームからササッとエスカレー

ターで一階ホームの乗り継ぎサンダーバード

指定席に座ったら、発車 2分前のアナウンス。

ここで手間取ると評判が悪くなるかと思って設

定した時間配分のミスだろう。  

 

5/＊ 

 「関心領域」こんな映画タイトルがあるかと思

ったが原題だった。チラッと週刊誌映画評で目

にしていたが、忘れていたら町で眼にとまった。

見始めて紹介を思い出した。  

それにしても気持ちの悪い人たちばかりが

出てくる。映像の違和感は撮影手法を知って

納得だった。 あの場所には行ったことがあ

る。 

 

https://pbs.twimg.com/media/GOf2_n8aYAAkNHu.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GOggp8hb0AEy_vf.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GOl5HTtaEAAAhmA.jpg
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5/＊ 

 大阪府高槻市は中、高、大の時代、つまり思

春期を過ごした懐かしい場所。 そこで暮らす

１３歳からの友人が民生児童委員会の副会長

をしているので講演をと呼んでくれた。大ホー

ルで 100 分ばかり快調に話す。 終了後、二

人で食事しながらアレコレ話す。元気で長生き

ならばこその時間。 

 

5/＊  

今月の新作木陰の物語のペン入れが済んだ。

あとの作業は仕事場の PC でないとできない

のでここまで。 月末締め切りの対人援助学マ

ガジン 57 号、届く原稿の中から執筆者短信を

入力していく。 新刊書の校正原稿仕上げが

大詰め。月末までにと心づもりしていたので多

忙な 5 月末になった。 

 

 

6/＊ 

 半年に一度、亀岡の「AURA 学びの森」にお

話に行くようになって 5 年。今日が 9 回目だ。 

継続が力なのは、この地で北村夫妻が二十

数年続けてきた教室を見ると明らか。それを

知った人が遠くからも通ってきている。 本日

は「家族の身体と声」をテーマに 120 分話す。

今日もあっという間に終了時間だった。  

https://pbs.twimg.com/media/GOl5HTtaEAAAhmA.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GOl5HTtaEAAAhmA.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GOl5HTubEAAC3aP.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GOvWAbabcAAKgr6.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GO0MtukbsAAxBj0.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GO0MtukbsAAxBj0.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GO0MtukaQAAtV7j.jpg
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6/＊  

第二稿にあたる大幅整理をした新刊用原稿

が完成した。今夜、明日に最終通読をしてか

ら編集者に送る。 第一稿よりスリムになって、

複雑さはなくなった、と思う。 まだこれからキ

ャッチボールがあるから、完成はしばらく先だ。

どんな本になるのやら、楽しみだ。 さて、次は

マガジン 57 号の編集。  

 

 

6/＊  

同じ原稿を何度も読み返していると飽きる。

気分転換に映画を挟んでと選んだのがこれ。 

前作、「マッド マックス 怒りのデスロード」が

びっくりものだったので、さて今回は？と 4DX

劇場で観た。 振動が激しく、水飛沫も飛んで

きて、ずっと落ち着かなかった。前作が再見し

たくなった。 

  

 

6/＊  

昨日は仕事場に時々訪ねてくる M さんと楽

しく四方山話。深夜は今日の対人援助学マガ

ジン編集会議の準備。合間に Netflix の無駄

話を楽しむ。 今朝はストレッチのあと、ドトー

ルで送信済みの新刊の原稿読み直し。とにか

く二時間で通読しての感触を測る。しっくりくる

までにもう少し何かが必要。 

https://pbs.twimg.com/media/GO94ci1a0AAICCT.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GO94ci1a0AAICCT.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GPC7TPHbgAEN7oQ.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GPIxCbkbIAArP06.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GPIxCbkbIAArP06.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GPIxCbkbIAArP06.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GPIxCbfa4AAJShg.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GPIxCbfa4AAJShg.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GPIxCbfa8AEz1C8.jpg
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6/＊ 

 マガジンの編集会議は恒例の coco 壱番屋

のカレーを宅配してもらう。 チラシを見て注文

する時、高くなったなぁとの声に、過去のチラ

シを比べてみた。 2017、2023、2024 と同じも

のを並べてみた。 凄いな！  

 

 

 

6/＊ 

 貸し出していた掛け軸が戻ってきた。この後

草津で開催のパネル漫画展用の作品選択、

搬送にWさんとHさん来訪。 段取りはついて

いるからお茶しながら雑談に花が咲く。 整理

していたら 2015 年の NY 展の看板掛け軸が

見つかった。サイズも大きく、もう使うことはな

いが、玄関の吹き抜けならサイズ十分と見て

掛けてみた。なんか、ちょっといい。  

 

6/＊ 

 再来週 6/19 夜の zoom 講座「帰ってきたト

ークライヴ」の演題が固まりつつある。 何を話

そうか思案してきたが、なかなかよしっ！とな

らなかったのが、今日一気に二話、ググッと浮

上してきた。 お時間あればご参加下さい。  

 

6/＊ 

 対人援助学マガジン 57 号の編集作業が大

詰め。 今回は病気や怪我など、執筆者に不

測の事態かあれこれ発生。 休載の方が多い。

そのせいで 250 ページ余になった。 定例の

https://pbs.twimg.com/media/GPSa_hMbQAALy1I.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GPUNWq8aAAAMz5k.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GPUNWq8aAAAMz5k.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GPUNWq_acAARX1x.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GPUNWq_acAARX1x.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GPUNWrAaUAAWU5S.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GPZtTfLbkAA2sLE.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GPfPoz7aIAAsAqP.jpg
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6/15 にアップはできると思います。どなたでも

無料でご覧になれます。いましばらくお待ちく

ださい。 

 

6/＊ 

 昨日は、滋賀県内の知人二人だから、自宅

に来てもらって大いに語る。我ながらどんだけ

喋るのだと思った。その後、夜の草津市家族

勉強会でも勢いよく話す。 

 今聴いている本が面白く、そこに出てきた「ヒ

ロポンと特攻」の話をしたら、以前その話をし

たと言われた。全く覚えていいないことに愕

然。 

 

6/＊ 

 さて、大詰めの差し替えも完了した。明日、

対人援助学マガジン 57 号が定期刊行されま

す。 今回は 250 ページあまり。いつもより

少々コンパクト。 お気に入りの連載が休載の

場合もあります。とりあえず確かめてみてくだ

さい。 私は、自分の連載内で新連載をそっと

始めています。 

 

6/＊ 

 今から弘前 WS(青森)に行って、明日には戻

ってくるという、いつもながらもったいないよう

な旅程。 伊丹空港搭乗口手前のイートインに

いる。 空港の食物はどれも高い。そんな中で、

名店喜八洲のみたらし団子。一串 108 円。希

望の数だけ食べられる。隣のたこ焼き屋は８

個で 920 円。一個が１１５円。何様のつもりだ

たこ焼き！  

 

6/＊ 

 朝の弘前駅前。チェックアウト後、N さんに迎

えにきてもらって会場に。 岩木山の見えるい

つもの会場。馴染みの方達と初参加の方達で、

一日六時間、家族理解ワークショップ。 何回

https://pbs.twimg.com/media/GPnNHhFbMAAoGNH.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GP9DRaXaAAAVBF6.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GQBMmzkbEAIIkee.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GQGGmnJbMAA6Git.jpg
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目になるのかわからんくらいだと世話人が挨

拶。2000 年より前から来ていたような記憶

が。  

 

6/＊ 

 今月の例会は、先月亡くなったぼむメンバー

でもあった坂口の事務所に、うち揃ってお悔や

みに。 その前にランチ会。そこで篠原がこん

なミニ写真集を皆に配ってくれた。遺族の知ら

ない故人の姿をということで手渡すという。心

配りの効いた偉い人だなぁ。   

 

6/＊ 

 滋賀県草津市のここでマンガ展やっていま

す。  

書店で本もご購入いただけます。漏れた号を

おそろえください。  

  

6/＊ 

 ゆとりを持って行動している。しかし、JR 駅に

来るとダイヤが乱れていた。次の電車は一本

飛んだような状態だった。駅のベンチで 20 分

ほども時間を潰す。 約束のストレッチの時間

に間に合わない。まぁこれくらいのことなら仕

方ないか。と思って、いろんな不運のある世界

をこんな顔で歩いている。  

 

https://pbs.twimg.com/media/GQLxXAkaoAAYfjs.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GQQ3uHCbsAAxen_.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GQQ3uHCbsAAxen_.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GQQ3uHCbsAAxen_.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GQQ3uHCbsAAxen_.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GQQ3uHCasAAvvbm.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GQU2EI-aIAA2dzP.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GQaF9eJaIAAAFiF.jpg
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6/＊ 

 昨夜は 2020 年から zoom で始めた「帰って

きたらトークライヴ」の十回目だった。一時間

話の二本立てだ。 二話目には2000年頃まで

よく描いていた一コマ漫画作品について、蛇

足解説を語った。 一枚のマンガの背景には

たくさんの描かれていないモノが詰まっている。 

これは 50 年前に描いた大ヒット曲「泳げ、タイ

ヤキ君」  

  

6/＊ 

 今年も立命館での東日本家族応援プロジェ

クト＋の例会が始まっている。だんだんボケて

きていて、自分の日程管理がルーズだった。 

そのため浜松プログラム前泊予定を変更。参

加者には迷惑かけずに済んでいるが、余裕を

見た時間を削っている。雨、大丈夫かな？  

 

6/＊ 

 浜松の家族理解 WS に日帰りするため少し

早起き。近年、JR の定時運行が信用できなく

なったのでとにかく早めに駅へ。在来線は通

常運転で安堵。しかし新幹線、乗車予定の一

つ前の列車が 10 数分遅れている。名古屋乗

り継ぎがどうなるか知らないが、空いてる席に

乗る。すると久々に検札がきた。   

6/＊ 

 昨日の締めは浜松駅前で鰻。ちょっと久しぶ

りだったがやはり美味しかった。今日は家にい

て、本発送の集荷に来てもらう。同時に嬉しい

お届け物もあり、先週のさくらんぼに続いて、

良き黒猫の来訪だ。メールは宛先不十分で届

けられないなどと怪しい事ばかり言ってくるの

で無視だが。  

   

6/＊ 

 そそられるタイトルの本の事を、SNS に誰か

が書いていた。 早速注文、すぐ到着。読み切

るかどうかはともかく、いろいろ言いたいことが

唆されそうな雰囲気だ。 知を何のために、誰

のために使うのかは、いつも考えていなけれ

ばならないと思ってきた。そして、なぜそう思う

のだろうとも。  
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6/＊ 

 この本は持っているんじゃないかと思った。

1978 年に刊行されてヒットしたという。書棚を

探せばあるんだろう。 和田誠さんは亡くなっ

て、山田宏一氏が対談をいくつか追加して決

定版にしたという。早速拾い読みしたが面白

い。 映画はテーマではなく画だと意気投合し

ているのがいい。  

 

6/＊ 

 ストレッチの後、いつもとは違う選択。すると

そこで思いもかけなかった新しい本に出会い、

続いて数冊も。その後、同じ場所の初めての

店でランチ。ここの味がいい。手に入れた本を

見ながらゆっくり楽しむ。すると新たな創作物

のプランがひらめく。しばらく退屈していたから

嬉しい。  

 

   

 

6/＊ 

 ただいま、このようなことになっています。お

時間見つけて、ぜひお運びください。  

  

6/＊ 
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 その昔、毎週末乗っていた山陰線の特急で

福知山に向かう。ここ三年、毎年この時期に、

私の話が好きな人たちに招かれて、話したい

事を自由気ままの三時間噺。 福知山は我が

子たちが人生の初期に育った場所。私は 20

代から 30 代の半ばまで 11 年暮らした街。福

知山なんて昔は誰も知らなかったが、近年は

時々目にする。  

  

6/＊ 

 今年前半の締めがこれ。20 年ほども毎年出

向いている。 こういうプログラム構成だと、大

抵、後の出番は押して押して、すみません、ち

ょっと短めに・・なんて事も多い。 ところが今

日は何と早めに終わってしまって、予定より早

く開演のはこびに。気楽に長めに、だらだら喋

らせていただきました。  

 

7/＊ 

 雨の日は外出しないで自宅仕事。 「木陰の

物語」新作の下書きが完了。ここからペン入れ

して、PC に取り込んで、再レイアウト。墨や影

を入れて、キャプションをいれる恒例の作業。 

何度繰り返しても新作ができると嬉しいのが

続いている理由だろう。今作のタイトルは「深

夜」。  

 

7/＊ 

 夜中、新作を仕上げて編集部に送信完了。 

今日はストレッチに行って、その後京都開催

の漫画家協会展を覗き、Ｓとしばし歓談。 そ

の後この 350 ページのグラフィックノベルを読

む。なかなか不思議な興味深い物語だった。

途中で気になったこの版元生活書院。ずっと

昔に関わったことがあった気がする。  

  

 

7/＊ 

 積読ペースか加速している。仕事場、自宅に

Amazonからの配達が連日。ちょっと書店を覗

くと興味深いものが。そして今日は久々に
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BOOKOFF に立ち寄ったらアラアラ。陳列の違

いで見つかる新たな興味もあって、読む時間

が足りない。なのに audible にもハマっている

のだからしょうがない。 

 

7/＊ 

 現在、草津市で漫画展開催中だが、更にもう

1 箇所。福島県での巡回展がスタート。今後、

4 箇所でお世話になる。いろんな人のお世話

で、あちこちで見てもらえるのはありがたい。

お近くならぜひご覧を。 そして 8 月末には 14

年目の東北訪問。東日本家族応援プロジェク

ト➕福島である。 

 

7/＊ 

 理由はわからないけれど、ずっと気になって

いた映画「フレンチアルプスで起きたこと」を観

た。こういう場合多くが、それほどでもなかった

で落ち着く。 しかしこれは違った。人が殺され

たり、大事件が起きたりはしない。 なのにイ

ヤハヤ強烈な映画だ。そうかぁ、そうかぁと息

苦しさの二時間余。  

 

7/＊ 

 暑過ぎて外出する気持ちが萎える。涼しい部

屋でゴロゴロ読書など楽しむ。高齢者ゆえ、お

許しいただきたい。あさのあつこさんの時代小

説にハマっている。 昨日は旧知の人からの

LINE 電話で二時間ばかり、彼の今後の戦略

会議。いろんなことが様変わりだ。 都知事選

の後始末、石丸叩きが騒がしい。  

 

7/＊ 

 世の中の動きを、どこかに足場を定めた他

者と語りあうことは、意見の差はあっても楽し

さがある。垂れ流される話を情報だと受け止

めてしまう安易な感性を叩き起こしてくれるか

らだ。 歳をとると面倒臭いの一言で諦めてし

https://pbs.twimg.com/media/GRky2jfbUAAmMyJ.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GRo03cdbMAAyDcC.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GRqEisfaUAAVg3Y.jpg
https://pbs.twimg.com/media/GSAmZAtbcAAdQ_-.jpg
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まっていることが少なくない。それじやいかん

と今日は 5 年ぶりに機種変更に 

 

7/＊ 

 次男が家のメンテナンスに来てくれた。大型

TVの故障を SONYの修理センターに依頼して

くれている。基盤の取り換えはなかなかの高

額。観られるようになって意欲高まる。 植木

屋さんが入ったあと、周囲の雑草が目立つ玄

関周り。酷暑の中、その草抜きもしてくれた。

ランチはちか定へ。混んでいるだろうとは思い

つつ行ったので、17 組目だったが待つ。  

 

7/＊ 

 祇園祭間近の日曜。人出の多い四条烏丸付

近でＫ君､Ｍ君とゆったりランチ。実は長い付

き合いの、同じ大学心理学専攻の三世代であ

る（といっても皆、50 オーバー）。食後は仕事

場に来て、彼らはいつものように途中で買った

ワインを。今昔話、業界、人物評、なんでもご

ざれの六時間弱。そして飲まない私のところに

空き瓶が残る。  

 

7/＊ 

 後期高齢者医療保険料の通知がきたので支

払いに。高いなぁ。新しくなった iPhone の充電

ラインをもう一つ手に入れに。髪を切っておき

たいので、月曜だけど今日はやっていると聞

いていた HANDS へ。 その後、次のマガジン

の準備で、まずは表紙を仕上げる。時間があ

るときには、あれこれやっておきたい。  
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7/＊ 

 こんな登場人物の掛け軸漫画制作を開始し

た。最終的には来春のぼむ展に間に合えば

良い。時間があって気が向いたときに作業す

ると楽しい。 何度でも試行錯誤可能だし、見

切り発車しなくて良い。 好きでやっていること

にノルマ感は持ちたくないので、やたらに早く

スタートする。これが秘訣だな。  

 

7/＊ 

 外は暑い。ノルマは少ない。ならばインドア派

だな。 月末の WS の準備をしたり、ネットで映

画を見たり。 そしてやっぱり掛け軸作りの二

作目を試してみたり。 この時代小説三部作も

最終巻、まもなく読了。一人時間の楽しみ方

が上手になったのか、バランスが良くなったの

か。  

  

  

 7/＊ 

 曲者ならば「名をなのれ！」になるのだが、

失せ物は黙っていなくなる。眼鏡などその最た

るもの。おや？消えたな？と思ったらもう見当

たらない。仕方ないので新しくした。 毎度同じ

店に行くとボケ老人と思われそうで、ちがう眼

鏡屋に。気に入っているが、ほぼ近眼は消え

たと言われた。  

 

7/＊ 

 夏を感じている表明にアロハ。いつの頃から

か気に入って、体は一つなのにコレクションみ

たいに所有している。 誰かの着ているアロハ

も、街でも TV 番組でも常に気になる。 そして、

去年 3 月にホノルル空港で、なんとなく買いそ

びれたアロハがずっと気になっていたりする。

買っときゃよかった。  

 

7/＊ 
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 ストレッチに行こうと、泊まり込みの仕事場を

出たら、御池通は大混雑。エッと思ったが祇園

祭のあと祭りだとか。なんだそれ？ 混雑を避

けて目的地に。一時間が終わって表に出たら

夏っぽい大雷雨。濡れないように道を選んでド

トールで新作の校正中。 お祭りになると日本

人比率も少し上がっている。 

  

7/＊ 

 月末から 8 月はじめに、出向く仕事が立て込

んでいる。そのため月例の新作制作ができな

いので、早目に着手、完成させる。 ペン入れ

作業の BGM は時代物オーディブル。吉川英

治は初めてだ。 藤沢周平は鶴岡市の文学館

に行ったのに休館だった。よくそういうことがあ

る。  

   

 

7/＊ 

 Facebook で繋がっている知人が、家族の練

習問題第４巻のことを書いてくれていた。 嬉

しくてコメントを返した後、本棚から出して久々

に読んでみた。 "悲しみも、哀しみも"の副題

もいいと書かれていたが、読み返してみて本

当にそう思った。12 年前に出た自分の本に、

ウルッとした。コラム陣も凄い。  

 

 8月10日開催、74回目の東京WSの告知で

す。 お盆です。お時間あれば、初めての方も、

専門ではない方も、家族のことを考えてみま

せんか？  

 

7/＊ 
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絵面からは南国にでもいきそうだが、そうで

はない。久々の伊丹。さぁ出発。 

  

7/＊ 

 盛岡で新しく「家族理解ワークショップ」を。続

くかどうかは参加者が決めることだが、初めて

の人たちにたくさん会えたのは嬉しい。若い世

代の参加者も多く、二回目がやれるといいな

と思った。 

沿岸部の宮古市には 10 年も通った岩手県

で新たな縁かも。パリ五輪開会式のニュース

より、大雨の隣県山形のことが心配。  

 

7/＊ 

 帰路までのひと時、たまにしか来ない盛岡市

内を歩いてみた。 駅から盛岡城址公園に。小

雨あがり曇り空下の緑だが、とても綺麗だ。と

はいえやはり暑い。川の水勢に山形の大雨被

害をおもう。 「もりおか啄木・賢治青春館」で

のリンゴジュースで一息つく。どこかで盛岡冷

麺でもたべていくかな。 

 

    

7/＊ 

 あまりの暑さに自宅待機。復活した大型画面

で Netflix のシリーズ一気鑑賞。 「地面師」、

あったなぁこんな事件が。 合間にオリンピック

も。みんながんばってるねぇ。 明日からまた

お出かけ仕事あり。  

  

7/＊-＊ 

月末、二日間は立命館茨木キャンバスで 6

コマの家族療法/援助技法ワークショップ。 夏

休みに入った大学で、定年退職後も続けさせ

てもらっているプログラムだ。学部生から社会
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人院生までと幅広い受講陣。実習を多くと思う

が、つい、社会システム現状への変化起こし

人としての期待が溢れる。  

 

8/2 

 さぁ酷暑の中始まった京都国際社会福祉セ

ンターの家族療法 WS。スタートしてから 30 年

以上経つのではないか。 今回の 2024step2

に、二十三名の参加。児童相談所からの参加

比率が近年、ますます多くなった。 今回から

次世代スタッフ二名がフル参加することになり、

4 人体制で三日間。順調に開始。  

 

  

8/＊ 

 WS 第二日。昨日、各グループが準備した課

題を抱えた家族 4 ケースに、45 分✖4 の 180

分、初回面接をローテーション実施。 午後か

らはそれぞれに様々な方法で、理解、介入チ

ャレンジ。ジェノグラム事例検討と家族造形法

が今日午後のプログラム。 

8/＊  

三カ所での WS を無事済ませて、仕事場籠

りの日々。8 月に予定されたものの準備をした

り、読書したり。 映画館にでも行こうかとも思

ったが、そんなに観たいわけではなかったの

でやめる。こういう自由もいいなぁ。 あちこち

の打ち合わせメールや夜中の電話も、ドンドン

片付ける。 順調だ。 

8＊ 

 おおそうだ、今夜は琵琶湖花火大会だ。外に

出てはいけない、もしくは仕事場に泊まり込ん

で大津市を避ける日だ。年々参加者が増えて、

毎年午後からは大変な人出になる。 公式ペ

ージを見て驚いた。湖岸に立ち入る席が 5000

円。フー。 子どもの頃、親に連れられて人ご

みの中を浜大津に出かけたなぁ。 
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8/＊ 

 東京WS74 回目に向かう。家からの移動中、

聞いているのはこれ。 新幹線は南海トラフ地

震関係で部分徐行運転だとか。三連休の全

席指定のぞみは満席。 新幹線東京方面行き

の時の定番、とり松のばら寿司。 車中はこれ

を楽しむ。 

   

8/＊ 

 今日の会場、品川区「エコルとごし」はとても

綺麗な施設だ。 ここで楽しく六時間。今日の

プログラム編成はなかなか良かったんじゃな

いか、と自画自賛。いつものことか？  

   

8/＊ 

 役割を終えた翌朝。出先で 1 日フリーだ。日

常にもそんな日は年齢と共に増えたが、大抵

はゆっくりする事になる。 今朝は目覚ましもセ

ットせず寝てたら、チェックアウト 10 分前に目

覚めた。慌ててホテルを出て、興味のある所

に向かう。 その前の朝食は大井町駅のパン

屋さん。美味しい。 

 

* 

 立ち寄り一つ目。恵比寿の東京都写真美術

館。ここは好きで四度目かな？ 写真を観よう

と来たのだが、別フロアで展示の、いわいとし

お展が面白かった。 懸命に物を作っている人

のエネルギーが自分を激励してくれる。できる

間はいつまでもだな。 

    

写真展ではこの２枚が目についた。共に記

憶を呼び起こしてくれた物だ。 一つ目は次男

との父子旅で訪れた N.Y.安宿ウェリントンの

夜明けの窓から見下ろしたブロードウェイ。一

晩中、救急車の音がしていた。 ２枚目はどこ

というのではない。妻と訪れたあちこちの旅が

想われた。明日は 4 年目の命日。  
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 2 カ所目の立ち寄りはここ。東京ステーション

ギャラリー。 一コマ漫画に熱を上げていた頃、

その類書を買えばフォロンは必ず載っていた。

漫画家ではないがヒトコマは綺麗だった。 展

示の中ではポスターが格別素晴らしい。７１歳

で亡くなったと知り、自分の歳を考えてしまう。

とにかく頑張ろう。  

   

8/＊ 

昨日は姫路からＴさんが妻の四年目の命日、

お参りに来てくれた。二人でしっとり話し込む。 

今日は夕刻から、長い馴染みの家族心理学

会繋がりの O くん、Ｔさん夫妻と、平木さんの

四人で、美味しい割烹での食事会。 例によっ

て私は喋りすぎかもしれないが、みんな楽しそ

うに過ごせて良かった。 

  

 

8/＊  

仕事場でゆっくりしているとすぐ時間が経つ。

冷房の効いた部屋で本を読んだり、漫画を描

いたり Audible を聞いたり Netflix で面白そう

なものを見たりしていると、自由気ままな夏休

み感は溢れるが、酷暑の中働いている沢山の

人達に申し訳なくなったりする。私もそんな時

代はあったのでご容赦を。 
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8/＊ 

 昨日は下旬からの宮城、塩竈展に向けてパ

ネルと掛軸の発送に H さん来訪。福島の巡回

展も実施中だ。 今月も締切前倒しで「木陰の

物語」新作を描き始める。月末は対人援助学

マガジンの締切だから、その前に描き上げて

おこうという、良い心がけである。 仕上がるの

が楽しいから締切が苦にならない。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

晩年 DAN通信内新連載 

連想映画館（２） 
 

２０００年代半ばから１０年あまり、別のところで連載

していて、ごくわずかの人にしか読んでいただく機会のな

かった原稿の再掲です。 

 

オレンジと太陽 
2012 年公開 イギリス映画 

監督 ジム・ローチ 

からのゆりかご 

子どもは家族に属することで、社会的影響

がダイレクトには届かないよう守られているとこ

ろがある。保護者の選択に身を委ねるのは、

責任の所在は親にあると言って良いと承認さ

れているからだ。 

 「母親のせいでこうなった」、「父親があんな

だったから、こんな自分になった・・・」などと後

になって言わせてくれる相手が見えているの

は、まだそこから拓かれる未来があるのかもし

れない。 

  家庭事情や親の思いがけない不運によって、

厳しい世界のまっただ中で、一人で育たざるを

得なかった子ども達がいる。歴史のうねりの中

で、選択の余地もない剥奪に翻弄されながら

育った人たちだ。 

 この映画は１９６７年（昭和４２年）まで、延々

と国家的事業として行われてきた児童移民を

扱った作品である。イギリスは国策として、大英

帝国時代の影響下にある国々（カナダ、ニュー

ジーランド、ローデシア、オーストラリア）に十三

万人もの子ども達を、単身移民させてきた。そ

の多くは実親に育てて貰うことのできない事情
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から、施設にいた子ども達である。 

 

 事業の初期、子ども達は里子として里親（個

人）の家に送り出されていた。養育困難になっ

た家庭の子達の未来を考えると、これは今も有

効に機能している選択肢だ。養子縁組ではな

く、一定年齢に達するまでの間、里親宅で養

育をして貰う子は世界中にいる。十八歳になる

まで、施設で育つ子どもが多く、里親宅で育つ

子どもはごく少数という日本は、かなりな里親

後進国だといえる。 

 しかしこのイギリスの児童移民はやがて、社

会状況の変化の中で、オーストラリアの人口増

強政策とつながってゆく。国土の広大な豪州

だが、人口はなかなか増えなかった。１９４０年

頃の世界の状況。日本軍が南進するインドネ

シアは、オーストラリア大陸北部とは目と鼻の

先だった。 

 豪州社会はその未来に、不安を抱えていた。

原住民だったアボリジニの同化政策を採りつ

つ、イギリス系国民の人口増を政府は切望して

いた。一方、本国は経済的にも厳しく、施設に

は子どもが溢れる状況にあった。 

 

移住 

 現在のままでは生活してゆけないと判断し

た人々が、家族揃って新天地を求めて移住す

ることは少なくなかった。ある時期、特定の地

域に生じた移民の歴史は、世界各地に散見さ

れる。日本でも南米への移民政策が活発だっ

た時期がある。また、国際養子縁組で幼子が

海を渡ることも、過去から現在に至るまで各国

に存在する。 

 しかし多数の自国民の子ども達だけを、組

織的に移住させるような政策は希だろう。アボ

リジニの親子隔離政策や、ルーマニア・チャウ

シェスク政権下のそれに、親と子を切り離した

ものが見られるが、怪しげな事業であったこと

は否定できない。 

 政策以外にも、子どもを親から切り離して集

団的に養育する動きは見ることが出来るが、い

ずれも社会の賛同を得られたものではないし、

成功したものでもない。たいていは社会運動

や宗教的信念に基づく、主張先行の失敗に繋

がった動きだった。 

 とにかく、イギリスの児童福祉施設にいた子

ども達を、クレーンでつかみ取るように船に乗

せて、何千キロも離れた異国に、継続的に送り

込むようなことはあり得ない。 

 

積荷 

 それは西アフリカの沿岸部各地から、たくさ

んの人たちが拉致され、船に乗せられて、南

北アメリカ大陸に連れて行かれた奴隷商人が

闊歩した時代を思わせる。 

 「黒い積荷」という本をずいぶん昔に読んだ。

いきなり連れ去られた人々が、まったく環境の
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異なる土地で数多く亡くなった記録の物語だ

った。奴隷労働に耐え、解放される日まで、強

靱な体力と精神力で生き延びた黒人という物

語は、一部のそう語れる人のストーリーだっ

た。 

 実態は、驚くほど短期に、多数の人々が風

土病で亡くなっている。奴隷商人達にとっては、

遠路はるばる連れてきたのに、歩留まりが悪い。

もっと丈夫な奴隷を連れてくるよう客から求めら

れているという話が印象的だった。そんなこと

を思い出させるような出来事である。 

 

現在  

 映画のファーストシーンは、ソーシャルワー

カー（以下、ＳＷと記す）が警察と一緒に家庭

訪問するところだ。養育がハイリスクであると公

的機関によって判断された子が、実母の腕の

中からＳＷの手で保護される。しかしこれは映

画の本筋ではない。イギリスの今日の、要保護

児童対応の描写である。 

 

 これを見て私は、この作品がイギリスにおい

てかつて行われていた不幸な出来事について

だけが描かれた作品ではないことを見逃して

はならないと思った。ここに監督のイギリス社会

への視線が示されていると思った。 

 日本社会でもずっと話題の中心に居座って

しまった児童虐待。要保護児童の救出は、児

童相談所にとっては、失敗してはならない急務

である。ＴＶ放映される児童虐待防止キャンペ

ーンは、とにかく市民は通報せよと繰り返す。 

 たしかに「疑わしきは罰せず」ではなく、「疑

わしきは保護を」でないと、最悪の事態の未然

防止は不可能である。しかしこれが過度な不

安と過剰防衛（保護）を引き起こすことは容易

に想像できるだろう。その結果、親の側には、

公権力による我が子の略奪という家族体験が

強く刻まれることになる。そういう意味で、この

導入部はとても印象的だ。 

 しかし本論が始まるのは、この後である。あ

る日、ＳＷが業務を終えて帰宅しようと、駐車

場に向かう途中、一人の女性から声をかけら

れる。相手は彼女がＳＷであることを承知して

いて「自分の親がイギリスのどこかで生きてい

るかも知れないので探して欲しい。私は幼い頃

に単身、イギリスの施設からオーストラリアの施

設に送られた者だ」と語る。 

このＳＷが映画の主人公であり、原作「から

のゆりかご」を執筆したマーガレット・ハンフリー

ズである。いきなり未知の女性から信じがたい

話を、書類をかざしながら訴えられ、思わず

「法的にそんなことはあり得ない！」と返してし

まう。もっともなことである。未成年の子が単身

で移住し、親の消息も分からないなどという話

は、誘拐事件の被害者でもない限り、考えられ

ない。 

 女性は、「私が嘘をついているというの！じ

ゃぁ、もういい！」と怒りと共に去ってゆく。 
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記憶と記録 

  これが１９８０年代半ばの出来事である。この

ＳＷは、そこそこの経験を積んだ専門職の女

性である。知っておくべき業務上の知識は当

然持っていただろう。ならば、１９６７年まで実

施されていた児童移民についても、直接関わ

ってはいなかったとしても、知っているのが普

通ではないか。広く一般市民が承知していたと

は思わないが、その分野の専門職なら、過去

において行われていた業務の歴史は知ってい

るのではないかと思った。 

 だがＳＷは知らなかった。彼女だけではなく、

同僚達も誰も知らなかった。つまりはイギリス社

会が、二十年ほど前まで、合計十三万人もの

小国民の人生に処方していた政策を忘れたの

である。いや、みんなが無意識に、言及するの

を止めたのかもしれない。子ども達は地の果て

のような場所に送り込まれ、やがて後からは誰

も来なくなり、置き去りにされた。 

 誰にも知られないところで、様々な虐待も起

きた。訴える手段からも遠ざけられた場で、そ

れでも子ども達は育ち、大人になった。そして

その存在は、本国の歴史記憶から消えかけて

いたのである。 

 それはまったく別角度の、こんな事実からも

興味深く例証できる。日本でイギリスの児童福

祉政策を専門として研究し、まもなく定年退職

になる教授がいる。この人が２０１２年まで、こ

のイギリスの児童移民のことを知らなかった。

研究者として大きなショックだったのではない

かと思う。氏はラストスパートで、この事業がど

のようにイギリス本土で展開されていったのか

を、今調査していると聞いた。だがこれは当然

の結果かもしれない。本国で渦中の業務に従

事しているＳＷ達が知らなかったのである。た

またまであるはずがない。 

 この事実に気づき、子ども達の処遇の痕跡

を探し出す努力をマーガレット・ハンフリーズは

一人で開始した。すると次々、該当者が見つ

かったのだから、組織的な隠蔽は行われては

いなかったのだろう。ただ、社会全体が忘れた

がる過去は、急速に歴史的事実の項目からこ

ぼれていくことが分かる。 

 

歴史からの学び 

 児童移民をおこなっていた社会はその後、

反省をこめて、再びそのようなことの起きない

制度構築をしただろうか？あの時代、親の意

志確認もせず、子どもだけを遠くの国に移住さ

せた国で今、かなり積極的に公権力をもって

不適切な養育者（児童虐待者）から子どもを隔

離保護していると聞く。 

 私はこの研究をしているわけではないから、

詳細までは承知していない。しかし２０１１年春、

ロンドンに視察調査の一員として同行した訪問

先の一つは、公権力によって子どもを奪われ

た人たちの権利を擁護する組織だった。移民

の多い国だからそこでは、様々な母国語のス

タッフが働いていた。 

 現在、セラピューティックコミュニティという発

想で、傷ついた子ども達に手厚い回復プログ

ラムを実施しているイギリスに、一方でその勇

み足に対する異議申し立てシステムが存在す

ることは、過去から学んだ結果かと思う。 

 

発掘 

 たまたまの出来事から、ＳＷは隠されたイギ

リス児童福祉の消えかけた歴史に気づく。その

該当者がオーストラリアで成人して沢山暮らし

ていることを知る。そして、いきなり親探しを打

診してきた女性が、その一人であることに気づ

く。 
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 これによってマーガレット・ハンフリーズの人

生は一変した。調査のためのトラストを設立し、

これに専従する。そして、かつての子ども達一

人ひとりの過去をたどって、公文書資料館や

出生証明文書のあるところを探す。オーストラリ

アにも通い、該当者の消息を探る。その結果、

想像もしなかった多数のかつての子ども達が、

パースやメルボルンに在住していることを知る

ことになる。 

 映画の詳細をこれ以上述べはじめると、きり

がない。是非ご覧になって、この事実だけでは

なく、私たちの社会がやりがちなことを考えて

欲しいと思う。 

 どんな仕事もそうかもしれないが、中でも子

どもの福祉に関わる仕事は、その十年後、二

十年後が問われている。これが範囲限定され

た治療行為の専門性との大きな違いだ。 

 

立ち位置 

 長い時間をかけて結果に遭遇するしかない

問題を、短期的な熱意やアイデアで対処すべ

きではない。家族の問題はまさにそうだ。だか

ら私は、「それでも何とか、ご家族の皆さん

で･･･」などと優柔不断なことを言ってきたのだ

と思う。合同家族面接が好きなのも、そういうこ

とだ。  

 私は新しい診断や薬、技法に浮かれるのも、

煽られるのも好きではない。誰も彼もが同じ言

葉を口にして騒ぐ業界流行語は大きな問題だ。

時の風に煽られて、誰かの人生を大きく傷つ

けておきながら、さっさと忘れてしまうような世

論や政策に安易に同調してはならない。 

 こんな事を書くのは、私たちが類似のことを

何度も繰り返しているからである。少しの賢明

さがあれば、「もう今は、あんな事は行われて

いません」などと脳天気なことは何に関しても

言えない。 

 私たちは過ちを繰り返す生き物である。にも

関わらず歴史は自分たちに都合の良い編集を

してしまいがちだ。だから個人の記憶が大切な

のだ。因果で固めないシステム論には、当然

のように時代や社会が内包されている。だから

曖昧さを抱えていることも承知である。けっして

短期的な問題解決だけを志向しているわけで

はない。 

＊ 

 児童移民に関してオーストラリア政府は２００

８年に、イギリス政府も２０１０年に、該当者に対

して公式謝罪した。 

 

 

 



58・お話あそび会動画解説《年少》 
原町幼稚園園長　鶴谷主一（静岡県沼津市） 

1991年から「生活発表会」に疑問を感じて発表会の形を変え→「劇あそび会」→そして
試行錯誤しつつ1995年から「お話あそび会」という名称を使い始めて今年度で29年2016
年のマガジンにその頃の取り組みをレポートしました。8年前ですが、試行錯誤の振り幅は
小さくなって、ノウハウが蓄積されてきた感があり、１年で一番たいへんな活動ながらも、こ
ども園になってから園児数が減って職員数も増えてサポート態勢も充実し、以前のようにプ
レッシャーのかかる状況ではなくなった気がします。成熟期を迎えたのかもしれません。マン
ネリは後退のはじまりですから気をつけていかねばと思っています。自分たちの未来のために
もこの活動を記録していく必要があると感じ、動画の編集や、それを共有できる環境が整っ
ている現代、動画で解説してみることにしました。 

従来の発表会に何かしらの疑問をお持ちの方、保育を変えていきたいという思いをお持ち
の方の参考にもなれば幸いです。 

「お話あそび会」ってなに？と思った方は、以前のレポートを参照していただけば、方針
は変わっていませんので、概要はお分かりいただけると思います。 
◆マガジン24号「発表会の意味とは？」 

保育施設で年間行事として行われる「発表会」表現活動としての意味は？ 
発表という舞台に追い込まれる先生、延いては追い込まれる子どもたちの構造について考える。 
▶https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/uploads/magazine/vol24/13.pdf 

◆マガジン25号「お話あそび会実践レポート」 
お話あそび会の園内提案（計画書）を紹介し、取り組みへの具体的な内容をレポート。 
今回はこの内容を頭に入れつつ動画をご覧いただくことになります。 
▶https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/uploads/magazine/vol25/14.pdf 

◆マガジン26号「保護者への伝え方」 
新しく行事を改革するときには保護者への説明と共感を引き出す子言うほうは必要不可欠にな
ります。具体的なクラス便りなどを紹介して、その方法をレポート。 
▶https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/uploads/magazine/vol26/12.pdf 

◆今回は年少児の取り組み動画解説ですので、マガジン25号をお読みいただければ書い
てあるんですが、年少児のやり方を再掲しておきます。 

　以下は、保護者向け特集号に記載する文章ですが、端的に書かれているのでイメージ
がつかみやすいのではないでしょうか。 

保護者向け特集号に書かれている解説 

 

年少児は、保育者のリードに乗っかってお話あそびを楽しみます。ストーリー
のあるごっこ遊びといってもいいでしょう。舞台演出や小物、大人の演技に引っ張
られて子どもたちはお話の世界に入り込みます。もともと、ごっこあそびの大好き
な年齢ですから、ぶっつけ本番でも良いぐらいですが、一つは、きちんとストー
リーを流すこと。もう一つは、雰囲気に飲まれやすい年少さんのために場慣れとい
う意味で２～３回ほどわくわくホールを使い、お話あそびを行っていきます。
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◆保育者向けには提案に詳しく取り組み方が書かれています。 

 

では、実際にご覧いただく動画の資料です。 
保護者に事前に配布する「特集号の表紙」

 

◆年少児は、保育者のリードに乗ってイキイキとお話あそびを楽しむ 

先生がお話の進行役となって一緒に演技しながら子どもたちの表現を引き出していきます。たい
ていは、主役の子どもたちを引き立てながらも、あそんでいるうちにストーリーから子どもたちがはみ出さな
いように劇中のセリフとして言葉掛けしながら進行できるお母さん役や登場人物のリーダーが適任です。この
ときに気をつけてほしいのが、あくまでも先生ではなく登場人物としてのセリフの中に子どもたちの動きや表
現を促す言葉が発せられることです。たとえば「さあ、ジャンプしましょう」という指示語ではなく「とんで
みようか、どうする？」という促す言葉が使えるように配慮します。 
子どもの担当する役は一役（全員で同じ役、もしくはキャラクターを変えても同じ動き。）もしくは二役ま

でのほうが良いでしょう。セリフは多く長くならないように気をつけ、子どもたちが言いやすいことばをみん
なで言うようにします。 
シナリオ作りは子どもたちの様子を見ながら先生がほとんど行います。構成は、ストーリーをなぞるだけで

なく、場面場面でリトミック的な動き（子どもにとってはあそびの場面）を創作でも良いので挿入しながら、
子どもたちの自然な表現、かわいい表現を引き出します。歌も場面ごとに歌っていくといいでしょう。 
また、補助者（道具の出し入れや他の登場人物）の登場により、ストーリーの展開を面白くすることも必要

なら取り入れていきます。
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例年、年少組
から順番に発表を行い

ます。その中で2番目のクラ
スの動画です。 

おわかりのように、3学期が始
まってすぐに本番ですので、導入
は2学期に行っておきますが、
短期間で遊び込み、本番に

持って行きます。



特集号のページ（担任から粗筋などが書いてあります）

 
　　　　　　ドーナツペンタくん」は絵本をモチーフにしています→ 

2022年度年少組　お話あそび会本番 
『ドーナッツペンタくん』解説動画 

 
YouTubeが再生されないときはこちらのURLをブラウザにコピーして下さい。 

https://www.youtube.com/watch?v=kkMrW7mmWQM 
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◆どのクラスも本番前日に、他クラスの子どもたちにお客さんになってもらってリハーサルを行います。 
年少の場合はリハーサルでは一部本番と違うシナリオで行い、飽きが来ないでお話あそび会を
遊べるように工夫しています。本番とは違う表情が見えると思います。良かったらご覧下さい。
（リハーサルのほうが動画が撮りやすいので、臨場感があり、保護者にも公開しています。） 

『ドーナッツペンタくんリハーサル』解説無し 

 
https://www.youtube.com/watch?v=RLvtAEIX3zQ 

◆おまけ：お話あそび会のバックの絵を描いてます
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原町幼稚園　園長　鶴谷主一 
ＨＰ：http://www.haramachi-ki.ed.jp/ 

「幼稚園の現場から」ラインナップ 
１号　エピソード（2010.06） 
２号　園児募集の時期（2010.10） 
３号　幼保一体化（2010.12） 
４号　障害児の入園について（2011.03） 
５号　幼稚園の求活（2011.06） 
６号　幼稚園の夏休み（2011.09） 
７号　怪我の対応（2011.12） 
８号　どうする保護者会？（2012.03） 
９号　おやこんぼ（2012.06） 
10号　これは、いじめ？（2012.09） 
11号　イブニング保育（2012.12） 
12号　ことばのカリキュラム（2013.03） 
13号　日除けの作り方（2013.06） 
14号　避難訓練（2013.09） 
15号　子ども子育て支援新制度を考える 
16号　教育実習について（2014.03） 
17号　自由参観（2014.06） 
18号　保護者アナログゲーム大会（2014.09） 
19号　こんな誕生会はいかが？（2014.12） 
20号　ＩＴと幼児教育（2015.03） 
21号　楽しく運動能力アップ（2015.06） 
22号　〔休載〕 
23号　大量に焼き芋を焼く（2015.12） 
24号　お話あそび会その１（発表会の意味）2016.03 
25号　お話あそび会その２（取り組み実践）2016.06 
26号　お話あそび会その３（保護者へ伝える）201609 
27号　おもちゃのかえっこ（2016.12） 
28号　月刊園便り「はらっぱ」（2017.03） 
29号　石ころギャラリー（2017.06） 
30号　幼稚園の音楽教育（その1・発表会）2017.09 

31号　幼稚園の音楽教育（その2・こどものうた）2017.12 
32号　幼稚園の音楽教育（その3・コード奏法）2018.03 
33号　〔休載〕 
34号　働き方改革・一つの指針（2018.09） 
35号　働き方改革って難しい（201812） 
36号　満3歳児保育について（2019.03） 
37号　満3歳児保育・その２（2019.06） 
38号　プールができなくなる！？（2019.09） 
39号　跳び箱（2019.12） 
40号　幼稚園にある便利な道具〈紙を切る〉
（2020.03） 
41号　コロナ休園（2020.06） 
42号　コロナ休園から再開へ（2020.09） 
43号　ティーチャーチェンジ（2020.12） 
44号　除菌あれこれやってみた（2021.03） 
45号　マスクと表情（2021.06） 
46号　感染予防と情報発信（2021.09） 
47号　親子ソーラン節（2021.12） 
48号　親子コンサート（2022.03） 
49号　うんちでたー！（2022.06） 
50号　子どもが育つ園庭・その1 木登りとブランコ 
　　　（2022.09） 
51号　子どもが育つ園庭・その2 砂場（2022.12） 
52号　子どもが育つ園庭・その3 ストライダーと 
　　　　　Tonka（2023.03） 
53号　リスクと安全・園庭編（2023.06） 
54号　夏の音楽会・動画（2023.09） 
55号　クリスマス劇・動画（2023.12） 
56号　こいのぼり製作（2024.03） 
57号　この頃、気になること（2024.06）  
58号　お話あそび動画解説《年少編》（2024.09） 

▶気になる記事・ご感想質問等ありましたら気軽に連絡ください。✉  office@haramachi-ki.ed.jp 
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福祉系対人援助職養成の現場から 58 

西川 友理 

 

小中高の先生と、大学の先生の違い 

 

初年次教育（入学すぐの 1 年生に向け

た教育）の授業で、こんな話をしました。 

「大学や短大の先生は、小中高の学校で

皆さんが出会ってきた先生と大きく違う

ところが 1 点あります。」 

「？」 

「皆さんは幼稚園教員免許を取得したい

と思って今勉強しているでしょう、それ

は幼稚園の先生になるための資格ですよ

ね。」 

「はい。」 

「小学校、中学校、高校‥‥って、教育

実習生の先生が来てましたよね。教員免

許取るための実習にきた大学生さんね。

‥‥大学で、教育実習生って見たことあ

る？」 

「‥‥あ、ないですね、そういえば。」 

「そう、つまり、大学の先生って、教員

免許いらないの。私持ってないし、〇〇

先生も持ってないし、○○先生も持って

ないし、そもそも大学教員免許ってもの

自体が、ないの。」 

「「「「えー！！」」」」 

…‥‥この話をすると、教室に衝撃が走

ります。 

「あ、いやもちろん、小学校教諭免許と

か中学校教諭免許とか、そういう教職課

程を昔、学生の時に履修して教員免許を

持っている大学の先生はいますよ。そう

いう人は、それぞれの世代で“教える”

専門家。一方で、大学の先生は、それぞ

れに“それぞれの分野を研究している”

専門家。」 

知っている学生は知っているようですが、

知らない学生にとってはショックのよう

で 

「え、そんな教える技術がない人が、教

えないでほしい！」 

と言った学生もいます。 

うむむ。なかなかにキツイ言葉です。そ

うか、ちゃんと免許を持った先生に教え

てもらいたいのか。なるほど‥‥。 

 

先生と「対話」 

 

子どもに関わる人が集まる場所で、対話

についての勉強会がある と聞いて、と

ある会場を訪れました。なぜかたまたま、

小中学校の先生の参加が多い会でした。 

 最後の感想の時に、口々におっしゃい

ます。 

「子どもの思いを受け止めてあげる、っ

て大事ですよね」 

「子どもの頃から、対話のやり方をちゃ

んと教えてあげないといけないですよね」 

「きちんと対話を体験させる授業をした

いと思います」 

…確かに対話って大事だと思います。思

います、が、 

「…子どもを、自分の思い通りにさせよ

うってとこから、まず離れませんか。い

や、対話はいいことだと思うんですよ。
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でも、自分がいいと思ったものを、対話で

あれ何であれ、こどもに押し付ける形になっ

てはいけないと思います。これがいいんだ、

これがベストなんだ！だから自分の話を聴

け！という形になってしまいそうで、対話

でも何でもないと思います。自分が正解、

自分がよいと思ったことが正しい、と、思

い過ぎない方がいい、と思うんです。」 

そこまで言って、周りの人がちょっと白

けてしまったことに気が付きました。 

だって、「～してあげる」「～してあげ

ないといけない」「～させる」、等、子ど

もに対して、大人が「やってあげる」「さ

せる」視点が強い人々が、どうやって相手

と対話出来るんですか…と感じてしまった

のです。 

  

 世の中の「先生」って、そういう人なの

でしょうか。「～してあげる」「～させる」

という考え方の人が、多いのでしょうか。 

 

先生と子どもの権利条約 

 

2022 年 3 月に公益財団法人セーブ・

ザ・チルドレン・ジャパンが、全国の小・

中・高・高専・特別支援学校・外国人学校

の教員 468 人を対象に、子どもの権利条

約について調査をしました。 

この調査によると、「子どもの権利を知っ

ていますか？」という問いに対して「内容

までよく知っている」と回答したのは

21.6％に対し、「名前だけ知っている」

24.4％、「全く知らない」が 5.6％、となっ

ています（図１）。つまり、わが国の教育

現場では「子どもの権利」をよく知らない

人より、知っている人の方が少数派、とい

うことになります。 

 

（図１） 
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（図２） 

 

さらには、子どもの権利としてふさわ

しい内容を選ぶという設問については、

回答者のうち約 4 割が子どもの遊ぶ・休

む権利を選択せず、意見表明権について

は 3 割強が選択せず、「子どもはどんな

場所においても暴力から守られる」とい

う項目については約 2割が選択していま

せんでした。逆に、「子どもは義務や責

任を果たすことで権利を行使できる」を

約 3 割が選択、「いかなる場合も大人が

子どもに代わって決めるように推奨され

る」を 2 割が選択していました。（図２） 

 

ある学生はこのデータを見て、こうい

いました。 

「100 歩譲って、1000 歩譲って、権利

条約知らんでもさ、教員免許取るのに、

日本国憲法の授業は必修なんでしょ（注：

教職課程では“日本国憲法”という科目

は必修科目になっています）。なんで憲

法に認められてることにすら×をつけて

る先生がおるの。憲法にそれは違う、と

書いてあることを選択している先生がお

るの。なんで、せめて“あらゆる暴力か

ら守られる”の項目だけでも選択率

100%と違うの。約 2 割が選んでないっ

てどういうことなの。」 

 

教職課程と子どもの権利条約 

 

この結果について、私も信じられない

ような思いで読みました。 

保育士・幼稚園教諭をめざす学生の養

成教育をしていますが、私が担当してい

るのは保育士の分野の科目であり、教育

に関してはほとんど知りません。そこで

知り合いの、高校の先生に伺いました。 

「教員になるための勉強の中で、子ども

の権利条約について取り上げることって

あるんですか？」 
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「子どもの権利条約？‥‥うーん、そん

なこと教えるっていう事は聞いたことな

いなぁ。教員養成課程の中にはなかった

んじゃないかな…。」 

「教員同士の会話で、子どもの権利条約

の話とかはしないですか？」 

「あんまり聞かないねぇ‥‥。」 

 

そこで、教職課程コアカリキュラムを

確認してみました。教職課程コアカリキュ

ラムとは、文部科学省が提示している「全

国の大学の教職課程で共通的に修得すべ

き資質能力」とされ、各科目で身に着け

るべき最低限の学習内容が示されている

ものです。 

ネット上にあがっているコアカリキュ

ラム一覧に「子どもの権利」という言葉

がないか検索をかけました。一件もヒッ

トしませんでした。「権利」「子どもの

権利条約」「児童の権利に関する条約（子

どもの権利条約の正式名称）」等で検索

しました。いずれも、全くヒットしませ

んでした。 

教職課程の最低限教えねばならない科

目の中には「子どもの権利」という概念

はない、ということをしっかりとわかっ

てしまいました。 

 曲がりなりにも過去に児童養護施設に

勤め、現在保育者の養成をしている身と

して。児童福祉になじんできた者として

は、これはなかなかのショックでした。 

「一日の中で、子どもと関わる時間がと

ても長い教員が、子どもの権利条約を知

らないなんて…！」 

 

幼児教育の分野ではどうか？ 

 

でも、ハッと気づきました。小中高は

ともかく、幼稚園は？ 

幼稚園教諭の養成の場ではどうなんだ

ろうか。保育士と両方の免許を持ってい

る人もいるくらいです、幼児教育につい

ては、何か全然違うアプローチで、知っ

ているかもしれない。 

一縷の望みをかけて、保育士の資格は

持っていないけれど、幼稚園教諭の免許

を持っている友人に聞きました。 

「幼稚園教諭になる勉強の中で、子ども

の権利条約について勉強することってあ

る？」 

「うーん…」 

と考え込むその友人。 

「ないと思う、けど‥‥」 

続く言葉に、私は衝撃を受けました。 

「子どもの権利条約を知ってるか知らな

いか、ってどうでもよくない？ だって、

子どもの権利条約の内容って、私に言わ

せたら、当たり前のことやもん。」 

 

「知っている」とは 

何を知っていることなのか。 

 

（あ、そうか。） 

いつのまにか「権利条約を知っている

か否か」で目の前の人をふるいにかけて

いた自分に気付きました。 

子どもの権利条約を知らないにもかか

わらず、子どもの権利が大切だと思って
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いる先生方はたくさんいるのです。本当

に大切なことは、権利条約の内容を知っ

てるか知らないか、ではなくて、子ども

を一人の人として尊重しているかどうか

ということです。まさにこの目の前にい

る方は、子どもの権利を大切にしている、

すてきな幼稚園教諭です。 

 冒頭に紹介した学生が、私が教員免許

を持っていないと聞いて、「そんな人に

教えてほしくない！」と反射的に言った

ように、「子どもの権利条約を知らない

人に、子どもに関わってほしくない！」

と反射的に感じてしまっていました。 

いや、むしろ子どもを大切にしたい、

大事にしたいという人が、子どもの権利

条約を知らないまま、どのように教育現

場で闘ってこられたのでしょうか。その

ことに私は、とても興味があります。実

際に子どもを大切にしている先生は、結

構沢山、いらっしゃるのです。そんな人

は何を背骨として、何を軸として、何を

芯として、子どもを尊重するそのスタイ

ルを作り上げていったのでしょうか。 

 

自分を振り返ってみれば 

 

考えて見れば、私自身、「知らないこ

と」はたくさんあります。というか、世

の中の大半のことは知らないことです。

さらに言えば、保育者養成教員をしてい

ますが、教職課程を出ていませんので、

教育についてほとんど知りません。曲が

りなりにも教育に携わっているのに、で

す。 

 それぞれに、知らないことがあって当

たり前なはず。解らないならわからない

なりに、お互い聴き合いをすること。ま

さに対話していくことが大切です。 

 

「教えないでほしい！」といった 

学生に対して 

 

この文章の冒頭に挙げた「教えないで

ほしい！」といった学生に対して私は言

いました。 

「うん、だからね、教える専門家がいな

いってことは、大学は“教わる場じゃな

い”ってことなんです。」 

そう言って話を続けます。 

「もちろん知識や情報はあるし、それは

伝えられますよ。専門職養成課程の科目

については、養成するために必要なこと

は、伝えられるようにしています。伝わ

るように、勉強できるように、先生はそ

れぞれに工夫して講義の用意を一生懸命

している。でも、大学の先生は基本的に

「こういうことが世界にはあって、それ

についてこう考えてるんだよね。でさ、

あなたどう思う？」という人。大学って、

そういう環境……つまり、知識や情報や

知りたいことのネタがいっぱいある環境

の中で、学生であるあなたが、自分で探

求していくところなんだろうなぁ、と思

います。だから大学の先生っていうのは、

その道の知識や情報や、それについての

考えやなんらかの経験を持っている人で、

一緒に考える人、くらいに思うといいと

思うなぁ。」 
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「なるほど‥‥よく大学は“自分で勉強

するところ”って言われるけど、そうい

うことかぁ。」 

と、うなづく学生たち。 

「だからね、私、教える仕事はしている

けれど、世に言う“先生”っていうのが

何をする人か、“教育”ってなにするこ

とか、イマイチわかってない気がするん

です。教えるための専門教育は受けてき

ていないけど、でもいつの間にか、“教

える”“伝える”の自分なりのスタイル

は作り上げてきたみたい。ですから、もっ

とこうした方がいい、とか、こんなふう

にしてほしい、と、意見があったら、ど

うぞ言ってください。そうやって、授業

内容はもちろん、講義のあり方について

も一緒に色々考えていけたらなぁと思い

ます。」 

 

「子どもの権利条約」が 

教育現場に入ってきた！ 

 

教育現場における子どもの権利条約に

ついて調べている中で、面白い情報を得

ました。 

どうやら学校現場には『生徒指導提要』

という、小学校から高校までの、生徒指

導の理論と方法をまとめたもので、生徒

指導に関する学校・教職員向けの基本書

と位置付けられています。これが 2022

年に改訂された際に、初めて「子どもの

権利」について記載されたというのです。

ネット上にデータがあるので、私も読ん

でみました。 

全体が 140 ページほどある提要の中

で、子どもの権利を中心的に扱っている

のは、ほんの数ページ。子どもの権利が

大切だという事を考えている人にとって

見れば、本当にほんの少ししか記載され

ていません。でも、これが小さな第一歩

です。 

 

2022 年 6 月、こども基本法が成立し

ました。これは、子どもの権利条約、正

式名称「児童の権利に関する条約」の国

内法です。この国においては、福祉にも、

教育にも、司法にも、その他どんな分野

においても「子ども」について考える時

には必ず関わる法律として位置づけられ

ました。（図３） 

子どもの権利という言葉が、これから

教育現場にどのように広がっていくのか、

ぜひ注目したいですし、なにより、現場

の先生方と一緒に考えていきたい、わか

らないことをお互い聞き合っていきたい、

と思います。 
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（図３） 

 

 

 

引用・参考文献： 

〇公益社団法人セーブ・ザ・チルドレン・

ジャパン  

「学校生活と子どもの権利に関する教員

向けアンケート調査」2022 年 3 月 

https://www.savechildren.or.jp/scj

cms/dat/img/blog/3897/165025

2581609.pdf 

 

〇文部科学省「生徒指導提要」 

https://www.mext.go.jp/content/2

0230220-mxt_jidou01-

000024699-201-1.pdf 

〇日本財団「こども基本法について」 

https://kodomokihonhou.jp/about/ 
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ああ、相談業務 

～ さやかさんの話 ～ 

かうんせりんぐるうむ かかし 

河岸由里子（公認心理師/臨床心理士） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回は、不登校から引きこもりがちになったケ

ースについて書こうと思う。不登校の子どもたち

を引きこもりにしないようにということについ

ては、以前のケースで書いているが、どうしても

どこにもつながらずに、引きこもりがちになる子

はいる。少しは買い物など、家族と一緒に出掛け

られるが、こうしたケースでは長期にわたる支援

となる。さやかさんもそういうケースの一人であ

る。 

 

 

家族 

会社員の父親（４５歳）とパートの母親（４２

歳）とさやかさんの３人家族であった。家は新興

住宅街の一戸建てで、バス停から近いため、どこ

かに行くには便利な場所であった。祖父母は、父

方、母方共に、自宅から車で２時間くらいのとこ

ろに住んでおり、ともに健在。本児が双方にとっ

て唯一の孫であった。 

 

 

相談経過 

 さやかさんのケースと出会ったのは、彼女が高

校１年になって、半月ほど経った頃であった。と

はいえ、本人と会えるのはずっと後の話。最初は

母親から、本児が学校にいけないという相談電話

が入り、母親に来室していただいたのが始まりだ

った。 

 いつも通り最初に家族について聞くのである

が、母親からは、前述のような話であった。さや

かさんが、いかに祖父母からも、父母からも大事

にされてきたかがわかる。また、そこそこの進学

18 
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校に入学しており、将来もかなり期待されていた

のが分かった。 

 生育歴では、特に大きな病気もなく、発達も問

題なかったという。小学校の間は、活発だったが、

中学くらいからは、たまに学校を休むことはあっ

たものの、勉強を頑張っていて、成績も良かった。

部活は、絵が好きだったこともあり、美術部だっ

た。 

 中２くらいから少し太り気味になっていて、そ

のことから、周りの子にからかわれることもあっ

たそうだ。そんな時は、家で母親に愚痴を言い、

発散していたという。そうやって気持ちを切り替

えては、頑張って登校していたそうだ。塾にも通

い、成績は常に上位を保ち、先生方からもまじめ

な性格が高評価を得て、中３の時には生徒会活動

にも携わっていた。 

 高校は目標にしていた進学校に合格し、祖父母

も含めみんなで喜び、本人も期待に胸を膨らませ

ているようだったので、父母ともに安心していた

そうだ。 

 ところが、入学式が終わって、数日たったころ

から、朝起きられなくなって来た。起きたとして

も、おなかが痛いと言ってはトイレに閉じこもり

出てこない。母親はパートがあるので、学校に行

くのか行かないのか決めてくれと伝える。しかし、

本人は中々決断せず、「後で行くから」と言うの

で、「じゃ、お母さんはパートに行くから、戸締

りして弁当持って行ってね。」と言いおいて出か

ける。しかし、昼頃になって、学校から本人が登

校していないとの電話来る。 

 不登校が始まるときは、どの家庭でも同様の感

じであろう。家に帰って母子で口げんかになった

りする。 

母「遅れていくって言ったじゃない！」 

本人「行くつもりだったけど、腹痛が治らなかっ

たから・・・。」 

母「だったら連絡してよ。学校に休むって連絡入

れなくちゃならないんだから。」 

本人「ごめんなさい。でも仕事中だと思ったか

ら・・・。」と言うようなやり取りが続く。そし

て、 

母「明日はいきなさいよ！」 

本人「わかってる。明日は行くから。」 

で終わる。 

他の子の場合だと、大抵翌日は頑張っていくが、

翌々日は休むなど、五月雨登校（時々登校する）

になってから全く行けなくなるというパターン

が多いが、さやかさんはこの日１回休んでから一

度も学校に行けなくなったそうだ。 

 母親は「パートをやめて家にいたほうが良いだ

ろうか、自分の育て方が悪かったのだろうか、ほ

かの子がみんな学校に行けているのに、どうして

うちの子はいけないのだろう」などと、自分を責

めるような話をつづけた。 

これはよくある話である。子育ては母親の仕事

であるというのが、一般的な日本の家庭の考え方

で、特に女の子の場合は、父親が年頃になると手

を引いてしまうことが多い。女の子は思春期にな

ると父親に対して拒否感を持ったりすることが

あり、その時に、父親の方で距離をとり、そこか

らまた距離が近づくためには、３～４年かかって

しまうのだ。子どもが離れようとしているときに、

父親が近づきすぎたり、離れようとする態度に腹

を立てたりすると、思春期の問題では済まなくな

り、父子の間に大きな亀裂が生まれ、修復が難し

くなってしまうこともある。 

さやかさんの家では、父親は程よく距離を取っ

ていた。声掛けを全くしないわけでもなく、不登

校になっても、怒鳴ったり叱ったりすることは無

かった。むしろ優しすぎる父親であった。その一

方で、母親は、ひたすら自分を責め、泣き崩れて

いた。 

 父母ともに彼女のことを心配し、カウンセリン

グには父母そろっていらしてくれたこともあっ

た。その度に、彼女の様子を訊くと、調子が良い

時もあるが、イライラしているときもある、父母

と一緒に出掛けられるときもあれば、全く出かけ

られない時もあるとのこと。何度かの面談ののち、

父母に、精神科の受診を勧めた。学校の方も単位

の問題もあるので、特別に配慮を要する生徒とし
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て時間稼ぎをする話になり、そのためにも診断書

を貰う必要があった。父母は何とか彼女を精神科

クリニックに連れていくことができ、結果「適応

障害」の診断で、抗不安薬、眠剤などが処方され

たそうだ。 

 薬を飲んでも、そんなにすぐ効くわけではない。

先ずは２－３週間様子を見たが、特に大きく変化

する様子はなかった。ゲームをしたり音楽を聴い

たりして昼夜逆転状態だったので、眠剤の効果で

少しそれが改善された程度であった。 

 結局その後も学校に行くことはできず、転学も

考えたが、父母の希望で休学することになった。 

そして、２年目を迎えることになり、ほんの少

し、家の周りなら一人で出られることがある、と

いう程度にはなったが、学校には気持ちが向かず、

不登校のままで、結局通信制の高校に転学した。 

 通信制に転学して、少し気分が替わったようで、 

スクーリングに母親の送り迎えで行けたり行け

なかったりを繰り返しつつ、それでも以前よりは

行けるようになったので、このまま少しずつ前進

していこうという話になった。 

 夏場は比較的調子よく、また父親や母親と出か

けられるので、その時期に父母と相談し、家庭訪

問で本児と面談してみることとなった。本児が会

ってくれるかどうかわからなかったので、当日も

し難しければ電話を貰うという形にした。訪問は

こちらの都合で夜６時くらいからで設定してい

た。１回目は予想通り寝てしまって起きられない

からと言うことで中止。２回目もダメかなと思っ

ていたら、なんと、会ってくれた。 

 初めて会った彼女は、ずっと家にいたこともあ

り、色白で、かなり太っていた。口を全くきかず、

こちらからの質問に首振り人形状態で答えてく

れた。初めてでもあり、すごく緊張していたので、

５分程度で終了にし、あとは母親と話をして帰る

という形を月１回しばらく続けた。 

 彼女が筆者と話せるようになるまで、絵が得意

なこともあるので、絵を描いてもらうことを続け

た。丁寧に、時間をかけて絵を描いていく彼女を

観ながら、時々質問を投げかけるという形であっ

た。彼女が声を出して答えてくれるようになるま

で、半年かかった。そして、少しずつ話せるよう

になってきた。 

 中学時代のいじめが酷く、今でも、いじめた人

を恨んでいること、高校にはいったら周りの人が

みんなすごく勉強ができる気がして辛くなった

こと、いじめっ子が近所に住んでいることもあり、

家から出たら見られるので出たくないこと、太っ

たから余計に誰にも会いたくないこと等を少し

ずつ話してくれるようになった。精神科受診は続

けていて、薬も飲んでいるが、そこまで効果が上

がるというわけではないようだった。 

 トラウマ処理をしつつ、絵をかきながら話をす

るということを、二年ほど続けた。その間に、彼

女が「痩せたい」と言ってくれたので家の中での

ストレッチを勧めた、ストレッチが時々できるよ

うになってしばらくしてから、ほんの少しでも一

人で出かけられるようにしようと、夜家の玄関か

ら出てみる、それに慣れたら、家の敷地から出て

みる、更に、家から通りまで（約 10m）を歩い

てみる、と言うように、少しずつ一人で家から出

られるように、練習を勧めた。これも調子が良い

時に限るので、中々進まなかった。一度だけ、通

りにあるコンビニにジュースを買いに行けたと

いう話があった。その時は店に入ってジュースの

ところにまっすぐ進み、銘柄も関係なく、一本掴

んでレジに行き、急いで帰って来たという。汗び

っしょりになった。すごく緊張したと。当然だろ

う。彼女の頑張りを思いっきり褒めた。しかしそ

の時は出来たがその後は当分動きなしと言う状

況だった。 

一方、彼女との面談後に母親と話すということ

も続けていた。動きが少ない中で、母親にもだん

だん疲労感が溜まってくるのがわかるので、母親

支援も大事である。そんな中で母親から思いもか

けぬ話を聴いた。 

 母親はさやかさんの実の母親ではないという

こと、実の母親はさやかさんを生んですぐ亡くな

り、その方の妹に当たる人が今の母親であること

を教えてくれた。 
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 赤ちゃんの時から育てているし、実であるかな

いかを母親が気にするとあまり良くないと思う

のだが、母親としては気になっているようであっ

た。さやかさん自身もそのことは知っているとの

こと。母親は、さやかさんを育てるために、実子

は作らないと決め、それを通していらしたのであ

る。なんとなく、そこに無理がある感じはしたが、

母親自身の選択とのことなので支持した。 

 さやかさんが実母のおなかの中にいた時、そし

て生まれてから、わからないまでも感覚として実

母との繋がりが絶たれたことは感じたのではな

いかと思う。彼女の精神状態が、思春期に悪化し

たことは、いじめの問題だけによるものではない

と感じた。実際、筆者が受けているカウンセリン

グのクライアントには、胎児期や出産期の問題を

かかえて、大人になってから精神疾患を発症して

いる方が多いように思う。 

 その後、彼女は統合失調症の診断を受け、薬も

変わったが、特に大きな変化はなく、相変わらず、

一人で出かけることが中々できずにいた。 

 通信制高校を何とか終え、専門学校に進学した

が、ここでも行けたり行けなかったりが続いた。

何とか単位を取って卒業した。その二年間の間に、

学校での宿泊に参加出来たり、友達との飲み会に

参加したり、友達と出かけられるようになった。

最初はおっかなびっくりで、バスに乗るのも母親

が付き添ったりしていたが、少しずつ自分でバス

に乗れるようになった。 

 波は相変わらずあるが、調子のよい時は、一人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

でバスや電車に乗って出かけたり、買い物に行っ

たりできるようになってきた。その中で、少しお

金も稼ぎたいという話になり、まずは就労に向け

て、作業所に行ってみようという話になった。 

 絵を描くときに、パソコンも使っていた経過も

あり、パソコン中心の作業所に見学に行き、漸く

作業所に週１、２回ずつ通えるようになった。こ

こまで、本当に長い長い道のりであった。 

 

まとめ 

 小・中学校で不登校になっても、高校から頑張

れる子もいる。それが例え通信制高校であっても、

スクーリングに行ったりアクティビティーに参

加出来たりするようならあまり心配はいらない。

又、何か所属するところがあるなら、サークルで

もお稽古事でも良いので、小集団での人とのかか

わりがあれば、これもあまり心配いらない。アル

バイトができるならなお安心。しかし、どこにも

所属せず、長いこと不登校のままでいるケースで

は、原因究明をしても中々進まない。それよりは、

前向きな目標を立てて、カメの歩みで一歩ずつ、

行きつ戻りつしながら進んでいくのを、気長に伴

走していくことが大事だと思う。 

 大抵学校不適応を起こす子どもたちは、ゆっく

り進みたいのだ。世の中早すぎで、ついて行くの

にアップアップしている。小さい時から急かされ

ていれば、息切れするのも無理はない。ゆっくり

ゆったり、少しずつ、一歩ずつをモットーに支援

していきたい。 

 

 



ちんちゃん亭のこと

愛知県豊田市に住む鈴木けいこさん・けいすけさ
んは、夫婦で農家民宿「ちんちゃん亭」を営んでい
ます。宿の名前は、けいこさんのことをけーちん、
けいすけさんのことをけーちゃん、と互いが呼びあ
うことから、ちん＋ちゃん、で「ちんちゃん亭」。
宿だけでなく、キッチンカーでお店を出したり、
夏休みにはおとなと子どもまぜこぜの、宿泊版プレ
ーパークのようなセカンドスクールを開いたり、時
にユニークな婚活パーティ・ちんちゃんコンを開催
したり。そこで出されるごはんの主役はもちろん、
夫のけーちゃんが山の湧き水で丹精込めて育てた田
んぼのお米と畑のとれたて野菜。

私とちんちゃん亭のご縁のはじまりは、2017年
にけーちんとお仲間たちが私の憲法お話会を主催し
てくれたことからでした。その夜はじめて宿にお泊
まり、寝具にはこだわってると聞いていた通り、な
んとも寝心地のいいお布団に感動しました。翌年、
生活クラブ生協さんのお招きでまた豊田に行くこと

になった時も、再びちんちゃん亭に泊まらせてもら
い。それから4年経った22年11月、今度は娘さん
二人も連れて家族4人で紅茶の時間を初訪問してく
れました。
ここでけーちんの家族構成のことを少し。けーち
ゃんはけーちんの二人目の夫さんで、けーちんが９
歳年上です。10年前に結婚すると同時に、夫のけ
ーちゃんは2人の娘のおとうさんになった。娘さん
たちは今ともに20代、長女さんは結婚して子ども
が生まれたので、けーちんはおばあちゃんでもあり
ます（紅茶を一家で訪ねてくれた時、長女さんは臨月のお

腹でした）。

実はこの再会までの間に、けーちんの身にはたい
へんなことが起こっていました。20年1月、乳がん
が見つかり、死の恐れが押し寄せる中でがんと向き
あう日々を過ごしていたのです。現在は、がんサバ
イバーとして自らの経験と学びと気づき、死生観を
テーマにあちこちで語っているけーちん。機会があ
ればいつか私も聞いてみたいなと思っていたタイミ
ングで、たまたま私が岐阜へお話の出前に行く用事
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ができました。せっかくなので隣の愛知県まで足を
伸ばしてちんちゃん亭に行こうかなと連絡したとこ
ろ、ひょうたんから駒、死生観をテーマにコラボト
ークしませんか？と、けーちんからのご提案。そこ
でこの6月、けーちんと私の二本立てお話会として、
ちんちゃん亭でコラボすることになったのでした。

というわけで今号のマガジンは、その時のけーち
んのお話を中心にまとめた誌上アーカイブ。タイト
ルは「あなたにとっての、わすれられないおくりも
の」。それはとても個人的な、それでいていろんな
ところに普遍を感じる、けーちんと原家族・現家族
を巡る濃いお話でした。

けーちんの選択

けーちんは、幼い時から死を異常に怖がっていて、
死にたくない一心で健康オタクになったといいます。
人一倍健康に気をつかい、からだによいものを食べ、
西洋医学の薬は飲まない。まわりから、けーちんは
絶対がんにはならないね、と笑われていたほどの“自
然派”。そんなけーちんが10年ぶりに検査を受けた
ら乳がんになっていたことが判明し、さらにリンパ
にまで転移していた。一気に死が隣にせまって来た
気がしたそうです。

かつてけーちんには、乳がんで余命2年と宣告さ
れて緩和ケアを受けていた友だちがいました。その
友だちは結果的に3年間生きて亡くなったけど、緩
和ケア病棟に会いに行くたび、とてもつらく苦しそ
うだった。自分ががんと診断された時にその記憶が
よみがえってきたけーちんは、訪問看護師をしてい
る友だちのりかちゃんに、私、がんって言われたけ
どやっぱり最後は苦しいの？と訊いてみたそうです。
すると、「おうちで亡くなる患者さんであんまり苦
しむかたはいないよ、医療も受けられるし、痛みが
出たら、家でも医療麻薬をつかってとることもでき
るよ」と、りかちゃん。え、がんの最後は絶対苦し
いって思ってたけど、そうじゃない亡くなり方もあ
るんだ！　もし自分に何かあったとしても、大好き
な人たちに囲まれて、家で安心して、あんまり苦し

まずに最期を迎えられるのなら……とけーちんは少
し、いや、だいぶ安心したのだそうです。
とはいえ、けーちんががんとわかった後で受けた
精密検査の結果は最悪でした。浸

しん

潤
じゅん

性と言って、
ほかの場所にまで広がりやすい種類のがんで、3段
階のうち一番悪いグレード3、脇のリンパにも転移。
増殖スピードの数値が通常は数％から20%台のと
ころ50%もあって進行がとても速く、このままほ
っておいたらあっという間に死んでしまうかもしれ
ない、という状況だったのです。

けーちんが自分のがんを知るまでの一年半の間に、
病院で医療を受けずに亡くなった自然派の知人のか
たが3人いました。中には、がんのかたも。一方で、
抗がん剤を使う、いわゆるがんの標準治療を受けた
結果、今は元気にしている友人もいます。それまで、
西洋医学は悪で、抗がん剤は毒、とずっと信じ、そ
う発信してきたけーちんだったけど、その頃から、
本当に悪なんだろうか？　毒なんだろうか？　一体
何が正しいのか、何を信じたらいいのか、夫婦して
わからなくなり始めていたそうです。
そんな経緯もあり、精密検査の結果を見て、まさ
にリアルタイムでいのちの危機を感じたけーちんは、
お医者さんから「こんな結果だけども、あなたには
とてもよく効く抗がん剤がありますよ」といわれた
時、即、ありがとうございます！　すぐに受けたい
です！　と返事をしました。けーちんがこれまで言
ってきたこと、してきたこととは真逆の選択だった
けれど、抗がん剤治療をうける決心をしたのです。

けーちん宣言

その後けーちんはFacebookとブログで自らがが
んになったことを明らかにして、これまで西洋医学
や抗がん剤を否定する発信をしてきたことを謝り、
抗がん剤治療を受けると決めたことを報告しました。
その当時けーちんがFacebookで書いていた内容を、
私は今もよく覚えています。病気にどう対処してい
くかは自分と家族でよく話しあって一番いいと思え
る方法を選んでいくので、その選択に対して私たち
を不安にさせるような情報は遠慮してもらえたら助
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かります、とはっきり表明していたのです。

それを読んだ時、病気についてリアルタイムで書
くことも、自分たちがしてほしくないことを率直に
言葉にすることも、すごい勇気だ、同じことが私に
できるかしら、と思いました。だけどこの日、けー
ちんの話をじかに聞いたら、そうすることがその時
のけーちんには本当に必要だったんだ、と感じたの
です。それまでバリバリの“自然派”で、西洋医学
や薬を拒否してきたけーちんだっただけに、それと
真反対の選択をすることに、きっと驚いたり、戸惑
ったり、中には腹をたてた人たちもいたことでしょ
う。でもだからこそ、けーちん夫婦がさんざん悩み
迷ったあげく、こうしようと決めた治療を迷わずに
受けていくためには、友だちの大勢いるプラットフ
ォームできちんと自分たちのスタンスを宣言するこ
とが欠かせないステップだったんだ、ということが
よくわかりました。
それからもう一つ印象的だったのは、抗がん剤の
副作用で髪が抜けるので、けーちんのために何かし
たいという人は、仮装用のカツラをプレゼントして
くれませんか？と呼びかけたこと。面会に来てくれ
るかたは、かわいいウィッグじゃなくて派手で楽し
いカツラをかぶってきてね、なんて、いつもいろん
な人を巻き込んで楽しいことするのが大々好きな、
いかにもけーちんらしいアイディア。こんなときで
も、というより、こんなときだからこそ、笑うこと
を大事にしようとするけーちんって本当にすごいな
ぁ、と感じたのでした。

車の両輪で　

けーちんの選択は、西洋医学を信じて、感謝して、
委ねることでした。医師や看護師といった医療従事
者のみなさんに感謝。病院食を作ってくれる人にも
病室のお掃除の人にも、国民皆保険制度にも感謝。
高いお薬を使っても高額医療費限度額という仕組み
のおかげで超える分は補助が出てそれにも助けられ
た、だから納税者のみなさんにもありがとうと思え
て、けーちんいわく「感謝がもうだだ漏れ」だった
そうです。

その感謝はもちろん家族にも。抗がん剤を始めて
からは、その影響でけーちんは爪が剥がれ、手も爪
も指も真っ黒になった。髪がまばらに抜けて落ち武
者あたまのようになった。そうなることがわかって
いた夫のけーちゃんは、けーちんが髪を失くすより
も先に自分の頭を坊主刈りにしていました。それだ
けでない、落ち武者あたまのようになったけーちん
に対して毎日、赤ちゃんみたいで可愛い、と言って
くれた。ぜったい可愛いわけないじゃない！と思い
ながらも、けーちんはその言葉にすごく救われてい
たと。

けーちんは西洋医学の治療をうけながら、あわせ
て車の両輪のように自然療法もとりいれました。抗
がん剤の影響で落ちてしまう免疫力をあげることと、
体温をあげること。自然療法家の友人がおすすめし
てくれた米ぬか酵素風呂へ、片道 50分かけて週 2

回通いました。けーちんにはどうやらその酵素風呂
がとても合っていたらしく、他の患者さんほどには
抗がん剤の副作用がひどく出なかったそうです。抗
がん剤を受けた後は1週間寝たきりになってしまう
患者さんもいる中、けーちんはすぐにキッチンカー
で仕事ができたとか。とりわけ放射線治療は、痛い、
かゆい、皮膚がベロンとむける、などの副作用がひ
どく、抑えるためのステロイドが必須と聞いていた
けど、けーちんは皮膚が少し赤くなっただけで痛く
もかゆくもなんともならなかったので、ステロイド
も使わずにすんで、仕事を続けられたのです。

あなぐまさんの発酵温浴　

西洋医学と自然療法の両輪が効いたのか、ひと通
りのがん治療を終えた後で細胞を顕微鏡で調べてみ
ると見事にがんが消失。だけどその時先生にこうも
言われました。再発率は30％、乳がんは肺や子宮、
肝臓に転移しやすいので、もし再発して全身に転移
した場合は余命宣告です。完治はのぞめないので抗
がん剤治療で余命をのばすしかない、と。死がこわ
いけーちんはそう告げられてどんなにおそろしかっ
たろうと思うけど、「次はもう抗がん剤はやらない、
とにかく再発させないこと。万が一再発しちゃった
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ときはなんとか自力で治す」と笑顔でけーちんは言
いました。
自分のがんを再発させないために、とけーちんが
決断したのは、なんと、米ぬか酵素風呂のお店を始
めることでした。病気を治療する間、いろいろなひ
とがいろいろなものをこれいいよ、と勧めてくれて、
けーちんも一時はわらにもすがる思いで高いお金の
水を飲んだこともあったし、いろんなことを試した。
なので実際に何が効いたのか確実にはわからないけ
ど、金額的にもそう高くなくて自分の体で一番いい
んじゃないかと実感できたのが、けーちんにとって
は酵素風呂だったのです。

それまで、けーちん夫婦はこつこつと老後資金を
貯めてきました。でも自分たちが死んでしまったら
元も子もない。そこでその資金をつぎこんで22年
11月、実家の裏に酵素風呂ひと桶だけの小さなお
店をオープンさせました。お店の名前は「あなぐま
さんの米ぬか発酵温浴」。屋号をあなぐまさんとし
たのは『わすれられないおくりもの』（スーザン・バ
ーレイ作・絵）という絵本に由来します。長老のあな
ぐまさんが亡くなってみんな悲しむけれど、森の仲
間たちが集まって、あなぐまさんはこういうこと教
えてくれた、あなぐまさんからこんなことしてもら
った、と口々に語りあう。肉体が亡くなってもその
人の存在は誰かの心の中に生き続けることができる、
と伝えてくれる絵本です。

けーちんとけーちゃん夫婦は、自分たちの残りの
人生はあなぐまさんのような生き方をしたいと思っ
ているそうです。残りの人生というのは、けーちん

が深刻ながんを体験して生還したこと、そして夫の
けーちゃんも子どものころからのひどいアトピー症
を乗り越えてきたこと。アトピーでステロイド漬け
の歳月を送ってきたけど、20代半ばで何とか脱ス
テロイドする決意をして、それからの一年半ほど
は、全身の皮膚が真っ白い鱗のようになり、歩くた
び白い皮膚が落ちるという、脱ステとの壮絶な闘い
の日々。その間、本気で死にたいと思ったことが何
度もあったというけーちゃんと、がんサバイバーの
けーちんにとって、今ある日々は残りの人生、おま
けの人生、に思えているのだと。
病気になる前のけーちんは、人のために動くこと
が大好きで、宿の仕事もおもしろくて楽しくて。で
もその分、自分を大切にしてなかった、自分のから
だへのありがとうが足りなかったかもしれない、と
気づきました。大切なひとのそばにこれからもいた
いと思うなら、もっと自分のからだにありがとうの
メンテナンスをしなくちゃ、と真剣に思ったし、自
分以外の人にもそうであってほしい、そう願っての
あなぐまさん開業なのでした。

あなぐまさんの米ぬか発酵温浴を始めてみると、
よかったことがいくつもありました。けーちんが酵
素風呂にはいれることはもちろんだけど、実家の裏
に建てたことでお店の営業時間後、両親をいれてあ
げられて、温浴中のお母さん、お父さんとの会話が
増えたこと。あなぐまさんの仕事の合間に二人の様
子を見にいけるようになったこと。お母さんの冷え
性が改善されて朝から元気に動けるようになったこ
と。お父さんが夜トイレに起きる回数が減ったこと。
お父さんの看護が始まってからも、仕事を続けるこ
とができたこと。
原家族では３人姉妹の末っ子のけーちんは、年の
離れたお姉さんたちが結婚して家を出た時から、両
親の世話をするのは自分、とずっと思ってきました。
ごりごり昭和の価値観の親に対して若い頃のけーち
んは反発と反抗ばかりしていたし、格別に仲のいい
親子だったわけじゃない、だけどそう思ってた。な
のでけーちゃんと再婚することになった時も、親の
具合が悪くなった時はしばらく別居してでも実家に
いって世話します、と宣言したそうです。だけど実
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際は、実家の敷地内にあなぐまさんを建てたおかげ
で、別居することなくお父さんを最期まで見送るこ
とができた。けーちんの病気がきっかけで始めたあ
なぐまさんだったけど、結果的にはけーちんの原家
族にとってもそこにあなぐまさんがあることが必然
だったのかもしれないな、と感じました。

お父さんのこと

2022年から肺の病気を患っていたけーちんのお
父さん。特に治療法がなかったので、病気が分かっ
てからも入院せずに家で過ごしていたけど、今年1

月には食欲がなくなって体重も減ってきました。お
父さんは「俺はこの先どうなっちゃうのか教えてく
れ。苦しんで死ぬのかなぁ、入院するのはこわい」
とよく口にするようになり、その言葉を聞くのはけ
ーちんにとってもつらいことだった。友だちで訪問
看護師のりかちゃんに来てもらって、父が入院した
くないと言っているので家で看取りたいと思ってる、
とこちらの希望を伝えてみました。りかちゃんに相
談したことでけーちんも落ち着いてお父さんに、「だ
いじょうぶ、もう病院に行かなくていいよ」と伝え
ることができるようになりました。
そこからりかちゃんは定期的に、そして最期の日
がちかづいてくると毎日、訪問看護で家にきてくれ
ました。忙しそうな病院では訊きにくいことも、家
に来たりかちゃんにはどんなことでも質問できたし、
家族の不安と向き合ってくれて、そのおかげで家族
はとても安心できた。何よりお母さんの不安をやわ
らげてくれたことが本当にありがたかったそうです。

2月に入り、お父さんはぼんやりしていることが

増えていきました。立ち上がるのも一苦労でトイレ
には這っていくように。その頃お父さんを病院へ連
れて行くと、看護師さんから栄養を点滴していきま
すか、と聞かれたけれど、そういうことは一切やら
ない方向で、と答えると、もう看取りの段階に向か
われているのですね、それでは何もせずに、と。こ
のあたりから、りかちゃんが毎日来てくれるように
なりました。
けーちんがりかちゃんから教わったという、干し
柿の例えがとてもわかりやすかった。お父さんを家
で看ていた時に「入院させずにいて脱水症状になっ
たら大変！」と親族から言われて不安になったけー
ちんに、りかちゃんがこんなふうに説明してくれた
そうです。
水分がみなぎっている旬の柿と干し柿をイメージ
してみてください。汁いっぱいのみずみずしい柿は、
人間でいえば水分量が８割もある乳児期、青年期や
壮年期になるとその量は約５～６割、老年期になる
につれてだんだん水分量が減っていって、しまいに
は4割ほどになる。そうやって水分が減っていくに
つれ心臓に負担がかからないようになっていくのだ
そうです。
だから、シワシワの干し柿みたいになったからだ
に無理に栄養点滴をすると、かえって心臓に負担が
かかって心不全状態になることもある。終末期に過
剰な点滴をすると、からだに水がたまってむくんで、
かえってご本人の苦しみを増すことにもなりかねな
いのだとか。

死へのプロセスに今とても興味のあるけーちんに
よると、からだが弱ってくると徐々に食事の量が減
って食べたくなくなり、口数が減り、それにともな
ってぼーっとする時間、眠っている時間がふえる。
臓器の機能も脳も活発には働かなくなり、呼吸や心
拍や血圧も不安定になる。同時にからだから水分が
減っていくけど、それらすべてがある意味とても自
然なことで、それがからだへの負担を減らしていく
ことでもあるのだそうです。
そして最期の最期には、エンドルフィンという脳
内モルヒネがどんな人にも出て、その鎮静効果はモ
ルヒネの80倍もあるという。おお～、すごい、ど
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んな人にも！　それはちょっと楽しみです。

家族で看取る

2月中旬になると、お母さん、けーちん、お姉さ
んたち、娘たち、孫たち、もちろんけーちゃん、と
入れ替わり立ち替わりお父さんのそばにいて、入院
せず自宅で、延命措置も、点滴もなしで（本人がほ
しがる水分をとるだけで）あまり苦しむことなく、最
期の日まで。その入れ替わり立ち替わりの中には、
けーちんの元・夫さん（2人の娘の実の父親）もいて

くれたそうです。
実はその間に２回、お父さんに危機的な時があり
ました。でもぐっと我慢して救急車は呼ばずに家族
で様子を見ていた。呼べば心臓マッサージや点滴が
始まるだろうことを知っていたからです。その代わ
り、苦しそうになったときはみんなで声をかけて体
をさすってあげてね、とりかちゃんから教えてもら
っていたので、かわるがわるお父さんに、ありがと
うねー、ここにいるよ、大丈夫だからねー、と声を
かけながらからだや背中をさすっていると、一時間
くらいでお父さんの息が楽になってきた。お父さん
が落ち着いてから一旦解散。でもその二日後にまた
苦しそうになったのでもう一度みんなで集まり、一
人ひとりお父さんにお礼を言いながら体をさすって
いるうち、ふーっとお父さんの呼吸が楽になった。
そうやって家族全員で一緒に、２度の峠を乗り越え
ることができたそうです。
たまたま近くまで来たので、と偶然のように寄っ
てくれたりかちゃんが、みんなでお父さんを囲んで
いる家族写真を撮ってくれました。もともとはけー
ちんが自分で撮るつもりをしていたけど、りかちゃ
んのおかげで一人も欠けてない家族写真になった。
88歳のお父さんが、家族に見守られる中でおだや
かに、枯れるように、亡くなっていったのは、最期
の家族写真を撮ってもらって、たった30分後のこ
とでした。

お父さんのお葬式は、けーちんたちらしい方法で
自宅でシンプルに楽しくおこないました。それがで
きたのは、けーちんが葬儀屋さんとの打ち合わせを

事前に済ませていたから。決めないといけないこと
がたくさんあるけど、亡くなった後だと感情的にも
時間的にも冷静に決めるのは難しいだろうなと想像
していたのです。
葬儀をすることになったらきっとモヤモヤするよ、
といろんな人から聞いていたので、モヤモヤするこ
とはできる限り減らし、感謝だけの葬儀にしようと
いろんな工夫もしました。たとえば、お香典は頂かず、
よってお返しもなし（それってできることなんだ！とち
ょっとびっくり）。88歳と高齢のお父さんだったので
連絡は最低限の親族にだけ。車をとめるところもご
近所さんにお願いした。当日のお弁当は自分たちで。
あらかじめ用意してあった何枚かのお父さんの写真
を、デザイナーである娘さんに楽しくデザインして
もらって、それを遺影に。お経は友人であるお坊さ
んにあげてもらう、などなど。いろいろなことを可
能な限り、友人たちに頼んで、巻きこんで、誰も我
慢しない、誰も無理しない、服装も平服で、という
スタイルでお父さんのお見送りをしたそうです。

お父さんからのギフト

こんな日々を過ごした後、お父さんはいくつもの
わすれられないおくりものをのこしていってくれま

した。
けーちんの一番上のお姉さんは、夫さんも娘さん
も息子さんも、そのパートナーもみんな医療系の仕
事についている医療一家。けーちんが自宅でお父さ
んを看取ろうとしているとお姉さんがはじめて知っ
た時、お姉さんはとても心配してお父さんを東京に
連れてきて入院させる、と言っていたそうです。そ
の後しっかり家族で話し合って、結果的にはお姉さ
んたちもお父さんを家で看取ることに同意してくれ
たという経緯がありました。それでも姪ごさんは不
安だったんでしょうね。すごく信頼できる看護師さ
んにおじいちゃんの今の状態を話して「入院させな
いなんてありえないですよね」と言ったそうです。
するとその看護師さんから「これだから医者は困る。
先生、しばらく仕事休んでもいいから、おじいちゃ
んの看取りをしっかりしてきてください。」と押し
出されて豊田までやってきました。
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でも一連の看取りを経験して彼女の考えは変わっ
ていき、最後、棺桶の中に「おじいちゃん、死に方
を見せてくれてありがとう」という手紙を入れまし
た。そして自分が医師なのに、訪問看護師のりかち
ゃんに「私、生まれかわったら訪問看護師になりた
いです」と話した、と。今からでもできることがあ
るよ、ってりかちゃんは言ってくれたそうだけど。
そのくらい、お父さんは最期、苦しまずに、枯れる
ように人が死んでゆく姿を見せてくれたのでした。

そしてもう一つのおくりもの。けーちんの長女さ
んは、なぜか昔から人に迷惑をかけちゃいけない、
とアンテナを張って空気を読んで過ごしてきて、子
どもに迷惑かけたくないから最後は施設に行く、そ
のために貯金しなくちゃ、と言っていたそうです。
だけどおじいちゃんの看取りを経て、私もじいちゃ
んみたいに、みんなに囲まれて手を握られながら死
にたいと思った、と。
それを聞いたけーちんはとってもうれしくなって、
長女さんにこんなふうに話したといいます。迷惑を
かけたくないから自分でなんとかするためにお金を
貯めなきゃ、というゴールから、みんなにお世話に
なります、だから助けてくださいというゴールにな
ったことで、人と関係性をつくろうと思える。そん
なふうに思えてよかったね、と。
人に頼らず生きることをゴールにすると、人と関
係性をつくるよりも稼がなきゃ、貯金しなきゃ、に
なるけど、人にお世話になることをゴールに設定す
ると、関係性を大切にしたい、お互い様の気持ちに
なって、周りの人への感謝のきもちであふれる。
あぁ、本当にそうです。なんて大切なギフトを、
けーちんのお父さんはお孫さんにのこしていってく
れたことだろう、と私も胸が熱くなりました。

ゴールを設定する

けーちんの話の中でも特に印象的だった「ゴール
を設定すると生き方がかわる」という言葉。長女さ
んにも話したように、ゴールが変わった瞬間から、
言動や行動、人への接し方が変わる、とけーちんは
いいます。

けーちんの大きなゴールは後悔なき人生だけど、
具体的にどんなふうに最期を迎えたいかを想像して、
元気なうちから、こうしたい、こうしてほしい、と
家族に伝えています。こわがりで不安がりだから、
体が弱っていっても入院せずに最後まで家にいたい。
必ず誰かに交代でそばにいてほしい。（ちなみにがん
で入院していた時のお守り必需品は、スマホと充電器とレ

ンタルwi-fi. コロナ下で会いにきてもらえない時期だったけ

ど、いつもそばにいるよ、一緒にいるよ、の感覚でいられ

るようにLINE電話はずっとつなぎっぱなしだったそうです）

そして最期の時が近づいてきたら、痛いこと、苦
しいこと、死の恐怖から解放してほしい。痛みをと
るのに医療麻薬をつかって意識がもうろうとなって
も構わないよ、それまでにしたい話は全部しておく
から。訪問看護は友だちのりかちゃんにお願いした
い。結婚式がそうだったように、葬儀はみんなに仮
装してほしい。香典はいただかない、参加費という
かたちでもらうのはいいかな、お返しは私があらか
じめ用意しておきたい、などなど。あれ？　死ぬの
が怖かったはずなのに、こんなふうに考え出すとち
ょっとワクワクしてきた！　とけーちん。
夫婦だから、家族だから、言わなくてもわかる、
通じ合えるはず、察して当たり前、とけーちんは思
っていません。今のけーちんは、大人だから、親だ
からということで、自分の怖い気持ちも不安も、隠
したりしない、ごまかしたりしない。これっておそ
らくまわりに波及します。そうか、言ってもいいんだ、
隠さなくてもいいんだ。病と向き合うために、人生
の大変なことに一緒に立ち向かうために、自分に正
直になって相手にそれを伝えるって、誰にとっても
すごく大切なことだと思いました。

終わり方をこうと決めたら、このゴールからの逆
算人生がスタートします。人生のしまい方にその人
の人生が凝縮される。「どう死にたいか」から「ど
う生きたいか」が見えてくる。そうしたら自分の選
択に自信が持てる。やりたいことがはっきりする。
パートナーや家族や友人との関係性も変わっていき
ます。
人は一人では生きていけないからこそ、みんなと
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協力して、みんなに甘えていけたらいいな、とけー
ちん。脳性まひ当事者で小児科医の熊谷晋一郎さん
がいうように、自立とは依存先を増やすこと。一人
に全部お願いしたらしんどいけど、たくさんの人に
少しずつ依存することで、みんなができるときにで
きる範囲でかかわることができるんじゃないのかな。
だから、けーちんにとって人生のミッションは、
苦楽を共にできるチームをつくることなのです。病
気の時にも痛感したと言っていたけど、家族はいざ
というときに協力しあうチーム、弱った時にお世話
になる存在。そうとらえたら、その人たちに対して
自分がいばったりなんてできないよね。困ったとき
には仲間や友だちにも助けてほしいと思ってる。そ
したら、その人たちに意地悪なことだってできない
よね。

どの人だって、ずっと心も体も健康な状態が一生
続くわけじゃない。そのうちできないことや自信が
なくなる瞬間がやってくる。そういう時にその人が
踏ん張れるのは、体の細胞レベルに溜まった安心で
きる言葉のおかげなんじゃないかな。
けーちんはそれを「大好き」の貯金、と表現して
いました。好きだよ、大事だよ、生まれてきてくれ
てありがとう、って言葉をかけ続けられると、その
先の人生で落ち込むことや悲しいことが起きたとき
も踏ん張れる力になるんじゃないかな。愛情のタン
クがいっぱい貯まると、そこから愛が溢れ出て人に
優しくできるって信じてるし、その優しさは連鎖し
ていくと思う。そう考えるけーちんは、今でも毎日
けーちゃんや娘さんたち、新しい家族である長女さ
んのパートナーにも、いっぱい言葉にして伝えてい
るそうです。

beingあなた／わたし　

ごくごく個人的なこともオープンにして、自然体
の語りで自らの死生観を語ってくれたけーちん。パ
ワーポイントでいろんな写真や絵を次々と映しだし
ながら話すのだけど、その画像や添えたコピーがお
もしろくて楽しくて、話の中身はがんや死について
なのだけど笑いがいっぱいの１時間半でした。

どう死ぬかは、まさに、どう生きるか。けーちん
の話は、見たばかりの「かづゑ的」（監督：熊谷博子）
という映画にとても重なるところがありました。か
づゑさんはハンセン病の元患者さんで、10歳で岡
山の長島愛生園という療養所に入って以来、96歳
の今もそこで暮らしておられます。若い頃から本を
たくさん読み、想像の中で自由に世界中を旅し、手
の指や足をなくそうとも、とことん自分らしく、幸
せになるために生き抜いてきたひと。
この映画の英語のタイトルが「being Kazue」だと

知った時、すごく深くていい言葉、びったりと思い
ました。ほかの誰でもない自分であること／自分で
いること、自分を生きること。けーちんの話を聴き
ながら、ああ、なんともけーちん的だなあ。being

けーちんだなあ。そう思ったし、私もまた、being 

スウで生きていきたいよ、と強く、楽しく、感じた
ことでした。
けーちんは今後もこういう話をいろんな人に聞い
てもらいたいと思っています。内容はそのつど、夫
婦で話しあいを重ねてバージョンアップしていくの
だって。死ぬことと生きることのお話の出前という
仕事は、今後、けーちんけーちゃん夫婦にとってお
そらくライフワークにもなっていくのだろうな、と
思う。機会があればあなたにもぜひどこかで聞いて
みてほしいお話でした。さらに機会があれば、ちん
ちゃん亭にお泊まりもぜひどうぞ。

絵本を持っている私の左がけーちん
後ろで手を広げている左の坊主頭がけーちゃん
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農家民宿ちんちゃん亭
https://tinchantei.eyado.net
住所：愛知県豊田市押井町寺ノ入4
連絡先：090-1280-0033

おまけ。私のあなぐまさん体験

ちんちゃん亭でのお話会翌日。私はけーちんにお
願いして、以前からずっと興味のあった「あなぐま
さんの米ぬか発酵温浴」を初体験させてもらいまし
た。ちんちゃん亭から車で40分ほど走ると、けー
ちんの実家、最初の結婚で暮らしたお家の裏に建っ
ている、あなぐまさんに到着です。
お風呂の入り口の前に、けーちんがあなぐまさん
をはじめた時の想いがはってありました。

店主けーちんは、2020年1月に乳がんと宣告
されました。闘病中は「酵素風呂」に週２で通い、
目視レベルでがんは消滅しました。
「自分よりも誰か」「休息よりも仕事」。自分を
大切にしていませんでした。忠告してもらっても
「忙しいから」と言い訳をして。あんなに忙しく
動いていたのに、病気になったら予定が全て白紙
になりました。やりたいことをやるためには、健
康でいなくちゃいけない。誰かの役に立ちたいな
ら、大切な人のそばにいたいなら、自分のカラダ
に「ありがとう」のメンテナンスをしてほしい。「忙
しい」のはみんな一緒。何を優先するかだけ。
温熱＋酵素＋微生物のチカラを借りて、細胞を

修復しましょう。日々生まれては消えていく「が
ん細胞」や、病名がつかない「未病」をやっつけて、
ずっと健康で過ごせますように。大切な人たちと
一緒に長生きできるように「米ぬか発酵温浴」を
開業しました。　　　　　　　2022/11/22 open

脱衣所で服を脱ぎ、浴室にはいり、どきどきしな
がら米ぬかで満たされた木のお風呂桶にはだかのか
らだを横たえます。ふわっふわっ、ふっかふかの、
米ぬかのお風呂。ひとに見られたくない部分にだけ
自分の手のひらでぬかをかけたら、別室でスタンバ
イしているけーちんに、お願いします、と声をかけ

る。風呂桶の中の私のからだに、けーちんが素手で
米ぬかをすくってはかけていってくれて、私はすっ
ぽり米ぬかにうまります。目の上にもぬか入りの袋
を乗せてもらったので、もうこれ以上の無防備はな
いよなあ、状態。

しばらくするとじわあっとぬくぬく度があがって
くる。かわいた米ぬかのここちよい重み。この、じ
わあっとあったかいきもちよさは、わが家でお腹に
箱型の温灸を乗っけている時のじわあっにも似てる
けど、この温浴はからだ全体がうまっているので、
そのきもちよさ、半端ないです。通常は15 分が目
安だそうだけど、私は5分追加してもらいました。
熱さの感覚は個人差があってそれよりもっと短い人
も。
ぬかに埋まって目を閉じたまま、傍にいるけーち
んと言葉をかわします。お客さんにはいろんな病気
のかたがおられるよう。けーちんの病気にとってこ
の発酵温浴はとてもあっていたけれど、だからとい
ってここにくるお客さんに、これで絶対なおります、
とか、そのためにもっと頻繁に通わないとだめです、
とか断定的なことは決して言わないようにしている
そうです。
けーちんと話していると、あなぐまさんで働いて
くれている７人のスタッフさんにとても感謝してい
るのが伝わってきます。あなぐまさんから自分の給
料までは出ないけれど、それにまさるおつりがきっ
といっぱいあるのでしょう。
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ぬか漬けに毎日の手入れが必要なように、このお
風呂にも毎日のお世話が要ります。よくある酵素風
呂はぬか独特のにおいが気になるけど、あなぐまさ
んでは通常の3倍もの時間をかけてお手入れをして
いるので、こんなにも香ばしいにおいを保っている
のだそう。その手間ひまかかる役を夫のけーちゃん
が担ってくれている。だからお店のスタッフさんも
だけど、けーちゃんにももう感謝しかないんだよ、
とけーちん。

ぬかのお風呂から出て、シャワーをあびて、タオ
ルでからだをふいて、服を着て終わり、と思ったら
汗が、顔から背中から身体中から吹き出す。ありゃ、
これからスタッフさんとの研修会と称するランチな
のにどうしよう、って思ってたけど、ランチタイム
までにはもうその汗がすっかり引いて、全身さらっ
とかわいていて、この上もない爽快感。米ぬかでほ
んのり香ばしい自分のからだ、なんていいきもち。

こんな発酵温浴が近くにあったら私、通っちゃい
ます。関心あるかたはぜひ問い合わせてみてくださ
いね。 2024/8/29

あなぐまさんの米ぬか発酵温浴　
女性専用／完全予約制
はじめてのかたのお試し価格は3300円
住所：豊田市高上2-3-7  
連絡先：090-1280-0033

Blog「バンビの独り言」
けーちんの乳がんサバイバーの記録はブログから読
むことができます

ちんちゃん亭にお泊まりしたみなさんと

https://www.instagram.com/explore/locatio
ns/305945709473079/

https://blog.goo.ne.jp/banbiblog/e/ef8b2d2a76d95f4096
4000302ddf88ec

https://www.facebook.com/p/あなぐまさん
の米ぬか発酵温浴 -100068215837424/
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路上生活者の個人史
第 12 回

竹中尚文 

松山 直樹 氏(仮名) 1967 年生 

生まれは西宮です。生まれた頃の

家族構成は、両親と私と 2 歳下の弟

との 4 人家族でした。父親は、電気

店を経営していました。冷蔵庫や扇

風機などを売る店です。母親もその

店を手伝いながら、私たちの子育て

をするような生活でした。しかし、

街の電気屋で電気製品を買う時代

ではなくなったのです。人は大型ス

ーパーとかで電気製品を買うよう

になりました。私が小学校の頃に、

父親の店は潰れました。父親は転々

と仕事を変えていました。母親もパ

ートで、私たちの生活も変わりまし

た。私は地元の小中学校を卒業して、

神戸の高校に進学しました。

高校を卒業して、神戸で就職をし

ました。その会社で旋盤の仕事をし

ていました。神戸は鉄鋼や機械の大

きな会社があって、その下請け会社

もたくさんありました。そこで 15

年近く働きました。辞めた理由です

か。給料が上がらないのですよ。30

才を越えても就職したときのまま

の給料では、昇給などは一切ありま

せんでした。だから転職しました。

加古川市にある金属関係の会社に

行きました。給料も良かったし、社

宅もありました。転職して 2 年目の

頃に結婚をしました。子どもが生ま

れて直ぐに、その会社が倒産してし

まったのです。家族 3 人で女房の実

家に転がり込みました。加古川市北

部の田園地帯にある農家でしたか

ら、大きな家でした。しばらくは農

業の手伝いをしていましたが、次の
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仕事を探しました。就職したのは大

阪で飲料品関係の会社でした。大き

な会社でした。そこで物流関係の作

業をしていました。女房は子育ても

あるから、そのまま実家に住み続け

ました。私は加古川の女房の実家か

ら大阪まで 1時間以上かけて通勤し

ていました。そんな生活が 20 年近

く続きました。

義父さんから、「家を建てて、独立

をしてはどうか」といわれて、近所

に家を建てました。それから間もな

く、離婚ということになりました。

理由ですか。お互いの考え方の違い、

というか生活観とか人生観の違い

でした。僕は離婚したくなかったで

すよ。上の子どもは成人していまし

たけれど、下の子どもは高校生と中

学生でした。子どもたちの将来のこ

ともあるし、新築の家のローンもあ

るし、心配しました。ローンは義父

さんが何とかするし、子どもたちは

女房が育てるというのです。仕方な

く、家を出ました。

それから、直ぐにコロナが始まり

ました。コロナ禍の中で会社の経営

状況がよくないというので、リスト

ラにあいました。少しばかりの退職

金をもらいましたが、直ぐにこの路

上生活です。また、頑張って働かな

いといけないと思うのですが、何か

もう働く気持ちになれないのです。

頑張る気力が起きないのです。今は、

バス停で寝ています。寝袋に入って

眠ります。こうやって、炊き出しも

あります。確かにきびしい生活です

が、仲間がいっぱいいますから何と

かなります。仲間がいなければ、こ

んな生活もできません。

今回の話を聞いていて、奥様やその家族の方々からは異なったストーリーを聞かされ

るかもしれないと思いました。どのストーリーが真実であるかということより、松山

氏がホームレスであるいという現実に最も関心があります。一般的にホームレスにな

るとうのは、人生の選択であるように思われているようです。松山氏の場合も彼の選

択だといえばそうかもしれませんが、積極的に選び取った道ではありません。実際の

ところ、気がつけばホームレスだったということかもしれません。私たちが社会生活

を送る要因に「希望」というものがあるように思います。いつか、松山氏がまた頑張

って働こうという気持ちになるような日がきてほしいと思います。そんな「希望」を

もてる人のつながりが結ばれてほしいと願うのです。

99



100 

 

 

 

 

 

スポーツおじいさんに 

なりたい！② 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『チャレンジャーズ』 

 

國友万裕 

 

 

 

 

 

 

 

1．無意識だったことを意識化すると・・・ 

  

 いきなり、際どい話で恐縮なのだが、最近

になって俺の陰部の謎が解けた。 

 実は俺は、睾丸が普通の男性よりも相当

大きいのだ。普通の人の、3、4 倍くらいの

大きさだ。これは赤ちゃんのときからで、お

ばあちゃんが心配して、病院に連れて行っ

たこともあるくらいなのである。 

 その時、その病院の先生は、「大きい方が

いいんですよ（笑）」と豪快に笑っておっし

ゃったのだそうである。 

 その後、俺はそのことに関してはそれほ

ど気にしたことはなかった。長いことプー

ルに通っていたので、短い競泳用のパンツ

をはくことはあったが、睾丸が大きいこと

を他の人から指摘されたことはなかったし、

一旦水に入ってしまえば体は見えなくなる。

仲のいい男の人と温泉に行くこともあるが、

人の股間なんてみんなジロジロ見ない。 

 ところが、最近になって、マッサージの人

からそのことを指摘され、たまたま泌尿器科

に頻尿の治療のために通っているので、そこ

の先生にそのことを相談してみたのだった。 

 すると、なんと、鼠蹊ヘルニア（脱腸）が

その原因だったのだ。だから睾丸が大きい

わけではなく、脱腸で、腸がはみ出している

ので、大きく見えるのである。 

コロナの前だから 6 年くらい前だったと

思うが、鼠蹊ヘルニアのせいで、救急車で運

ばれたことがある。あの時の痛さは大変な

ものだった。 

 あの時は若い男の先生が 2 人、一生懸命

ヘルニアを体の中に入れようとしていたの

だが、うまく入らない。そこにベテランの年

配の先生がやってきて、ぐっと押すとすっ
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とヘルニアはおさまった。医者は年寄りの

方がいいと言われるが本当にそうだなあと

実感したのだ。思えば、あの時手術を勧めら

れたのだが、忙しいし、怖いし、しなかった

のである。 

 今回の泌尿器科の先生は、「無理に手術す

る必要はないけど、もし気になるんだった

ら、ヘルニアの手術をすれば普通になるし、

紹介状を書いてもいい」と言ってくれた。 

 しかし、ネックがあった。全身麻酔の手術

でするみたいなのだ。俺は全身麻酔は嫌な

のだ。前に骨折した時に一度だけ経験があ

るのだが、一瞬のうちに意識がなくなる。あ

れは怖い。 

もちろん、手術は寝ている間に終わるので、

医者の方はその方が楽なのだろうが、その

まま目が覚めなかったら、手術の最中に地

震でも起きたらという気持ちにもなってく

るのだった。どこか部分麻酔でやってくれ

るところないかなあと思っているのだけど、

この頃の医者は手術というと必ず、全身麻

酔だとか言ってくる。部分麻酔でできる手

術でも、全身麻酔のほうが医者の方はやり

やすいのだろう。 

まあ、このままでいいかと思った。普段人

に見せるようなところではないわけだから。 

 だけど、その部分を意識し始めると異常

にそのことが気になるようになってくる。

これまではプールに行ってもお風呂に行っ

ても、全然気になっていなかったのが、この

頃はみんな俺の股間を見ているんじゃない

かという気持ちになってきて、意識してし

まう。 

 人間って、そんなものなのだ。意識し始め

ると、他の人は大した問題とは思っていな

くても、本人にとっては問題が大きくなっ

ていく。 

 スポーツ問題にしても、俺は子供の頃か

ら、運動神経ゼロだと言われ続けた。親や親

戚からも言われ、先生たちや周りのクラス

メートからも言われ続けた。だから俺は子

供の頃からその部分を過剰に意識するよう

になって行った。 

 俺は 60 歳になった今でも、そのトラウマ

をどうすることもできない。俺を傷つけて

きた人たちは、俺をこれだけ傷つけたこと

を覚えてもいないだろう。言っている方は

深い意味はないのだ。別に相手が運動神経

が良かろうが悪かろうが、他人からしてみ

れば、そんなのどうでもいい。軽い気持ち

で、冗談半分で言っているのだ。しかし、言

われている当人には、それが一生消えない

重荷になることだってあるのだ。 

 人間って、本当に嫌な生き物。 

 それはそれでいいのかもしれないのだ。

この世が理不尽で、嫌な奴に満ちた社会だ

ということがわかっているから、この後老

いて、天に行くのも怖くなくなる。 

 俺が洗礼を受けたのは一つにはそのせい

だ。洗礼は天国へのパスポート。きっとこの

世よりもいい世界が死後の世界には待って

いるのだ。 

 

2．男という快楽 

 

 2 ヶ月ほど前だ。 

 ボクシングでちょっとトレーニングが高

度になって、元教え子のトレーナーからお

腹を殴られた。何回も殴られた。俺は、殴ら

れるたびに、「いてぇ〜」とうずくまった。 

 その後、その日はまともに眠れなかった。

上体を起こしたような変な姿勢で眠ったの
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だった。その後も痛みは１週間くらい続い

た。 

 次にジムに行った時に、「俺はもう 60 歳

なんだから、あれはやめてくれ。あれだと仕

事に響くんだ」と元教え子に訴えた。ところ

が、彼の方は俺がそれを言ってもどこ吹く

風。「殴り合うのがボクシングじゃないです

か」と荒っぽいトレーニングをやめようと

しないのだ。 

 彼は 20 代半ばだから、まだまだ若い。ち

ょっとぐらい痛みが残っても、深刻な問題

とは思っていない。 

 マッサージの人にそのことを話したら、

「いじめられているんでしょうに」と言わ

れた。そのマッサージの人も、時として、も

のすごく痛い治療をしようとするのである。

「止めて！いてぇ！」と俺が叫んでも、「ち

ょっと押しているだけですよ。大丈夫です」

と一向にそれをやめようとしない。 

 思えば、この人も子供の頃から体育系で、

スポーツクラブのインストラクターをして

いたこともある人だった。 

 体育系のやつって、こんなものなのかと

俺は思った。 

 「痛い！」ことをわざとやる。それが特訓

みたいな雰囲気なのだろう。 

 先日のボクシングのトレーニングでは、

元教え子から、「僕の顔を殴ってください。

一回殴れたら、練習終わりにします」と言わ

れた。 

 とは言っても、彼の方は俺が殴ろうとし

ても、器用に体をかわしていく。殴るに殴れ

ない。それに教え子の顔を殴るなんて、どう

しても躊躇してしまう。「俺は元々人の顔を

殴れるような性格じゃないんだよ。俺は M

なんだから」と彼に言った。 

 「じゃあ、僕が先生を殴るのは良いんです

よね？ M なんだったら」と彼は笑って答

える。「それは、それで困るけど、、、」と俺。 

 「本当にこいつは俺の体のことを真面目

に考えていない」と本当に半ば切れそうに

もなるのだが、なんとなく体育会気分で嬉

しくなる部分もあるのだった。 

 ここのジムに行って楽しいのは、でかい

声で、「ありがとうございました！」「おっ

す」と掛け声をかけることができる自分に

なったことだ。 

  ここは小さなジムで、若い男たちがメイ

ン。女の人はほとんどいない。だから恥も外

聞もなく、体育会っぽい掛け声がかけられ

る。昔の俺だったら柄にもないことだから

躊躇していただろう。 

上半身裸になって、練習することだって

できる。この間も暑かったせいで、後半はず

っと上裸のままトレーニングをした。元教

え子は、「そんな汚い体をださんと。シャツ

を着てくださいよ」と笑いながらも、俺の上

裸の写真を撮ってくれた。 

楽しいひとときだった。 

 おそらく、体育系の男たちは、もう小学校

の頃から、こういう思いを味わってきたの

だろう。多少、荒っぽいことをしても、言い

たい放題を言っても、どこまでが許される

かがわかっている。 

だから俺も彼らのことを嫌いになること

はなく、関係は続いていく。思えば、彼のト

レーニングを受け始めて、もう 4 年の月日

が流れているのだ。 

 

3．男になんてなりたくない！ 

 

俺だって、子供の頃、こういう付き合いを
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したかったんだと思う。だけど、それができ

なかった。そこにはいくつかの要因があっ

た。 

 

① スポーツ音痴 

何よりもスポーツ音痴だったことである。

これは俺の母の家系からの遺伝だ。母側の

おじいちゃんはまったくのスポーツ音痴で、

兵隊にも行かれなかったと聞いている。母

側のおばあちゃんは、俺を誰よりも愛して

くれていたが、「万ちゃんも、スポーツさえ

できればねえ。昔はそんなのはどうでも良

かったから」と母にもらしていたのだそう

だ。俺がスポーツができないことは、子供の

頃から俺の人生の癌だったのである。 

このおばあちゃんの言葉から考えれば、

昔はスポーツ能力なんてどうでも良かった

のだろうか。それを裏付ける資料みたいな

のはないのだが、俺たちの頃は、それより昔

に比べてスポーツ教育が厳しくなっていた

ことは事実だったのかもしれない。実際、俺

のおじさんもおじいちゃんに似てスポーツ

音痴だが、おじさんは、適当に体育の授業を

さぼって、そのことに悪びれもせず、普通に

社会人になっていったのである。 

 

② スポーツは似合わないという劣等感 

俺は物心つくから、スポーツができない

と言われ続けてきたので、スポーツをする

のは、自分には似合わないという思いもあ

った。俺は大人しく本を読んだり、テレビを

見たりしているタイプの子だったので、腕

白とか悪ガキいう要素が全くない子だった。

俺は子供の頃からワイルドなことをするの

が似合わないと言われて育ったのだ。 

だから、スポーツマンっぽいことをして

も似合わない。俺たちが小学校の高学年の

頃 G ジャンが流行っていて、正月の親戚の

集まりの時のために、母が俺に一着 G ジャ

ンを買ってくれた。しかし、俺より３つ年上

の従兄は、自分も G ジャンを着ているのに、

俺の G ジャン姿を失笑した。「あんたには似

合わないんだよ」 

それ以来、俺は G ジャンは着なくなった。 

俺の心が弱いと言われてしまえばそれま

でだ。人からどう言われようが、気にしない

で着ればいいのだと言われるかもしれない。

しかし、俺は元々、G ジャンというタイプの

キャラじゃないことは自分でもわかってい

たし、自分が気にしていることを、人に指摘

されるのはひどく自尊心を傷つけられる経

験なのである。 

俺は男っぽいことをする柄じゃないのだ

という思いはずっと俺の心の底に染み付い

ていた。体育の時間は出来る限り自分は何

もできないんだと無力に小さくなって過ご

した。俺にとっては何もできない弱者でい

るよりほかなかったのだ。それが自分の身

を防御する唯一の方法だったのである。実

際できなかったし、頑張ってしようとする

と似合わないと言われることは目に見えて

いたからである。 

 

③男になると不当に厳しくされる 

さらに、いつも話す小学校の高学年の時の

女の先生だ。 

この先生は女子には絶対に体罰をしない

のに、男子には容赦なく顔が赤くなるくら

いのビンタを喰らわす人だった。この先生

が担任だった 3 年間、一度もこの先生から

ビンタされなかった男子は俺 1 人なのであ

る。他は 1 人残らずビンタされた。一方で、
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女子の方は 1 人としてビンタされた子はい

なかったのである。 

俺がビンタされないで済んだのは、一生

懸命、自分の男の部分を抑えていたからで

ある。ちょっとでも気を抜くと、その先生か

らビンタされる。ちょっとでも男の子らし

い悪戯や腕白なことをしようものなら、容

赦なくビンタが飛んでくる。 

その女の先生の口癖は、「男の子は将来一

家の大黒柱にならなきゃ行けないのよ」だ

った。「男は男らしく、女は女らしく」とい

う考え方が非常に強い人だったのだ。「男は

強くあらねばならないけれど、女は弱くて

も構わない」と言うのが、この人の考え方だ

った。 

にもかかわらず、男の子が男の子っぽい腕

白ぶりを発揮すると容赦なく殴る。自分が

男子たちに男らしい男であることを強要し

ておいて、男が、男っぽいことをすると殴

る。彼女は、全くの矛盾を男の子たちに押し

付けていたのである。 

俺は以前にもまして男の子集団から外れ

て行った。俺はその先生の体罰がそれくら

い嫌いだった。俺だけは殴られないように

しようと思っていた。俺はだんだんと自分

が男だということを憎むようになって行っ

た。女の子の集団で遊ぶようになっていっ

たのである。 

セクハラはどれだけ相手が挑発的な格好

をしていたにしても、誘惑的な態度をとっ

たにしても、する方が悪い。それはフェミニ

ストたちがずっと訴えてきたことだ。そう

であるのならば、俺がキモい男だったにし

ても、運動神経ゼロであったにしても、G ジ

ャンやタンクトップが似合わない男だった

にしても、それを露骨に意地悪く言う方が

悪いのである。 

そして、体罰もしてはならないことが定

められているのに、自分の気まぐれで平気

で体罰する先生の方が悪いのである。あの

当時はコンプライアンスなんて、全くない

世の中だったのだ。 

サンドラ・ヘフェリンの『体育会系 日本

を蝕む病』という本があるが、日本は体育が

できないとそのあとにも希望がもてなくな

る。まず、男の子らしい遊びから排斥され

る。俺はドッジボールの仲間にも入れなか

った。このまま大人になって、社会人になっ

ても付き合いゴルフだってできないだろう。

そもそも友達もできなくていつだってハミ

子だった。そんな俺が日本の体育会みたい

な社会にはまっていけるだろうか。 

俺はだんだんと現実の世界から逃避し、

自分の世界で遊ぶようになっていったのだ。 

 

４．過去や現在を正しいと思わないで・・・ 

 

 俺は高校になってすぐに不登校になった。 

 学校にいても人目が気になって、先生の

話を聞くことすらできなくなり、完全に気

が触れたような状態になってしまっていた。

1 年高校を休学しても治らず、その後、通信

制の高校に移った。全てが惨めな毎日だっ

た。母にも苦労をかけた。近所の人たちから

は白眼視される日々が続いた。 

母はその当時から、ある宗教団体に頼るよ

うになった。そして、一度母に連れられて、

その団体に行った。 

あれは 17 歳の時だ。通信制の高校に移っ

て 2 年目になり、どうにか大検を目指して

前向きに勉強していた頃だった。 

 その時、宗教団体の上の方の地位にある
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おばさんが出てきた。母より年上の人だっ

た。俺の状態がどうなのかということは母

や他のおばさんたちから多少は聞いてはい

たはずだったが、会ったのはその時が初め

てだった。 

 そのおばさん、俺に会うなり、次のよう

に偉そうに説教をし始めた。 

「もう一度、高校を受験して、行かれること

をお勧めします。ちゃんとプロセスを踏ん

でいかないと・・・」 

 ただでさえ、不登校でどうすることもで

きず苦しんでいる子に、こんなセリフを言

ったらますます追い詰めるだろう。その時、

俺はすでに 3 年も遅れていて、どうにか大

検を受けて、大学に行こうと前向きになっ

ていた頃だ。そんな時にこんなセリフを言

われたんじゃ、ますます、迷いが生じる。 

 このおばさんの問題点は社会の仕組みや

社会のプロセスを踏んでいくのが真っ当な

生き方だと思っていて、そのことに疑いす

ら持っていないところだった。形の方が先

で、他の要素を全く考えていないのだ。そし

て自分の方が相手よりも正しいのだという

思い込み。当時は、こういう人というのはた

まにいたのである。 

俺は普段大学生と接しているが、大学の

場合は高校までとは訳が違うし、みんな大

人である。アメリカの大学なんかだと 25 歳

以上の大学生が 40％もいるのである。しか

し、日本は大学生であっても、1 年や 2 年

浪人したくらいのことを気に病んでいる子

はたくさんいる。 

それが、高校となったら尚更である。高校

生はまだ管理の下に置かれる。軍隊のよう

な統制下におかれる。そういう生活を 3 年

も遅れてできるだろうか。 

さらに、このおばさん、その後、高校の話

になったときは、「私の知り合いの息子さん

は、学校から帰ると目一杯勉強していまし

た。高校生っていうのはそれくらい勉強す

るものなんですよ」とそれが当たり前のこ

とみたいに断定した。 

 当時は確かに受験戦争は厳しかった。一

流大学に入るためには 3 年間勉強にプライ

オリティをおかざるを得なかった。そのた

め、そういう日本の教育体制に対する批判

もあったのである。しかし、このおばさんは

社会のあり方に対する疑問を全くと言って

いいほど持っていなかった。画一的な社会

や周りと同調する社会を丸ごと受け入れて

いくのが、人間の真っ当な生き方であるか

のように思っていたのである。 

時は花の 1980 年代である。まだバブルが

弾ける前だったので、好景気だった時代だ。

努力すれば人間誰でも報われるという信念

を持っていた人が多かったのである。 

 日本はサンドラ・ヘフェリンさんがいう

ように「同調圧力」と「根性論」の国だ。個

人差なんかは全く無視して、周りと同じこ

とができないやつは容赦無く糾弾される。

根性なしと言われる。そういう国なのであ

る。 

 当時は、それこそベルトコンベアーの時

代。同じルーツを辿って、同じスーツをまと

って、同じ行程を歩んでいく。当時の日本人

は、それが真っ当と思っていた。そういうア

ホな国だったのだった。 

先日 7/26(金) のニュースに出ていたの

だが、熊本の中学で、遅刻した罰としてプー

ルの端を走らせてやけどさせた体育教師の

こ と が 問 題 に な っ て い た

（https://news.yahoo.co.jp/articles/0e5e36

https://news.yahoo.co.jp/articles/0e5e36ab6f7b8154635b88cf4b88e6bc828a3d2d
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ab6f7b8154635b88cf4b88e6bc828a3d2d ）。

まだいまだに、九州はこうなのである。 

まして、九州の人吉である。人吉といえ

ば、郡部のほうで、熊本市で暮らしている人

間であっても滅多にいくことはない。熊本

の郡部は、つい 10 数年くらい前まで、男子

中学生に丸刈りを強制していた地域で、そ

ういうところだから、意識が 50 年くらい遅

れているのだと俺は偏見と差別に満ちたこ

とを思ってしまうのだった。 

 まして、俺たちの頃は親だって先生だっ

て、第二次大戦を潜り抜けた世代だった。だ

から、衣食住にも困るような時代を通り過

ぎているから、学校での体罰や叱責ぐらい

は軽いことみたいに思っている人が多かっ

たのだろう。 

 だけど、過去や現在を正しいと思わない

で！世の中は確実に変わっていく。人の心

だって確実に変わるのだ。これ、前に日吉ミ

ミの歌の歌詞にあったよね？笑 

これを九州だけのことだと思いたい。 

もう俺は九州に帰る気はないから、九州

なんて異文化社会と思って、自分と切り離

せばいいのだ。九州は保守的。共産党の力が

強い京都とは、文化が大きく違っているの

である。 

とはいうものの、俺は京都に来てからも

う 40 年以上が経っているが、俺が京都に来

てから接してきた人は主としてインテリ族

である。 

そもそも大学から大学院に進んで、大学

の講師の仕事を始めた。当然のことながら、

周りは超高学歴の人たち。 

30 代になって、男性運動に参加したが、

ここで出会った人たちも、大学関連者が多

かったし、普通よりも遥かに学識のある人

たちだったのである。 

そして最近になって、クリスチャンにな

り、教会に通い始めたが、教会にくる人たち

もインテリ族の人ばかり。 

従って、俺が京都に来てから出会った人

たちは、ほとんど頭脳派で、優等生できた人

ばかりなのである。これを基準にして、世の

中を考えるのは間違いなのかもしれないの

だ。 

ちょうどお盆の頃、教え子の男の子 2 人

と筋トレに行った。俺は体育会のやつが好

きだ。俺が体育会とは程遠い性格だったか

ら、体育会のやつを見ると羨ましくて、憧れ

てしまう。思えば、普段プライベートで食事

に行ったり、卒業後も付き合いを続けてい

るのは体育系のやつが圧倒的なのである。 

彼らは本当に俺を持ち上げるのが上手い。

ジムでも、親切に指導してくれるし、「先生、

マッチョですよ」「僕の親父なんかに比べれ

ば、はるかにしまっていますよ」と嬉しいこ

とを言ってくれる。あまりにもお世辞が上

手いので恥ずかしくなるくらいなのだ。 

 トレーニングが終わった後、サイゼリヤ

に行った。 

 ここでも、彼らは、「先生、僕が水持って

きます」「おしぼりどうぞ」と至れり尽くせ

りである。 

 俺は、彼らがあまりにも気を遣ってくれ

るので、やはり体育会だから、上下関係の厳

しい世界を生きているせいかと思った。昔

は体育会というと上下関係厳しくて怖いと

いうイメージだったのである。しかし、彼ら

に聞いてみると、今はそれはないとのこと

だった。 

 ただ、「クラブの OB で、1960 年代、70

年代ぐらいにクラブにいた人だと怖いです

https://news.yahoo.co.jp/articles/0e5e36ab6f7b8154635b88cf4b88e6bc828a3d2d
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よ」と漏らしていた。 

 60 年代、70 年代に大学だった人といえ

ば、おそらく団塊の世代前後の人である。も

う戦争は経験していないにしても、学生運

動の嵐の中で育った人たち。人間は戦い、傷

つくことによって強くなるんだという古い

価値観に囚われていたのだろう。 

 いや、そこまで考えていなかったのかも

しれない。あの世代の人たちは今の感覚で

言えば単細胞なのである。思えば、俺が中学

くらいの頃、ちょうど映画とかに関心を持

ち始めた頃の映画やテレビドラマは単純で、

陳腐な内容のものが多かったと記憶してい

る。 

 あの当時、山口百恵主演の『赤いシリー

ズ』が人気があった。『赤い疑惑』というド

ラマでは、彼女が白血病で若死にするまで

の物語をもろメロドラマに描いていた。不

治の病だけではなく、あり得ないような悲

劇が彼女をどんどん見舞っていく。今見る

とアホみたいな話なのだけど、あの頃の人

はあんなアホなものに夢中になっていたの

である。 

 映画でもそうだ。あの頃は、白血病で死ぬ

という映画が非常に多かったのである。し

かも、それを現実とは程遠い、あり得ないく

らいの御涙頂戴映画として描いていく。 

 この頃はそういう映画はめっきり減った。 

 これは時代の成熟だと俺は前向きに考え

ている。 

 

5．『チャレンジャーズ』（ルカ・グァダニーノ監

督・2024） 

 

 スポーツ映画にしてもそうだ。 

 70 年代には、『ロッキー』（1976）が一斉

を風靡した。ああいう単純明快なスポ根映

画があの頃は人気があったのだ。 

1996 年『白い嵐』という映画があった。

この映画は海兵隊の男の子たちと鬼の指導

者の話だが、これは褒めている人もいたけ

れど、俺は好きになれなかった。 

1982 年の『愛と青春の旅立ち』でも鬼の

軍曹が出てくるが、あの当時は鬼の軍曹を

ある面美化して描いていたのである。 

もちろん、これらの映画の場合は、軍人を

志願している若い子を教育するという目的

があるからで、そうそう優しいことばかり

も言っていられないというのはあるのだろ

うが、それにしても行き過ぎだと俺は思っ

ていた。 

そういえば、この当時までは、自動車教習

所の教官なんかでもヤクザ者みたいな人が

多かったのだ。 

 しかし、その後、時代が下るにつれて、そ

ういう単純なスポ根映画やしごき文化はな

くなっていった。 

 21 世紀のスポーツ映画は、単なる根性も

のではなくなってきている。むしろ、男の子

にシンクロをやらせたり（『ウォーターボー

イズ』、女の子にサッカーをやらせたり（『ベ

ッカムに恋して』）という、クロスジェンダ

ーの面白さを狙うものが増えている。 

 最近見たスポーツ映画でダントツで面白

かったのは、『チャレンジャーズ』である。

これはゼンデイヤの主演で、テニスの世界

を舞台にしている。 

 ここでは彼女が演じるテニスプレイヤー

が 2 人の男性テニスプレイヤーを同時に愛

し、しかも男 2 人もゲイ的な関係になって

いくところが、きわめてファッショナブル

に描かれる。すなわち、スポーツを介したバ
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イセクシャルの話であり、ネタバレになる

が、とりわけラストの男 2 人が抱き合う場

面は秀逸である。 

 ある先生の話だと、最近の日本のアスリ

ートが世界的に活躍するようになったのは

シゴキ文化の衰退のせいだそうである。 

先述の通り、アメリカでもスポーツ根性

ものはもちろんあるが、日本はとりわけ根

性論の国、練習させ過ぎるというのは昔か

ら批判されていた。しかし、徐々にそういう

文化はなくなってはいるのである。 

おそらく、生徒をシゴく指導者や教官は、

おそらく、そういう支配的な男が男の中の

男だと思っていて、そういう男を演じるこ

とにハマっているのである。 

しかし、そういう先生たちはもうオジイ

ちゃん。近いうちに世の中から消えていく

だろう。そう考えれば、世の中は悪くなんか

なっていない。むしろ、多様性や感受性を大

事にする世の中へと進化しているのである。 

あと 10 年、20 年、とりあえず、まだ俺

が生きている間に、今までの鬱憤が晴れる

ような世の中にならないかなあ。それが俺

の切なる思いである。 
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役場の対人援助論 

（49） 

岡崎 正明 

（広島市） 
 

 

助言かせんといかん！  

  

 若い頃は生意気で（今もその感は否めないが）、児童相談所に勤めてから初めて入った

お客さんとの面接で、30 歳位上の先輩職員に、  

 「あの～、DV とかあるかもしれないので、夫婦分けて面接した方がいいんじゃないで

すか？」  

 などと意見したりする職員だった（内心ビビってたけど）。  

 たしか還暦近い左官の夫と、30 代のブラジル人妻が 3 歳の子どもと来所していて、

生活の立て直しのために子どもを施設に預けたいという相談だった。目がクリクリした

可愛い子だった。  

私は採用試験で、  

 「アメリカでは 10 年以上前から児童虐待が社会問題になっています。これから日本

でもそれは大きな問題になると思うので、ぜひ児童福祉分野で仕事がしたいです！」  

 と鼻息荒く話し（珍しくこの予想は当たってしまった。競馬はてんでダメなのに）、め

でたく希望が叶って児童相談所勤務となったのだが、社会福祉士の資格だけは通信制の

専門学校でとって入庁したものの、大学は法学部でまったく福祉のことは学んでおらず、

20 代の職員は私だけということもあって、何をどうしていいのか、誰に何を聞けばいい

のか、まさに「何が分からないのか、それが分からない」状態であった。  

 そのくせ、かすかに分かることや自分が思いついたことは、つい黙っていられない質

で、上司や先輩にアレコレ意見具申し、  

 「うん、たしかに。岡崎くんの言うことももっともだ」  

「いいんじゃないか」  

 などと評価されると、  

 （よしよし、俺の考え間違ってないぞ！悪くないぞ！）  

 と喜んで、ホッとして、自分がここでやっていける足掛かりをなんとか感じようとし

ていた。  

 だから質問に的確に答えてくれたり、納得できる助言をくれる先輩や上司、役割的に
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言えばスーパーバイザーと呼ばれる人たちをすごく頼りにしていた。今さらながら、そ

ういう存在に本当に助けられ、支えられ、目をつぶってもらってここまで長く勤められ

るようにしてもらったんだと思う。  

 ただ、逆にそうでもない年配の職員に対しては、  

 （あの人より俺の方がなんぼか働いとるわ！）  

 などと、余裕がなくなると自分のしんどさを八つ当たり的にぶつけるような心持ちに

なり（だぶん隠してたつもりだが、態度に出ていたことだろう）、無礼極まりない若者で

あった。  

今さらだけど、本当にごめんなさい。  

 

 因果応報？輪廻転生？あなたの番です？…よく分からないが、時の経過とともにそん

な生意気な若手職員も歳をとり、ここ数年は見事に中間管理職となって、今まさしくス

ーパーバイザー的な業務が中心となってきている。  

 「あの、岡崎さんちょっと…」  

 「ご相談したいことがあるのですが、いいですか？」  

 最近私に話しかけてくれる職場の人の多くが、こんな感じの声かけから始まる。  

 伺い、承認、報告、許可。協議、相談、お墨付き。そしてそれにともなう責任…。  

そんなワードを意識する仕事が増えてきて、私の感じる悩みも、仕事の見え方も、若い

頃とはずいぶん変わってきたように思う。まあ、そんな現象は私だけではなく、同世代の

多くが経験することだろうけど。  

 職員からの相談を受ける側、助言する側の立場となり意識すること。１つはもちろん、

子どもや当事者家族にとって、今の私たちにできる最大限のことは何か？何が一番いい

のか？ということで、これは昔から変わらないポイントだ。  

ただ、それと同じくらい意識することがもう１つ。それは相談をしてきた職員・ケース

ワーカーにとって、私がどう対応し、どう助言すること（あるいはあえて助言しないこ

と）がいいのか？どうすれば彼（彼女）の役に立ち、学びになり、効果があって元気にな

れるのか？という点である。  

どんなに的を得た見立てで、家族のためになる正論な意見でも、現実的にケースワー

カーが実行できないことでは、まさしく絵に描いた餅だ。  

「そんなこと言うけど、それできんの？」  

「じゃあ、おたくがやってみてよ」  

なんてバックレたことは、うちの若い子は人間ができているので言わないが、そんな

風に思わせてしまったら、こちらの負けである。  

 そのことは、私の師匠（勝手にそう思っているが、先生は弟子認定してくれない）であ

る、児童精神科医の岡田隆介先生から教わった大切な姿勢のひとつで、先生がほとんど

前半は眠っているような判定会議でも、後半の最後にバッと起きて、  

 「それはこういうことやん。君すでに〇〇できてるし。これでいったらええやん！」  

と、困り果てている担当ケースワーカーにリフレーミングを行い、とにかくワーカー

を勇気づけ、元気にすることで、家族にも変化を起こしていく姿を目の当たりにしてき

た者として、身に染みている。  

なお、岡田先生のスゴさについては、対人援助学マガジン５７号、宮井研治さん作「人

生は対応のバリエーション  ～第 5 話私説『岡田隆介論』～」に詳しいので、ご参考に。  

 

 そんなわけで、ケースの正しい理解と効果的な助言を目指しながら、担当職員を勇気

づけ、さらに教育的効果も狙うというのが、目下私の命題なのである（一度に何匹のウサ
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ギを追うつもりなのか？って感じだが）。  

「スラムダンク」でいえば安西先生、「鬼滅の刃」でいえば鱗滝左近次、「風の谷のナウ

シカ」でいえばユパ様あたりが、目指す理想像なのだ。あ、ちなみにユパ様はあの風体で

なんと 45 歳（！）という設定らしいが、どう見ても私の年下には見えない貫禄と説得力

がある。さすが腐海一の剣士である。  

 だから最近はケースの相談を受けている最中に、個人的に良いこと思いついたり、「こ

うすればいいじゃん！」なんて感じても、  

（待てよ～岡崎。ここですぐいっぱい言えばいいってもんじゃないぜ…）  

とひと呼吸おいて、伝える内容やタイミングをフル回転で考えたりしている（でも結

局よく喋るけど）。  

細かく、丁寧に、具体的に助言を伝えることで、より正確にその意図を理解してもら

い、高い効果を狙いたいと思う反面、あまりに手取り足取りやり過ぎると、自分の頭で考

えない、私の意見を聞くだけの人間を作ってしまわないか？指示待ち人間にしてしまわ

ないか？  

 「俺が頭脳でお前は手足！黙って言われた通りに動いてりゃいいんだよ！」  

 的な方向に行くのは非常に危険で良くないよな…と思ったり。  

かといってあんまりにもケースの見立てがズレてて、子どもの福祉にも良くない状況

なのに、  

 「そうかー。キミがそう思うなら、好きにおやり。自由気ままにね～。ルルル～」  

 なんてのも絶対ダメだよな～とか。  

なんとかその間にある、ベストバランスを探そうとあがいている。そんな感じである。

いまだに正解は分からんけども。  

 

正解が分からないといえば、  

「どうしたらいいですか？」  

と聞かれて、これにすぐ答えた方がいいのか？それともまずは本人の考えを聞くのが

いいのか？も悩ましいところで。まあ大抵は、  

「あなたはどう思うの？迷ってていいから教えて」  

 と聞くようにはしているが。  

 相談してきた職員からすれば、  

 （分かんないから聞いてるんだから、早く答えてよ！）  

 とか、  

 （た、、試されてる？）  

 とか思わないかな…と少し心配もしてしまう。  

でもやっぱり、自分であーでもないこーでもないと考えて欲しいなと思って、そんな

問いかけをしてしまう。別に試してるわけではないし、私も正解を持っているわけでは

ないので、純粋にケース家族の一番近くにいる人の意見を聞きたいというのが、根底に

ある。  

  

 理想的なスーパーバイズとは何なのか？なりたてスーパーバイザーの私に分かるわけ

はないが、普段気にしているポイントを忘備録代わりに記すとしたら、下記のようなと

ころだろう。  

 

①  聴く・理解する編  

・  相談してきた職員が何に、どれくらい困っているのか？  
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・  どうしてその職員はそう思っているのか？（見立ての理由・根拠）  

・  職員のできている点、上手くいっている点はどこか？  

・  本当はどうしたい、どうなればいいと思っているのか？  

・  職員とケースや関係機関の間で、何が（どんなパターンが）起きているのか？  

・  今、ここで（スーパーバイズ場面で）何が（どんなパターンが）起きているのか？  

②  伝える・動かす編  

・  いかに分かりやすく、納得できるように伝えるか？  

・  本人ができそうだと思えるか？希望や見通しを持てる助言になるか？  

・  どうしたらより職員本人が主体的にケース理解を深め、想像力を高められるか？  

・  本人がマシやできている点を認識し、リスクもストレングスも平等にテーブルに乗せ

て見られるようになるか？  

・  いかに本人の努力を労い、苦労を分かち合って感謝を伝え、心理的安全性を高められ

るか？  

 

ざっとではあるが、そんな風に整理して考えると、基本的にスーパーバイズにおける

職員への向き合い方と、私自身のケースとの向き合い方って共通しているなあ…と気が

ついた。まあそれは私が曲がりなりにも家族療法やシステムズアプローチを学んだから、

当たり前といえば当たり前なのかもしれない（っていうか、それしか知らんのだが）。  

対象が職場であれ、当事者家族であれ、そこにシステムとパターンがあり、こちらがど

う関わって変化を起こすか。その辺りに私の興味はあるのだろう。悩む職員にどうジョ

イニングしてコンプリメントし、例外探しやリフレーミングで「なんとかやれそう」との

希望を作り出していくか。多くの先達や師匠・岡田先生から教わったそのタネを、どう若

手に受け渡していくのか。それが今私が最も大切にしている仕事なのだ。  

 ただ悩ましいのが、若い頃は確認・承認をしてもらえる先輩・上司・師匠などが多くい

て、間違いの修正や助言をもらうことができていたのだが、この年になってくるとドン

ドンそういう相手が減ってしまい、  

 （これでいいのだろうか…）  

 という不安を自分で処理したり確認したりすることに、まだ慣れないでいたりする。  

 まさか若手におじさんのグチや悩みを聞かせるわけにもいかないし。  

まあ今はまだ少なからず、自分の上司や先輩というポジションの人がいてくれている

から良いが、この先さらに歳を重ねると、どんどん相談したり承認してくれる相手がい

なくなるんだよな…などと考えていると、所長や社長といわれる人の、いわゆる「トップ

の孤独」の大変さ、しんどさを改めてしみじみと感じるようになった。  

 世の中のトップの方々、本当にお疲れさんです。  
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なんとなく「やさしさ」が求められる時代である。  

強い言葉や「指導」はハラスメントと指摘されること

もあり、うるさすぎるなあと思うこともなくはないが、これ

までハラスメントが見過ごされすぎてきた反動とも考え

られる。やさしく言えばいいというものでもないが、怒鳴

りつけたり、ましてや暴力は不要である。 それに、職場

の同僚や部下に対するセクシャルなかかわりは不要な

はずだ。  

 ただ、こういうものは一概に「これこれしたらハラスメン

トです」とは言えないはずである。暴力などの明らかな

もの（暴力はハラスメントというより犯罪である）は別

として、例えば一度怒鳴ったらハラスメントなのか？間

違いを指摘したらハラスメントなのか？どれも「場合に

よる」としか言えないのではないだろうか。どうしても

我々は、「〇〇することはハラスメントになります」とか

決めたがるし、はっきりさせたがる。  

 本来は行為があったかなかったよりも、相手の人間

性の搾取があるかどうかであるはずだ。そしてそれには

関係性が大いに影響する。だから、年頃の男女のい

わゆる「アプローチ」は該当しないことが多いはずであ

る。しかし、意図しない相手からの唐突なアプローチは

好ましいものにはなりにくい。段々仲良くなって、「なん

かいい感じ」になってから先に進めばいいのに、一言ふ

たこと話したことがあるくらいの人がいきなり告白してし

まうのはハラスメントととられてもしょうがない。どうしても

年長男性はパワーを持っていることが多いので、若い

女性が適当に同調しているものを好意ととってしまうの

だろうが、それにしたってソレとコレと違うのくらいわかれ

よと思ってしまう。  

 そういう場合も含めて、「どういうのだとよくて、どうい

うのがダメ」というのは非常にわかりにくい場合も多い

ので、ひとまとめにして「ハラスメントだ！」としているの

だろう。気心のしれた相手に対して「アホか www」とい

うツッコミをするのは、だいたいの場合 OK だが、ほぼ

初対面の新人さんにそんなこといったら怖がられたりし

て、それはハラスメントだったりするものである。  

 どれにしても、相手との距離感が適切でないと言え

るだろう。人と仲良くなるには、いい感じに踏み込んで

みたり、ちょっとだけ言い過ぎてみたりして距離を測って

いく。遠すぎると仲良くなれないし、変に近すぎると警

戒されるだろう。そこをうまくやるのがコミュニケーション

能力というヤツなのだろう。  

 やたらと人事部門に言いつけたり、いきなり大騒ぎ

してしまうタイプは、そもそものコミュニケーションが取れ

ていない可能性が高い。上司に対して関わり方の不

満を言うにしても、（モノによるが）いきなり「それはハ

ラスメントです」などとするのは悪手である。大ごとにし

てその上司の社会的立場を粉砕したいという目的な

のであればそれでよいが、よりよい環境で働きたいとい

うことが目的なのであれば、その方法はだいたい間違

Sheet26 
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いである。同僚に相談したり、直接の上司に相談した

りといった段階を踏むのが適切であるが、そういうコミュ

ニケーションが取れない人もいる。  

 これらの原因のひとつとして、人間関係の経験値が

足りてないために、だんだんと距離を縮めることがうまく

ないということが関係してそうだ。あるいは、距離を詰

める手段をあまり持っていないのかもしれない。周りに

いる若い独身コミュ強は、驚くほど気軽に女性を飲み

に誘うなど、距離をほどよく詰めるのがとてもうまい。詰

めすぎない。でも詰める。重ねてきた経験＋成功体験

（＋たくさんの失敗）が違うのだろうと思う。  

 私の周りでは目立たないが、飲み会に参加したが

らない人。若い人に多いというが、ある程度年齢がい

った人たちの中にもそれなりにいるように思う。「酒を飲

まないと仲良くなれないのか？」という考えの人もおか

しくはないが、職場の飲み会というのは「お手軽」なの

である。職場の飲み会以外で、仲良くなりたい同僚を

誘うほうがよっぽど難しいよね？仲良くなりたい人、も

しくはまだ話したことがないけど普段はあまり用事がな

い人と仲良くなるのにお手軽なモノが職場の飲み会で

ある。もちろん、気の合う人ばかりではないだろうし、面

白いばかりではないだろう。でもまあ、参加してみて、

「この上司はこんな顔ももってるのか」とか、「この人意

外とめんどくさい人だな」とか、楽しんでいる自分を発

見するだとか、いつもとちょっと違うものがみえたりする。

それが多分、コミュニケーションの経験値になるのでは

ないだろうか。  

 仲良く話せる人が増えると、職場の飲み会も楽し

いし、普段の仕事も前よりは楽しくできる。そうなってく

ると、「ハラスメントだ！」なんて大騒ぎせずとも、誰か

に相談できたり、職場環境をよりよくするための工夫

ができたりするのだ。別に、職場の人とすごく仲良くな

らなくたっていいんだけど、プライベートの一面を知って

いたり、大事にしているもののひとつを知っていたりする

ほうが、普段のコミュニケーションもスムーズになり、なに

かと聞きやすいし、頼まれやすく、仕事がうまくいくので

はないだろうか。  

 少し年をとってから、部下や後輩にハラスメントだと

言われずにうまく指導するためにも、ほどよく仲良くな

る術を持っていることは大事なことだと思う。仲のいい

先輩に「もうちょっとここは丁寧にチェックしなさいね」と

言われるほうが、受け入れやすいだろう。仲がいいわけ

でもなく、前から気に食わない人から注意されると「な

んでオメーに言われなきゃならんのだよ」「ハラスメントか

よ」となりがちである。  

 コスパタイパを重視して、「直接役に立たないことは

したくない」という気持ちもわかるが、「ピンポイントで必

要なものだけ得る」というのは非常に難しいことであ

る。一見いらないものや無駄なものをたくさん集めて積

み上げて、その上にできあがるのが「ほんとに必要なも

の」であることは多い。20 人の職場の飲み会でも、ち

ょっと話してみたいなと思える人が一人か二人いれば

よい。もしかしたら、あなた自身がそう思われている一

人かもしれないし。「今日は話したことない人二人と話

してみよう」と思って参加するのもよいかもしれない。参

加してみたらつまらないかもしれない。でも、そういう経

験を重ねることって案外大事なんじゃないかな。 

ハラスメントだーと騒ぐ前に、できることは結構あるん

じゃないかと思ったりする。  

 

 

 もちろん、許せないやつは許さなくてよい！！  
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一般社団法人の設立時社員になりました 

今年の８月に、新しく設立される一般社

団法人の設立時社員かつ理事になりました。

無給の公益性重視の一般社団法人なのです

が、この辺りを届の提出で許可してくれる

大学の寛容さがありがたいです。この一般

社団法人の名称は『子どもと育ちのコホー

ト研究・実践協会』となっていて、乳幼児の

発達研究の実施や支援を行うことを目的に

設立されました。法人の設立に関わるとい

う、これまでに想像もしていなかった展開

に、戸惑い半分、わくわく半分という感覚で

す。41 歳で前職を退職した時に個人事業の

開業届の提出くらいはやったのですが、法

人設立となると比べ物にならないほどたく

さんの手続きがあり、とても自分にはでき

ない仕事だと思いました。主導してくださ

った理事の方に感謝です。この法人の設立

には BOLD（Baby Online Live Database）

という件級プラットフォームが関わってい

るのですが、本日はこの BOLD を含めた赤

ちゃん研究関係の近況について書いてみよ

うと思います。 

  

BOLDのこと 

 『BOLD とは、日本赤ちゃん学会ライブ

データベース研究部会が運営する発達研究

のための新しいオンライン調査システムで

す。全国の大学等の発達研究者と子育て中

の保護者をつなぎ、自宅から気軽により多

くの方に研究に参加してもらうことを通じ

て、人の心や脳の発達、そして発達の個人差

を多面的に把握することを目標としていま

す。単なる研究の場所としてだけではなく、

赤ちゃん、保護者、発達研究の研究者の交流

の場となることも目指しています。』（日本

赤ちゃん学会ライブデータベース部局ホー

ムページより） 

 Web または紙媒体の調査票に回答しても

らうことでデータを得る。少子化が進み、乳

幼児（特に多くの場合在宅である 0 歳児）

の発達調査を行うことがますます困難にな

っていくと予想される中、このようなオン

ライン調査は今後さらに本格化していくと

期待されます。一方で、オンライン調査には

メリットだけでなく、デメリットあるいは

限界もあります。赤ちゃんと直接会うこと

はできませんから、調査手法は限定されま

す。また多くの場合、対象者は自宅などから

参加することになり、参加のハードルは下

がりますが、調査場面の設定を厳格化する

ことは難しいです。ただ、これらの限界はあ

っても、やはり今後オンライン調査は赤ち

ゃん研究の中での大きな流れになっていく

発達検査と対人援助学 

⑰ 赤ちゃん研究の第二幕 

 
大谷多加志 
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と思います。 

 BOLD システムの利用を検討される研究

者の方や、調査に参加してみたいお子さん

の保護者の方は、以下のリンクから連絡あ

るいは BOLD へのご登録をお願いいたし

ます（登録無料です）。また研究者の方は加

藤ほか（2024）や、Kato et al.,(2021)などに

システムの特徴や今後の展望について書か

れていますので、併せてご参照頂ければと

思います。 

 

【BOLD の登録手順はこちら】 

resigtration (bold.or.jp) 

 

【BOLD を利用したい研究者の方はこちら】 

研究者向け情報 (bold.or.jp) 

 

赤ちゃん調査のこと 

 そんな想像が膨らむ BOLD のプロジェ

クトにこれからも関わっていくわけですが、

一方で自分自身はほとんどの調査を対面で

実施し、調査手法もアンケート式のものは

ほとんど使ったことがなく、個別に実験的

な手法を用いてデータを得ることは中心で

す。そうすると、オンラインによる制約は、

相対的にほかの研究者と比べても大きくな

ってしまいます。あとは単純に、赤ちゃんと

遊びながら調査をする方が好き、というも

のあります。 

 ここからは執筆者短信に書いたこととも

重なるのですが、対面での赤ちゃん調査の

お話です。これまで、対面での赤ちゃん調査

は同志社大学赤ちゃん学研究センターに共

同研究の計画を採択して頂き、実施してき

ました。おそらく 2018 年が最初の共同研究

だったので、そこから 7 年目ということに

なります。今、科研費を得て行っている研究

も、もともとは赤ちゃん学研究センターの

計画共同研究でスタートを後押しして頂い

たことがきっかけで、センターとの出会い

がなければ今の研究活動はまったく実現で

きなかったと思います。 

 その赤ちゃん学研究センターが、2024 年

度末で学外の研究者への共同利用事業を終

了することとなったと発表されました。シ

ンプルな寂しさと、あれほど助力頂きなが

ら大した成果を出せなかった申し訳なさと、

慣れ親しんだ訪問先がなくなる喪失感など、

いろいろな感情が渦巻きまいています。と

はいえ、まだ赤ちゃん学研究センターでの

調査は今年度末まで続きますので、最後ま

でやりきり、これまでの成果もできるだけ

よい形でまとめられればと思っています。 

 一方で考えないといけないのが、自分の

研究活動のこれからです。いくつかの研究

テーマがありますが、やはり赤ちゃん研究

は一番ウエイトが大きなもので、これが続

けられなくなるのは大きな痛手でした。そ

れで、少し自信はなかったのですが、自分の

研究室で独自に赤ちゃん調査をスタートさ

せてみることにしました。幸いにして、学内

の単年度の研究助成を得ることができ、調

査スペースの設備購入費を準備することが

できました。 

https://www.bold.or.jp/registration
https://www.bold.or.jp/for_researcher
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 イオンモールでフロアマットを大量買い

して床に敷き詰め、本棚に覆いをつけるた

めにカーテンとカーテンレール替わりの針

金を設置し、最後に室内における組み立て

式のダンボール階段を特注で作ってもらっ

て、赤ちゃん学研究センターの調査室をギ

ュッとコンパクトにしたような調査室が誕

生しました。倫理審査などの手続きも完了

し、あとは参加者募集ができれば、いつでも

調査を始められる段階になりました。自前

でこのような試みができるのも、これまで

に与えてもらった機会があったからにほか

なりません。終わるものもあれば始まるも

のもあります。ここまでつながってきたも

のを、よりよい形で次につなげていきたい

です。 

※予算不足で手すりは自作しました！ 
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立場が変わると何が見える 

～その１０ 対人援助者の姿勢～      
                    

坂口 伊都 

 

はじめに 

  

今年の夏も猛暑。朝８時の外気温が３４℃と、最高気温でも不思議ではない気温です。今後、夏の気

温はどこまで上昇するのでしょうか。末恐ろしさを感じます。 

 

８月２日～４日に開催された京都国際社会福祉センター家族療法ワークショップ STEPⅡにスタッフ

として関わらせていただきました。受講生は２３名。 

１日目  １３：００～１８：３０ 

２日目  ９：３０～１８：３０ 

３日目  ９：３０～１５：３０ 

という長時間の研修でしたが、気がつけば、あっという間に終了時間が来ていました。 

 

私は、「家族面接の質問からの展開方法について」を担当。 

２日目に受講者が４つのグループに分かれ、それぞれ問題を抱える家族になりきり、各グループ分の

家族面接を録画します。３日目の担当時に、その中の１グループの録画を見ながら、振り返り、面接者に

別の質問を考えてもらい、その場で模擬家族に新たな面接を実践し、また振り返るワークです。 

 

家族面接の初回面接では、ジェノグラムを描きながら、家族の名前、漢字、年齢、職業等を尋ね、３世

代を描いていくのが基本です。それは、私の中でテンプレートのようなものになっています。受講生の

皆さんが、基本情報を得ることに悪戦苦闘している姿を見て、改めて慣れていないと難しいものなのだ

とわかりました。 

 

具体的には、 

「どなたからでも結構ですので、家族の紹介をしてください」と面接者が促します。 

「では、私から。父の〇〇です。」 

「お父さんですね。（白紙にジェノグラムの□を書く）〇〇さんの漢字は？年齢は？お仕事は何をされ
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ているのですか？」 

とジェノグラムにお聞きした情報も書き込みます。 

 

「次は、母の△△です。」 

「お母さんですね（ジェノグラムに〇を足す）。漢字は？おいくつですか？お仕事は？」 

 

この手順で尋ねていくと家族の基本情報が得られます。家族と一緒にジェノグラムを描いていくと、

完成させたいと思うようで、丁寧に教えてもらえることが多いです。 

 

受講生の皆さんも家族の基本情報を聞こうと試みます。 

「どなたからでも結構ですので、家族の紹介をしてください」 

「では、私から。父の〇〇です。隣が母の△△、長男の□□・・・」 

 

と、サラッと家族の紹介が終わります。 

違いは、ジェノグラムを家族に見せながら描いているか否かです。 

 

ジェノグラムは、内部情報として使用しており、家族と描くことに抵抗を感じてしまうと話す受講生が

いました。 

 

それぞれの当たり前は、同じではないのですね。家族と一緒にジェノグラムを描くと、そこにいるメン

バーが皆、ジェノグラムに気持ちが向かい、家族の情報を伝える事に抵抗感が下がること、その場で聞

けなかった情報も後で話題にあがれば、ジェノグラムを見返しながら自然に質問ができることを伝えた

ら、「こういう使い方もあるのですね」と驚いていました。 

 

何故、家族の基本状況を踏まえたいかというと、

人の生活は家族の営みがあり、その上に様々な症

状が出てくるからです。今回の模擬家族事例では、

子どもがモノを盗むという行動が問題にされ、面

接者の多くがそこに焦点をあてていました。その行

動に家族システムがどう影響しているのかに興味

を抱くことが最初の一歩です。 

 

今回は、いろいろな対人援助職がありますが、そ

の姿勢について考えていきたいと思います。どう

ぞ、最後までお付き合いください。 
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犬と猫と 

 

以前に 4 歳のネコが亡くなった時のことを書きました（対人援助学マガジン５０号）。その時は、４歳

という若さで逝ってしまい、とても悲しかったことを思い出します。動物と暮らすということは、病気や

看取りも含まれることは頭ではわかっていますが、いざその場面になると冷静でいることは難しい。 

 

我が家には、１５歳と１４歳の老犬と７歳の猫がいます。１４歳の老犬の目は、ほとんど見えていません。

１５歳の長老犬は、元気で良く吠え、食欲旺盛。猫は、マイペースに犬と違う場所で良く寝ていました。 

ある日、一番元気だった長老犬が吐いて、便も緩い。何か悪いものでも食べたのかな？翌日になると

ふらふらとして、まっすぐに歩けない。顔が大きく右に傾いて、見るからに変です。何も食べたがらず、

急に亡くなってもおかしくないように見えました。 

 

今年から行き始めた動物病院で診てもらうと、 

「これは、突発性前庭疾患の可能性が高いですね」と図鑑のような教科書を見せてくれました。 

平均感覚をつかさどっている前庭神経に異変が起こる病気で、老犬に多いそうです。眼球が揺れて

ずっと船酔いをしているような状態になっていて、犬なりに平衡感覚を保とうと調整して顔が傾いてい

く。何が原因で起こるか、わかっていないとのことでした。 

 

「先生、この病気で死んでしまうのですか？」 

「死なないです。落ち着いていくまでに個体差がありますけどね」 

 

「それでも治療は、対処療法しかできません。血液検査をしてもこの病気では何も数値として出ない

のですが、この病気でない可能性は捨てきれないので検査をすることもできますが、どうしますか？」 

 

こちらが尋ねる前に、 

「血液検査をすると、だいたい 5,000 円ぐらい。

点滴と吐き気止め、下痢止め、念のためのステロイ

ドを少しだと、これくらいの値段になります」 

 

と教えてもらえました。血液検査はせず、処置を

して、明後日の診察受診となりました。受診も 19

時 30 分までに入ればいいので、仕事の後でも駆

けつけられます。 

 

犬は、フラフラしながらも吐き気止めが効いてく
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ると、ささみなら食べられるようになり、ドックフードも嫌がらなくなっていきました。やれやれです。 

 

次は、猫の呼吸がいつもと違う？ 

お腹で息をしているように見え、呼吸も早い気がする。食欲も落ちているので、犬の診察時に一緒に

予約を入れました。 

犬は体調が戻りつつあり、様子を見るだけで終わりました。 

 

猫の方は、きょうだい猫が同じような状態で入院後すぐに亡くなっていることを伝えると、血液検査

とレントゲンを撮ることを勧められました。 

 

「犬は元気になったので、治療なしで 880 円。猫の方は、血液検査、レントゲン、胸に水が溜まってい

たらそれを抜く処置で、１６，０００円ぐらいかかってしまいますが、大丈夫ですか？」 

 

レントゲンを撮ると胸は真っ白。水か血液が胸に溜ま

っている可能性を指摘されました。 

 

この子もきょうだい猫と同じようにあっけなく亡くな

ってしまうのだろうか。 

 

 医師は、血液検査の結果を見ながら、可能性をいろ

いろと聞かせてくれました。 

 「血ではなくピンクかがった水の可能性が高いと思

われます。 まずは水を抜いて、経過を見ながら治療を

考えます。水を抜いていく途中で、何かあれば呼びに行

きますね。」 

 

 抜いた水は、ピンクかがっていました。また呼吸が早

くなったら連れてきて下さい。経済的な負担ができるだ

けかからないように相談しながら進めていきたいと言

ってもらい、重い気持ちはありながらも、少し気が楽に

なっている部分がありました。 

気づけば、夜の９時。2 時間程、経っています。老犬は元気になりましたが、若い猫の方は重症でした。 

 

病気、死が目の前にやってきても、何とかなる気がしたのは、何故なのでしょうか。 
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未来を感じる対応 

 

  4 歳で亡くなった猫の時は、悪性リンパ腫で抗がん剤治療を勧められました。毎週、動物病院に通う

必要があると言われ、経済的負担も大きく、ただただ重い空気の中で過ごしていました。 

結果は、入院して抗がん剤治療を２回終えた後、亡くなりました。 

 

今回は、経過観察中で、これから先どれぐらい猫の寿命があるかわかりませんが、動物病院からの帰

り道、何とかやっていけそうな気がしました。前回と何が違うのでしょう。悪性リンパ腫とは言われてい

ないことでしょうか。前回の病院は通うことがストレスでしたが、今回の病院には行きたいと思う私が

います。 

 

前回の病院は、大学病院のように治療中心で話が進み、今回の病院は町医者のように家族の生活を

気にかける比重が高かったのではないかと感じます。 

 

家族療法ワークショップの「家族の営みがあり、その上に様々な症状が出てくるものだ」という言葉を

思い出しました。 

対人援助職は相談の際、子ども、しょうがい、高齢者等中心に置くべき人を考えます。それは、それで

いいのですが、問題行動にばかり目が行き、その周りにいる家族のことも意識的に見ようとできている

かいないかの違いに似ています。 

 

例えば、虐待をしている親に対して怒りを感じることがあります。あの親は子どものことを何も考え

ていない、毒親、身勝手、こんな親と一緒に暮らすよりも分離した方が子どものためだと思い込んでし

まう。そうすると、親との対峙が深まって話し合いにならない状況に陥る。子どもの立場だけでなく、親

の視点も含めた家族の負担感や感情を含めて理解しようとすると、親の信頼を得ます。対人援助職を

信頼するプロセスを今回、私は味わいました。 

 

金銭を含めた細かい説明と将来を見越した選択肢をいくつか提示してもらい、それを選んだ場合の

可能性、医師としての意見も聞かしてもらいました。 

医師の率直な意見を聞いたうえで、家族で検討する。猫の体調、白血病ウイルス発症リスク、今の小康

状態、そして金銭面、それらを鑑みて家族の決断を出していく。 

 

家族での話し合いはスムーズに進み、家族面接のバックスタッフからスーパービジョンを受けている

ようだと感じました。 

 

スーパービジョンは、自分が受け持ったケースについて助言や指導を受ける場ですが、教えを乞うと

いうスタイルになると、理解が深まる気がしません。 

スーパーバイザーから最初に「あなたは、どうしたい？」と聞かれると、 
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スーパーバイザーの意図にあった答えを求めらえているという気持ちが先立ち、そこに気持ちを奪わ

れる自分に嫌気がさします。 

 

 家族面接のバックスタッフとのやり取りはまず、 

「家族面接してみて、どんな印象をあなたは持った？」と聞かれることが多いです。 

直接に向かい合ったファミリーセラピストの印象を聞き、バックスタッフの席から見えた率直な意見、

聞きもらしていないかの確認をしながら、家族について皆で語らう。 

このスタイルは、横並びで意見を出し合い、その結果、家族への理解が深まるから好きです。 

 

当事者家族としては、現状打破できる、具体的な行動があると救われます。 

それは、養育里親をしていた時に度重なる里子のトラブルで疲弊した時の経験から感じたことです。 

 

家族面接には、「宿題」があります。問題を抱えた家族に変化を起こそうとする試みです。 

上手く回っていない現状に変化をつけてみるということが目的です。少し頑張ればできる小さな変

化を考えます。それをして、家族の営みがいい方向にいけば続ければいいですし、上手くいかなければ

違う方法を探すだけです。 

 

 今回の医師の言葉には、率直に一緒に考えようとする姿勢を感じました。前回の悪性リンパ腫の治療

の時は、治療が上手くいかない可能性もあるので、そこは事前に了承するようにという扱いがあり、人

間の医療モデルと同じですが、家族としては突き放された印象を持ちます。 

 宿題にあたる部分は、具体的な治療法です。別の高度医療をしている病院を紹介してもらい、精密検

査、手術をしていくか、胸に溜まる水を抜きながら進めていくかの選択肢になりました。 

 

 

 猫は、どこまで元気でいてくれるか、急変するの

かわかりませんが、心構えはできました。信頼でき

るドクターと一緒に温かく家族で支えていきたいと

思います。 
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周辺からの記憶 44  

2022 年 6 月 福島フィールドワーク 

村本邦子（立命館大学） 

この夏はプエルトリコに行ってきた。プエルトリコは、カリブ海の北東部に浮かぶ島
である。先住民タイノが暮らしていたが、コロンブスに「発見」され、スペインの植民地
になった。それから、先住民やアフリカから「輸入」された黒人奴隷を使って金採掘が
行われ、金が掘り尽くされると農業植民地となり、貧しいスペイン人たちが農業移民と
してやってきた。1898 年の米西戦争の結果、アメリカに割譲され、現在までアメリカの
未編入領土である。住民はアメリカ国籍を持つが連邦所得税は免除され、大統領の選出
権はない。 
その結果、アメリカ企業が進出し、タックスヘブンとして本土の富裕層が集まり、住民

の多くが貧困で、「現代の植民地」とも言われている。貧困や暴力の問題に加え、2017 年
のハリケーンマリアなど大災害の影響もあり、DV、虐待、自殺などメンタルヘルスの状
況が悪いことが指摘されている。現在のプエルトリコはリゾート開発され、ローカルな
人々は住むところを追われ、ビーチへのアクセス権も奪われた。自分の意志とは無関係
土地を追われる人々が世界中にたくさんいる。 
それでも、プエルトリコは音楽や踊り、美術など文化の水準が高い。町中のあちこち

にあるグラフィティティには眼を見張った。しかも、自分たちのルーツやアイデンティ
ティを主張するメッセージ性の高いものが多い。ふと双葉駅周辺の絵を思い出した。「フ
タバ・アート・ディストリクト」というプロジェクトによるものだ。アートで双葉を活
気づけようという取り組みらしいが、いつもここに来ると複雑な思いに襲われる。地元
の人たちはどう思っているのだろう。 
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6 月 24 日（金） 

 

仙台空港の展示 

 今年はプロジェクトに先立ち、新しい体
制での「プロジェクト＋」の事前調査を兼ね
て、6 月 24 日から 26 日、個人的な福島フ
ィールドワークを実施した。 

 
 いつもは新幹線を使うため、仙台空港に
来る機会はあまりなかったが、今回、空港タ
ーミナルビルの一角に震災関連展示を見つ
けた。2021 年 2 月に、仙台空港は、震災伝
承ネットワーク協議会より「震災伝承施設」
として登録されたそうだ。 
 2011 年 3 月 11 日、仙台空港も津波によ
って甚大な被害を受けた。ライフラインは
寸断され、浸水で孤立した空港には、空港を
利用していた客や避難してきた地域の人、
空港や関連施設のスタッフなど約 1,700 人
が取り残され、全員が退避するまでに 6 日
を要した。自衛隊や米軍の復旧作業により、
震災発生から約 1 か月後の 4 月 13 日に国
内線の一部が再開、同年 9 月に国際定期便
が復活し、復興への一歩を踏み出した。当
時、あまりに早い復旧に驚いた記憶がある。 
そこには、高さ 3.02m の津波到達点を示

す津波高表示と、震災当時の様子を時系列
で説明した震災説明パネルが常設展示され
ていた。空港内各所には、津波警報等発表時
の避難経路を知らせする津波避難サインも
設置されていた。 
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特定廃棄物埋立情報館「リプルンふくしま」 

 一度、特定廃棄物埋立施設の見学をした
いと思っていたのだが、事前に見学者の個
人情報を詳しく求められ、多少緊張した。初
めに、情報館「リプルンふくしま」の館内を
簡単に案内され、説明があった。 
説明は、除去土壌や廃棄物などの発生経

緯と処理の流れ、運び出しから埋立てまで
の流れ、安全対策、放射線の基礎知識、地域
の復興に向けた取り組みから成っていた。 
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特定廃棄物とは、放射性物質汚染対処特
別措置法に基づく対策地域内廃棄物と指定
された廃棄物を指し、対策地域内廃棄物と
指定廃棄物からなる。対策地域内廃棄物と
は、旧警戒区域等の汚染廃棄物対策地域で
発生した災害廃棄物や家の片付けごみであ
り、指定廃棄物とは、一定濃度（8,000Bq/kg）
を超える放射性物質を含み環境大臣が指定
した廃棄物のことである。 
なお、指定廃棄物に指定された焼却灰（10

万 Bq/kg 以下）のうち、放射性セシウムの
溶出量が多いと想定される焼却飛灰及びそ
れと主灰の混合物は、放射性物質汚染対処
特措法に基づいて、安全に埋立処分できる
ようセメント固型化処理を行う施設がある。
特定廃棄物の処理の流れは次のような感じ
である。 
搬出準備･･･保管場所において放射能濃度
が 10 万 Bq／kg 以下であることを確認し、
すべて収納容器に封入して搬出。 
輸送･･･輸送計画に基づき、輸送車両の運行
状況及び作業の進捗状況をリアルタイムに
管理しながら輸送。 
セメント固形化･･･放射性セシウムが比較
的溶出しやすい廃棄物（飛灰等）はあらかじ
めセメント固型化する。 
受入管理･･･輸送された廃棄物の放射線量
や収納容器の状態等を確認。 
埋立処分･･･収納容器のまま、土壌層や不透
水性土壌層等を敷設しながら埋め立てる。
上流側区画にはセメント固型化した廃棄物
を、下流側区画にはセメント固型化しない
廃棄物を埋め立てる。 
浸出水の処理･･･浸出水は、有害物質の除去
や消毒などの処理を行った後、放射能濃度
等が基準をみたすことを確認してから放流。 

 
 
簡単な説明が終わると、タクシーで特定

廃棄物セメント固形化処理施設、それから
自家用車で特定廃棄物埋立処分施設を見学
した。タクシー代を含めて無料であること
に驚いた。 
 見学にあたっては、「特定廃棄物埋立処分
施設見学は、案内スタッフの指示に従い行
動していただくようお願いします」の他、
「私的な記録としてのみ使用し、これを無
断で公開、二次使用しないでください」など
の注意事項がたくさんあった。よって、自分
で撮った写真は残念ながら紹介できない。
ただし環境省や企業（KONOIKE）の HP の
写真が転用できたので、出典を記したうえ
で紹介することにする。 
 

 
固形化処理施設 

https://shiteihaiki.env.go.jp/tokuteihaiki_umetate_fukus

hima/cement_solidification_plant/about.html 

 

https://shiteihaiki.env.go.jp/tokuteihaiki_umetate_fukushima/cement_solidification_plant/about.html
https://shiteihaiki.env.go.jp/tokuteihaiki_umetate_fukushima/cement_solidification_plant/about.html
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第二保管施設 破砕・改質処理施設 

https://shiteihaiki.env.go.jp/tokuteihaiki_umetate_fukus

hima/cement_solidification_plant/about.html 

 

 
粒度調整・異物除去設備 

https://www.konoike.co.jp/news/archive/2019/2019040

12121.html 

 

 
混練物を養生するための養生ラック 

https://www.konoike.co.jp/news/archive/2019/2019040

12121.html 

 
 廊下からガラス越しに中を覗くことがで
きたが、あちこちに「管理区域」と書かれた
放射能区域を表すマークのついたサインが
あった。建物内の作業はほとんどロボット

がやっており、人は防護服を身に着けてい
た。こうして毎日、危険と隣り合わせで働い
てくれている人たちがいることを改めて認
識した。 
 

 

埋立作業図 

https://shiteihaiki.env.go.jp/tokuteihaiki_umetate_fukus

hima/landfill_disposal/ 

 

 
特定廃棄物埋立処分施設 

https://shiteihaiki.env.go.jp/tokuteihaiki_u
metate_fukushima/reprun/related_facilities
/umetate/ 
 
 案内してくれた若い女性によれば、周囲
の空気線量も年々減ってきているというこ
とだったが、科学の最先端と言っても、要す
るに穴を掘って埋めるという原始的な方法
しかないんだなと溜息が出た。 
 

https://shiteihaiki.env.go.jp/tokuteihaiki_umetate_fukushima/cement_solidification_plant/about.html
https://shiteihaiki.env.go.jp/tokuteihaiki_umetate_fukushima/cement_solidification_plant/about.html
https://www.konoike.co.jp/news/archive/2019/201904012121.html
https://www.konoike.co.jp/news/archive/2019/201904012121.html
https://www.konoike.co.jp/news/archive/2019/201904012121.html
https://www.konoike.co.jp/news/archive/2019/201904012121.html
https://shiteihaiki.env.go.jp/tokuteihaiki_umetate_fukushima/landfill_disposal/
https://shiteihaiki.env.go.jp/tokuteihaiki_umetate_fukushima/landfill_disposal/
https://shiteihaiki.env.go.jp/tokuteihaiki_umetate_fukushima/reprun/related_facilities/umetate/
https://shiteihaiki.env.go.jp/tokuteihaiki_umetate_fukushima/reprun/related_facilities/umetate/
https://shiteihaiki.env.go.jp/tokuteihaiki_umetate_fukushima/reprun/related_facilities/umetate/
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東日本大震災・原子力災害伝承館 

 
 それから双葉へ車を走らせた。 

 

 
 
伝承館に入るなり、スタッフが、「この前

の裁判の結果も地元の者にも納得いかない」
などと熱く語る。これまでの経験と比べ、や
や意外な感じがしたが、そういう人をむし
ろ置くようになったのだろうか。 
裁判とは、6 月 17 日、福島、群馬、千葉。

愛媛で提訴された 4 県の集団訴訟で、「津波
対策が講じられていても事故が発生した可
能性が相当ある」として国の賠償責任はな
いとする統一判断を示したことを指してい
る。裁判官 4 人のうち 3 人の多数意見で、
検察官出身の三浦守裁判官だけが国の責任
を認める反対意見を出したと報じられた。4
県の原告総数は 3700 人、二審判決は群馬以

外の 3 県で国の責任を認めていた。最高裁
判決以後、各地の地裁と交際の判決はいず
れも国の責任を否定した（東京新聞、2024
年 6 月 14 日  https://www.tokyo-
np.co.jp/article/333374#:~:text=%E6%9C
%80%E9%AB%98%E8%A3%81%E3%81
%AF2022%E5%B9%B46%E6%9C%8817
%E6%97%A5%E3%80%81%E7%A6%8F
%E5%B3%B6,%E5%8F%8D%E5%AF%B
E%E6%84%8F%E8%A6%8B%E3%82%9
2%E5%87%BA%E3%81%97%E3%81%9F
%E3%80%82）。 

 
まず、展示室に入る前に、プロローグ

（導入シアター）で７面の大型スクリ
ーンで見ることになっている。福島県
出身の西田敏行のナレーションで、原
発の建設から地震、津波、原発事故の発
生と住民避難、復興や廃炉について、映
像やアニメーションを交えて説明され
る。どうしても原発導入したことの正
当化のように聞こえてしまう。  
 それから関連年表、事故前の町の状況、子
どもたちの日記や作文だとか、コンクール
のポスターなどの掲示があり、町の人たち
が希望を持って原発を受け入れていたよう
な文脈が見せられる。 

 

https://www.tokyo-np.co.jp/article/333374#:%7E:text=%E6%9C%80%E9%AB%98%E8%A3%81%E3%81%AF2022%E5%B9%B46%E6%9C%8817%E6%97%A5%E3%80%81%E7%A6%8F%E5%B3%B6,%E5%8F%8D%E5%AF%BE%E6%84%8F%E8%A6%8B%E3%82%92%E5%87%BA%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82
https://www.tokyo-np.co.jp/article/333374#:%7E:text=%E6%9C%80%E9%AB%98%E8%A3%81%E3%81%AF2022%E5%B9%B46%E6%9C%8817%E6%97%A5%E3%80%81%E7%A6%8F%E5%B3%B6,%E5%8F%8D%E5%AF%BE%E6%84%8F%E8%A6%8B%E3%82%92%E5%87%BA%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82
https://www.tokyo-np.co.jp/article/333374#:%7E:text=%E6%9C%80%E9%AB%98%E8%A3%81%E3%81%AF2022%E5%B9%B46%E6%9C%8817%E6%97%A5%E3%80%81%E7%A6%8F%E5%B3%B6,%E5%8F%8D%E5%AF%BE%E6%84%8F%E8%A6%8B%E3%82%92%E5%87%BA%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82
https://www.tokyo-np.co.jp/article/333374#:%7E:text=%E6%9C%80%E9%AB%98%E8%A3%81%E3%81%AF2022%E5%B9%B46%E6%9C%8817%E6%97%A5%E3%80%81%E7%A6%8F%E5%B3%B6,%E5%8F%8D%E5%AF%BE%E6%84%8F%E8%A6%8B%E3%82%92%E5%87%BA%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82
https://www.tokyo-np.co.jp/article/333374#:%7E:text=%E6%9C%80%E9%AB%98%E8%A3%81%E3%81%AF2022%E5%B9%B46%E6%9C%8817%E6%97%A5%E3%80%81%E7%A6%8F%E5%B3%B6,%E5%8F%8D%E5%AF%BE%E6%84%8F%E8%A6%8B%E3%82%92%E5%87%BA%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82
https://www.tokyo-np.co.jp/article/333374#:%7E:text=%E6%9C%80%E9%AB%98%E8%A3%81%E3%81%AF2022%E5%B9%B46%E6%9C%8817%E6%97%A5%E3%80%81%E7%A6%8F%E5%B3%B6,%E5%8F%8D%E5%AF%BE%E6%84%8F%E8%A6%8B%E3%82%92%E5%87%BA%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82
https://www.tokyo-np.co.jp/article/333374#:%7E:text=%E6%9C%80%E9%AB%98%E8%A3%81%E3%81%AF2022%E5%B9%B46%E6%9C%8817%E6%97%A5%E3%80%81%E7%A6%8F%E5%B3%B6,%E5%8F%8D%E5%AF%BE%E6%84%8F%E8%A6%8B%E3%82%92%E5%87%BA%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82
https://www.tokyo-np.co.jp/article/333374#:%7E:text=%E6%9C%80%E9%AB%98%E8%A3%81%E3%81%AF2022%E5%B9%B46%E6%9C%8817%E6%97%A5%E3%80%81%E7%A6%8F%E5%B3%B6,%E5%8F%8D%E5%AF%BE%E6%84%8F%E8%A6%8B%E3%82%92%E5%87%BA%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82
https://www.tokyo-np.co.jp/article/333374#:%7E:text=%E6%9C%80%E9%AB%98%E8%A3%81%E3%81%AF2022%E5%B9%B46%E6%9C%8817%E6%97%A5%E3%80%81%E7%A6%8F%E5%B3%B6,%E5%8F%8D%E5%AF%BE%E6%84%8F%E8%A6%8B%E3%82%92%E5%87%BA%E3%81%97%E3%81%9F%E3%80%82
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 それから、災害の始まり、事故直後の対
応、県民の思い、長期化する原子力災害の影
響、復興への挑戦の順に展示ブースが並ぶ。
批判を受けて、最初はなかった関連死者数
2,329 人の数字が展示されていた。 

 

 

 

 

 

 
 
 「健康に対する取り組み」というコーナー
があったが、心身の健康と銘打ってあるに
も関わらず、内容を見ていくと、放射能の身
体的影響については触れられず、心の問題
にすり替えられているような印象を受ける。 
 双葉から浪江にかけ大きな福島県復興祈
念公園国営追悼・祈念施設ができることに
なったが、少しずつ道路が整備されていた。 
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6 月 25 日（土） 

 
あじさい寺 

 番外編ではあるが、特定廃棄物埋立施設
を案内してくれた女性が、いわきのあじさ
い寺（臨済宗妙心寺派波立寺）を教えてくれ
たので、朝、立ち寄ってみる。 
 806 年、徳一大師が海上鎮護を念じ、海上
から出現したと言われている薬師如来(波
立薬師)を安置して創建したと言われてい
る。道路を挟んだ目の前に、海から突き出た
弁天島と、朱塗りの橋がシンボルの波立海
岸があり、玉砂利の珍しい海岸だった。 
 たしかに色とりどりのあじさいが咲き乱
れ、あじさい寺と呼ばれるにふさわしいお
寺だった。タイミングもよかったのだろう。 
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野馬土ツアー 

 
この日は、南相馬市にある NPO 法人野

馬土の被災地ツアーに申し込んでいた。野
馬土は被害を受けた農家を中心に、2012 年
10 月に設立され、米・野菜の放射能測定、
再生可能エネルギー、被災地ツアーなどを
行っている。「野馬土」には、「野馬追の相馬
の大地、ノマドは荒野を駈ける遊牧の民、野
窓は世界に開かれたウィンドー」が重ねら
れているとのこと、農業が盛んでありなが
ら原発大国でもあるフランスの財団に寄せ
られた市民の義援金が発端となってスター
トしたそうである。カフェにはまちの人が
集まり、直売所には、地元の新鮮な農産物の
他、全国に広がる農業のネットワークを介
した日本各地から旬の特産品が並ぶ。 
ここで発行されている「被災地フクシマ

の旅」実行委員会による『しんぶん福島から
の発信』の第 10 号（2019 年 3 月）から第
14 号（2022 年 3 月）までを頂いたが、希望
の牧場の吉沢正巳さんや生業訴訟団長の記
事、中間貯蔵庫やヒロシマ・ナガサキ・ビキ
ニ・フクシマ伝言館、東日本大震災・原子力
災害伝承館の見学レポートなどとても充実
した内容となっていた。 
とくに伝承館の展示に関する批判もはっ

きりしており、①原発メルトダウンがなぜ
起きたのかの原因解明がされていない ②
建設当初から盛んにふりまかれた「原発安
全神話」の反省がまるでない ➂福島県民
の大きな被害の分析が不十分 ④こうした
ことがないままロボット開発、空飛ぶクル
マ研究などの施設を作るのが復興計画の目
玉という展示 が指摘されていた（2021 年
3 月）。次の号（2021 年 9 月）には、「批判

受け、一部展示変更」の記事があり、「安全
神話の崩壊」のパネル展示が新たに加わっ
たことが書かれていた。政府が人災と認め
たことによりこの展示が追加されたそうで
ある。これが、唯一、この伝承館で評価でき
る点かもしれないと書かれていた。私自身
も開館直後と翌年に訪れ、変更点を確認し
ていたが、細かい所まで気づいていないこ
とが多かった。とくに直後は写真撮影 NG
だったため、詳細の記憶がない。この記事に
よれば、「原子力の利用」という習字の作品
が追加された。 
私自身は、きのう展示を見て、町の人たち

が希望を持って原発を受け入れていたよう
な文脈が見せられているように感じたが、
つまり、町の人々に責任転嫁しているよう
なニュアンスを感じたが、確かに、県民の立
場からは主体性を取り戻すために必要な視
点なのかもしれないと思った。 
「原発災害」ではなく、「原子力災害」の

伝承舘となっているところがミソという指
摘には、漠然と不思議に思っていたが、深く
考えたことがなかったことを認識した。し
かし、その意味はまだ十分に明らかにでき
ていない。その他、汚染水処理問題や除染土
壌の再利用、除染なし解除など厳しい批判
がクリアに掲載されていた。同時に、「故郷
で 12 年ぶりに田植え再開します」「野馬土
は今年も農家の無用な被ばくを防ぐ土壌測
定やってます」（2022 年 3 月号）など故郷
再生を目指す取り組みが紹介されていた。 

2021年 9月号には浪江小学校校舎解体後
に残る子どもの像（三原由紀子氏撮影）の写
真があり、強く心に残った。機会があれば一
度訪れてみたい。 
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 10 時半にガイドの渡辺さんと落ち合い、
私たちの車に乗ってもらってツアーを開始
した。「避難指示区域の再編状況と概念図」
という地図を見ながら走った。わかりやす
い地図だが、相馬から広野に向けて南に走
る地図になっていていつもと逆さまなので、
方向音痴の私の頭はやや混乱した。 

 個人的なお話を聞きながら被災地を回れ
たことは、またこれまでとは違った視点か
ら考えることができてありがたかった。渡
辺さんは飯舘村長泥区の出身、妻は川内村
出身で、最初、川内村に避難した。しかし、
すぐに仕事が再開したので戻り、最終的に
相馬に暮らしている。詳しく語らなかった
し聞くこともできなかったが、妻はすでに
亡き人なのか、「お母ちゃんは」と頻繁に話
題に出ていたが、「お母ちゃんは違うところ
に行ってしまって、軽自動車は残してある」
とおっしゃっていた。住民票は今も飯舘村
に残しているそうだ。 

 
http://www4.pref.fukushima.jp/investment/special/singl

e04.html 

 
まずは沿岸部に沿って車を走らせ、いわ

ゆるイノベーション・コースト構想の新た
な風景を見て回った。イノベーション・コー
スト構想とは、2017 年に結成された機構に
よってプロジェクト化された構想である。
浜通りにおける産業復興のために、あら
たな産業を創出するのだと、廃炉、ロボ
ット・ドローン、医療関連、エネルギー・
環境・リサイクル、農林水産業、航空宇宙
という６つの重点分野からなり、巨額な

http://www4.pref.fukushima.jp/investment/special/single04.html
http://www4.pref.fukushima.jp/investment/special/single04.html
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予算がつぎ込まれている。東日本大震災・
原子力災害伝承舘もこの一環だった。 

 

 

 

 

 
 
個人的には、被災住民それぞれへの補償

も十分でないのに、莫大な予算を載せて復
興を主張するこの構想を苦々しく思ってき
たが、渡辺さんには「批判的なんですね」と
言われてしまった。「もちろん批判的です。
そうじゃない人いるんですか？」と聞くと、
ツアー客にはいろいろな人がいるようで、
イノベーション・コーストにできた研究所
や会社に興味を持って、憧れる人たちもい
るそうである。 
 その後、リプルンや伝承館に案内してく
れた。きのう行ったばかりだったが、言い出
しずらく、再度見学した。リプルンで除染土
を「再生資材」と呼んでいることに渡辺さん
は憤慨しておられた。 
また、十分な時間がなかったが、2021 年

10月に記念館としてオープンした震災遺構
請戸小学校も見学した。ざっと見た限り、原
発災害の展示はなく、津波被害が中心にな
っているように感じられた。またじっくり
見学に来たい。 
 福島県が広いこともあるが、あっという
間に 7 時間ほど経ってしまった。次回は自
分の故郷である飯舘村へも案内したいと言
ってくださった。また機会があればと思う。 
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6 月 26 日（日） 

 
宝鏡寺 

 午前は宝鏡寺の伝言館に立ち寄る。半年
前には建築途中だった未来館が立派に出来
上がっていた。伝言館の入り口には「死を想
え」、未来館の入り口には「希望の未来へ」
と刻まれていた。 

 

 

 
 

双葉駅周辺 

お昼は双葉駅周辺を見て回る。駅前には
ピカピカの役場ができており、駅の裏には
長屋コミュニティを作っている途中だった。
移住者も募集していると言う。あと１ヶ月
かそこらで避難解除になるらしい。明るい
希望を描き出そうとする意図と現実が妙に
シュールな光景を映し出していた。 
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 ちょっと行くと、周囲はまだ除染土の丘
がいっぱいである。 

富岡 311 語る会のガイドツアー 

 
午後は、富岡 311 語る会のガイドツアー

に参加した。この回は、富岡町の町民たちが
東日本大震災で経験したことを「語り人（か
たりべ）」として語り続けていこうと立ち上
がったもので、2013 年から活動を始め、
2015 年に会として独立、2016 年に NPO 法
人化した。2017 年に避難解除された地点を
中心に案内しながら、町民としての体験を
語ってくれる。 
事務所は「さくらモールとみおか」内にあ

って、そこでガイドと合流した。こちらの自
家用車にガイドが乗り込み、方向を指示し
てもらって移動する。 

 
 
 ガイドは当時小学 6 年生だったという若
い男性である。自分や家族のことも交えて
いろいろと話をしてくれた。 
ここは商店街だったが、取り壊されて何

もなくなった。ここは富岡高校。双葉郡には
５つ県立高校があり、震災で休校になった。
廃校にはなっていない。もともと女子高だ
ったが、共学になり、国際スポーツ科という
のができて、日本全国から優秀な生徒を募
ってスポーツに強い学校になった。高校に
ゴルフの打ちっぱなしやジムもある。バト
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ミントン、ゴルフ、サッカーが強い。すべて
人工芝生で、天候に関わらず練習できる。人
工芝生の県立高校はここだけだろう。芝生
はそのままだから、放射線量は高いと思う。 
今はその意志を広野の町にある双葉未来

学園で受け継いでいる。全校生徒 700 人。
双葉郡にはひとつだけで、遠くからも通っ
てくる。当初はさほどでもなかったが、今は
偏差値が高くなってきている。双葉郡の子
どもは優先される。いわきには高校がたく
さんあるが、未来学園に憧れて、いわきから
来る生徒たちもいる。校舎が大学のキャン
パスのような作りになっていて、奥にカフ
ェがある。 

 

 

 
 
 
 

 

 

 
 当時、自分は小学 6 年生で、震災が起こ
った時、体育の時間だった。グラグラ揺れて
立っていられないほどだった。記憶は曖昧
だが、11日の夜、学校の体育館に避難して、
家に DVD とか取りに帰った。雪が降って
きて大変だった。12 日には、警察官だけが
防護服を着てマスクしていた。身内に原発
労働者がいたら状況が何とかわかっていた
が、そうでないとまったくわからない。避難
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と言っても数日かなと思っていた。 
大人からは何も説明はなかったし、自分

が避難民ということはわかっていたが、深
くわかっていなかったと思う。3 月 11 日の
時点でみんな散らばったが、避難所では数
人の友達が一緒だったから、学校もなくゲ
ームばっかりしていた。みんなで集まって
カードゲームをし、自由気ままな感じで遊
び歩いていた。 
避難所の記憶は断片的。友達と学校に行

って、食べ歩いて避難所に帰るという生活
で、ビッグパレットも５ヶ月間だけで、そこ
からみんなと別れて県内のアパートに入っ
た。仮設住宅は抽選で当たった人だけだっ
たし、親があんな薄い壁のところには住め
ないと 3 回くらい引越しした。 
バリケードが張られて、2012 年になって

物を取りに一時帰宅できるようになったが、
15 歳以上だったので、自分が入れるように
なったのは 2015 年だった。 
中学生になっても、義務教育だから勉強

しなくても卒業できるとまったく勉強せず、
美術と体育をのぞいてオール２。高校に入
る時、どこも行くところがなく、私立でお金
を払えば入れる高専に行って絵の勉強をし
た。美術だけは５だった。卒業した後、同じ
高専の声優科に進学して、演劇の授業の講
師で来ていた人が今の職場の代表（青木淑
子さん）だった。富岡高校の元校長。声優は
いろいろ闇の部分があることを知ってあき
らめ、ちょうど就活をしていた時に、親が富
岡に戻るというので、縁あってここに就職
することにした。 
父は富岡生まれで、母は川内生まれ、妹が

いて、当時は 1 歳だったから何も覚えてい
ない。学校では、町探検をしたり、資料館に

行ったりして一応習うが、それきり。今の小
中学校の先生は富岡出身ではなく、若い先
生が多く、だいたいは 3 年以内で転勤して
いく。ちゃんと学ぼうとしない先生も少な
くないので、図書館とかに行って自分で勉
強しないとわからないことが多いと思う。 
校舎が見えるが、これが今の小中一貫校。 

もともと１小、２小、１中、２中だったのが、
三春町に富岡の学校ができて、すべての学
校を閉校にしようとここになった。妹は郡
山からバスで三春まで通っていたが、2019
年にこの学校に帰って来た。もともとは富
岡に 1500 人生徒がいた。 
放課後に表現塾というのを学校でやって

いたが、学童保育ができたことで教育委員
会が打ち切った。普通の小学校とはちょっ
と違う。震災前はあったが、今は学校にPTA
もない。地域との交流ができず、なかなか難
しい。NPO でかたりべ育成講座をやってい
るが、富岡の小学生は誰も来ない。かたりべ
ユーチューバーという講座をしたら一人だ
けきた。夏休みも小中高生向けにやろうと
双葉郡のすべての教育委員会を回ったが、
今のところ 1 人だけ。震災前は地域との交
流は結構あった。こんなふうに先生が入れ
替わりで頻繁に転勤するということはほぼ
なかった。今は 1 年とか、3 年とかで、よう
やく慣れたのに、移動でリセットされる。  
この道は震災前とほとんど風景変わって

いない。国道 6 号線で、こちらに行くと相
馬市、逆に行くといわき市。ここは役場、文
化センターなどあった。ここから先は夜ノ
森。町の半分以上は農業で、田んぼや牛。１
年前か 2 年前まで更地になっていたが、今
はだいぶ戻って、農業をやり始めている。富
岡町で作って、「天の米」と売り出している。 
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空き地が目立ってくるが、建物を壊して
6300 世帯あったものが半分くらい解体さ
れた。夜ノ森地区は 1 月 26 日に帰還地区が
緩和されて、11 年ぶりに入れるようになっ
た。その前は、虎ロープが張られ、右は入れ
るけれど、左は入れない。開通するところも
見に行った。震災後、初めて足を踏み入れた
ら、懐かしいものだらけ。自分は夜ノ森で育
ったので、自転車で走り回っていた。ここに
も建物あったけど、解体された。セブンイレ
ブン、レンタルビデオ、カラオケ、ヨークベ
ニマルがあった。ベニマルも友達とカード
ゲームよくやっていた。なくなると、何があ
ったのかわからなくなる。 
昔の友達で富岡に住んでる人はゼロ。後

輩や先輩とかはいる。郡山市にいた友達の
方はそのまま郡山市にいる。11 年前にバラ
バラになって、4 年前に富岡で成人式があ

って、9 年ぶりに会った。見た目が変わり過
ぎて、誰が誰だかわからない感じだった。 
夜ノ森駅をちょっと歩いてみましょう。

無人駅。もともとここに駅舎があって、でき
るだけ震災前と同じように作ろうとした。
桜祭りをやった時は人が来た。夜ノ森に住
んでる人はほとんどいないので使う人もい
ない。桜が 4 月に咲き、5 月につつじが咲
いていた。花をとれるように車掌さんがこ
こだけ徐行してくれていた。そのつつじも、
震災でほとんど伐採され、今、少しずつ植え
かけている。ここにあるいちょうの木は、駅
が出来た時の記念に植えられたもので、駅
も百年。「百年迎えました」という看板が以
前はあったが、撤去された。 
富岡の桜はほとんどソメイヨシノ。あれ

はエドヒガンザクラで、一番最初に咲いて、
散り始めるころにソメイヨシノが咲く。 
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ずっとバリケードが張られていたが、今
年の 1 月 26 日に撤去された。120 円の時の
自販機。双葉銀行。中に入れるが、全部ガラ
スが割られている。 
 今は、生活県内では放射線高くはない。 
町に一時帰宅で 2015 年に戻った時は、人が
住んでいなくて、ほとんど静かだったが、戻
ってきて、この町が好きだなと思い、語り部
をやっているのを見て決意が固まっていっ
た。今、語り部は 20 人くらいいる。ただほ
ぼ高齢者で 20 代は 3 人だけ。 
監視カメラがあって、夜はパトロール隊

が回る。友達と自販機照らしていたら、警察
官が来て、職務質問された。「懐かしくて」
「悪い人いるんですか」と尋ねたら、「あん
まりないんだよね」と言っていた、  
 たんぼを借りて太陽光パネルが置かれて
いる。84.5 メガワット、7000 世帯を賄える
電力。 
ここは母校があったところ。今は介護施

設とジムやカフェになった。サッカーをや
っていた。ここで震災にあった。校舎にカビ
がはえていた。2019年11月の時の写真で、
この後に壊されてここがオープンした。学
校はなくなっちゃった。 
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 ここが桜並木。2,2 キロで 200 本の桜。 
大正時代に個人が植えたのが始まり。今年
は桜祭りに 2 万人集まったが、イベント目
的だからその時だけ。芸能人も来た。6 年間
手入れできず、木が病気になってねじれて
しまった。菌に感染して、切って今は手入れ
している。年月が必要。 
 桜並木が通学路だった。30 分くらいのと
ころに家があった。小学校の鼓笛隊パレー
ドで通った。 
 

 

小学校時代に住んでいた家。別の人が借
りて住んでいたが、大家さんと連絡取れず
そのままになっている。この後、子ども時代
の家族の物語を語ってくれた。 

 
当時子どもだったガイドの語り部の話を

聞きながら現地を案内して頂いたことで、
当時の状況をイメージする助けとなり、こ
れまでにない貴重な体験だった。ここに感
謝したい。 

 
 それにしても、黒いフレコンバックが中
間貯蔵庫に埋められ、すっかり見えなくな
った。イノベーション・コーストにポツポツ
と建つピカピカの建物に、まるで記憶が塗
り替えられていくかのような錯覚を覚える。 
 
              つづく 
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親族に自営業が多かったので夏のお盆に親族が集まると、大人達がなんやら経営やお金の話

をよくしていました。税金や倒産や自己破産の話なんかも、小さいころから聞いていた言葉で

した。子供の頃の夏の思い出のひとつは、ちょっと「生臭い」お金の話です。そのせいか、子供

の頃から新聞の経済欄に興味があったり、ちょっと大人になってからは「なにわ金融道」という

ヤミ金屋さんの漫画が好きでした。それは自営業の人や普通の主婦が「ヤミ金」にお金を借り

に行き、ヤミ金屋の主人公とやりとりしながらもまれていく漫画で、なるほどこんな世界があ

るのかと勉強になりました。これって、精神科の治療場面で、ちょっと役に立つこともあったし、

「お金」の事では思うこともあるので、今回のテーマは「お金の話」 

 

「眠れない日が続いて」と高齢の母親に連れられて受診した中年女性。「何かストレスがありま

したか？」と聞くと、1 年ほど前からたくさん買い物して、利息も返せないほど借金をしてしま

ったといいます。やっと母親に相談して、とりあえず精神科を受診したようです。「ヤミ金でな

ければ、自己破産などいろいろ方法ありますよ」と話すと「選挙権とかなくなるんですよね？」

と高齢の母親が聞いてきますが、いえいえそんなコワいものではないです。自己破産のメリッ

ト・デメリットを軽く説明して、専門家への相談を勧めました。とりあえずお薬は出さずに、経過

を見る事にしました。数週間後、再び母子でわざわざ菓子折りを持って受診され「司法書士さ

んに相談した」「ほっとして、眠れて仕事もできるようになった」と笑顔で話します。「情報をお

伝えしただけですが」と話し、もちろん菓子折りは「上手くいったお祝いとして、お二人で食べ

てください」と持って帰ってもらいました。 

もひとつお金の話、５０代の女性が「眠れない」と受診されました。「何かストレスが？」と聞くと、

小さな会社を経営する夫が急死したと話しだします。ワンマンな夫に苦労したと言いますが、

残された会社の経営は順調で、息子と二人でやっていく覚悟との事でした。悩みは夫に前妻と

子供がいて、その子供に遺産の相続権がある事だと言います。会社も夫の名義の資産の一部

精神科医の思うこと㉞ 

『お金の話』 

松村 奈奈子 
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なので、どうやったら会社の経営を息子と二人で続けられるか、前妻の子どもに理解してもら

えるか、日々悩んでいると言います。多額のお金を前妻の息子に取られてしまっては、会社の

経営ができなくなってしまいます。会社の税理士などにも相談したが、何も提案がなかったと

いいます。うーん、それは確かに悩ましい。「先生どう思う？」と聞かれ、一緒に金額の事など解

決策を話し合うと、すっきりしたのか薬の処方を希望されずに帰りました。その数週間後、女性

はさわやかな表情で診察室に表れ「上手くいったし、先生に報告しようと思って」「聞いて欲し

いねん」と話しだします。前妻の子どもの所に息子と話し合って決めた金額を現金で持参し、

「これで遺産を放棄してほしい」と2人で頭を下げたと言います。考えていた額より少額だった

ので「上手にやったねー」と感心すると「上手い事やったで」と女性はニヤリとします。賢い女性

で、わざわざ報告に来てくれたおかげで、こちらも勉強になりました。 

この２つのケース、いずれも「眠れない」と初診で話しますが、お金に関するトラブルにより悩み

がメインの問題で、解決方法を一緒に考えることで、お薬なしで治療は終了しています。私は

できるだけお薬無しで、患者さんが良くなればいいなぁと思っています。「ストレス」があるな

ら、どうやったら「ストレス」を減らせるのかを考えるのが、精神科のメインの治療ではないかと

も考えています。もちろん、避けられない「ストレス」で薬物療法をすることも多いですが、治療

者のちょっとした生きるための知恵や情報で改善するなら、それがベストだなぁと思います。

お盆に大人の「お金の話」を聞いて育って、お金の知恵が役立ててよかった話です。 

 

まったく違う次元ですが、「お金」の問題が背景にあるケースあります。 

金銭的な問題で、夫からの DV に耐えているうつ状態の母親は、中学生・高校生の子どもがい

ました。「進学にお金がいるし、今は離婚できない」と母親は話します。話してみると、ちゃんと

子供たちを大切に思い、頑張っているいい母親であるのが伝わります。「子供たちに、両親の

今後や離婚についてどう思っているのか、ちゃんと聞いてみたらどうですか？」とアドバイスし

ました。「えっ、子供に聞くんですか？」と母親は戸惑います。「子供もいろいろ考えていると思

いますよ」と返しました。翌週、母親はすっきりとした表情で診察室に入り「驚いたことに、子供

たちはお金のことはいいから、我慢しないで離婚したらいいって言ってくれたんです」「もっと

早く、子供たちに相談したらよかった」と涙を流されました。 

ちゃんと子供の事を思っていると、子供は思ってくれている人の事を思いやれるんだと私は思

います。その後、離婚し「お金」はちょっぴり厳しいですが、子供たちと笑顔のある生活がはじま

り、精神科の通院は終わりました。 

実は精神科医は上手くいってない家族だけでなく、特別児童扶養手当の申請など障害者に対

する診断書を書く仕事があって、精神的に健康な家族とお話しする機会も多いです。そんな場

面では「真面目に働いてるけど、こんな収入でここまでしか子供にしてやれんのよ」と笑って子

供たちに話し、子供たちは「仕方ないなぁ、公立高校頑張るわ」と笑って現状を受け入れる、仲

のいい母子家庭をたくさん見てきました。みんなが笑顔でいる家族からは、笑顔の秘訣をたく

さん教わりました。 
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一方、母子家庭で「子供にお金のせいで苦労をかけたくない」と、朝晩といっぱい働いて、笑顔

が途切れた母親を「お母さん、あんまり家におらへん」「そんな無理して働かんでも」「仕事でイ

ヤな事あったら、むっちゃ僕らに怒鳴る」と非難している子供たちもたくさん見てきました。た

いがい、ちょっとワルな事をしちゃってる子で、児童相談所でお会いします。 

 

  

精神科ってよろず相談所的な側面あるなーと日々思っています。よろずにいろんな知識があ

ると、患者さんに寄り添って問題が解決する方向に導きやすいのでは？なーんて思います。ち

ょっぴり好奇心旺盛なので、いろんな知識を患者さんから教えてもらうのは好きだし、教えて

もらった事を誰かに伝えたりしながら、よろずの知恵をためています。もちろん、そのよろずの

知恵は、診察でいかされています。特に「お金」の問題は生活に直結するので、お金のトラブル

の解決方法は、とても役に立っています。 

そして、この仕事をしていて繰り返し気づかされるのは、「お金」は 1 番大事ではないという事。

笑顔の絶えない健康的な家族は、お互いを思いやり、ちゃんとそれを言葉にして、「お金」の問

題を含めて、隠し事の少ない家族です。お互いをちゃんと思いやれる事が本当に大事だなぁと

思います。 

なので、お互いを思いやれずに、大人が思い込みで行動したり、大人が無理をし続けて子供に

ガマンを強いると、家族の誰もが笑顔の無い状態となってしまいます。いやー、「お金」の事で、

傷つけあっている家族を見るのはツライです。 

ただ、「お金」に翻弄される大人をみていると、大人自身が「お金」より大事なものに気づけず

に育ったり、テレビや SNS で発信される、なんだか「お金をたくさん持つこと大事」的なメッセ

ージに流され、判断が上手くできなくなった大人なのかなぁとも思います。そんな大人はたく

さんいて、だから毎日のように、「お金」のトラブルがニュースになっていますよね。ほーんと、

「お金」、難しいなぁと思います。 
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馬渡の眼 １５ 

居場所の大人にできること 

- 子ども食堂篇Ⅵ - 

 

 

 かくして、我が無料塾・子ども食堂

は、４年前から 7月からの夏休みに定

例の月曜日夕方からに加えて、お盆を

除き火と水曜日の昼にも開いている

ことから、能登半島地震の二次避難世

帯で、引き続き親戚やみなし仮設住宅

での生活を継続する選択をされた

方々にも口コミで拡がり、就学前の幼

児たちで賑わうようになった。 

 

 これまでは、小中高校生が中心で、

きょうだいが居ても幼児期の子ども

の参加は稀でほぼイベントの時のみ

だった。保護者の同伴参加も毎回 5～

7 世帯程で、8 割の子どもたちは単独

で参加していた。 

 乳幼児の食事介助をしながら自分

の食事をするパパやママの姿を観た

下にきょうだいのいる子どもたちか

ら「ここのご飯くらい、パパやママが

ゆっくりと食べれたらいいのにね。」

「うちは、ばあばと交代で食べとった

よ。」「私らが遊んであげるよ。」「畳を

敷いて、小さい子が遊べるおもちゃや、

お昼寝シートもあったらいいね。」と

の生活感溢れる建設的な提案があり、

運営会議で論議し、早速に「畳の幼児

スペース兼だらだら寝そべるスペー

ス」をつくった。 

 すると、これまでイベントだけに参 

 

 

加していた幼児期のきょうだいたち

が保護者と参加するようになり、保護

者通しでまったりと会話する場面が

増えていった。 

 畳スペースでまったりとしながら

漏れ聞こえてくる先輩ママと現役マ

マの会話から、「ほう、そういうことだ

ったのか・・・」と腑に落ちることが

多く、私は現役の保育士さんに、この

声を聴いて欲しいなあと思った。 

 そこで、私の職場の同僚の保育士さ

んにも声をかけると「実は、子ども食

堂ってどんな場所なのか興味あった

の。地域の新しい社会資源を知ってお

くことは大事だよね。」と都合のつく

時間に参加くださるようになった。 

 やがて、その方の友人の元保育士さ

んや放課後等児童デイサービスの指

導員さん、助産師さんと支援の輪が拡

がっていった。 

 子どもたちにとっては、その方々と

の何気ない雑談から、あまり知り得な

かった職業を知るところとなり、興味

深そうに質問をしている場面も観ら

れている。 

 

 この「場」は、子どもたちの提案か

ら展開している。そういった展開を支

持することができる運営スタッフの

メンバーであることを誇りに思う。  
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◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

心理コーディネーターになるために  

Vol.15 
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 

山下桂永子 

 

☆電話連絡メモ 

 午前中の面接を終え、席に戻るといくつかの電話連絡メモが貼られている。保護者や連

携機関からの電話連絡が入っていたらしい。電話連絡メモには、名前欄と、「折り返し連絡

をください」「また後で連絡をします」「電話があったことだけ伝えてください」「特に何も

おっしゃいませんでした」など書いてあるところにチェックする項目欄、そして備考欄がつ

いている。 

それをざっと確認し、「A ちゃんのお母さんからだ。夕方の面接のキャンセルかしら。そ

れとも何か面接前に伝えたいトラブルがあった？すぐ連絡しよう。今ならお母さんもお仕

事昼休みに入って電話にでやすいかも」「これは、Ｂ課のＣさんからだから、新規ケースの

紹介か情報提供かな。また後で連絡しますになってるし、今は昼休みに入ってるだろうか

ら、ご飯食べてからこっちから連絡しよう。」「これはＤ校のスクールカウンセラーのＥさん

ね、今日はＤ校勤務日かな。今は4時間目まだ終わってないなあ。Ｄ校に連絡して、面接中

だったら午後の空き時間をまず聞いておこう」など優先順位を決めて対応していく。 

 

 

☆保護者からの電話連絡 

 すでにケース担当が決まっている保護者か

ら連絡があった場合、基本的にはケース担当

が出て対応することになっているが、担当の

勤務曜日でない場合は、担当の勤務日を伝え

て後日にかけなおして頂くか、担当から連絡を

する旨伝えることになっている。 

 しかし中には、担当がその時不在であるにも関わらず、相談内容を話し始めてしまう保

護者もいて、そうすると少し困ったことになる。教育センターには様々な職種の人がいて、

電話を取るのは相談員とは限らず、込み入った内容に対応するのは難しい。また、電話を

取ったのが相談員であったとしても、それまでの事情や経緯を知らないのに話を聴きこん

でしまうと、その保護者と担当相談員との関係性や今後の面接方針に大きな影響を与え

かねない。 
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保護者からすると、例えば、困ったことが起きて学校に連絡して担任がいなかった場合、

とりあえず電話に出た他の先生に事情を説明して、担任に伝えておいてもらうというのは、

特に違和感のない、普通のことであるかもしれない。しかし教育相談では、かなり繊細な

個人情報を扱うので、その情報を今までは誰が知っていて、誰が知らない、この情報が誰

に伝わり、どのように扱われるのかはとても重要なことである。 

そしてそれは、保護者担当がいなかった場合に、子ども担当が保護者

の話を聴くということも同様である。例え内容が、保護者から子ども担

当に伝えてほしいという内容であったとしても、それを保護者担当が聴

いて、子ども担当に伝えるということと、子ども担当が保護者から直接

聴くのとでは、保護者と保護者担当の相談員、子どもと子ども担当の相

談員の面接の構造が全く違うものとなり、関係性が変わってしまう。 

担当がその時に不在であるのは仕方がないし、子どもの体調不良に

よる面接のキャンセルなどは日常茶飯支持のことであるし、事務的なこ

との電話連絡であれば大きな影響はないかもしれないが、だからと言っ

て保護者からの連絡を簡単に捉えていいものでもない。 

 ケースにもよるが、「この保護者からかかってくる場合は、このようにお返事してくださ

い」とケース担当者から電話を取る職員に周知しておく場合もある。 

 

☆保護者への電話連絡 

 私が勤める教育センターでは、基本的に電話相談のみで対応することはあまりない。大

抵は、保護者から電話相談がかかってくると、内容を伺い、来所してもらっての相談につ

なげていくので、積極的に相談員から保護者へ電話をかけていくということはほぼない。 

 だからといって相談員から電話をかけることがよくないとは思っていない。むしろ相談

員から電話をかける場合、どのようにすればより援助的であるのかということは、ここ数

年、私にとってかなり意識していることである。 

 そう思うようになったのは、コロナ禍で感じたこと

が大きい。2020 年 3 月からの学校の臨時休業期

間に面接ができなかった時、教育相談とは何か、心

理的援助とは何か、今できることは何か、自問自答

しながら相談員の仲間とともに試行錯誤した日々の

なかで、ホームページでの心身のケアに関する発信

や、定期的な面談の代わりに電話をかけていくこと

も始まった。お母さんや子どもに直接に会えなくて

も、対面での対話はできなくても電話でつながって、

少しだけ寄り添っていくことはできるかもしれない

と定期的な面談同様に保護者に電話をかけた。 
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今、何してるんだろうな、今電話かけて大丈夫かな、などと思いながらおそるおそる電

話をかける。子どもが後ろで泣き叫んでいるのが聞こえて、保護者の話を深く聴きこむこ

とができなくても、ちょっとでも今の困りごとに寄り添って、持てる限りの心のケアに関す

る情報を伝え、無理なくできることがあればお伝えし、うまくいかなければ一緒に悩み、解

決できなくてもなんとか今を乗り切る術を一緒にひねり出す。 

電話をかけて何も困りごとがないと言われたとしても今の状況をサバイブしていること

を労い「何かあれば連絡くださいね」「また～ぐらいに連絡させていただきますね」と言っ

て電話を切ること数か月。 

電話でもできることあるかも。と思った。対面の方がそりゃあ面接構造がしっかりして

いるし、電話やオンラインだとどうしても感じてしまう情緒のやりとりのタイムラグみたい

なものはないし、こっちだって安心して話を聴けるし話ができる。でもでも電話でもいろ

いろ工夫すれば、共感的理解も肯定的関心も自己一致だってなんとかやれるかもしれな

い。今の状況ならやるしかないんじゃないか？それができればちゃんと援助じゃないか。

と。 

 

 

☆電話連絡という援助 

コロナ禍が終息を迎え、感染症とも共存しながら学校が再開されるようになったここ数

年。教育相談の中での電話は基本的に面談との併用なので、こちらから保護者に積極的

にかけることは少ない。電話での対応は内容としてどちらかというと情報のやりとりに偏

りがちだが、援助的かどうかは吟味しつつ、電話をかけることは以前よりも増えているし、

教育センターとしての電話相談の対応数も増えている。時代の流れと言えばそれまでだけ

れど、時代に合わせて電話による相談業務もアップデートしていく必要があると思ってい

る。 

性格上、少しおせっかいでサービス精神が旺盛すぎるところもあるかもしれないので、

それは厳に自戒しなければならないとも思いつつ、席に貼られ

た電話メモを確認し、電話を取ってくださった方への感謝も忘

れず、これからも電話連絡を教育相談の中で援助的に活用して

いきたいと思っている。 
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断片的なものの感情の記憶 

今回のマガジンは何を書こうかな、と呟いたところ「またエッセイっぽいのはどう？」

と言われて考えてみた。確かに最近言い切ることに疲れてきたような気がする。自分の中

を消化されずにモヤモヤと漂っていて、妙に何度も思い出される出来事だけれど、事例報

告書に乗ることも、分析や考察に使われることもない、ただの記憶。そんなものを書き綴

ってみたくなった。 

どんな風に書こうか？と考えて読み返した本がある。岸政彦先生の「断片的なものの社

会学」という本だ。学生の頃に、ふらっと立ち寄った本屋さんで目に留まり、ジャケ買い

したのだが、読んでみてめちゃくちゃ面白かった本である。

社会学者としてインタビューを行い、語りを分析することを

仕事としている著者が、分析も解釈もできなかったが心に残

っているエピソードを書き綴っている。 

『この世界のいたるところに転がっている無意味な断片に

ついて、あるいは、そうした無意味な断片が集まってこの世

界が出来上がっていることについて、思いつくままに書いて

みよう。（2015 岸）』という実験的で挑戦的なこの本は、「物

事や他者を分析して解釈し、理解しなければ！」と躍起にな

っている頭を冷やすような良い処方箋のような１冊だった。

9 年ぶりに読み返してみてもやっぱり面白かった。 

 

 

 

私の中にも、漂ったまま消えていかない「無意味さ」を含んだ記憶の断片がある。それ

を今回は書いてみたいと思う。 

No.33 
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 はじまりのエピソード 

多頭飼育崩壊のお家に初めて関わった時のことだった。猫が増えてしまったはじまりの

エピソードを聞いたところ、「夫が交通事故で亡くなって、その車からこの子が出てきた

んです（ロシアンブルーのシニア猫を撫でながら）。夫の形見と思って大切にしているん

です。その後、たまたま保護して、飼い始めた猫との間に子猫が沢山生まれてしまっ

て・・。」と涙ながらに語ってくれた。そんなドラマみたいな事も起きるのか、それは思

い入れが強くなるなと純粋に心動かされて聞いていた。その後、全頭の不妊手術など色々

終わり、数ヶ月経ってからこれまでを振り返りをご家族と話をしていた。はじまりのエピ

ソードを改めて聞くと、「お兄ちゃんが猫飼い始めて、心の安定に良いって聞いて、夫が

亡くなってから私も不安定やったから、それで猫を飼おうと思ったんですよ。」とさらり

と言われた。全然話が違うじゃないか。 

今でこそ関わった多頭飼育崩壊の家庭が 20 件以上になり、飼い主さんが語る過去のエ

ピソードは、聞くタイミングによってだいぶ変わることがよくある、という事を知ったの

で、多少のストーリーチェンジでは動じなくなった。飼い主さんが語る物語との距離感が

掴めてきたというべきか。 

私たちは誰でも、過去の出来事を語る時、今の時点で振り返ってみて、その出来事を意

味づけて、解釈して話している。今の状況が変われば、過去の出来事の意味づけや解釈が

変わることは当然とも言える。だいぶファンタジーだった始まりの１匹のエピソードが、

色々落ち着いた頃に現実味のあるエピソードに変化していたのは、良い事なのかもしれな

い。 

 

 

 無意味な会話 

 猫を 26 匹にまで増やしてしまった高齢女性のお家の支援に入っていた。子猫は引き取

って保護し、成猫は全頭不妊手術を支援して、現在お家の中には 17 匹だ。飼い主さんが

お住まいの県は 10 匹以上の多頭飼育者は行政に多頭飼育届けというものを出さなければ

いけない。届け出を出すと保健所の職員さんが家庭訪問に来るのだが、飼い主さんが訪問
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をひどく嫌がっていた。「形式的なものだから、さらっと対応していただければ大丈夫だ

と思いますよ」と説明し、私も立ち会うことで渋々同意してくれた。 

訪問当日、職員さんが２名こられて、まずは申請されている頭数が本当に飼われている

のか個体確認をするという。飼い主さんが淡々と、なぜかちょっと怒ったような口調で、

指差ししながら、「あれが、アマリ、こっちはコナン、今逃げたのがルパン」と言いなが

ら説明していく。猫たちは知らない人に驚いて逃げまどい、いくつかの部屋を行ったり来

たりする。「うん、うん」と相槌を打ちながら何か書き留めていく職員さん。押し入れを

開けて「ここに隠れてるのが、シャーロックで、あれがダイキチ」と確認作業は続いてい

く。「うん、うん」と相槌を打ちながら何か書き留め続けていく職員さん。今、ダイキチ

と言われていた子はさっきルパンだと言われて、逃げ走って押し入れに逃げ込んだ子では

ないだろうか。猫は 17 匹中 15 匹キジトラ模様だ。みんなそっくりなのだ。などと考えな

がら見守っていたら確認作業は無事全頭終わったらしい。ほんまかいな（エセ関西弁がで

るほどツッコみたくなった）。 

次に、職員さんは「この子たち、飼い主さんに何かあったら、引き継いで面倒見てくれ

る人いるの？」と聞く。「いないですね。」と飼い主さん。「もしもの為に、見つけといて

もらえますか」と職員さん。「はい。分かりました。探しておきます」と飼い主さん。 

その回答を聞き、職員さんはうんうん、と言いながら何かをまたボードに書き留める。 

 

横で見ていて、こんなに無意味な会話が世界にあったのか、と驚いた。80 歳近い飼い主

さんは相談できる人が誰もいなくて多頭飼育崩壊に陥ってしまったのだ。友達が沢山いる

人だって 17 匹の飼い猫を引き取ってくれる人を探すなんて至難の業だ。できるわけがな

い。１mm の期待もしていない指導、1mm のやる気もない回答。会話としては成り立って

いるし、文字だけを見れば意味も通っている。でも、２人の間には何も通っていない、形

式だけの会話。家庭訪問は 10 分ほどで終わった。なぜか皆、満足そうだった。私だけ空

っぽだった。 
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 日本を、前へ。 

 ある市営住宅に住む家族の元に訪問した。このお家では猫が 70 匹以上に増え、体調が

悪くて働けないお父さん、精神的な病気を抱えるお母さん、引きこもり歴 10 年以上の子

ども、おばあちゃんへの高齢者虐待と、沢山の課題を抱えている。そんなご家族との付き

合いも７年になり、全頭の手術を定期的な見守りを経て、猫は 13 匹にまで減っている。

とうとう子どもは自立して家を出る準備を進めている。そんな時に、年金や生活保護費な

ど公的支援が減ってしまうことが分かった。このまま猫を飼い続けられるのか、そんな深

刻なテーマが家族会議の議題にあがっているらしい。猫の今後に関わる重要な会議なの

で、私にも参加要請があった。会議の日、お家の窓には通行人に見えるように選挙ポスタ

ーが張られていた。推し党があるんだ、と思いながらお家に入り、コタツを囲んで話し合

いが始まった。各自のお金の事情を共有しあい、家族それぞれの今後の生活や猫に対する

想いを話しあう。これから独立しようとしている子どもが「本当に全頭飼い続けられるの

か。飼える頭数に減らすこともやむなしではないのか。」と厳しい意見を投げかける。そ

れに対し、ただ、「飼いたい、ここまで面倒見てきたんだし」という親世代。はじめは、

一人暮らしをする子どもが、自分に支給される生活保護費や障碍者年金から猫のお世話代

にお金を捻出したくないんじゃないかと思っていた。でも話をきいていたら、そんな浅い

話ではなかった。お家の猫たちは。おしっこが詰まりやすい子が多く、療法食を買ってい

るために、フード代と猫砂代などで月４万円ほどの支出になっていた。療法食を諦めて低

価格のフードに変えれば月１万５千円で済む。だが、そうなると恐らくおしっこが詰まっ

て苦しむ子が出てくる。 

ずっと猫たちのお世話や通院をやってきていたのは自分（子ども）で、病気で苦しむ子

をみることは本当に辛いこと。自分が一人暮らしになれば、今まで可愛がってきただけの

親世代が看病やお世話をすることになる。それが本当にできるのか？という現実を見た子

から親への問題提起だった。 

愛護センターに引き取ってもらって殺処分になって死ぬ。家で体調が悪くなり、病院へ

連れて行くお金が無いから治療を受けられず苦しんで死ぬ。どっちに転んでも死ぬ。自分

たちが飼い主だったばっかりに・・。話のトーンは下がっていく。でも、同じ死ぬでも、

愛護センターで知らない人に囲まれて怖い想いをして苦しんで死ぬよりも、家で苦しんで

死ぬ方が、まだ恐怖が無いだけましかねぇ。見るの辛いだろうけどなぁ。耐えられるのか

は分からない。フードの質を下げてすぐに懸念するような事態にあるのかも分からない。  

でも、とりあえず、３人で５千円ずつ出し合って全頭を飼い続ける方向で２ヵ月間頑張

ってみようよ。それで２ヵ月後にもういちど家族会議をしようということになった。「じ

ゃあ、また２か月後に。」そういって家を後にして、団地の階段を下りてお家を振り返

る。「日本を、前へ。」お家の窓には青く眩しいポスターが貼られている。 

今月も全員で生き延びられるだろうか。そんな不安を抱えたお家の窓で「日本を、前
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へ。」と道行く人へ語りかけるポスターが目に焼き付いて離れない。 

 

 

 

 えぐいビワと壁の穴 

黒猫ばっかりをお家で可愛がっているおばあちゃんのお家に訪問した。みんな真っ黒

で、壁に空いている小さな穴から出入りしている。みんな真っ黒なので、実際に何匹がお

ばあちゃんの家に入ってご飯を食べているのか誰にも分からない。ケアマネージャーさん

は穴を閉じた方がいいんじゃないかと言った。でも、穴を閉じてしまったら、閉じた時に

外に居た子は二度とお家へは入れなくなってしまうし、お家の中の子は、外界との穴が閉

じられた時点でおばあちゃんの“飼い猫”になってしまう。ここの黒猫たちは、夜になると

穴から入ってきておばあちゃんの家に入ってぬくぬくと寝て、朝になると穴から出勤して

いき、上の階のおじいさんの宅の玄関先で朝ごはんをもらって、30m 先の空きやで遊んだ

り、子育てをしたりして、60m 先のスナックにも出入りしてご飯をもらっている。私が把

握しているだけでも、３カ所は餌場があるのだ。おばあちゃんは認知症がはじまってい

る。シェア猫のままの方が彼ら（猫）には良い。 

おばあちゃんの家に訪問すると紅茶かコーヒーを出してくれるのだが、ある日、出てき

たコーヒーにはなぜかクルトンとパセリが浮いていた。味はコーヒーなのだが、見た目が

おかしい。飲みかけのコーンポタージュの上にコーヒーを入れたのか？そんな事するか

な？と思いながら半分くらい飲んだところで、おばあちゃんが「お代わりし」と紅茶を注

いでくれた。コーヒーとクルトンと紅茶が混ざったその飲み物は、ちょっと切ない味がし

た。 

でも、美味しくはないけど飲めないほどではないな、まだ大丈夫。そう考えていたら

「これ、近所でビワ取ってきて甘く煮たんやけど。」と焦げ茶色の塊が小皿に乗せられて

出てきた。今、冬ですけど。恐る恐る口にすると舌いっぱいに広がるえぐ味。これは、ダ
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メだ。 

帰り道、おばあちゃんちの穴を道路から眺めがらケアマネージャーさんに「認知症が酷

くなってる気がするんです」と電話をした。おばあちゃんがここで猫と暮らせる時間はあ

とどれくらいあるだろうか。 

 

 

 

認知症のおばあちゃんの一人暮らしは、どこまでがセーフラインで、どうなったらアウ

トラインなのか、自分では判断ができないと思っていた。でも、えぐいビワを食べた時、

こればヤバいところまできはじめてしまったんじゃないかと急にさみしくて悲しくなった

のを覚えている。笑いの小ネタにできないレベルになったというか。ケアマネージャーさ

んがとても親身に対応してくれたので、その後も任せられてよかったが、ずっとビワの味

が忘れられない。そもそもビワだったのかも不明なのだが。 

 

 おわり 

小池英梨子 

ねこから目線。～保護猫とノラ猫専門のお手伝い屋さん～ 代表 

NPO 法人 FLC 安心とつながりのコミュニティづくりネットワーク 

「人もねこも一緒に支援プロジェクト」 プロジェクト代表 

ご意見・感想・お問い合わせ：e.kosame12@gmail.com 
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先人の知恵から 

45 
かうんせりんぐるうむ かかし 

 

河 岸  由 里 子 

今回は「ト行」から以下の１２個。ちょっ

と飛ばし気味ですが、最後まで行きたいの

でお付き合いください。 

 

・問い声よければいらえ声よい 

・同じて和せず 

・同床異夢
どうしょういむ

 

・灯台下暗し 

・問うに落ちず語るに落ちる 

・同病相憐れむ 

・蟷螂
とうろう

の斧 

・遠きを知りて近きを知らず 

・遠くの親戚より近くの他人 

・十
とお

で神童
しんどう

十五で才子
さ い し

二十
は た ち

過ぎれば只
ただ

の人 

・時は金なり 

・捕
と

らぬ狸
たぬき

の皮算用
かわざんよう

 

 

 

＜問い声よければいらえ声よい＞ 

 こちらの出方次第で相手の態度や気持ち

はどうにでも変わることのたとえ。問いか

ける声が良ければ、相手の答え方も自然に

良くなるという意から。              

  

 親子の間でよく口喧嘩になる。例えば、子

どもが門限に遅れた時など、最初から親は

怒っているので、「なんで遅れたのか」と詰

問口調で訊く。子どもは子どもで、叱られな

いように、ごまかそうとしたり、嘘を言った

り、逆切れしたりして、その結果益々親を怒

らせるということが起こる。親の方が、一歩

引いて、穏やかに尋ねれば、子どもも正直に

答えることに不安を感じないだろう。 

 ちょっとしたことで、良い方にも悪い方

にも転がるのが、親子関係である。そういう

意味でこの諺を伝えている。 

 

 

＜同じて和せず＞ 

 すぐに他人の意見に同調するが、心から

親しむことは無い。つまらない人たちの交

際を言う。「同ずれども和せず」ともい

う。和＝和合、調和。出典には「君子は和

して同ぜず、小人は同じて和せず（君子は

人と調和するが主体性を失うことは無い。

小人は付和雷同するが人と協力し合うよう

なことはない）」とある。君子と小人の差

異を言った孔子のことば。  出典 論語 



166 

             

 今の時代、SNS で、様々な意見が飛び

交っている。子どもたち、否親たちも含

め、情報過多の世界にどっぷり漬かってお

り、それこそ、正しいかどうかもわからな

い意見に振り回されている。 

 他人の意見、考えに簡単に同調し、それ

をまた吹聴する。そういう情報をネタにし

て、人とのつながりを作ろうとする。そん

な繋がりは本来の繋がりではない。誰かさ

んの悪口を言うことで、仲良しになってい

こうとする小学生みたいなものだ。 

 情報を、よく調べもせず、考えもせずに

信じ込んで、「いいね」を打ち、またその

話を別の人と話題にする。そうして、様々

なフェイクニュースが広がったりするの

だ。そんな説明も加えつつ、情報について

は慎重に入手すること、確認をすること、

情報を簡単に信じ込んでいる人たちと一線

を引くことの必要性を伝えている。 

 

 

＜同床異夢＞ 

同じ仕事をしていながら、また、同じ環境や

条件にありながら、目標や考えが違うこと

のたとえ。一つの寝床に共に寝ていても、

別々の夢を見ているという意から。「同床
どうしょう

各 夢
おのおのゆめ

む」ともいう。 

出典 陳
ちん

亮
りょう

 与朱元
しゅげん

晦 書
かいにあたうるのしょ

    

 

 一緒に住んでいる家族であっても、それ

ぞれ別々の個体で、別々の考えがある。自分

の考えを押し付けるべきではない。夫婦の

間でも、親子の間でも、よく起こることだ。

同じものを見ていても、感じ方や捉え方は

人それぞれ。それは家族の中でも見られる

ことである。お互いに、何を見ているのか、

それを見て何を感じているのかは、確認し

あわなければわからないのだ。よく、ワーク

で尋ねるのだが、「大きな木」と言う言葉か

らどんな木をイメージするかと尋ねると、

３０人いたら、多くが落葉樹のモワモワっ

とした木を思い浮かべ、数人がクリスマス

ツリーのような針葉樹を思い浮かべる。そ

してごくわずかの人が「この木なんの木」の

木を思い浮かべ、たまーにポプラやヤシの

木が出てくる。大きな木と言う言葉だけで

もこんなに違ってくる。それは家族の中で

も起こるだろう。きっと自分と同じなはず、

A と言ったらこれしかない、という勝手な

思い込みで進まないで、一つ一つ確認する

手間を惜しまなければ、家族間の揉め事も

減るのではないかと思う。 

 

英語では・・・ 

One thing thinks the bear, and 

another he that leads him.(クマの思い

とクマを引くものの思いは別である) 

または Same bed different dream.と

も、Cohabiting but living in different 

worlds. とも訳されている。 

 

 

＜灯台下暗し＞ 

 手近なことはかえってわからず、気が付

かないものであるということ。燭台は周囲

を明るく照らすが、その真下は影となって

暗いことから。灯台＝油の入った更に芯を

浸して火をともす昔の燭台のこと。 

 

 これは誰でも知っている諺かもしれない。

何かを探しているときに、手元にあるのに
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遠くばかり見ていて見つけられないという

ことが時々ある。もの探しだけではなく、身

近なところで起こっていることに気づかな

いということもよくある。他人のことばか

り指摘している人に限って、自分のことが

見えていない。そんな子どもたちに、この諺

はわかりやすい。人のことは見えても自分

のことはあまりよく見えていないのだ。探

し物と、自分自身を見ることと重ねて、この

諺を伝えている。  

 

英語では・・・ 

You must go into the country to hear 

what news at London.（田舎に行かない

とロンドンの新しいニュースを耳にするこ

とはできない。） 

 

 

＜問うに落ちず語るに落ちる＞ 

 人から聞かれているときは用心して秘密

を洩らさないが、自分から話をしていると

きは、ついうっかり真実を話してしまうも

のだということ。「問うには落ちいで語るに

落つる」「語るに落ちる」ともいう。落ちる

＝自白する。 

 

 秘密と言うのは必ず漏れると思った方が

良い。勿論守秘義務については別問題だが、

子ども達や親たちの話では、「これ秘密ね。

誰にも言わないでね。」と言って守られるこ

とは無い。人の口に戸は立てられない。それ

は以前書いたとおりである。そして、この諺

のように、人から尋ねられているときは、秘

密を守ろうと注意することができるのに、

自分が話しているときは、注意が散漫にな

りがちで、つい秘密を漏らしてしまう。テレ

ビドラマなどでも時折「語るに落ちたな」と

いうセリフを聞くことがあるが、これは大

抵刑事もので犯人が罪を暴露する場面で使

われている。その場面も大抵犯人が、多弁に

話している中で真実の暴露が起こっている。

余計なことを言いがちなのは、自分が率先

して話しているときなのである。自ら率先

して話すときは要注意と言う戒めである。 

 最近は SNS での発信が殆どで、その中

では無責任に人を中傷したり、周りを不快

にさせるような言葉も匿名ゆえに発信した

りする。面と向かって言えないことは、

SNS での発信をすべきではないし、自分か

ら発信するということで、この諺のように

言わなくても良いことや秘密の暴露をして

しまいがちになる。この諺はそんなときの

注意にも使える。 

 

英語では・・・ 

The tongue is ever turning to the 

aching tooth.(舌は常に痛む歯のところに

行く） 

 

 

＜同病相憐れむ＞ 

 同じ悩みや苦しみを持つ者同士は、互い

の辛い気持ちがよくわかるので、慰め合い

助け合うものだということ。同じ病気で苦

しんでいる者同士は、その苦痛が理解でき

るので互いに同情しあうということから。       

出典 呉越春秋 

                  

これはまさに「当事者研究会」や「MCG」

（※注）、グループセラピーがどうして効果

的かと言うことと繋がる。どんなに勉強し

ても、その人本来の痛みや苦しみは、同じ体
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験をしている者にしかわからないだろう。

子育て中のしんどさは、子育てしたことの

ある人にしかわからないし、発達障害の子

を育てている親の苦しみも、発達障害の子

を育ててみないとわからない。 

同じ苦しみや体験をした人たち同士が一

番お互いを理解し、支え合えるということ

から、この諺はグループで使うことが多い。 

 

（注）MCGは Mother and Child Group

の略で、子育て中で煮詰まっている母親の

グループである。自分の気持ちを吐き出し、

他の母親たちもみんな同じように悩んでい

ることに気づくことで、子育てに煮詰まら

ないようにするためのグループ。 

 

 

＜蟷螂
とうろう

の斧＞ 

自分の力の弱さを顧みずに、強敵に立ち

向かうことのたとえ。又、強がることのた

とえ。カマキリが、どんな相手にも斧のよ

うな前足を振り上げて立ち向かっていく様

子から。「蟷螂が斧を持って隆車に向か

う。」ともいう。蟷螂＝かまきり。隆車＝

高くて大きな車。   出典 韓詩外伝 

 

 無謀な人、身の程をわきまえない子ども

を見つけると、この諺を伝えて説明する。大

きな敵、巨大な力に立ち向かいたい気持ち

は受け止めつつも、カマキリが車輪に勝て

ないように、無駄死にになるような無謀さ

は諫めねばならない。 

失敗を経験することは大事だが、まるき

り歯が立たない状態であれば、それは止め

るべきではないか。勿論巨大な敵でも、最初

からあきらめてしまっては何にもならない

という言い分もある。「一矢報いる」という

諺もあるし、何もしないで逃げるよりはと

いうこともあるかもしれない。ただ、一人で

立ち向かうより、仲間を集めて立ち向かっ

た方が良い。その能力があるなら、そちらに

意識を向けさせるべきだろう。その場合は

この諺は当てはまらない。 

自分の能力を顧みず、誇大妄想的に立ち

向かうのであればこれは諫めるべきで、そ

ういう子にはこの諺が当てはまる。子ども

では自己肥大しがちなので、そこは大人が

気を付けてみていく必要があるだろう。 

 

 

＜遠きを知りて近きを知らず＞ 

 他人のことはよくわかるが、自分の事と

なるとわからないということ。又、遠大なこ

とについてはすぐれた意見をもっているが、

身近なことについてはわからないというこ

と。          出典 淮南子 

 

 灯台下暗しでも書いたが、他人のことは

よく見えるし、他人の悪いところは特によ

く見えるのだが、自分のことは全く見えて

いないことがある。それだけではなく、将来

のことばかり言っていて、今をしっかり考

えていない、或いは地固めをしていないと

いう人にもこの諺を使う。ぐちゃぐちゃの

土壌の上に、何も建てられない。夢は大事だ

が、夢に向かって進めていくには、足元の一

歩が大事なのだ。 

  

 

＜遠くの親戚より近くの他人＞ 

いざというときには、遠く離れたところ

に住んでいる親戚よりも、近くに住んでい
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る他人の方が却って頼りになるというこ

と。「遠い親戚より近くの他人」「遠い一家

より近い他人」ともいう。        

 

 この諺は、母親たちによく使う。夫の転勤

で引っ越してきた母親や、実家が遠い母親

などは、近くに両親が住んでいる人をうら

やましがる。近くに両親がいてくれたら助

けてもらえるのにと。また、最近は両親との

関係性が悪い母親も増えた。そうなると、子

育てを助けてもらえる人をほかに見つけな

ければならない。最近は様々なサービスが

増えた。ファミリーサポートセンターやシ

ルバー人材センターもあるし、レスパイト

などもある。しかし、一番助けてもらえるの

は、ご近所さんではないだろうか？筆者も

実家が遠かったので子育て中は、隣の家な

どのご近所さんや、近所のお店のおばさん

などに随分世話になった。象さんの子育て

のように、今はみんなで子育てをしていく

必要がある。近所には子育てを終え、子ども

たちも遠くに行ってしまって、孫育てもで

きない、気のいいおじさんおばさんが沢山

いる。その人たちも、子育てを手伝うこと

で、生きがいを見つけられたりするのだ。お

互い様でやっていけたら一番である。他人

と関わるのが苦手な人が増えたが、様々な

支援の一つとして、考えてもらうようにし

ている。 

 

＜十
とお

で神童
しんどう

 

十五で才子
さ い し

二十
は た ち

過ぎれば只
ただ

の人＞ 

 幼いころは並外れて才知のあるように見

えた子も、成長するにつれてごく平凡な普

通の人間になってしまうということ。十歳

の頃は神童と言われた人が十五歳になると

才子程度になり、二十歳を過ぎると平凡な

人になってしまうという意から。「十で神童

十五で才子二十歳過ぎては只の人」ともい

う。 

 

 子どもは、保護者がびっくりするような

力を見せる時期がある。そんな時期に「うち

の子天才かも」と思う保護者も多い。スポン

ジのように何でも覚え、吸収していく様子

に、びっくりする。しかし、そのまま、ずっ

と大人になるまで伸びていくということは

無いのである。さかなクンや藤井聡太さん

のようにずっと一つのことに秀でた人はい

るが、凡人は二十過ぎればただの人なのだ。

あまり期待しすぎず、本人が得意なことは

伸ばしてあげようという程度で行くのが良

い。得意そうだからと徹底的にやらせたら、

きっと嫌いになって出来なくなってしまう

こともあるので要注意。 

 

英語では・・・ 

A man at five may be a fool at fifteen.( 

5 歳で大人並みの子は１５では馬鹿と言う

こともあり得る） 

 

 

＜時は金なり＞ 

 時間は非常に貴重で、金銭と同様の価値

がある。無駄に使わないでよく励み務める

べきだという戒め。英語の Time is money. 

から。 

 

昨今、スマホや PC に依存する子どもや

大人の問題が取りざたされている。かつて

はゲーム依存が主であったが、最近は

YouTube や TikTok などの動画配信が主
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である。何時間もそうしたものに時間を費

やしている。その結果ストレートネックの

問題も起きているし、身体機能の低下も問

題とされている。筋トレに時間を費やす人、

趣味の麻雀や競馬・競輪等に時間とお金を

費やす人、人それぞれである。自分の時間を

どう使おうと自分の勝手と言うのは正しい。

大人は自分の行動に自分で責任を取ればよ

い。しかし子どもはどうか。問題は健康体の

維持と脳への影響。これは子どもに特化す

る。何時間も、スマホやタブレット、PC な

どの画面を見続けていることの弊害と、観

ている内容による弊害、更には、考えること

やコミュニケーションが減ることでの弊害

であろう。 

子どもたちは、昔のテレビと同じで流行

りの動画を観ていないとクラスの会話につ

いていけないし、ゲームで育つ友情もある

（最近のゲームはほぼ協力プレイ）。従って

一概にゲームや動画を見ることを禁止する

という話ではない。長時間というのが問題

なのである。１，２時間ゲームや動画を楽し

んだところで問題はない。しかし体を動か

したり、本を読んだり、何かを造ったりな

ど、ゲームや動画を見ることを除いた、自発

的な行動を増やすことが大事なのである。

小児科学会では、長時間のゲームや動画視

聴の脳への影響として、前頭葉への血流の

不足がもたらす情動調節機能の低下など、

幾つかの問題の可能性を挙げている。 

YouTube には勉強するものもあるので、

そういうものを利用するのは有用だろう。

だが、子どもたちが見ているのは、ゲームの

実況動画や配信だったりする。面白い、楽し

いから続くだろうし、何時間でも飽きない

のだろうが、人生は限られている。夢中にな

っているときは気付かないが、もっといろ

いろなことを知る時間、学ぶ時間、体を整え

る時間にも意識を向けてほしいと思う。 

 

 

＜捕らぬ狸の皮算用＞ 

 不確実な事柄に期待をかけ、それを当て

にして色々と計画を立てることのたとえ。

まだ狸を捕まえないうちから皮を売って儲

ける計算をするという意から。 

 

 たまに、この諺がそのままと言う人に出

会う。生まれてくる子の将来を考えている

親である。まだ生まれてもいないのに、この

子は、英才教育を受けさせてとか、××学校

に入れて、医学部にとか・・・。夢を見るの

は仕方ないが、親の決めた人生にあてはめ

られる子はたまったものではない。本人が

どのような力を持っているかは、育ってく

る中でしかわからない。先ずは丈夫な子を

産むこと、生まれたら健康に育てることく

らいでよい。そんな先のことを今から言っ

てみたって意味がないのだ。 

 子どもでも、時々この諺に当てはまる子

がいる。宝くじを買って、３億円あてて、

悠々自適で暮らすとか、YouTube で動画

配信して、広告貼って、それでお金稼ぐとか

言っている。昔は、ミュージシャンになって

お金稼ぐと言っていた子や、タレントや声

優で稼ぐと言っている子がいたが、最近は

動画配信を考えている子が多いなと感じて

いる。 

 動画に広告を貼ったところで、再生回数

が100万回とか、1000万回とかという、

いわゆるバズったら、お金も入るだろうが、

数十回くらいではコンビニでおにぎりも買
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えない。その現実をしっかり伝えないとい

けないので、この諺はちょくちょく使う。 

 

英語では・・・ 

Sell not the bear’s skin before you 

have caught him.(熊を捕らえる前に熊の

皮を売るな)You count your chickens 

before they be hatched.(ひよこが帰らぬ

うちにその数を数える) 

 

出典説明 

論語・・二十編 

 儒教の経典。「大学」「中庸」「孟子」とと

もに四書の一つ。孔子の言行や門人たちと

の問答を記録した書で、孔子の死後に門人

たちが編集したものといわれる。孔子は諸

国を回って仁の徳による政治を説いたが、

本書は孔子の人物や思想を知るうえできわ

めて重要な資料である。 

 

陳
ちん

亮
りょう

 与
しゅげん

朱 元
かいにあたうる

晦書
の し ょ

・・・ 

 陳亮は、南宋の儒学者、字は同甫・同父。

号は龍川。事功派永康学派の雄。朱憙の論

敵として知られる。朱元晦とは、朱熹のこ

と。 

 

呉越春秋・・ 

春秋時代の呉・越両国の興亡を記した書。

後漢の趙曄
ちょうよう

の撰。呉は太
たい

伯
はく

から夫差
ふ さ

まで、

越は無余
む よ

から勾践
こうせん

までの間のことが記さ

れている。十巻本と六巻本がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

韓詩外伝・・十巻 

 「詩経」の解説書。先秦時代の故事・古語

と「詩経」の詩句を関連づけて開設した

書。前漢の韓嬰
かんえい

の著。「内伝」と「外伝」

があったが、現存するのは「外伝」十巻だ

け。「かんしげでん」とも読む。 

 

淮南子
え な ん じ

・・・内編二十一巻 

 紀元前二世紀、前漢の武帝の初期に成立

した哲学書。編著者は、前漢の高祖劉邦の

孫である淮
わい

南王
なんおう

劉安
りゅうあん

。無為自然の道家思

想を中心とし、政治・軍事・天文・地理な

どにわたって、諸学派の説を収めている。

内編二十一巻・外編三十三巻があったと

されるが、現存するのは内編二十一巻。 

 

参考文献：以前にも掲載したが、此処に載

せている故事・諺及び出典説明は「新明解 

故事・ことわざ辞典」三省堂編修所編 より

転載させていただいている。 
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うたとかたりの対人援助学 
第 30回「授業実践 大学生と替え唄２題」 

鵜野 祐介 

はじめに  

 1996 年以来、大学生を対象に、子どもの頃に彼ら

がよく口ずさんだ替え唄についてアンケート調査を

行い、その成果を発表してきた（『生き生きごんぼ―

わらべうたの教育人類学』2000、『伝承児童文学と

子どものコスモロジー 〈あわい〉との出会いと別れ

>』2009 他）。また、笠木透の調査研究を補足する

形で、戦争中の子どもの替え唄についてまとめてき

た（『子どもの替え唄と戦争－笠木透のラストメッセ

ージ』2020 他）。 

今回は、2024 年度前期の授業で大学生たちにワ

ークショップとして取り組んでもらった替え唄作り

と、同じ受講生たちに実施した、子どもの頃に歌っ

ていた替え唄についてのアンケート調査、２つの授

業実践の成果を紹介する。前者には、若者たちの日

常生活の中での喜怒哀楽がリアルに表現されている。

また後者には、子どもの替え唄の世界にも時代を超

えた普遍性と当今の流行を反映した時代性の両方が

見られる。そうした２点について考察してみたいと

思う。 

  

１．大学生の替え唄作りワークショップ 

2010年度より非常勤講師として授業担当してい

る大谷大学の「教育社会学」（幼）では、毎年、受講

生全員に替え唄作りのワークショップを行ってきた。

「中等教育－統合と分化－」の単元で、中学・高校

の頃の自分自身の心の葛藤を大学生である現在の視

点から振り返ってみるとともに、その頃の自分に対

するエールを送ることで逆に現在の自分をポジティ

ヴに捉え直すことが、ワークショップの趣旨である。 

元歌はアンジェラ・アキ「手紙 ～拝啓、十五の君

へ～」（2008）。１番では 15 歳の「僕」から未来

の自分への送信を、2 番では未来の自分が 15 歳の

「僕」への返信を綴っている。2008 年度NHK 全

国学校音楽コンクールの中学校の部の課題曲にもな

ったこともあってか、今でも中学の頃にこの曲を歌

ったという大学生は多い。 

 

拝啓 この手紙読んでいるあなたは 

どこで何をしているのだろう 

十五の僕には誰にも話せない  

悩みの種があるのです 

未来の自分に宛てて書く手紙なら 

きっと素直に打ち明けられるだろう 

今 負けそうで 泣きそうで  

消えてしまいそうな僕は 

誰の言葉を信じ歩けばいいの？ 

ひとつしかないこの胸が何度もばらばらに割れて 

苦しい中で今を生きている 

今を生きている 

  

拝啓 ありがとう 十五のあなたに 

伝えたい事があるのです 

自分とは何でどこへ向かうべきか  

問い続ければ見えてくる  

荒れた青春の海は厳しいけれど 

明日の岸辺へと 夢の舟よ進め 

今 負けないで 泣かないで  

消えてしまいそうな時は 

自分の声を信じ歩けばいいの 

大人の僕も傷ついて眠れない夜はあるけど 

苦くて甘い今を生きている 

  

人生の全てに意味があるから woah 

恐れずにあなたの夢を育てて  

ラララ Keep on believing 

  

負けそうで 泣きそうで  

消えてしまいそうな僕は 

誰の言葉を信じ歩けばいいの？ 

ああ 負けないで 泣かないで  

消えてしまいそうな時は 
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自分の声を信じ歩けばいいの 

いつの時代も悲しみを避けては通れないけれど 

笑顔を見せて 今を生きていこう 

今を生きていこう 

  

拝啓 この手紙読んでいるあなたが 

幸せな事を願います 

 

原則として、下線部はそのままにして、それ以外

は自分自身の体験談と現在の自分からのコメントを

綴ってもらう。これが替え唄作りのルールである。 

 毎年度、最終回に私が選んでおいた３編を紹介し

て、得票数で第１位を決めている。 

 

２．2024 年度のお気に入り３作品 

 今年度は約80 名が受講し、第7 回の授業の中で

替え唄づくりのルールを説明し、ほぼ全員が１～２

週間後に提出してくれた。その中から私が気に入っ

た作品を３編紹介してみたい。ちなみに、受講生全

員の得票数が一番多かったのは、3 番目の「田舎」

だった。 

 

「暴食」 

拝啓 この手紙 読んでいるあなたは  

どこで何をしているのだろう 

十五の僕には誰にも話せない悩みの種があるのです 

未来の自分に 宛てて書く手紙なら  

きっと素直に打ち明けられるだろう 

今 食うて寝て 食うて寝て  

アイスはさみ再度 ご飯 お肉 おにぎり  

「お」がつくものはおいしい  

ひとつしかない このお腹 たくさん 食べ物が入る 

幸せの中で 今を生きている 今を生きている 

 

拝啓 ありがとう 十五のあなたに  

伝えたいことがあるのです 

１限と２限 ３限と４限の間に お菓子を食べてたよ 

勉強してるからと 自分に言い聞かせるが  

心のどこかで 罪悪感に飲まれる 

今 あれ食べたい これ食べたい  

消費期限切れでもいいの  

自分の天使と悪魔がささやくわ 

「もう終わろうよ、瘦せようよ」 

「まだだめだ 何でも入る」 

幸せで辛い 今を生きている 

 

人生の全てに意味があるから woah  

恐れずに 食べっぷりを誇ろう 

ラララ Keep on believing 

 

食うて寝て 食うて寝て  

アイスはさみ再度 ご飯 お寿司 オムライス 

「お」がつくものはおいしい  

ひとつしかない この人生 悔いのないよう食べまくれ 

自分の声を 信じ歩けばいいの！ 

どうせ昨日も 今日も明日も  

食べるんだから チャラだよね 

だから決して誰も  「食べ過ぎ」なんて 絶対言うなよ 

 

拝啓 この手紙読んでいるあなたが  

幸せなことを願います 

 

「顧問の言葉」 

拝啓 この手紙 読んでいるあなたは  

どこで何をしているのだろう 

十五の僕には誰にも話せない悩みの種があるのです 

二十の自分に 宛てて書く手紙なら  

きっと素直に打ち明けられるだろう 

今 腹が立つ 悔しくて 逃げ出したくなる私は  

顧問の言葉 心にぐさぐさ刺さる  

「ほんまに３年か？ しっかりせい！」  

何度も何度も怒られ 

心の中で 「うるさい！」と叫ぶ 「うるさい！」と叫ぶ 

 

拝啓 ありがとう 十五のあなたに  

伝えたいことがあるのです 

あの頃の私は 顧問うざすぎたけど  

今となっては顧問love♡ 

荒れた部活動 顧問が立て直した  

３年の仲間割れ 顧問が修復した 

今 腹立たしい 情けない 逃げ出したくなる私は  

誰の言葉も 心ですべて受け止める 

二十の私 後悔し 眠れない夜もあるけど 

こころの中で「ごめん、先生」「ごめん、先生」 

 

人生の全てに意味があるから woah  

顧問も意味あると信じて 

ラララ Keep on believing 

 

うざすぎて うざすぎた 中学の顧問だけど 

本当は裏で 誰よりも生徒思い 

ああ 腹が立つ 情けない 十五の私の感情 

顧問の言葉 信じ歩けばいいのに 

うざいと思う その気持ち 避けては通れないけれど 

心の中で 「抑えろ！耐えろ！」「抑えろ！耐えろ！」 

 

拝啓 この手紙読んでいるあなたが  

幸せなことを願います 
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「田舎」 

拝啓 この手紙 読んでいるあなたは  

どこで何をしているのだろう 

十五の僕には誰にも話せな 悩みの種があるのです 

未来の自分に 宛てて書く手紙なら  

きっと素直に打ち明けられるだろう 

今 電車ない バスもない 移動手段ない私は  

誰の手借りて 移動すればいいの？  

田舎すぎるよ 何もない 遊ぶところは家か外 

苦しい中で 今を生きている 今を生きている 

 

拝啓 ありがとう 十五のあなたに  

伝えたいことがあるのです 

京都に来た今 何でもある場所で  

住み続ければ見えてくる 

自然いっぱいの田舎はきれいだけど  

やっぱり地元は本当に何もない 

今 電車ある バスもある ICOCAも作った私は  

いつでもどこへも すぐに移動できる 

カフェにカラオケ 居酒屋に服屋 行くところ多いよ 

インスタ映えする場所・物多い 

 

人生の全てに意味があるから  

田舎しかない魅力がきっとある 

ラララ Keep on believing 

 

あたたかい いやされる 田舎の自然や人たち 

出会う人みんな 顔見知りで挨拶 

ああ 数年後 その町を出て 別の町に行くから 

今は田舎でできることをしてね 

いつの時代も 悲しみを避けては通れないけれど 

緑に囲まれ 今を生きていこう 今を生きていこう 

 

拝啓 この手紙読んでいるあなたが 

幸せなことを願います 

 

３．「十五の僕」の「悩みの種」さまざま 

これら３編以外にも、当代中高生気質が垣間見る

ことができる秀作が目白押しだった。その中から a.

～f. の主題別に分けて、抜粋で紹介したい。 

 

a. PC ゲーム 

「今 モンハンが楽しいよ  

アクションも追加されてるし  

モーションも改善 快適になってるよ」  

 

「今 ゲームしてアニメ見て 受験のストレスを解消  

今の自分の楽しみは二次元だ 

勉強中も二次元の世界で頭がいっぱい 

アニメ見ながら勉強している 勉強している」 

b. アイドル 

「今 高校に入りたて それでも考えちゃう未来 

保育士目指したい でもあまり自信がない 

そんな時には 星野源 聴いたら心が安らぐ 

苦しい時にも 歌に救われた 命の恩人」 

 

「今 ハロプロで 推しメンが 増えすぎたDDは 

 新グループのビヨーンズ 恐らく前ここ沼る 

 ひとりだけを選ぶのならば 船木〇で 

 迷いに迷う中で アンジュは船木 

 娘。は佐藤優樹」 

 

c. 部活動 

「今 苦しくて あきらめてやめてしまいたい時は 

 練習を続けて 一つに合わせていこう 

 仲間とともに 奏でてる この音を信じて 

 迷いの中で 今を信じていこう」 

 

「今 あざできて 痛くても やりがいを感じる僕は 

 自分の意志で 立候補したキーパー 

 たくさん本読んで 調べても  

何度もシュート決められて 苦しい大会 

泣きそうでいる 泣きそうでいる」 

 

d. 試験勉強 

「今 一夜漬け 一夜漬け いつものことだけれど 

 何度言われても 誰に注意されても 

 居残り授業 私だけ これで何度目だろう 

 帰りたい中で 課題終わらせる 課題終わらせる」    

 

「今 受験期でストレスが めっちゃ溜まっている僕は 

 何を楽しみに過ごしていけばいいの 

 学校が終われば塾に行く そして自習室にこもる 

 塾のバス臭いチャリに変えよう チャリの方がいい」 

 

e. 生理現象 

「今 苦しくて 腹痛い 冷や汗止まらない僕は 

 誰に言葉を掛け トイレいけばいい？ 

 ひとつしかない洋式が 空いていないとき絶望 

 苦しい中で 我慢やりすごす 早く出てこいと」  

 

「今 やめられない どうしても 

ポテチに伸びてしまう手を  

太ると分かって わかってはいるのだけど 

でも美味しいし 本当に疲れも全部吹き飛ぶから 

今日は頑張ったし 今日はいいよね」  

 

f. 人生 

「今 何事も全力で頑張ろうとしている僕は 

  何を迷って 人生歩んでいるの？ 
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 一度しかない人生を挑戦し続けて  

 探りながら 今を生きている 今を生きている」 

 

「今 苦しくて切なくて 明日が見えてこない僕は 

 孤独な気持ちを ひとりで抱えきれないよ 

 一つしかない この胸が何度も強く締め付けられ 

 寂しい気持ちで 今を生きている」  

 

「今 傷ついて会いたくて 消えてしまいそうな僕は 

 君の言葉を信じ歩いていいの？ 

 ふたりの中の思い出を 忘れようとしたけれど 

 忘れないでと 彼を想っている」 

 

４．子どもの替え唄 ロングヒット編 

子どもの頃に歌った替え唄について、同じ大学生

にアンケート調査を行った。主に2010 年代に関西

地方で歌われたものと考えられるが、1990 年代に

も歌われていたものと、2010 年代以降ならではの

ものに大別される。前者から紹介する。 

 

あるひんけつ 森のなかんちょー  

くまさんにんにく であったんこぶ/たんそく 

花咲く森のみちんぽこどっこいしょ  

くまさんにであったんこぶ       （「森のくまさん」） 

 

もういくつねるとんかつ お正月がつるっぱげ  

お正月には たこあげてんぷら 

こまをまわして あそびましょんべん  

はやくこいこい おんぼろ救急車ピーポー（「お正月」） 

 

あかりをつけましょ ばくだんに  

ドカンと一発 ハゲあたま 

五人囃子も ふっとんだ/死んじゃった  

今日はかなしい ひなまつり/おそうしき 

（「うれしいひなまつり」） 

 

となりのじっちゃんばっちゃん イモ食って屁して  

大事なパンツに穴開けた ヘイ！（「アルプス一万尺」） 

 

走る こける 血が出る 肉が裂けて 骨が見える 

病院 病院 かけつけ テキトーに手術され  

死んじゃった                 （「Runner」） 

 

ぶんぶんぶん ハチが飛ぶ お池のまわりに  

爆弾しかけて ドカンドカンドカン ハチが死ぬ 

（「ぶんぶんぶん」） 

 

さる、ゴリラ、チンパンジー      （「クワイ河マーチ」） 

 

からすなぜ鳴くの からすの勝手でしょ （「七つの子」） 

チャリラー 鼻から牛乳        （「フーガニ短調」） 

 

アン アン そこはダメよ 大事なところ 

ソーセージ ミートボール お稲荷さんの皮 

（「アンパンマンのうた」） 

 

５．子どもの替え唄 新世代編 

 

いま いま 別れの時  

⇒ピーマン ピーマン わかめ味のポッキー 

飛び立とう 未来信じて 

⇒飛び納豆 苦いシイタケ  

はずむ 若い力 信じて 

⇒パズル 破壊力 信じて 

この広い この広い 大空に 

⇒ゴミ拾い ゴミ拾い 大空に    （「旅立ちの日に」） 

 

歩こう歩こう 私は元気（＋ぼくは病気） 

歩くの大好き（＋ウィスキー／ぜんぜん） 

どんどん行こう（＋どこへ？） 

坂道（＋すべって） トンネル（＋くぐって／真っ暗）  

くさっぱら（＋で草むしり）  

一本橋に（＋きりぬけて／ひっかかって）  

でこぼこ砂利道（＋じゃり多い／工事中） 

くもの巣くぐって（＋ひっかかって／べったべた）  

下り道（＋でころぶ！／バイバイ！）     （「さんぽ」） 

 

今 わたしの願い事が かなうならば 翼がほしい 

この背中に（＋はと／つる／くじゃく） 

鳥のように（＋醤油がはねたら目立つけど） 

白い翼（＋セットにドリンクバーで） 

つけてくださ（＋食べ物を消化するところ）い 

この大空に（＋キャプテン） 翼をひろげ（＋おならで）  

とんで行きたいよ 

悲しみのない（＋おかわり） 自由な空へ  

翼はためかせ（＋誰かのお金で焼肉） 行きたい 

（「翼をください」） 

 

おわりに 

 最後の２編は、元歌の文節にかぶさるように「ツ

ッコミ」を入れる（＋〇〇〇）。ロングヒット編の「森

のくまさん」や「お正月」と一見似ているが、これら

が１人でする尻取り遊びであるのに対して、「さんぽ」

や「翼をください」は２人目の「ツッコミ」が〈ノ

リ〉や〈グルーヴ〉感覚をもたらす言語ゲームと言

え、新世代に相応しい「ヒップホップ調替え唄」で

ある。 

 持論では、替え唄には「子どものコスモロジー」

が投影している。これからもリサーチを続けていき

たい。 
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あぁ、 

結婚！ 
―婚活日記― 

 

第 31 回 
 

黒田長宏 

 

 

 

＜２０２４年５月９日＞ 

５８号で提出しようと思っていたのだ

が、精子提供の逆説のような案が閃い

て、行動もしたので、私のような急性心

筋梗塞で命拾いした者は、３ヶ月の間に

何があるかわからない、待っていられな

いと思い、今回は再提出が多くなって申

し訳ないのだが、やる気がないよりは悪

くないと思い、（やる気がない時期も悪く

はないのかも知れないが） 

これ以下の部分を付記させていただく。 

＜２０２４年５月２日＞ 

思わぬ急性心筋梗塞発症事件から３

か月が経過し、出直しせねばならない。

そのため、早めに５７号の原稿を提出

し、５８号分の出来事に向けて再稼働で

ある。(原発のせいで嫌なイメージの単

語になってしまったが。） 

＜5月 3日＞ 

５８号も記述の日が空くのかなと半ば

忘れていたところ、茨城新聞に東京の

医療機関が非匿名の精子提供を募集

するとあり、私自身の先祖代々の遺伝

子のバトンを私でストップする罰の悪い

気持ちを、まだ工夫できるかも知れない

と思い、ただ４５歳までの募集なので、

年齢制限について医療機関にメールし

た。思えば結婚難だって、年齢制限で困

難な面がある。適齢期はあるのも事実

だが、限界にはまだなっていない場合も

限界とされてしまう場合があるかも知れ

ない。でも適齢期が一番適齢なのは当

然だとも思うが。 

＜５月８日＞ 

新聞を隅々見ていたのは良かったか

も知れない。今回の東京の医療機関の

担当の女性は自らがご主人の了解を得

て、精子提供を受けて子供を持たれた

経験者だと記事に書いてあったが、丁

寧な返信を２度くれた。年齢制限のルー

ルがあるので、すぐに決着は付かなっ

たが、もし将来的に高齢者でも精子提

供が出来るようになったなら連絡をくれ
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るとのことで、私のほうも、積年思ってき

た結婚難周辺の事々を殴り書きして訴

えた。久しぶりにアクションを仕掛けたよ

うな気もする。望みを捨てなければ、可

能性はまだやってくると信じてみたい。 

＜５月９日＞ 

起床して着想が閃き、しつこいようだ

が、非匿名の精子提供を１５日から開

始するという医療機関の担当者にメー

ルを重ねた。その着想は、精子提供す

るような男性は、社会的に優秀とされて

いたり、当然若さがあったり、妻帯者で

あったり、将来妻帯できる男性ではない

か。すると配偶者からの子供と、精子提

供した子供との異母兄弟姉妹間の結婚

が生じるのではないか。異母兄弟の結

婚は遺伝子が近い配偶者だと遺伝病の

生じる可能性から結婚は禁じられてい

るが、精子提供からそうしたことを減ら

すためには、結婚出来ず孤独死するよ

うな結婚難男性の精子提供ならばどう

なのかという逆説のような事を提供した

のだ。私自身の結婚難高齢化により、

以前よりやる気は色々な面で減少して

しまっているが、久しぶりに活動してい

るような気がした。他の面からも、高齢

結婚難男性が救われる方法論、広げら

れれば女性も救われる方法論をもっと

意識してインプット、アウトプットしなけれ

ばいけないはずだったのだが、きっかけ

がないと行為できない。今回は新聞を

隅々眺めていたことからの着想と実践

だと思う。茨城新聞にもこの事を伝える

営業をしてみようかなと思う。 

＜６月１３日＞ 

久しぶりにこのファイルを開くと、精子

提供の話題は既に意識から遠のき、ま

た無為の日々に陥る。これこそが現実。

ドラマなどは面白いように出しているわ

けだ。現実を書いている。この結婚難状

況では、昔のように純粋に恋に陥ってし

まうようなエネルギーも生じない。なにし

ろ年齢という壁が抑制する。こうしてど

れだけ書いても書いても、特定の相手

の出現と、その相手への思いに陥ること

の出来る純粋な精神こそが 

この日記の解決方法なのだろう。と

は、思うものの・・・。 

＜8月 1日＞ 

締め切りの通知が届いたので久しぶ

りにワープロソフトを開けてみると、まる

で忘れてしまっていたのだが、当初は精

子提供について関心を持って書いてい

たのだった。 

自分自身が先祖代々いつからかわ

からないほど繋げてきた遺伝子を終わ

らせてしまうのかと思うと辛いのだが、

どれだけ頑張って婚活をしたことだろう。

同時代の女性たちを恨みたくもなる。 

マクロとミクロと言っていいのかわか

らないが、マクロが結婚難時代をどうす

ればいいのですかと問いかけていく方

法をこうしてやっているわけだが、ミクロ

は特定の人、一人にアプローチするとい

う、このほうが直接的であり、現実に実
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現するということなのだろうが、今のとこ

ろ、ミクロがさっぱりで、マクロは、とうと

うなぜか急に増えてきて、 

YouTube登録者がこの書いている時

点で１６００人を超えた。１６００人の登

録というのは決して少ない数字とは言え

ないと思う。結婚できる国に戻るよう引

き続き頑ってパフォーマンスしていきた

い。(結局内容は 6月 13日の状態のま

まだった） 
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故・斎藤稔正先生のこと 

 

ＪＲ茨木駅近くの接骨院が、私の仕事場です。 

 

催眠医学心理学会の今年の会報（『催眠学研究 Vol.62』）

を開いて、「えっ」と声が出ました。 

 

佐々木雄二先生が去年の２月２２日に亡くなったことは

以前の記事でも書きました。 

佐々木先生の追悼のページが今年の会報にあることは想

像に難くありませんでした。 

しかし、そのページの前に、斎藤稔正先生（立命館大学名

誉教授）の追悼のページがあったのです。 

愛弟子の福原浩之先生・加納友子先生が斎藤先生の追悼文

を執筆されていました。 

斎藤先生は佐々木先生の後を追うように３月１１日に亡

くなっていらっしゃいました。 

「一月も開けずに一緒に逝ってしまうなんて、そんなに仲

良くしないでくださいよ」と心の中でつぶやきました。 

 

私は佐々木先生が大学のゼミの指導教官でしたが、卒論に

は斎藤先生の心理テストを使わせていただきました。 

お二人がいらっしゃらなければ、私は４年間で卒業できま

せんでした。 

お二人とも私の恩師です。 
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斎藤先生の業績は福原先生・加納先生が紹介されています

ので、個人的な思い出を書いてみます。 

 

お酒と冗談がお好きな先生でした。 

卒論を書く前に初めてお目にかかったのも居酒屋でした。 

「外国語を学ぶコツは何だと思う？」 

「えー、外国語はとても苦手です。ぜひ教えてください」 

「外国人のガールフレンドをつくることだよ。そうすれば、

必死にしゃべろうとするから、覚えるだろ」 

「なるほどー・・・でも外国人のガールフレンドできるか

なあ」 

「なーに、当たってくだけろだよ」 

斎藤先生は相当おモテになったようで、留学中に何か国語

かをマスターされたとか、されなかったとか・・・。 

マスターされた外国語の中には、とてもマイナーな外国語

もあったそうです。 

ある学会である年、そのマイナーな外国語を話す研究者を

招待することになりました。 

ところが、その外国語を通訳できる人がどうしても見つか

りませんでした。 

しかし、斎藤先生がその外国語を話せることを学会関係者

がどこかで聞きつけて、通訳を依頼してきたそうです。 

「で、引き受けはったんですか？」 

「うん、やったよ」 

「すごいですねえ、通訳までされるなんて。わからない言

葉とか出てきたらどうするんですか？」 

「そのへんはだいたいこんなことやろうという意訳をし

とけばいいんだよ」 

「大丈夫だったんですか？」 

「なーに、訳が正しいかどうかなんて、わかるやつはその

会場には一人もいないんだから、心配ないさ」 

大らかな先生でした。 

ほんとうはちゃんと通訳されていて、冗談でそのようにお

っしゃっていたのでしょう。 

 

大学卒業後、たまたま京都に就職したおかげで、斎藤先生

の ASC 研究会に入れてもらえました。 
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とても人懐こい先生で「一度この研究会に足を踏み入れた

ら長い付き合いになるからね」と笑っていらっしゃいまし

た。 

立命館大学の衣笠校舎に、多いときは月１回くらいで通っ

ていました。 

先生のゼミの院生・学部生の他に、各界で活躍されている

方々にお目にかかることができました。 

前号、前々号で紹介した山下宰先生、僧侶の谷尚道先生、

病院で心理カウンセラーをされている長谷川浩先生とい

った先生方が当時の常連でした。 

 

斎藤先生は研究会の後などで、肩こりにはこれが効くんだ

よと「ゴキブリ体操」を披露して下さいました。 

殺虫剤をかけられたゴキブリがひっくり返って脚をジタ

バタさせるように、仰向けに寝て手足をブルブル震わせる

という体操です。 

先生は毎日ゴキブリ体操をされていて、これで肩こりが解

消したそうです。 

先生は大真面目なのかもしれませんが、実演してみんなを

笑わせていらっしゃいました。 

 

最後にお目にかかったのは催眠医学心理学会の懇親会で

した。 

学会の懇親会といっても、堅苦しいものではなく、お座敷

の呑み会でした。 

その時、学会で特別講演をされたミルトン・エリクソン財

団のジェフリー・ザイク博士が Frozen shoulder（五十

肩）だとおっしゃいました。 

私は座布団を枕代わりにして、博士に Judo-therapy （柔

道整復術）を体験していただきました。 

斎藤先生も Cockroach exercises （ゴキブリ体操）を英

語で紹介されていたのではなかったでしょうか。 

 

「もう年賀状終いするから」という連絡が最後でしたが、

そんな急に亡くなるとは思いもよりませんでした。 
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斎藤先生が亡くなったこと、そしてそれを知らなかったこ

とはとても残念でした。 

でも、去年の春、私は家族のことで精神的にきつい時期で

したし、佐々木先生の訃報に接して落ち込んでいました。 

ですから、知らなかったのは何かの思し召しなのかもしれ

ません。 

その頃から一年以上経って、我が家も少しずつ落ち着きを

取り戻し、家族旅行の帰りの機内でこれを書いています。 

墓参の機会があれば、お参りに行きたいです。 

斎藤稔正先生のご冥福を、心よりお祈り申し上げます。 

 

齋藤先生のことを、他の号でも書いていたので、リンクを

貼っておきます。 

 

対人援助学マガジン３０号 接骨院に心理学を入れてみ

た２ P２８７ 下から 10 行目～ 

https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/upl

oads/magazine/vol30/50.pdf 

 

対人援助学マガジン５４号 接骨院に心理学を入れてみ

た２５ P１８８ 下から８行目～ 

https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/upl

oads/magazine/vol54/29.pdf 

 

 

親や恩師の先生方には、できるだけ長生きしてほしいと思

います。 

末永く幸せな人生を送っていただきたいですし、何かのご

恩返しをしたいという気持ちもあります。 

でも「自分を守ってくれた人が生きているというだけで安

心」という自己中な気持ちも混じっています。 

最近、お世話になった方たちが次々と亡くなっていき、後

ろ盾がなくなったような気がします。 

背中がスースーする感じがします。 

なんとなく不安なのです。 

 

https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/uploads/magazine/vol30/50.pdf
https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/uploads/magazine/vol30/50.pdf
https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/uploads/magazine/vol54/29.pdf
https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/uploads/magazine/vol54/29.pdf
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自分がそう感じるから、家族のために長生きしたいなと思

うようになりました。（できるだけピンピンコロリでです

が・・・） 

 

患者さんにも言われることがあります。 

「元気でいてください」 

「先生いないと困る」 

「ずっと（接骨院）やっててくださいね」 

「（接骨院が）あるだけで安心」 

 

茨木にはたくさん整形外科や接骨院・整骨院があります。 

半分以上「社交辞令で」そうおっしゃっていると思ってい

ました。 

いまは半分以上「本気で」そうおっしゃってくださってい

るのだと感じます。 

 

お世話になった方々は、もうほとんど亡くなっていて、ご

恩返しもできません。 

その分、今生きている誰かの役に立ったり、将来、誰かの

役に立つものを残したりしたいです。 

 

 

パラドキシカルストレッチングと 

パラドキシカルコントラクティング 

 

「パラドキシカルストレッチング」と「パラドキシカルコ

ントラクティング」という仮説も、誰かの役に立てれば幸

いです。 

 

本誌５６号の「接骨院に心理学を入れてみた ２７」で次

のように書きました。 

 

一見縮めているのかと思える方に伸ばすことで、縮みすぎ

ている筋肉を伸ばすことができる場合があります。 

このようなストレッチングを私は「パラドキシカルストレ

ッチング」（逆説的伸長）と呼んでいます。 
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いっぽう、一見伸ばしているのかと思える方に縮めること

で、伸びすぎている筋肉を縮めることができる場合があり

ます。 

このようなコントラクティングを私は「パラドキシカルコ

ントラクティング」（逆説的短縮）と呼んでいます。 

 

なぜこのようなことが起きるのかについては、何種類かの

説明ができます。 

例えば、三平方の定理にはいくつもの証明の仕方があるの

と同じです。 

ただ、これらはまだ私の仮説なので、証明とまでは言えま

せんが・・・ 

 

今回は、それらの内の一つを説明してみます。 

 

一つの筋肉は、たいがい二つ以上の骨と骨をつなげていま

す。 

（皮膚、筋膜、腱膜、腱鞘、関節包などにつながっている

筋肉もありますが、ここでは説明を簡単にするため骨と骨

をつなぐ筋肉に話を絞ります） 

 

骨盤に近い側の骨に筋肉がくっついている部分を起始と

呼びます。 

骨盤から遠い側の骨に筋肉がくっついている部分を停止

と呼びます。 

 

その筋肉が収縮すると、起始側の骨と停止側の骨の両方に

力が加わります。 

通常は起始側・停止側の両方の骨が互いに近づきます。 

もし片方が固定されていれば、もう片方の骨が近づきます。 

筋肉の長さが短くなるので、このような収縮を「短縮性収

縮」と呼びます。 

 

両方の骨が固定されているとか、同じ姿勢・肢位を保って

いる場合、骨は動きません。 

筋肉の長さも一定ですから、このような収縮を「等尺性収

縮」と呼びます。 
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筋肉の長さを変えずに力を入れて筋肉を収縮させるアイ

ソメトリック・トレーニングやプランクがこれにあたりま

す。 

 

いっぽう、筋肉を収縮させているのに、長さが伸びてゆく

という奇妙な収縮の仕方もあります。 

「エキセントリック収縮」という別名があるこのような収

縮を「伸張性収縮」と呼びます。 

 

例えば、太ももの前面に大腿四頭筋という筋肉があります。 

この筋肉は４つの筋肉が合わさった筋肉です。 

そのうちの３つ（外側広筋・中間広筋・内側広筋）は大腿

骨（太ももの骨）と膝蓋骨（お皿の骨）につながっていて、

これらを収縮させれば膝を伸ばすことができます。 

外側広筋（緑）  中間広筋（オレンジ） 内側広筋（黄） 

大腿骨（茶色）と膝蓋骨（赤）をつないでいる 

 

スクワットをする際、これらの筋肉は、しゃがむときは膝

が曲がるので伸張性収縮をし、立ち上がる時は膝が伸びる

ので短縮性収縮をします。 

空気椅子と呼ばれる膝を曲げた状態を保つ運動をすると

きは、等尺性収縮となります。 

 

さて、この３種類の収縮で筋肉や関節を損傷しやすいのは

どれでしょうか？ 

 



 186 

予想がつきましたか？ 

 

実は、３種類の中で一番安全だと言われているのが「等尺

性収縮」です。 

体を動かさない状態で力を強い目に何秒間か入れると、効

率的に筋力をアップできることがわかっています。 

筋肉や関節に負担が少ないので、ケガをしたときのリハビ

リなどに向いています。 

 

短縮性収縮は縮みすぎが起きやすく、伸張性収縮は伸びす

ぎが起きやすくなりますが、反対のケースもあります。 

 

ただ、筋肉は伸びているときのほうが、筋力が低下します。 

ですから、伸張性収縮がもっとも筋肉に負荷がかかるので、

もっとも筋肉や関節を損傷しやすいと考えられます。 

 

さて、エキセントリック収縮よりも、もっと奇妙な収縮を

ご紹介しましょう。 

同一の筋肉が、短縮性収縮と伸張性収縮を同時におこなう

収縮を、パラドキシカル収縮と呼びます。 

皆さま、初耳ではないでしょうか。なにせ今初めて書きま

したから。 

例えば、先ほど紹介しました大腿四頭筋ですが、残りの１

つの筋肉は、大腿直筋という名前で、骨盤（青）の股関節

の少し上の部分と膝蓋骨（赤）

をつないでいます。 

先ほどの３つの筋肉は１つの

関節を動かす単関節筋ですが、

大腿直筋は股関節と膝を動か

す二関節筋なのです。 

大腿直筋が収縮すると、股関節

が前に曲がり（太ももが前に上

がり）、膝が伸びます。 

つまり、足を高く前に上げるよ

うな動作を可能にする筋肉な

のです。 

大腿直近（ピンク） 
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これは短縮性収縮になります。 

 

では、スクワットをおこなうときはどのようになるでしょ

うか。 

 

しゃがむとき：股関節を前に曲げる部分は短縮性収縮、膝

を伸ばす部分は伸張性収縮（起始が近づき、停止が遠ざか

るパラドキシカル収縮） 

 

立ち上がる時：股関節を前に曲げる部分は伸張性収縮、膝

を伸ばす部分は短縮性収縮（起始が遠ざかり、停止が近づ

くパラドキシカル収縮） 

 

部分と書きましたが、はっきりとした境目はありません。 

起始の近くが停止に作用していることもあれば、停止の近

くが起始に作用していることもあります。 

 

走るときはどうなるでしょうか。 

 

欽ちゃん走りで、足が前に行くとき：短縮性収縮 

膝を曲げて、太ももを前に上げるとき：起始が近づき、停

止が遠ざかるパラドキシカル収縮 

膝を伸ばして、太ももを後ろに伸ばすとき：起始が遠ざか

り、停止が近づくパラドキシカル収縮 

 

もうひとつ例をあげてみます。 

上腕の後ろにある、上腕三頭筋の

長頭（左の図で、グリーンの筋肉）

は、肩甲骨の肩関節の下（青）と、

肘の出っぱっている部分（赤）と

をつないでいます。 

上腕を体側に近づけ、肘を伸ばす

はたらきをする二関節筋です。 

 

あん馬で、両腕を真下にまっすぐ

伸ばして体を支えるとき：短縮性

収縮 
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懸垂運動で、肘を曲げて顔を鉄棒の上に出すとき：起始が

近づき、停止が遠ざかるパラドキシカル収縮 

 

重量挙げでバーベルを真上に上げたとき：起始が遠ざかり、

停止が近づくパラドキシカル収縮 

 

パラドキシカル収縮は、探せばいろいろと出てきます。 

 

生理的に正常な範囲を超えたパラドキシカル収縮で筋肉

を傷めたときは、次のようなパラドキシカルストレッチン

グやパラドキシカルコントラクティングが有効になるで

しょう。 

 

起始が近づき、停止が遠ざかるパラドキシカル収縮の場合 

→ 停止を近づけつつ、起始を遠ざけていくパラドキシカ

ルストレッチング 

または 

→ 起始を遠ざけつつ、停止を近づけていくパラドキシカ

ルコントラクティング 

 

起始が遠ざかり、停止が近づくパラドキシカル収縮の場合 

→ 起始を近づけつつ、停止を遠ざけていくパラドキシカ

ルストレッチング 

または 

→ 停止を遠ざけつつ、起始を近づけていくパラドキシカ

ルコントラクティング 

 

同じ筋肉でも有効なストレッチングやコントラクティン

グが変わるのは、いかに収縮させたかで、筋肉の曲がり方

やねじれ方が変化し、目には見えないひずみが筋膜や筋線

維に残されるからではないでしょうか。 

 

短縮性収縮、等尺性収縮、伸張性収縮、パラドキシカル収

縮をしたときの筋肉の形は、それぞれ異なったものになり

ます。 
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筋肉の形が違うということは、筋線維のねじれ方や曲がり

方が違う、そして、筋膜の伸び方や縮み方が違うというこ

とを意味しています。 

 

そして、それぞれの過度な収縮で生じた損傷は、元に戻し

方もそれぞれで異なってくることになるのです。 

 

次回はまた違う角度から、パラドキシカルストレッチング

とパラドキシカルコントラクティングについて説明して

みます。 

 

ではまた 
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現代社会を『関係性』という観点から考える 
 ㉚改めて「介護は誰が担うべきか 家族・親族・地域社会の関係性を踏まえた一考察」 

 

 

 

 

 

更生保護官署職員 三浦恵子（社会福祉士・精神保健福祉士） 

  

 

１ はじめに 

 連載 14では『「開く」ことと「閉じる」こと』と題して私見を述べさせていただき、そ

れに続くかたちで、連載 15では『つながりが支えるこころ』と題し、我意を通し続けた

結果「閉じる」生活となり社会的孤立に至り心身状態の悪化を招いた高齢者（単身生活

者）の事例を紹介しました。連載 16では、連載 14、15の流れを引き継ぐかたちで、『「見

える」ことと「見えない」こと』という切り口で、現代社会を関係性という観点から見直

してみました。それを受けるかたちで連載 17 では、これまでの連載を踏まえ、「地域社

会」との「関わり方」を考えると題して、まさに「地域社会」との「関わり方」を私なり

に考察してみました。 

つまり、本連載では「地域社会」で生きるということについて考えてきたともいえま

す。まさに現代社会においては、（望まない）「孤立」「孤独」が問題となっています。支

援機関とつながらないまま命を落としてしまうような事態になったり、拡大自殺的な事

件が発生する例もあまたあります。家族介護が行き詰ってしまった上での介護殺人、子育

てに悩んだ末の子殺しなどがその例であると言えます。こうした点について連載 19では

「自分は誰かとつながっている」という感覚があるかということと題して問題提起をさ

せていただき、続く連載 19回では「自分は誰かとつながっている」という感覚を持つた

めに私が必要だと痛感している『関係性』をメンテナンスをする～「当たり前」と思うこ

との陥穽について、連載 20 では、『関係性』をメンテナンスをする～「当たり前」と思

うことの陥穽について、それぞれコロナ禍の中を生きていくうえでの関係性について私

見を述べさせていただき、連載 21では、Society から Homeへ矮小化していく社会につい

て私見を述べさせていただきました。 

 本連載も 5年を超え、コロナ禍はじめ連載開始時と社会情勢は大きく変化しています。

私自身も専門性の殻に閉じこもることなく、業務上・業務外での連携において学んだこと

や様々な関わりの中で学びまた考えさせられたことを連載原稿に落とし込み、主題その

ものはぶれることなく視野をより広くとって論じていきたいと考えています。 

連載 23では「自助、共助、公助」の他に、制度が既存のものとして含んでいる「家族

助」について、地域包括ケアシステムの在り方について私見を述べさせていただきまし

た。連載 24ではすこし角度を変え、自分が「知っている」だけの世界で生きることの危

うさと題し、私自身が実際に直面したり間接的に関わったことをベースに、「知っている」

ことだけの生活で生きるということに含まれる一種の「危うさ」、「知らない」ことが「意

識しない排他性」につながることなどについて、引き続き連載 25では「知らないことが

不安や排除につながる」ということというテーマでそれぞれ私見を述べさせていただき

ました。連載 26では、大学生に刑事政策と司法あるいは更生保護について話をする機会

に感じたことをベースに「今の社会」に対する若者の不安に、大人としてどう向き合う
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のか」というテーマで私見を述べさせていただき、続く連載 27では、私が昨今感じてい

る「理想とされる家族は今や『描かれるもの』の中にあるものか」ということにつき、課

題提起の意味合いをこめ私見を述べさせていただいた。その後の連載 28（連載 29と記載

していますが 28 に修正します）では「自分には支えてくれる人がいる」「まだできるこ

とがある」と誰もが感じることができる社会へと題して、「愛と仕事」（フロイト）及び

「居場所と出番」（犯罪対策閣僚会議）に言及しました。そして連載 29は、家族介護当事

者の立場から、「選べない日々」を過ごす人々への「まなざし」と題して、様々な境遇の

ただなかにある人を「社会がどう見るか」という点について、私見を述べさせていただき

ました。 

今回は、「選べない日々」を過ごす人々への「まなざし」で家族介護を取り上げたこと

から、連載 6「刑事政策から見た「介護」～高齢犯罪者による殺人事件を一例として」を

更に深めるかたちで、厚生労働省のデータ等にも言及しつつ、家族アセスメントというう

観点から更に掘下げて私見を述べさせていただきます。 

 

１ はじめに 

介護保険制度の導入は、家族のみに介護の負担を求めない「介護の社会化」の時代の到

来として、大いに期待を集めました。しかし、制度利利用については必ずしも初期の目的

を達したとはいえない、つまり、本当に必要な人が必要なサービスにつながっているかと

いう点では私は疑問があると考えます。『介護殺人』『介護殺人の予防～介護者支援の視点

から』（共にクレス出版）などの著作等により、介護殺人に関する綿密な分析を行い、介

護者支援の具体的な方策の必要性を世に問うた湯原（加藤）悦子氏も、「介護保険では法

制度上、家族を考慮しないことで社会サービスの利用にインセンティブを与え、社会化を

促すという方策がとられたのである。」「『あえて家族介護を評価しない』という戦略によ

って、家族介護が不可視化されたことの問題は大きいと問題提起している。」と述べてお

られます。 

 

2 厚生労働省のデータから見た「高齢者虐待」とその結果としての「死亡」「殺人」 

 前回の連載 6では「刑事政策から見た「介護」～高齢犯罪者による殺人事件を一例とし

て」として、犯罪白書のデータを引用して説明をしました。 

 今回は公表されている厚生労働省のデータをベースにして検討してみたいと考えます。 

 まず、令和３年度「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等、関する法律」

に基づく対応状況等に関する調査結果（出典：厚生労働省）を提示します。 

 

この調査は平成 19 年度から毎年度実施されているもので、平成 18 年４月に施行され

た「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律」（高齢者虐待防止

法）に基づき、全国の市町村や都道府県で行われた、高齢者に対する虐待への対応状況を

まとめたものとなります（出典：厚労省㏋）。 
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そして今回引用した調査結果は、同調査に関する厚生労働省のプレスリリース添付さ

れていたものを引用したものであり、執筆時（令和 6 年 7 月）最新のものです。要介護

施設者従事者と養護者等に分けて統計がとられており、グラフでは施設従事者の虐待の

増加について目を引くところですが、今回は特に養護者、家族による虐待死亡件数につい

て注目したいと考えています。ちなみにグラフ上の赤い囲みは私が加えたものです。 

 

3 家族介護場面での暴力（心中等含む）の取扱いについて 

これはあくまで私の推測ですが、経済的虐待等（年金等の搾取）等は身体的虐待に比べ

て目に届きにくいのは当然として、こうした「家族という閉じられた関係性の中で行われ

る行為」については、よほど周囲が注意をしていないと気づきません。 

私自身、刑事政策の仕事に従事している年数と家族介護者としての従事年数がほぼ同

じであり、業務に専従する傍ら片手に余る数の家族・親族の介護の両立に努めてきまし

た。その経験をもとに述べさせていただくと、介護専門職における「家族」に対する見立

てに関しては、刑事政策や児童の分野に比較すると、どうしても「薄いな」と感じられる

ことも少なくありませんでした。 

次に引用する記事概要でも黙々と妻の介護に従事してきた夫が「胸が張り裂けそう」と

訴えた際、地域包括支援センターの職員が「心配なことがあれば連絡ください」と電話で

伝えるしかなかった、と報じられています。当然私はこの事例について報道ベースでしか

知り得ませんし、実際には様々な手が打たれたのかもしれません。 

しかし実際には、このやりとりの一週間後に妻は病死、夫は自死していると報じられて

いることから考えると、この夫の「胸が張り裂けそう」という言葉は相当追い詰められた

状況で必死で助けを求めるものだと思われ、自殺・心中等のリスクがかなり高い場面だと

推察されました。そもそも、介護度以外にこの家庭における自殺や心中リスクについてア

セスメントされていたのか、とも考えさせられました。 
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報道：“2人の孤独死”の現実「胸が張り裂けそう」76歳夫は言い残した（毎日新聞 R4.6．12） 

R4.1．31、社会福祉士が板橋区のアパートの一室をノックするも応答がなく、通報で駆

け付けた警察官が室内に入ると、夫（当時 76歳）が風呂場で、妻（同 73歳）は居間で倒

れていた。2人とも既に死亡。警視庁によれば、妻は病死だった可能性が高くその直後夫

が自死したとみられるという。遺書は残されていなかった。2人暮らしの親子や夫婦らが、

屋内でいずれも亡くなった状態で発見されるケースがあとをたたない。死因は病気や自

死、無理心中などで、後追い自殺とみられる例もあった。最近 10年間では東京都内だけ

で 117世帯 234人が確認された。彼らの最期を知ろうと、関係者を訪ねた。 

夫婦に携わっていた地域包括支援センターの職員は相談記録を見ながら「同じよう

な思いをする人を少しでも減らしたい」と話した（R4.5．16）。知人らによると、亡く

なった 2人は約 10年前にこのアパートに引っ越してきた。間取りは 4畳半と 6畳の部

屋がある「2K」で家賃は月額 6万円。同じ地区からの転居で、夫婦にとっては住み慣れ

た地域だった。2人は仲の良い老夫婦として知られていた。妻は認知症の兆候があった

が、すし職人として働く夫が支えた。元々3人家族だったが、身体障害のある一人息子

は 30代で亡くなり、アパートの部屋には息子の遺影が飾られていた。妻は、息子の思

い出話を楽しそうに知人に話したという。夫婦は夫の収入でやりくりした。夫は派遣社

員として都内の複数の店ですしをにぎった。そのほか夫に 2 カ月に 1 回支給される 10

万円の年金とこつこつ蓄えてきた貯金があった。同じアパートで隣の部屋に住んでい

た 70代男性は約 3年前、「うちの人が握ったのよ」と妻がうれしそうにすしを差し入れ

てくれたことを覚えている。「決して派手な生活ではなかったが、仲むつまじい夫婦だ

った」と振り返る。そんな夫婦の生活の歯車が狂い出したのは、新型コロナウイルスの

感染拡大で初の緊急事態宣言が発令された R2年春以降とみられる。地域包括支援セン

ターの記録では、夫が R2.10に「手持ちの生活費が 3万円しかない」と訴えていたこと

が分かる。外出自粛や飲食店の営業自粛の影響で、夫の仕事は大きく減った。生活費が

残り 3 万円となった R2.10、夫は地域包括支援センターに相談している。「これからど

う生活していけばいいのか」。さらに妻は R2年春から体調を崩し、冬になると硬膜下血

腫により不眠や気分障害などの症状が出るようになった。自分の頭を瓶でたたいてし

まったり、夜に突然外出してしまったりすることもあり、そんな妻の姿を目の当たりに

した夫は驚き、心を痛めた。周囲からは認知症の疑いも指摘された。訪問医療のサービ

スを利用し、妻の症状は少し落ち着いた。しかし、アパート建て替えのため大家から

R4.2 までに退去するよう求められた。認知症の疑いのある妻が過ごしやすいようにし

たいと考え夫は同じ地区に住むことにこだわったが、夫婦に保証人になってくれるよ

うな親類や知人はおらず、転居先はなかなか見つからなかった。地域包括支援センター

の担当者は「病気の奥さんのことを第一に考えていた。住み慣れた場所を離れることへ

の不安は大きかったと思う」と話す。結局、社会福祉士の支援で転居先が見つかったが

そこは地理の分からない区内の別の地区だった。知らない土地へ転居することに夫は

不安を感じていた。妻の病気が回復の兆しを示さないことへの焦りもあったとみられ

る。夫は R4.1．24、相談先の地域包括支援センターの職員に不安を吐露した上で電話

で「胸が張り裂けそうです」とこぼし、職員は「心配なことがあれば連絡ください」と

電話で伝えるしかなかった。夫婦が亡くなっているのが見つかったのは、それからちょ

うど 1週間後。その日は R4.2から住むはずだった転居先の初期費用の支払日だった。

仕事を失った夫は妻が亡くなったことで将来に絶望したとみられる。 
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4 家庭そして家族介護者に対するアセスメントの重要性について 

 そもそも、在宅介護において、家族介護者（厚労省のデータでは「養護者」と記載）が

どのような経緯で介護に従事するようになったのかという経緯について、私自身の経験

上ですが、細かくアセスメントされることはありませんでした。「だって『家族』だから

当たり前」というニュアンスの言葉を聞いたことも多々あります。 

「突然仕事をやめて帰ってきた未婚の息子」が家族介護者になった場合、息子側の事情

や「困りごと」にも注目すべきだと考えていますが、介護という場面においては、当事者

への心身のアセスメントはしっかりと行われていても、家族に対してはさほどなされて

いないことが往々にあると考えます。 

そもそも、家庭は極めて密室性の高い場所であり、そこで暴力や不適切介護が起きてい

ても人目にはつきづらいものです。児童虐待であれば、学校その他への啓発も行われ、学

校その他の場で「良識ある大人」が虐待の兆候を発見し通告に及ぶことも可能ですし実際

にそれが推奨されています。しかし、デイサービスなどを利用しない「家族介護」ではそ

うした機会もなく、閉じられた空間に支援者が入る機会は非常に限られてしまいます。 

実際に養護者（家族介護者）による虐待死亡件数は下記のような状況で推移していま

す。 

 

この養護者（家族介護者）による虐待死亡件数という点のデータを確認すると、高齢者

虐待の年度別「虐待におる死亡例」の推移というグラフが提示されています。年度により

変動はありますが、大まかにいって年間 30人程度の高齢者が養護者（家族、親族）等の

虐待により亡くなっていることがわかります。 

「〇人に１人が貧困の中で育つ」「〇日に１人の子供が虐待で命を落とす」という具体

的数字が世間の関心を引き付けたことに倣えば、「12日に 1人、高齢者が虐待で命を落と

している」ということになりますが、私の体感では高齢者の虐待死については社会の関心

は児童ほど大きくなく、マスコミその他で掲載されるのは、亡くなってから御遺体を放置

していた死体遺棄事件等が、いわゆる「8050 問題」の文脈で語られることが多いように

感じています。 
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 団塊の世代が後期高齢者となる「2025 年問題」もいよいよ間近に迫り、介護従事者の

不足も深刻な問題のなか、何を言っているのかとお叱りを受けるかもしれませんが、対人

援助学マガジンという自由な論説の場なので敢えて述べさせていただくと、他の対人援

助同様、家庭そして家族介護者に対するアセスメントはやはり欠かせないと考えます。 

 暴力が支配していたような家庭では、要介護者と家族介護者のパワーが逆転した時に

何が起きるかということは想像に難くないでしょう。そうした事態を防ぐためにも、家族

介護者がどのような経緯でその立場に置かれたかということについても、私は確認が必

要だと思われます。 

他の親族から介護を押し付けられたり、失職し家を失ってやむをえず「実家」に戻って

きたり、親の年金を頼りに生活してきた子ども世代がいきなり介護に直面したりといっ

たケースでは、家族介護者のモチベーション云々を問う前に、家族介護者にも適切な支援

を入れていかないと、介護をきっかけに家庭が崩壊することもありえると私は考えてい

ます。 

 

5 それでもなお「法は家庭に入らず」（制度は家庭に入らず）なのか 

一方で、実際に家庭内暴力の通報を受ける立場におられた方から、「児童虐待ならとも

かく、大人同士の暴力、しかも好きで結婚した者同士であれば、そこで起きる出来事はあ

くまで自己責任だと思う」ということを、「現職だったら話せない本音ベースだけど・・・」

という前置きのうえでお聞きした経験があります。 

実際、保護を求めても「法は家庭に入らず」といったトーンで説諭をなされた挙句、危

険な環境（暴力を振るう家族のいる家）に戻されてしまうという事例も、薬物依存症家族

支援の現場において幾度か経験しました。一方で、支援者側がどんなに「分離」に尽力し

ても、「結局は家庭に戻ってしまう」というケースも少なくないため、そうした事例が重

なると、支援者側も消耗してしまうのが、家庭内暴力や DV案件だとも感じます。 

 コロナ禍で急増した DV 対策として内閣府が中心となり「DV 相談プラス」が設置され、

24 時間対応がなされています。相談件数も相当に伸びていますが、その伸びだけをもっ

てその窓口が「支援の入口」として周知され機能していると考えるのはやや単純だと考え

ます。なぜなら、匿名の電話相談窓口では、同一人物が複数回かけてこられることも往々

にあるからです。 

 介護に関する相談窓口に至っては、実際に広く周知されているかというと、そうした実

感はありません。かつて「うちの事業所は地域の方が知らない人はいない」と断言される

地域包括支援センター職員の方にお会いしました。確かにそのエリアの地域包括支援セ

ンターの業務を受託している病院（法人）は地域では歴史も名もある病院であり、その病

院であれば確かに「地域の方」は皆知っておられるでしょう。しかし当該病院がその地域

の地域包括支援センターの業務を受託されていること、そこでどういった支援を受ける

ことができるかという点については、まだまだ周知が必要だと感じました。 

家族介護をしてきた実感ですが、家庭内における暴力リスクについては、「まさか」と

いう「正常バイアス」が働いてしまった結果危機介入が遅れがちであったり、要介護者の

抱えるアルコール問題に関しては、平成早期の段階で介護場面に特化したアルコール問

題について、関西アルコール問題学会が冊子を発行して啓発活動を重ねてきた地域もあ

る一方、服薬と同時に行えば危険な飲酒についてのアセスメントが甘いと感じる地域（飲

酒について寛容である地域）もあると感じています。 

 そうした意味で、家族介護に関連した支援において、要介護者だけを見るのではなく、



 196 

家族歴を初期にアセスメントすることでの静的リスク、飲酒量の変化を見極めることに

などによって察知できる動的リスクについてモニタリングすることの重要性について、

より考察を深めていくことが、介護家族当事者でもある私の今後の課題でもあると考え

ています。 

 

出典 

令和３年度「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等、関する法律」に基づく

対応状況等に関する調査結果（厚生労働省） 
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保育と社会福祉を 

漫画で学ぶ 25 

「ラビット・ハンティング」 

 

 

迫 ともや 

(比治山大学) 

 

 

TONOさんの「ラビット・ハンティング①②」（2003、2007）を紹介します。モデル事務所に所属する少

年少女と、かれらをめぐる大人たちが織り成す、セクシュアリティの傷つきのアンソロジーです。 

天使のように無邪気でストレートな少女、チャイナ。彼女のいとこ、あけっぴろげででたらめ話を能

天気に話す少年、ジョンジョン。二人の親友で正義感の強い少年、クロムの 3 人が中心人物です。モデ

ルの子たちのお話なのに、「うさぎ狩り」がタイトル？ と思いませんか。 

 

男子ロッカールームに入りびたるチャイナは、女子ロッカールームから締め出されそうになっている。

群れて生きようとする女の子たちから「いつもジョンジョンべったり」「みんなになじもうとしない」「感

じ悪いのよ」と言われ、突然始まった生理に困っても、チャイナは薬局の場所を教えてもらえない。遠

巻きに見ている女の子たちをよそに、クロムは「スーパーでナプキンを買ってくるよ」とつげる。母子

家庭で育った彼は、母親のために買いにいったことがある。それに、チャイナへの好意もあった。 

 

クロムに口うるさく指示を出す男性スタッフのフリッツは、事務所の誰ともうまくいかずに、辞めた。

だがその日の午後までフリッツはどこかに隠れていた。ロッカールームにひとり残ったクロムに、フリ

ッツが襲いかかった。気づくとクロムは両手をテーブルに縛りつけられ、口にテープを貼られていた。

フリッツはクロムの体をまさぐりながら「ゆっくりあそんでやるよ」と口にする。 

そのとき、ロッカールームに入ってきたチャイナが助けを呼び、クロムは助かった。 

 

フリッツからの性被害が深刻だったのか、病院に入院したクロム。フリッツは留置所に送られたらし

い。見舞いにきたチャイナは、無邪気な顔でクロムにいう。「ねえ…私が、もしもフリッツがあなたにし

たみたいなことをしたら…嫌？」 

クロムは驚きながら応じた。初めてだったことが済んだあと、クロムはおどおどしながら「愛してい

る」と口にする。しかしチャイナはうつむき、「ごめんなさい」と残して病室を去った。 

おかしな事を言ってしまったのかと考え込むクロムに、ジョンジョンは、「あいつはビギナーにも慣れ

てるもん。平気平気」と笑いかける。「チャイナはそういう奴なんだよ」。だから女子たちの仲間にも入

れて貰えないのだと。 

チャイナはクロムに話しかける。「ちょっとお見舞いのつもりだったのに、ごめんね。愛してるなんて

言うんだもん」。 
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「言うだろう、ふつう」というクロムに、チャイナは「私にはおしおきだった」と返す。彼女は 6 歳

の時から家庭教師によって性被害を受けていたのだ。 

チャイナはその後、何度も被害に会った。「うさぎ狩りだと思えば理解できる。きっと私、血の匂いが

するのよ。キツネはケガしたうさぎを追いかけるもの」「途中から服を破られるのが嫌だから、自分で脱

ぐし、殴られたくないから、自分から足を開くようにした」。 

（『ラビット・ハンティング①』より「ラビット・ハンティング」） 

 

チャイナは性被害から奔放な性行動をとることになったようです。「自分が傷つけられたことをクロム

もされた。慰めてあげられるなら」ととった行動が、クロムには予想外に大きな経験だったのです。 

人は大切にしていることを傷つけられると、自分を周りと同じだと感じにくくなってしまいます。「自

分だけあんなことをされた」「自分は汚されてしまった」という気持ちが芽生え、周りから浮いた言動を

つい選択して、「みんなになじもうとしない」と扱われます。はみ出し者になると被害を受けても周りが

助けてくれなくなり、悪いループにはまってしまいます。「なじもうとしないあの子が悪い、自業自得だ

ね」と仲間が見捨てると、血の匂いにひかれてキツネたちがやってきます。「うさぎ狩り」は現実世界の

様々な場面で行われています。 

 

父親に先立たれたチャイナは母親の元を離れて、モデル事務所の社長のもとで暮らしている。クロム

も若くて美人の母リンカとの母子家庭。母の上司が母を襲おうとしたとき、クロムは上司の尻をナイフ

で刺した。仕事を無くした母が困った末に、クロムはモデルの仕事を始めたのだった。 

仕事に空き時間ができた日、クロムはチャイナに、家でお昼ご飯を食べようと誘った。家に入ると、

服が脱ぎ散らかされており、リンカがジョンジョンとベッドをともにしていた。年齢を偽って母親に取

り入ったと聞いたクロムは激怒し、ジョンジョンに殴りかかる。リンカはケガをしたジョンジョンに「も

うつきあえないわ。あなたの年じゃ、私は犯罪者よ」と告げ、車で病院に連れていくことに。「そんな奴、

送ってくこたない！」とキレるクロムに「あなたがケガさせたのよ！」とリンカ。 

母親に叱られてしょんぼりしていたり、縛られて涙目になったりしていたクロムに、チャイナはとき

めいている自分に気づく。      （『ラビット・ハンティング①』より「ラビット・ハンティング

2」） 

 

傷つきを抱えたチャイナは、しっかりしているように見えても、自分と同じく傷つくクロムにひきつ

けられているようです。チャイナはクロムの姿に触れることによって、自分の傷を癒そうとしているの

かもしれません。傷ついた人が傷ついた人を癒すことがあります。当事者同士の助け合いはそのような

取り組みです。傷ついた経験がないと癒せない訳ではありませんが、自分と同じく傷つき、それでも生

きようとする他者の姿から、人は生きる力を得ることができます。さらに考えを深めると、対人援助の

専門職にも傷ついた当事者はいます。「傷ついた癒し手（Wounded Healer）」という言葉があります。 

現代の心理学関連で「傷ついた癒し手」に最初に言及したのは、ユングだと言われています。ユング

は、「より深いところに達するあらゆる治療は、およそ半分が医師の内省にある」として、「医師が患者

において正すことができるのは、自分自身において正したものだけ」であり、「自分自身の傷つきの分し

か、医師は治すことができない」と述べています。 
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またユング派の分析家であるグッゲンビュール=クレイグは、治療者も患者も含めて全ての人が「健康

－病気」という元型を持っているといいます。 

治療の場面では、患者は治療者に「内的な治療者」つまり自らにも備わる治療者の部分を投影し、逆

に治療者は患者に自分自身の弱さや傷つきを投影します。ここで治療者が、自分の内的な傷の存在を自

覚できていれば、患者の中にいる「内的な治療者」が育ち、より治療的な関係が効果的に進みます。こ

のとき、表面上（意識）は「治療者が癒しを提供し、患者が癒やされる」という構造ですが、深層（無

意識）では、逆のことが起こっているようです。つまり「患者が癒しを提供し、治療者が癒やされてい

る」と。 

 

実はジョンジョンも、夫婦間の悩みをもった母親から性的な虐待をされたとリンカに告白しています。

クロムはそれもいつものでたらめ話ではないかと疑いますが、傷つきを抱えた子どもがでたらめ話をす

るということもまた、よくあることなのです。自分を見てほしいという甘えの欲求による行動であった

り、空想に逃げることで現実認識が歪んでしまうこともあり得ます。少年少女らにとってかつての傷を

負ったエピソード、そして現在の逸脱行動は、小さなトラブルと和解になって日常を進めていきます。 

 

クロムは昔のできごとを思いだした。６歳の夏、山の中のキャンプ場で、スタッフの大人もモデルの

子どももみんなヌードになって写真を撮ったことがあった。山のように丸裸の人を見たのはあのときだ

けなのに、クロムが覚えているのは人の身体に刻まれた傷のことばかりだった。 

「別れた男に刺された」「バイクで転んだ」「胃を全部とったんだ」「この子がここから出てきたの」…

圧巻だったのはスタッフのアイカだった。身体の右側ばかりに刃物で切り刻んだ傷跡が無数にあった。

「私が左ききってことよ」…。 

その秋には事務所を辞めたアイカについて、「実の父親の子どもを流産したことがある」「薬の飲みす

ぎで死んじゃったんですって」などと様々な噂が流れた。もうそれからずいぶん経っている。 

クロムはその後、飲食店で働いていたアイカに会いに行った。「あの時、どうしてあんなに傷だらけの

体を…隠さずにみんなに見せたんですか？」 

アイカは、今もリストカットの跡がある右腕をクロムに見せた。「これは私が生き延びた記念。こうし

なければ生きられなかった。これは私が負けずに生きぬいた証拠。誇らしい大切なものなのよ。だから

きっと、他人にも見せたかったんでしょうね」。 

アイカのもとには半年前に生まれた赤ん坊がいる。「おかげで忙しくて、なんにもするヒマがない」と

アイカは赤ん坊を胸に抱いた。 （『ラビット・ハンティング②』より「ラビット・ハンティング 7・8」） 

 

人間は若いうちは肌もきれいで傷も少ないものですが、年齢を重ねると皺やシミ、消えない傷跡が多

くなっていきます。人の身体の傷は、その人の歴史を示す痕跡なのかもしれません。 

自傷行為は、当事者によると「自殺したり、突然暴れたりしないためにする」ことです。傷ついた経

験が思い出されたとき、激しい怒りや不安、悲しみ、緊張などに混乱した気持ちが起こります。感情を

いったん静め、落ち着かせるために自傷は行われます。耐えられない経験を強いられ、加害者から逃れ

られないような状況にあるとき、人間は自傷行為によって意識状態を変えることができるという研究が

あります。自傷によって痛みが発生するとともに、βエンドルフィンなどの脳内麻薬様物質の濃度が上
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昇し、鎮痛効果が得られます。ただし、これは繰り返しの要因になりますし、耐性がつくためにどんど

ん自傷が深くなっていくのです。また、当事者自身がそのメカニズムに気づいているとは限りません。

つらい気持ちに苛まれている自分から意識を消すために薬を大量に飲んだり、万引きや逸脱的な性行為

をすることも、自傷行為の代わりになることがあります。チャイナの奔放な性行動もそうだったのかも

しれません。 

実際に自傷をする人を見たら、するべきでないことがいくつかあります。自傷を頭ごなしに否定する

こと、責めること、もうしないと約束させること、理解できないのに理解しているように話すこと等で

す。当事者にひとりで抱え込ませないことも大切です。 

アイカは子どもができたことで「なんにもするヒマがない」状態になっています。一人では何もでき

ない赤ん坊の世話をすることは、大きな癒し効果があります。赤ん坊は無能力状態で周りに投げ出され

ているのに、周りの世話を引き出す力をもっています。養育者は、赤ん坊の姿のなかに世話をされて喜

ぶ自身の反映を見ており、赤ん坊も養育者のなかに力強く有能な大人の反映を見ているのではないでし

ょうか。傷つきを抱えた人が赤ん坊に触れ、援助者としてふるまうことは、傷つきを癒すことになり得

ます。人間には「健康－病気」と同じように機能する、「赤ん坊－養育者」のような元型もあるのかもし

れません。くわえて実際に忙しくて、自分の傷つきに苛まれる余裕がなくなることも効果的です。忙し

いことは、逆説的に傷つきから離れる余裕をもたらすのです。 

「傷ついた癒し手」は、傷ついた人を癒すことで自分の傷を回復させることができると書きました。

このことはおそらく、本や漫画、映画などを見ることによっても得られる経験だと思うのです。つまり

傷をもつ読者が『ラビット・ハンティング』のような作品を読むことは、読み手のなかの「内的な治療

者」を活性化させることになるのだと思います。 

 

2024 年 6 月に日本版 DBS 法が成立し、子どもへの不同意性交等の犯罪歴の照会が可能になりました。

しかし、逮捕歴のないジャニー喜多川氏が存命であっても、この法の対象にならないことは大きな課題

として議論の余地を残すことになります。 

 

紹介作品： 

 TONO（2003-2007）『ラビット・ハンティング①②』新書館 

※本エッセイで紹介した作品中のセリフなどは、読みやすくするために、意図を損なわない程度に改

変している場合があります。 

 

参考文献 

C. G. ユング（横山博監訳）(2018)「心理療法の根本問題」『心理療法の実践』みすず書房 

A. グッゲンビュール=クレイグ（樋口和彦・安溪真一訳） (2019)『心理療法の光と影―援助専門 

家の《力》―』創元社 

松本俊彦（2012）「自傷行為の理解と援助」『精神神経学雑誌オンラインジャーナル』 

https://journal.jspn.or.jp › jspn › openpdf （最終確認：2024.08.15） 

 

※ご感想・ご意見などは筆者のメールアドレスまでお寄せください。⇒  sakotomoya@gmail.com 
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〜雨の日〜 

 雨の日に考えることがいくつか重なっ

てこのテーマで書こうと思った。有名な

心理士さんが、「雨の日の心理学」という

本を出すらしいが、決してその本に感化

されたわけではない。その本の存在を知

る前に、このテーマで書こうと思ってい

た。とは言え、この原稿がアップされる頃

には、上記の本が発売されているはずな

ので、その本を思い浮かべる方もいるか

も知れない。先にこちらが雨をテーマに

することを思いついたと主張したところ

で、内容には天と地の差があるから、争い

にもならないだろう。 

 日本で生活していると、雨の日は、日常

とは違った生活が流れているように感じ

る。天気予報や雨の降り方にもよるだろ

うが、通勤手段、服装、靴の選び方、傘を

持っていくかどうかなど晴れている日と

は考えることが変わってくる。どこも同

じだと思うが、屋根のある駐車場のスー

パーは混みやすくなる。誰だって濡れる

のは嫌なのである。 

 雨は、濡れるし、ジメジメするし、傘も

増えるし、道も混むし、洗濯物も乾かない。

しかし雨の日だからこそできる援助があ

ると思いこのテーマを選択した。この原

稿を読んで、雨の日の過ごし方に小さな

変化が生まれたら幸いである。 

 

〜雨の日の傘〜 

 こんなことがあった。来るときは晴れ

ていたのに、帰るタイミングで大雨に見

舞われた車椅子を押す来所者がいた。車

椅子には子どもが座っている。駐車場ま

では屋根がなく、このままでは濡れてし

まう。しかし、雨がやむ気配はない。担当

していた若い職員が見送ろうと入口付近

に立っている。雨の予報でもなかったの

で、その職員も傘を持っていないようで

あった。来所者は、濡れるのを覚悟で車ま

で走ろうとしているタイミングで私が通

りかかり、私は咄嗟にその職員に傘立て

の奥の方の傘を使って、せめて子どもだ

けでも濡れないように傘をさすように伝

えた。 

 傘立てには、所有者のわからない傘が

溜まっていく傾向がある。置いた人間も

忘れてしまい、いつの間にか職員の数以

上の傘が溢れてしまう。そして一定の時

『余地』～相談業務を楽しむ方法 2７～ 
＜雨の日＞ 
杉江 太朗 
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期が経つと捨てられてしまう。奥にある

いずれ捨てられる運命の傘を使ったとし

て、同じタイミングで元の所有者がその

日に焼けた傘を使うことはないだろうし、

バチが当たるようなこともないだろう。

日に焼けた傘も、やっと傘という出番を

得られたのである。自分のことを傘だと

忘れていたかもしれない。 

 私の事務所には、２〜３年毎に検査を

目的に来所するという方もいる。来所自

体は強制ではないが、やはり次の来所に

繋がる対応を心がけたいと常に考えてい

る。雨の強さによっては、傘をさしたとこ

ろで濡れるという結果は変わらないかも

しれない。しかし、傘をさすという行動が

あるかどうかで言えば、当然ある方が良

いだろう。「なぜ傘をさしているのに濡れ

たのか！」と怒る人はいないはずである。 

 私が雨の日に傘をさすのには、まず子

どもや保護者が濡れないようにという前

提があるが、それ以外にも相手からどう

思われるのかという打算的な部分も含ま

れている。この仕事は、自分の行動が相手

からどう思われているのか、他者から見

たときにどのように映っているのかとい

う視点も必要である。雨の日に傘をさす

という行動は、誰にでもできるし、簡単で、

当たり前と言えば当たり前で、責められ

る要素は少なく、比較的受け入れてもら

いやすい。理想を言えば、誰のかわからな

い傘よりも自分の傘を利用出来るのか一

番だが、日の目を浴びない傘の利用方法

としては間違っていないだろう。 

 

〜雨の日の痕跡〜 

 こんなこともあった。中々出会えない

家に訪問に行くことがあり、チャイムを

押すが反応がなく、そこに人が住んでい

るのかどうかわからない状態が続いてい

た。 

 ところがたまたま雨の日に訪問したと

きに、家の前に傘が置かれており、さらに

その傘が濡れていた。さらに、アパートの

廊下には足跡が…。ということは、間違い

なくこの家には誰かが住んでおり、さら

に私が訪問する直前に出入りをしていた

ことがわかったのである。名探偵のアニ

メでも、雪の日の足跡がその推理を左右

する場面に出くわすことがないだろうか。

雪の日の足跡よりも、雨の日の足跡の方

が出会う確率は低いかもしれない。それ

でも訪問を続けていると、そうした場面

に出くわすことがあるのである。もし雨

の日だし、どうせ出会えないから今日の

訪問はやめておこうとなれば、その発見

はなかったはずである。結果的に、その日

もチャイムを押して反応はなかったが、

誰かが住んでいるかわかっただけでも大

きな進歩である。 

 雨の日は、何かヒントを残す確率が高

くなる。一方で、そのヒントが消えるのは

早い。敢えて雨の日に訪問することが、新

しい発見に繋がるかもしれない。 
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〜雨の日の外回り〜 

 前職で外回りをすることがあったが、

統計などなく、感覚的なものでしかない

が、晴れの日よりも雨の日の方が、営業の

成績が良かったように感じている。 

 バイクで移動して、敢えて、屋根のない

ところにバイクをとめて、濡れた状態で

チャイムを押す。自身を、ノルマを抱えた、

雨の日でもバイクで営業をさせられてい

る、大変な企業の一員だと見えるように

意識して、率先して雨の日には出かける

ようにしていた。濡れてでも営業をしな

ければだめな状況にいる自分を見せるこ

とで、同情を誘っていたのかもしれない。

というか、敢えてその同情を誘うように

意図して行動していた。今考えたら、ただ

の茶番なのであるが、それでも心配をし

てくれる人もいたし、そのときにノルマ

に協力してくれた人もいた。あと、上司も

濡れた状態で職場に戻ると、仮にノルマ

が達成できていなかったとしてもさすが

に何も言ってこなかった。雨の日様々で

ある。 

 

〜雨の日だからこそ〜 

 雨の日は、日本に住んでいる限り、晴れ

の日よりも少ない。だからこそ、少し行動

するだけで普段と違う結果を得られるこ

とがある。雨の日に傘をさすことは普通

だが、急な雷雨の際に、さっと傘を出せる

人は少ない。雨の日だからこそ、普段と違

う変化に気づきやすくなる。雨の日だか

らこそ、普段と同じ行動をしていても、少

しだけ頑張っているように見られる。こ

うしたことを意図的に、打算的に出来る

ことも対人援助のスキルではないだろう

か。あくまでもさり気なく、あくまでも自

然に、雨の日でもそのような行動ができ

るように目を配り続けたい。 

 

〜余談〜 

 雨の日は、お気に入りのレインシュー

ズ、カッパ、傘などでテンションを上げて

います。 

 

 

 



♪♪♪♪♪♪♪♪ 

統合失調症を患う母とともに生きる子ども 

～番外編⑩～ 

ちからのカタチ ２ 

♪♪♪ 

松岡園子 

 

色々な場所で私自身の体験をお話しさせていただく中に、統合失調症の症状がひどくな

ってしまった母と 12 歳の私が 2 人で神戸の家で暮らすのを心配した親戚の取り計らいで、

私は奈良の児童福祉施設へ入所することになったエピソードがあります。これは今から 30

年ほど前のことですから、子どもの意思も尊重されるように変化してきた現在ならまた違

った対応になったかもしれないと思うのですが、当時の私はその決定に納得がいかず、一度

入所した児童養護施設をたびたび脱走して、ついには母と 2 人で無理やり神戸の家へ戻っ

て暮らし始めました。 

しばらく経って神戸の中学校へ転入したときにも、中学校の先生には自分の母の病気の

こと、家事をしなければならなかったことを相談したくなかった（相談すると中学校の先生

は、きっと児童相談所とつながっているから、一度そうされたように、児童養護施設へ入所

させられてしまうと思ったから）ということを現在、支援者の方々の前で話すと、「そうで

すか……」と、ショックを受けられている反応が返ってくることが多いです。私が当時いち

ばん頼りにしていたのは、私の選択した生活を強制的に変化させられる心配のない、友達の

お母さんです。 

子どもの支援をしたいと日々お仕事をされている支援者の方に、いちばん相談したくな

いなんて、どうしてそのような悲しいことが起きてしまうのでしょうか。相談をされると、

なんとかしてあげたいと思う、そのなんとかする方法が、困難な環境自体を取り上げてしま

うことだけとは限らないのではないかと思います。その子ども自身が、困難な環境をなくし

てほしいと望んでいるなら、環境を変えることが必要な場合もあると思いますが、当時の私

の場合は、環境を変えずに母と暮らしたいという気持ちが強かったのです。それでは周りの

人は、深刻な状況になるまで放っておけばよかったのかというと、そうではなく、乗り越え

られるようなサポートをしながら「見守っているよ」というスタンスで関わってくれている

人がいると思えたからこそ、安心して心を開くことができたのではないかと思います。 
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当時の私も、誰にも相談したくなかったわけではありません。理解のできない行動がみら

れ、まともに話の通じない母と一緒の生活も、いつもわからないことだらけで不安で、相談

相手を求めていました。でも、相談相手を選んでいたのです。相談できる人とできない人、

その違いは何なのでしょうか。私はその一つに、支援をする側の「子どものもつ力の認識」

の違いがあるのではないかと感じています。安心して相談できた人は、私のもつ力を信じて

くれた人です。 

誰にでも子どもの成長に伴って「この年齢では、まだできないだろう」「これぐらいの年

齢になったら、できるようになるだろう」と感じる基準があると思います。その基準のもと

は、一般常識とされているもの、自分の経験、家族や友人など身近にいる人からきいた話な

どでしょうか。 

たとえば 12歳になった私の子どもが、電車を使って行ったこともない 3県向こうの○○

駅までひとりで行きたいと言い出したとしても、「わからない時は人に訊ねてなら、行ける

だろう」と思えるのは、自分が 12歳の時にそうしたことを経験したからです。そうしたこ

とを経験したことのない人からすると、「そんな危ない、帰って来られないかもしれない」

と思うかもしれません。自分が親なら、行ってはいけないと禁止するところかもしれません。

相談した子どもの側としては、もう親には相談しないでおこうと思います。だって相談した

ところで、禁止されてしまうのですから。さいわい許可が出たとしても、子どもの側も喜ん

で準備もなしに飛び出したりはしないと思います。自分なりに行程を考えたり、調べたりす

るのではないでしょうか。自分ごとになると、人は真剣になり始めます。 

親の側も、たとえそれを許可したとしても、放っておくわけではないでしょう。帰ってく

るまで、それは心配でたまらないと思います。メモを持たせたり、復唱させたり、どのよう

に行くのかの確認、本人が困った時の対策、連絡先の確保など、子どもが安全に帰ってこら

れるように、最善を尽くそうとするはずです。 

信じて、最善を尽くして、やらせてみる。この親と子の関係は、支援者と対象の子どもに

置き換えてみることもできると思います。先ほどの例では、もしかしたら、危ないからだめ

だという他に、やらせてみて面倒なことになったら困るという理由も考えられるかもしれ

ません。先回りして見守ることは、かなりエネルギーを使うことです。しかし、困った時に

は、すぐに助けを求められるサポートを受けながら 1 人でやり遂げた経験は、その人の自

信になり、困難に直面しても切り抜ける力を高めてくれるのではないでしょうか。 

 

先日、歌の先生をしている方から筋肉の話を聞き、なるほどと思ったことがあります。人

の表情をつくるのに関わる筋肉は、およそ 20～30種類あるとされているそうですが、そこ

に筋肉があることを知らずに生活をしていると、次第に衰えてくるそうです。しかし、「こ

こに筋肉がある」と認識し動かすようになると、筋肉が鍛えられ、表情も豊かに変化してく

ることのこと。そこで、それまで意識していなかった口の周りの筋肉（口輪筋）を動かすエ

クササイズをするようになり 1 カ月ほど経つと、筋トレ効果が出だしたのか、口角を上げ
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た笑顔を作りやすくなったと感じます。 

筋力だけではなく、「ちから」と名前のつくものは、まずはその力が「ある」と認識する

ことが第一歩で、認識しながらその力に負荷をかけ、鍛えることができるのだとその話をき

きながら感じました。体力、精神力、想像力……さまざまな力が私たちを支えています。 

「子どもの困難を乗り越える力を高めるには、どうするのが良いのでしょうか？」という

質問を福祉や教育関係の支援者から受けることがありますが、まず第一歩は、子どもにも困

難を乗り越える力が「ある」ということを周りの人が教えることではないでしょうか。その

ためには、教えようとしている側の人が、人にはそのような力があり、それは高めていくこ

とができるということを完全に信じていなければ、教えることはできません。私が福祉や教

育関係の仕事をされている方からそのような質問をいただくということは、子どもは困難

を乗り越える力が弱い、力がないなどの認識をもたれている方が多いのかもしれません。 

力の認識は、その人のそれまでの経験によるものではないでしょうか。力は発揮する対象

があって初めて認識できるものです。対象に直面した後にしかわからない力を高めること

ができると信じるには、体験や反復を通じて力を高めていった、その人の実感が必要なので

はないかと思いますが、皆が同じ体験をしてきているわけではありません。勉強や仕事、ス

ポーツを通じて、また逆境を体験し、それを乗り越えることで力をつけていった人など、そ

の過程は多種多様で、目の前の子どもと同じ体験をしたことがあるかどうか考えてもらう

と、ないことの方が多いのではないでしょうか。 

私自身の体験で振り返ると、経験豊富な年配の方や、若くても苦難を乗り越えてこられた

方などからは、母とふたりの生活を応援してもらえた気がします。同じ体験をしてきたわけ

ではないけれど、困難な状況に直面し、それを乗り越えてきた方には、その状況や、乗り越

える過程を想像しやすいのではないかと思います。だからといって、今から苦難を体験する

ことをお勧めしているのではありません。実際に体験しなくても、想像力で補える部分は大

きいと思います。サポートをしたいと考えている対象者の話を聴き、想像して理解を深める

ことで、新たなことにチャレンジしたり、困難を乗り越えていく力を高めるアイデアが得や

すくなっていけば良いなと思います。 
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「京都児相マンスリー」からもう 1つ 

 

 

    凧と娘 

 

 小学校１、２年だったと思うが、私は手作り

の凧を持参して大きな広場での凧あげ大会に参

加した。でも、いっこうに凧があがらないので

ある。まわりの凧は風を真っ向から受けて堂々

と胸を張っているのに、我が凧は地面に足をつ

けてまるでだだをこねる幼児のように、私の願

いに逆らうばかりであった。「人と違う」とい

うことが、その時、私の身体と心を縮めた。 

 不器用なのである。不器用だったり、できる

ことが少なかったり、気が小さかったり、そん

なことが自分に影響を与えているのはよく知っ

ていた。自分に男の子が生まれたら、ある意味

で自分のそこらへんへの挑戦で、我が子のため

にも突破してゆかねばと少しだけ緊張の糸が張

っていたのだが、女の子が生まれて少しだけホ

ッとしたのは正直なところだった。男の子だっ

たら泳ぎもオレが教えてやらんといかんから、

スイミングスクールへでも行かなあかんかなあ

と思っていて、でも女の子だったから、活発で

器用な女房が教えればいいやと、うまい具合に

緊張はしぼんでいったのである。 

 凧を２歳 10か月の娘のために作った。…と言

っても生協の品物で、紙、竹骨、糸は用意され

ていて、あとは切って、描いて、貼って、糸を

通して、という作業がこちらに任されている。

娘が期待して見つめるそのもとで、「おかあさ

んといっしょ・にこにこぷん」のピッコロを図

柄に描き、張り糸で凧の胸を張り終わって、ま

ずは第一段階を突破した。夜中であった。 

 翌日、窓から外を見ると、広々とした田んぼ

で複数の凧が高く舞い上がっている。どうも娘

の手を引いて凧を持ってその中に乗り込んでゆ

く勇気が出ない。やっぱり不安なのである。25

年も前の体験が今の自分の足を引っ張っている。 

 夕方まで待つことにした。アパートの真ん前

が田んぼで、そこでの様子は3階建て 18世帯の

眼下にあからさまになる。年末の里帰りやらで

多数の家族は不在だという有利な条件を考慮し

ても、凧上げの親子たちも家に帰り、見ようと

しなければ見えにくい明るさの夕方まで待つこ

とを妨げるものは、自分の図太さのなさへのい

らだち以外には見つからなかった。 

 いよいよ夕方、出陣である。ベランダからは

女房が目を凝らして見つめている。でも風がな

いのだ、昼間はたしかにあったのに。でもまあ

とにかくあげてみよう。娘に凧を持たせ私が糸

を持って走ろうとする。しかし娘が凧を離さな

い。離すように教えるとうなずくが、またしっ

かりととられまいと握りしめてしまう。粘り強

い説得の末、やっと離してくれて宙に凧が放た

れるが、私の背以上に高さは更新されず、すぐ

に着地。 

 今度は娘に糸を持って走らせることにした。

ヨーイ、スタート。娘はその途端、糸を下に置

いて自分だけ走り出す。これは何回やっても修

正できなかった。２つのことを同時に行うこと

 

＜連載＞ 

ザイコロジー   

⑥ファイナル 

そだちと臨床研究会 

   川畑 隆 
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の幼子にとってのむずかしさを、可愛らしさと

ともに痛感した。 

 そんなこんなで二人で走り回ったが、結局、

期待した結果は得られず、私と娘はもうほとん

ど真っ暗な田んぼをあとにした。 

 それから正月三が日、「風がない。しょうが

ないなあ」を繰り返し、より馴染みのあるボー

ル蹴りをするために、私と娘はアパートの階段

を降りていった。 

 今、レコードプレイヤーの上で、ピッコロ凧

と、もしあがらなかった時の代替え凧として

100 円で買ったビニールカイトが、勇敢に大空

に舞いあがる日に備え、休息を静かにとってい

る。（京都児相・川畑隆の『ほとんどマンスリ

ー』（『京都児相マンスリー』改題）第７号 昭

和63年1月） 

 

 

子どもの歌 

 長女が生まれて１曲作り、次女が生まれて１

曲作りました。そして『こもりうた』も作りま

した。赤ん坊に聴かせたことはありませんが…。 

『自由の歌』は、公募に落ちました。 

   

 

こもりうた 

 

疲れた眼は閉じなさい  

疲れた体は横たえなさい 

そしてちっちゃな心もそっと  

柔らかい布団に包みなさい 

 

今日は嬉しい日でしたか  

心が大きく踊りましたか 

それともとっても悲しい日でしたか 

大粒の涙をこぼしましたか 

 

あなたへの私の囁き  

あなたの遠くで聞こえていますか 

あなたはいま幸せですか  

王子さまはやさしいですか 

 

もう私も眠くなりました  

あなたの髪を撫で上げて 

そしておでこにキスをして  

幸せに眠りましょう 

 

疲れた眼は閉じなさい 

疲れた体は横たえなさい 

そしてちっちゃな心もそっと  

柔らかい布団に包みなさい 

 

 

    小人たちの歌 

 

赤いクレヨン 踊る   

幼子の瞳がうっとりと夢見ているよ 

ホラ 耳をすませば画用紙から 

元気な小人たちの歌が聞こえる 

踊ろう！ 手をとって 

足音かろやかに 今日の喜びを 

歌おう！ 手をうって 

心の満ちるまで 自由の歌を 

僕らの願い 伝えてよ 友だちに 

明日もすばらしい朝が来るように 

 

青い折り紙 踊る 

幼子の瞳がキラキラと輝いているよ 

ホラ 耳をすませばまたあの歌が 

にぎやかに小人たちがやってくる 

踊ろう！ 手をとって 

足音かろやかに 今日の喜びを 

歌おう！ 手をうって 

心の満ちるまで 自由の歌を 

僕らの願い 伝えてよ 友だちに 

明日もすばらしい朝が来るように 
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身障国体の要員 

京都府主催の全国心身障害者国民体育大会の

要員として、和歌山県担当になりました。和歌

山のみなさんと仲良くなってとてもよい思い出

ができたのですが、同じ要員の看護師の卵たち

とも一緒に過ごしました。その彼女たちのこと

を書きました。 

 

 

 あなたに逢えて 

 

あなたに逢えてよかった  

そんな思いが満ちて 

かたむけるグラスの中に  

笑顔が揺らいで浮かぶ 

 

あなたに逢えてよかった  

他ではないまごころに 

別れるときの涙も  

岩に優しくしみるように 

 

はじめての人との出会いに 

心をはずませて 

でも見たくはない自分とも 

出会ったりして 

 

晴れたり曇ったり  

あなたに逢えてよかった 

 

あなたに逢えてよかった  

そんな思いは豊かさ 

思い出すあの日あの時  

面影がそこに揺らいで 

 

あなたに逢えてよかった  

あらけずりの輝きに 

とめどない涙は  

すべてかけねない言葉 

 

こわれてしまう危うさと 

貫いてゆく強さの中で 

今いっぱいに開いて 

自分を確かめようとして 

 

晴れたり曇ったり  

あなたに逢えてよかった 

 

 

四万十川下り 

  職場の人たちとゴムボートでの四万十川下

りに出かけました。水が苦手な私にとってはま

さしく「冒険」でしたが、下り終わって真っ赤

に火照った手でもった生ビールのジョッキの輝

きを、今でも思い出すことができます。 

 

 

  SHIMANTO 

 

SHIMANTOの川 SHIMANTOの山  

SHIMANTOの人 SHIMANTOの夢 

 

静けさに身をゆだねて  

大きな愛に抱かれている 

艇(ふね)が進む 水を切って  

時の流れはゆるやかに 

 

きびしさが目の前に迫る  

君も知ってるだろうと 

艇が進む 水にたたかれて  

時がそのとき止まる 

 

SHIMANTO SHIMANTO すべてを包んで  

また静かに流れてゆく 

 

SHIMANTOの風 SHIMANTOの空  
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SHIMANTOの星 SHIMANTOの愛 

 

おいてきた悲しみも 

みんな連れてこいと言っている 

大空のきらめきは  

心の服を脱がしてしまう 

 

人にやさしくなれるのは  

悲しみをくぐってからだと 

流れ星が流れて  

伝えに来てくれるような 

 

SHIMANTO SHIMANTO すべてを包んで  

また明日を迎えてゆく 

 

 

喫茶店での半日 

 「いい曲を作りたい」…そんな思いが高まっ

て、半休をとって喫茶店にこもりました。そし

てできあがったのが『選択』。苦労して作った

分、理屈っぽい感じがするのですが、かけた時

間は無駄じゃなかったような気がします。 

 

 

 選択 

 

外は雨が降っている  

人通りはそんなに多くない 

カップの冷めたコーヒーが  

過ぎ去った時を刻む 

 

新しいコーヒーを告げる  

私の思いを断ち切るように 

ウェイトレスは手荒に  

カップをひきあげてゆく 

 

永すぎたのかもしれない  

知りすぎたのかもしれない 

臆病になったのは  

賢さのせいではない 

 

生きることは選ぶこと  

生きることは棄てること 

護ったのは幻  

すべて失くしてしまった 

 

新しいコーヒーが運ばれて  

ミルクが静かに沈んでゆく 

そのやさしくなじむ様が  

今の私に重たすぎる 

 

ドアがふいに開かれて  

傘をたたむ二人連れは 

水面に投げられた小石のように  

今の時を知らせてくれる 

 

幼かったのかもしれない  

怖かったのかもしれない 

あなたに任せたのは  

賢さのせいではない 

 

生きることは選ぶこと  

生きることは棄てること 

護ったのは幻  

すべて失くしてしまった 

 

時は先に進むだけ  

雨はやみそうもない 

 

 

Ｋさんのこと 

 ひと回り以上年上のＫさんと同じ職場にな

ることはありませんでしたが、府下３児相合同

での仕事などではご一緒することがありました。

そのＫさんが急に亡くなられました。Ｋさんの

同僚のＴさんの思いも含めて、胸に迫るものが
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ありました。 

 

 

  告別ーＫさんに捧ぐ 

 

今朝 あなたが亡くなったこと 

聴いたとき 心がただよいました 

おさまりつかない心に向かって 

実はそうなんだよと  

あなたが囁きました 

 

あなたに嫌われてるってこと 

それが密かな誇りでもあったのです 

不思議に闘争心がかきたてられて 

とっても元気が出ました 

 

過激なあなたに過激だねと言われて 

優しさ感じ始めてたこの頃 

まだ温かいあなたの息遣いを 

心がのがすまいとしています 

 

大勢の人が あなたと別れをするために 

ここに集っています 

それぞれの心の中で 

それぞれの別れが 

行きつ戻りつしています 

 

弔辞の声が時間を戻して 

歴史が過去に凍り付くようです 

でも あなたが活かした子どもたちは 

確実にいま 心を震わせています 

 

そして 歩みを共にしたＴさんの 

遠い目とこらえきれない涙に 

この全身が吸い寄せられたとき 

激しくあなたを偲びました 

 

Ｋさん あなたに別れを告げます 

 

ファイナルです 

 高校生の頃から書き始めた歌詞を、6 回にわ

たってふりかえってきました。そのことで「曲」

は舞台に出さずとも「歌」を納める作業を終え

た感をある程度得られました。他の方が書かれ

た歌詞に私が曲を付けた歌はとりあげませんで

したが、それらも含めてやっぱり財産だという

感じがします。 

 さて、欲張って、詞だけでなく曲にも日の目

を見させるために、自分の作詞作曲分を

YOUTUBE に少しずつ投稿していこうと思います。

そのことは前からチラついてはいても気持ちの

うえでハードルが高く、この『ザイコロジー』

のファイナルを機に頑張ってみることにしまし

た。若い頃のコンサートの音源が残っている曲

はそれを使いたいと思います。『ターチャンの

オリジナルソング』…10月頃にはその①を投稿

できているかもしれません。よかったら

YOUTUBEを覗いてみてください。 

 『ザイコロジー①～⑥』におつきあいくださ

って、ありがとうございました。次の号から新

しい連載を始めるかどうかは未定です。また私

の名前があったら、よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   2024.08 
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応援、母ちゃん！1８ 

～ 夫の育休 ～ 

たまむら ふみ 

玉村 文 
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１．はじめに 

 

 わたしは子ども達をお風呂に入れたあと、

夫が子どもたちに怒っているのを聞いて髪

の毛も乾かさずに子ども達の対応をしなけ

ればならず、休息ニーズが満たされずうん

ざりした気持ちになりました。あと 5 分、

わたしに時間をちょうだい。もしこのリク

エストが叶えられたらリラックスした気持

ちになります。 

 

2024 年 4 月 18 日に第三子を出産しまし

た。37 週 6 日、3336g の男の子でした。我

が家は子どもは 3 人までと決めたこともあ

り、妊娠出産は今回で最後。最後なので、夫

も初めて育休を取得することになりました。

男性の育休は、過去の記事にも書いていま

したが、2022 年度の男性の育休取得率は

17％と、まだまだ多くの人が取得している

ものではありません。とはいえ、第一子を出

産した 2019年度と比べると、周囲からは育

休取得をチラホラ聞くようになってきまし

た。今回は、育休を取得した夫をもつ妻から

のレポートです。 

 

 

２．Nさんの事例 

 

 数年前に第一子をし、1年間の育休を経て

職場復帰された Nさん。Nさんの夫は、彼女

が仕事復帰した際にバトンタッチで育休を

1年間取得し、家事育児をメインで担ったそ

うです。ここでは、バトンタッチ育休の事例

を紹介します。 

 Nさんは、夫が育休を取得する前の夫婦の

関係は「離婚の話も出るほど」良くなかった

と話します。Nさんは出産前はバリバリと働

き給与も夫も変わらないほど。仕事も好き

で、キャリアを諦めたくない、もっと働きた

いという思いをもちながらも、子育てをメ

インで担いながら夫を羨ましく感じていま

した。些細なことで喧嘩になると、もともと

感じていた N さんの不公平感がより刺激さ

れて、大きな喧嘩にまで発展していきまし

た。そのことに危機感を感じて、Nさんは夫

婦関係の改善のためのカウンセリングにも

通ったそうです。 

夫婦の関係改善を模索するなかでのバト

ンタッチ育休。結果的に、Nさんの夫が育休

を取得した経過で二人のパートナーシップ

はとても良いものになっていったそうです。

男性の育休取得がパートナーシップの改善

や良好な関係性に良い影響をもたらしたの

はなぜか。Nさんはこう話します。「夫の気

持ちもわかった」と。Nさんの夫が育休を取

得する代わりに、Nさんがフルタイムで仕事

復帰してみると、Nさんの上司から「夫が家

にいるのであれば、残業もしなさい、子ども

の病気を理由に休まないで」と直接言われ

たそうです。その出来事から、Nさんは夫も

N さんが育休中に仕事のプレッシャーも感

じながら働いていたんだと思いを馳せるこ

とができるようになったと言っていました。 

N さんのこのような話を育休中のママ達

数人と聞いていました。聞いていたママ達

はこぞって、パートナーの気持ちに理解を

示すことができるようになったのが素晴ら

しいと感じていました。育児をメインで担
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っている立場のママ達は、「こんなに大変だ

とパートナーにわかってほしい」という気

持ちが強く出てしまうと振り返ったのです。

これにはわたしも共感しました。 

 

 

３．我が家の事例 

  

育休を取ってみたいと思いつつも様々な

事情でこれまで取得できなかった夫に、「子

どもは 3 人までなので、今回で最後だよ」

と育休取得を促したのはわたしです。キャ

リアがストップしてしまうことへの不安や、

同僚に迷惑をかけてしまうことへの罪悪感

をもっていることは理解したうえで、これ

からも長く働き続けるためにも一回お休み

をとることは必要な時間だと思ったためで

す。長い仕事人生をみると、数ヶ月の育休取

得は些細な休みですし、自分のキャリアを

考えられるまとまった時間にもなると思い

ました。 

 出産前にそのようなやりとりをして、夫

は会社と交渉し 2 ヶ月の育休を取得するこ

とが決まりました。わたしも産後の回復に

時間がかかったため、夫が家事育児を担っ

てくれたり、二人で子ども達の対応をでき

たことはとても助かりました。そして、マイ

ホーム建設のための時間としても活用した

ため、まとまった時間を打ち合わせ、内覧や

夫婦の相談に充てることができました。夫

にはもっと自分の時間としても使ってもら

おうと思っていたのですが、結果的に家事、

育児、マイホーム建設に時間を割くことと

なっていました。そのような期間でしたが、

一度だけキャリアコンサルティングをオン

ラインで受けることができたようで、夫と

仕事を相対化する時間をもてたようです。

リスキリングまではできなかったと言って

いましたが、家事と育児の両立だけでもマ

ルチタスクのちからは向上したように見え

ていました。 

 産後の身体が回復するまで、夫がメイン

で家事と上の子達のお世話を担う予定でし

た。でも上の子達もそれぞれ自分の気持ち

があって、「お母さんがいい」となることが

多く、上の子達の寝かしつけは夫に代わっ

てもらうことはできませんでした。その代

わり、赤ちゃんの夜泣き対応を 3 日ほど代

わってもらいました。夜間授乳があったり

これまで夫も仕事があるため、夜のお世話

はほぼわたしが担ってきました。それを体

験してもらったのです。夜間の対応を代わ

ってもらった次の日は睡眠不足から体調を

悪くしてしまう夫をみて、これはやはり頼

れないなと感じて役割を戻すということを

2 ヶ月で 3 回ほど繰り返しました。夫が一

晩でしんどくなることを、わたしは 3 人目

まで毎晩担っているんだと夫にわかってほ

しいと思っていました。とても大変なこと

を担っていると認めてねぎらってほしいと

思っていました。「わたしの気持ちをわかっ

てほしい」ニーズがとても強くあり、夫の気

持ちを理解しようとする余裕はありません

でした。 

 今回夫が育休を取得したことで、夫はわ

たしへの理解を深めたように思います。育

休を振り返って「なにもできなかった」と話

した夫。家事育児をしてあっという間に一

日が終わり、今日何もできなかったと感じ

る育休時間。体験して同じことを感じてく

れたことで、わたしへの理解を深めてくれ
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ました。一方で、わたしは N さんの体験談

を聞いて、夫への理解の前に育休取得をし

てくれた感謝や、「なにもできなかった」と

話す夫にそんなことはないと伝えたいと思

うようになりました。それを形にしたもの

が、「育休修了証」。本文の頭に載せてありま

す。この育休修了証を夫に手渡しし、わたし

からも夫に歩み寄る姿勢を示した夫の育休

最終日でした。 

 

 

４．終わりに 

 

 男性の育休取得からパートナーシップを

考えるにあたって、Nさんの事例はわたしに

影響を与えました。子育てをメインで担う

人への配慮を求めてしまうこの気持ちは、

わたしが育児の当事者であるためだと思い

ます。とはいえ、社会でも、育児をメインで

担うママ達の気持ちをわかってほしいとい

うメッセージは、年々増えてきているよう

にも感じます。パートナーに育児を担って

もらう戦略として、このメッセージは使わ

れてきたと思います。最近では、産後うつを

予防する観点からもこのような発信があり

ます。 

産後の女性の身体や心は大きな変化に直 

 

 

 

 

 

 

 

 

面しますし、回復していない中育児が始ま

ってしまいます。それを一人きりで担うこ

とも少なくありません。コロナ禍ではより

孤独感も強まりましたし、孤立無援状態で

子育てを担うリスクが大きいことは社会が

証明しています。 

 育児者への理解や寄り添いとともに、パ

ートナーの立場や気持ちを理解することが

より強いパートナーシップのために必要な

のだと思いました。 

さて、我が家はどうだろうか。夫が初めて

育休を取得した 3 人目の産後が最も夫婦喧

嘩が少なかったような、そうでもないよう

な。とはいえ、夫婦二人で一緒に子育てする

経験は、関係の安定を促したように思いま

す。 

 

破裂の可能性が高まるため、一般的には 3

回程度までと回数を重ねない方が良いとさ

れています。わたしも子ども 3 人共に帝王

切開での出産だったので、今回で最後だと

決めました。ですので、最後に貴重な体験が

できたことを嬉しく思います。帝王切開は

麻酔が効いているから痛くない出産だと言

われることも多いのですが、術後の痛みは

大きく身体の回復にも時間がかかります。

なんせ 50ｃｍ、3 キロの赤ちゃんを出すた

めに、20ｃｍほどお腹を切るのですから。 

 

 

 











1 

 

川下の風景⑮ 

～人生は川の流れのように～ 
米津 達也 

 

【ビジョン】 

前号も我が子の身近な話から始めたが、もう一人、今年受験生の子がいる。これまであまり勉強に熱心で

はなかったが、四月以降、いろいろ環境にも感化されたのだろう、猛烈に勉強に励んでいる。この酷暑の

中、ひたすら自転車を漕いで塾に通い、夜半に帰ってくる。こういう時、田舎に暮らしていると可哀そう

だなと思うが、当人はそんな田舎から抜け出したくて勉強に励んでいるのかも知れない。希望の大学に入

り、さっさと下宿生活をしたいと目論んでいるようだが、自分の行く道を親にろくに相談もせず決めるだ

けの意思があるなら幸せなことだと思って養育義務をせっせと支払っている。 

仕事では 30 代半ばの青年と面接をした。青年というには歳を行き過ぎているが、業界の特性上、まだま

だ若手で通る年代だ。高校を卒業し、何となく就職先を選んだ。その後、親の勧めもあり、介護の仕事を

選んだという。職場を転々とし、この歳になって同じ介護業界だが職種の異なる仕事を希望し、今回の面

接に至った。最近の求職者はハローワークで求人票を捲らない。手元のスマートフォンで検索すれば、大

手求人サイトが条件に見合った職場を仲介してくれる。無料という触れ込みだが、もちろん支払うのは求

人側でその紹介料は馬鹿にならない。昨今、行き過ぎた仲介料に関しては規制の動きもあるが、どこも喉

から手が出るほど欲しい働き手であるから焼け石に水だ。話は飛んだが、そんな求人サイトを見て応募し

てきた青年と面接をした。ジーパンにポロシャツ、髭も剃らずに入ってきた姿を見ると 3 分で切り上げ

たいと思った。平成元年生まれだと言う彼と話をすること 30 分。子供の頃の夢を聞いてみた。ちゃんと

やりたいことがあったらしいが、それを親に相談すると反対されて、おずおずと引き下がって今に至るら

しい。別に今からでも遅くない、やってみたら、と声を掛けるがその気はないようだ。介護業界に骨を埋

めると覚悟したなら、年齢からしてもそんなにチャンスは多くない。5 年後の自分、10 年後の自分はど

うなっていると思うか。これも毎回面接で聞く質問だが、大方しっかりとしたビジョンが語られることは

少ない。面接の時はスーツを着るんだよ、と周囲の大人は教えてこなかったんだろうか。そう思と、社会

や親の責任を思う。この場限りの面接、おそらく二度と会うことは無いから別に気にすることもないが、

5 年後、10 年後のビジョンは視ておく方が良いと思っている。社会は、介護業界は大きく変化する。 

 

【草加市視察】 

埼玉県草加市と言えば、やっぱり煎餅だよな、

と思っていたが、物産店に行くと今は革製品の

街だそうだ。煎餅職人の数は少なくなる一方で、

革加工職人の数は増加している。『翔んで埼玉』

という映画の印象もあるのか、地味で東京都心

のベッドタウンという印象だが、初めて草加市

を訪れた私からすれば随分住みやすそうだし、

私が暮らす生活圏に雰囲気も似ていて親近感

もある。私の暮らす地域を通る東海道、中山道。

草加市を通る日光街道。街道文化の違いなども

感じながら、本来の目的である視察研修の会場

を訪ねた。 

今回の視察研修のテーマは「共生型サービス」。

介護と障害、互いに制度上相乗りしているサー

ビス。制度発足は2019年度介護報酬改定だが、
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全国的にもあまり普及しているとは言い難い。

対象が異なるケアに心理的な障壁があるよう

だ。今回視察した事業所は、昨今、業界ではそ

こそこ有名なコンサルが携わっている。会場は

20 人弱。参加者名簿を見て笑った。ほぼ、地方

の田舎法人ばかり。もちろん、自分たちのこと

も含めてだ。理由は推察できる。次の介護ビジ

ネスの展開をどうするか。そのヒントがこれに

あると踏んだのだろう。視察研修の触れ込みも

そういう類のものだから、それを指南してくれ

るコンサルは救世主になると信じている。 

一通り視察研修を終えて思ったことは、主流に

なり得ないビジネスを掘り起こして、それをコ

ンサルビジネスのネタにしようとするシステ

ムなのだと別の発見があった。つまり、介護業

界自体が社会保障財政的にも、人材確保困難な

状況が更に加速する観点からも、全体的に縮小

傾向にあるわけだが、そこにあの手この手で隙

間ビジネスを考える人は多いわけで、それがビ

ジネスモデルとして成立する業界体質にも辟

易としている。つまり自分たちで歩む道を、自

分たちで決めることも実現することも出来な

くなっている。冒頭の青年と同様、5 年後 10 年

後のビジョンを描く力が無いと、今後の変化に

対応できなくなる。 

 

【答え合わせが必要だ】 

話はヒマラヤに飛ぶ。世界第２位の高峰Ｋ２

(8611m)で世界的クライマーである日本人二人

が滑落、安否不明のままとなった。未登攀の西

壁ルート、7500m 付近からの滑落。挑戦したひ

とり、平出和也の言葉を眼にした。 

「未知なる世界だからこそ自らの目で見て、手

で触れながら答え合わせをする」 

彼は未踏ルートの岩肌や雪の事を言ったのだ

ろうが、人生もまた同じであると語っているの

かも知れない。答えの視えた人生など無く、

我々は常に手探りで突き進むと共に、その先の

ルートが進めるのか、撤退を余儀なくされるの

かを読み解いていかなければならない。 

 

眼前のクライエントは語る。60 歳で自分の人生

は終いでいいと思っていた。だから 55 歳で早

期退職し、残された 5 年で周辺整理をするつも

りだった。思いがけず大病を患い、そして運の

良し悪しがわからぬまま現代医学に生命を救

われ、60 歳で終いと思っていた人生を 75 歳ま

で生きるに至った。そこに悔いがあるわけでも

なく、ただ生かされている人生に感謝している。 

彼は妻を 40 代で亡くし、二人の子どもを育て

てきた。60 歳で終いと思ったのは、早くに逝っ

た妻への思いからなのか。ただ、そこに人生に

対する諦めの所作は見られない。大病の後遺症

もあり、自由に歩くことは出来ないが、車椅子

を器用に使って、ひとりで暮らすには大きすぎ

る田舎の母屋で日々読書に耽り、クラシック音

楽などを聴き、時に昔馴染みの友人と食事に出

かけ、親しい友人に誘われて月に１度は映画館

に足を運んだりもする。人徳に恵まれた生き方

がどのようなものであったか、三か月に１度の

面談で小一時間ばかり人生談を聞くのは楽し

みにしている。 

機会があれば問うてみようと思う。自らの人生

の答え合わせの結果を。本人が余分と語った 15

年の時間はどのようなものであったか。果たし

て、思い描くルートの先に頂上があったのか。 

教わることも多いこの仕事の価値として。 

2024.8.25 米津達也 



    M 先生からの学び  

昔々学級担任をしているころ、毎日「学

級通信」を出していた。その頃年間授業日

数は２００日を超えていた。私の目標は毎

日出すこと、２００号を達成することだっ

た。これは教育実習の担当教官だった M

先生の影響からだった。  

 

 

 

 

 

小学校、中学校、高等学校の教員免許を

取ったが、Ｍ先生とは小学校の実習でお世

話になった。Ｍ先生の学級経営は学ぶこと

ばかりだった。まるで魔法をかけたかのよ

うに子どもたちを操り、一人一人の子ども

のやる気を引き出していく。  

毎日もめごともあったが、話し合いをさ

せながら自分たちで解決する方法を考えさ

せる。この様子を見て、私はこんな先生に

なりたいなと思った。子どもに大きい声で

怒ることがなく、静かに叱る。おそらく子

どもの動きをよく観察し、その成長に理解

を持っていた人だったのだろう。  

 

 

 

 

 

  

放課後、M 先生は毎日職員室の机に向か

い、親向け学級通信を書いていた。毎日何

をそんなに書くことがあるのだろうと、読

ませてもらっていた。今はパソコンでササ

っと打てるが、当時は手書きが主流。B4

用紙びっしりの文字。失礼ながらそんなに

丁寧な字ではなかったが、その内容は子ど

もたちの一日の学習や遊びの様子、そして  

 

 

 

 

 

 

担任として日々思うことを、M 先生らしい  

言葉で綴られていた。  

M 先生の学級通信は、親たちは毎日とて

も楽しみにしていた。自分の子どもが、

日々どうように過ごし成長しているのかが

つぶさにわかる通信に、親たちは信頼を増

していった。その通信を通して親同士が繋

がっていったこともあったと思う。  

 

    授業が勝負！  

そして M 先生からは、教員は日々学び  

続けることが大切であることも教わった。  

今学校現場は超多忙化しブラック化して

いる。つい 20 年ほど前までは、まだ教員

には余裕があり、長期休みなどに自費でで

も研修に参加するという空気があった。私

も 40 年近く、人権や性教育といった研究や

研修にたくさんの時間とお金をかけてきた。  

M 先生は休みになると、教員の学び場であ

るサークル活動に参加し、教材作りや子ども

にわかるおもしろい授業の実践と研究に取り

組んでいた。いわゆる教科書にない学習の実

践でもあり、包括的な学習を目指していたの

だ。M 先生の授業には、常に「子どもたち

にわかる喜びを、学ぶ楽しさを！」がベー

スにあった。  

特に理科の専門でもあったので、実験の

準備には惜しまず時間をかけた。学習の流

れは、実験を体験させ、観察、なぜそうな

るかを探求していく。科学的なことに興味

を持てる工夫がいっぱいであったので、多

くの子どもたちは理科が大好きになってい

った。  

 

 

 

 

 

 

こころ日記「ぼちぼち」その③ 
 

 

 

 

２２２  



実習生にも、自分の持っている教材な

ど、惜しみなくオープンに紹介してくれ

た。私も M 先生が関わる研究会に参加す

るなど、色々な知識を身につけさせてもら

った。長く教員を続けられたのも、その時

に伝えてもらったことが大いに生かされて

いたからだと思う。  

そして M 先生は、いつも「一時間一時

間の授業が勝負！」つまり、その時間に何

をどのようにして伝えるかを工夫し全力を

注ぐこと。教師は毎年同じことを教えるこ

とを繰り返しているから、ついマンネリ化

してしまう。子どもにとって、その 1 時

間の学習は、その時にしかない。子どもの

側に立てば、一生に一度しかない学習だ。

つまり一期一会の出会いと考えて準備し、

実践することを忘れてはいけないと言われ

た。  

 

 さて、私の学級経営は？  

教員生活の最初の 10 年ほどは小学校勤

務だった。初めて学級担任になったとき、

やはり真っ先に思い出したのが M 先生の

学級経営だった。現在小学校の学級担任は

毎年変わるが、以前は持ち上がりで 2 年

間持つことが多かった。自分に合う担任な

らいいが、合わない先生となると子も親も

毎日が大変だ。担任も子どもを選べない。

手のかかる子どもを 2 年間持つとなる

と、ちょっと覚悟がいる。  

私にとって M 先生は理想であるが、正

直子どもたち全員から好かれる先生なんて

なれない。よく子どもたちは「優しい先

生」が好きと言う。「優しい先生」とは、

どんな先生のことだろう。残念ながら私

は、「優しい先生」とは言われなかった。

かといって嫌われもしない先生でもあっ

た。大切にしたことは、M 先生のように、

子どもには嫌みや脅しの言葉を使わなかっ

たことだろうか。  

  

私は末っ子で家庭状況はややこしく、ど

ちらかというと放置されて育った。小学校

に入ったころは、家族は仕事や学校で誰も

いなかったから、家に帰れば好きなことが

できた。外で遊ぶことが好きで、危険な目

にも遭ったことがあるくらい活発だった。    

一方で入学前の小さい妹に、大人たちは

学校で困らないようにと、読み書きなど熱

心に教えた。だから学校に入っても、知っ

ていることばかりで授業が面白くなかった

のを覚えている。先生に当てられても、寡

黙になり答えない。教師にとっては、とっ

ても扱いにくい子どもだったにちがいな

い。だから注意をされることはあっても、

褒められることがあったかなと思う。  

子どもは敏感である。大人が自分のこと

をどう思っているかがわかるものだ。教員

を目指したときから、子どもの気持ちに少

しでも近づくことができればと考えてい

た。  

 

  

 

 

 

 

早速、学級通信を毎日書くことを目標に

した。通信の名前は、子どもたちに決めさ

せた。子どもたちを見ていると毎日通信の

材料になる場面は事欠かない。泣いたり笑

ったり、35 人いれば 35 人の顔があり、

35 人の性格がある。じっと観察すると、

子どもの思わぬ行動と発言の驚きと感動が

ある。１年間２００号を目指し学級通信を

書き続けたこと、自分で褒められることは

少ないが、このことだけは自慢できる。  

今も残る学級通信。懐かしく読み返すこ

とがあるが、毎日丁寧に綴じていてくれた

親がいたのを思い出す。  

「先生、〇号が届いていないのでお願い

します」などの連絡もあった。子どもたち

は何をするかわからない。下校途中で道に

落として帰る子もいて、落とし物として届

けられたときは、恥ずかしい思いをしたこ

とも…。  

 

 最近よく中学校への訪問に行くが、教室

に学級通信が掲示さ  

ていると、今も変わらぬ風景に懐かしさを

感じる。  

２２３  
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２２４  
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対人援助学マガジン原稿㉒ 

『父が自分の身を呈して教えてくれたことⅤ -最期の時-』 

高名祐美 

 

 

 父が亡くなって二度目のお盆を迎えた。お墓への納骨のことで、妹と話し合う。

わたしのお寺で、永代供養をしてその後に納骨しようと決めた。そのあと、妹家

族と私たち夫婦で会食する。家族が集まって、お酒を飲むのが大好きだった父。

そんな父の思い出を妹家族と話し合おうと思う。 

23日は父の月命日。朝仕事前に実家へ行き、夫と一緒にお参りする。父の遺

影が私達を見つめてくれている。「みんななかよく。家を守ってほしい」という

父の言葉を思い出し、妹家族と談笑する。忙しい毎日のなかで、なんだかほっこ

りするひととき。父の姿はないけれど、そこで私達を見守っていてくれるように

思う。 

 

Ⅳ 最期 そのとき 

令和 5 年５月２３日（火）午前９時。仕事前に父の様子をうかがいに実家へ

行く。昨晩はとても苦しがっていたので気になっていた。父のそばには、すでに

訪問看護師が来てくれていた。朝、苦しそうにしていたので、訪問看護ステーシ

ョンへ電話を入れて早めにきてもらったと甥から聴く。父の状態をひととおり

観察したあと、ナースがわたしと妹を廊下へ促した。「血圧がはかれません。も

うすぐお別れがくると思います」と硬い表情で私達に告げる。いよいよ父が最期

のときを迎えようとしているのだとわかった。妹も覚悟はできてきていたのか、

その言葉にひどく動揺した様子はみられなかった。ナースの言葉を聴き、自分が

どうしたらよいか考えた。 

「そばについていたほうがいいですね」とナースに問いかけると「そのほうが

良いと思います」と。そうだ、父のそばにいよう、いなければ。そう思ったわた

しは、一度職場へ行き管理者に事情を説明し、仕事は休ませてもらうことにした。

仕事の段取りをすませて再び実家へ。妹と甥が父のそばに座っている。妹の夫も

知らせを聞いて、会社を早退してきた。いよいよなのだとそれぞれが覚悟をする。

昨晩のような苦しみはないが、だんだんと呼吸が弱くなってきた。声を出すこと

もない。昨日は娘の名前を何度も呼んでいたのに。脈は頸動脈しか測れない。何

度も何度もはかってきた酸素濃度はもう測れない・・・ 

16時。訪問看護師が訪問。よりいっそう呼吸が弱くなってきて、脈も弱いこ

とを確認する。「変化があったり、不安になったら、いつでも電話連絡してくだ
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さいね」との言葉に、勇気づけられる。 

ナースが帰ったあと、17 時すぎから顔で呼吸をするようになった。「努力用

呼吸」の状態である。１７時１５分には下顎呼吸となった。妹に「多分もうすぐ」

と伝える。妹は夕食の準備をしていたが、すぐに父の部屋へ来て様子を確認。そ

して夕食を早くすませようと夫・息子にも伝えた。わたしの長女（孫）が仕事帰

りに来てくれたので、そばに居てもらい、みんなで急いで夕食をすませる。だん

だんと呼吸の間隔があいてきた。手足が紫色になり、冷たくなってきた。弱くな

る呼吸と脈。わたしは首に手をあて脈を聴き、妹は右手、妹の夫は左手を、わた

しの娘は足をさすって、みんなが父を囲んで父の身体に触れていた。息が止まり

そうだと思ったそのとき、お風呂から急いで出てきた甥が「じいちゃん！」と声

をかけた。その瞬間、小さく頷き最期の呼吸をしたようだった。そうわたしには

見えた。そしてそのあと顎は動かなくなった。脈もふれなくなった。１８時２７

分だった。 

不思議と冷静だった。誰もとりみだすこともなかった。 

 

私  ：看護師さんに連絡するね。 

妹  ：うん。お願い。 

私  ：（訪問看護ステーションに電話）三輪吉雄の家族です。たった今呼吸が

止まりました。 

ナース：わかりました。すぐに伺います。先生にも連絡します。 

私  ：よろしくお願いします。 

（妹に）すぐに来てくれるって。 

妹  ：わかった。 

 

 １９時１５分。訪問看護師２名と担当ケアマネさんが来てくれた。少しあとに

担当医の先生。死亡確認の時刻は１９時２２分だった。旅立ちの衣装は、妹と相

談して燕尾服を選んだ。中学校の教諭だった父は、校長として卒業式には燕尾服

を着ていた。父の「人間の卒業式」。その衣装は燕尾服しかないと思った。 

 訪問看護師・ケアマネさんが父に着せてくれた。「よしおさん、お似合いです

ね」と声かけながら・・・ 靴下は甥がはかせる。「僕、いつもじいちゃんに靴

下はかしてもらったな」と、じいちゃんに声掛けながらはかせてくれた。ネクタ

イは妹の夫が結ぶ。「お義父さん、これでいいかな」。 

 

 自宅で最期を迎えた父。「ACP」（人生会議）を父と話題にすることはなかっ

た。もしものときにどうしたいか、そんな話をすることが必要だったのかもしれ

ない。しかし、きっと父は満足してくれていると思う。わたしたち家族は、父と
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１ヶ月家で過ごすことができたことに後悔はないのだから。「おまえらがそれで

いいのなら、よかったぞ」という父の言葉が聞こえてくる。いつも誰かがそばに

いた。多くの人に愛情を注いできた父は、最後に沢山の人からあたたかいケアを

受けられたのだと思う。 

  

父が教えてくれたこと。 

人間は死ぬその瞬間まで生ききるということ。「死にゆく」ではなく「生ききる」

のだと。 

家族を思い、愛すること。 

人を人として尊厳すること、そして感謝の言葉を伝えること。 

家族を集めて「みんな仲良くして。家を守って欲しい」と必死に伝えた父。その

言葉どおりに私はこれから生きていこうと思う。 

 

 

 

 



335 

 

 

 

 

数年来、複数の学校で看護師・介護福祉士を目指す学生への心理学の講義を受け持っ

ている。講義では毎回、その日の内容に関連したワークシートを用いて学生に考えても

らう時間をもっているが、好評なワークの一つに「自分が余命（３か月と指定）を宣告

されたとして、その期間をどのように生きるか」について考えるワークがある。このワ

ークを始めた当初はテーマが重くはないかということも考えた。他のワーク同様、“し

ない自由”も認めて個々の負担には配慮するものの、結果的に、学生の言葉で記せば「今

までに考えたこともないようなこと」を考える機会となり、「自分にとって大切なもの

は何か」を問う経験となるようだ。 

さて、今年度もこのワークを行った。そのまとめは一先ず置くとして、この準備をし

ている時に私が大学院生だった頃に書いたレポートの存在を思い出した。老年心理学特

論の講義で出された課題。そのレポートに、加除修正を加えて下記に記す。 

 

 

【第 15 話 レポート『老いて死にゆくことについて ―身近な者の死からの所感－』

より】 

 

初めて人の死を身近に経験したのは同居していた祖父が亡くなった時である。小学 1

年生の 3 学期の始業式の朝で、目覚めると母が「おじいちゃんが亡くならはったさかい

に、今日は学校には行かへんねん」と言った。当時の感覚で言って“それは学校に（し

かも始業式）行かないに値することなんだ”ということと、明るいよく晴れた朝だった

ことを覚えている。祖父は材木問屋のいわゆる 3 代目のぼんぼんで、高祖父・曾祖父の

築いた財産を一代で費やし、何軒もあった長屋を全て失ったと聞いた。背の高いハイカ

ラな優男で、髪にはいつもきれいに櫛が通っていた。朝には温めたミルクを飲み、新し

miho Hatanaka, 
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い物好きで、高めの声でよく長唄を口ずさんでいた。子ども好きでもあったのだと思う、

植物園や動物園に連れて行ってくれたり、当時の大きな 50 円玉が手に入るとまだ自分

で買い物すらできない私にくれたりした。祖母の横でお灸のもぐさを祖父の背中に置い

たこと、夏にはたくさん飼っている鈴虫の世話を手伝ったこと、レコードプレイヤーを

扱わせてくれてソノシートを自由にかけていたことなど、細かく口うるさい祖母に比べ

いつも飄々としており、傍に居て好きにさせてくれていたように思う。その祖父の死は、

少し前までいっしょに暮らしていた人が「“いなくなる”ということがあるのだ」とい

うことを、決定的に私に知らしめた。 

 

祖母は、私が看護学生の時に亡くなった。東本願寺に出入りする餅屋の“お嬢さん”

で、肌のきれいな厳しい人であった。「おなごはんがおみやを出してお座りやすな」（女

の子が足を投げ出して座ってはいけません）とよく叱られたものである。私が看護師に

なると決めた時は職業に対する偏見もあり良い顔をしなかったと後に母から聞いたが、

案外「まぁ、そうかもなぁ」と思って落胆もしなかった。それでも亡くなる前は大腿骨

の骨折で長く入院し、看護師さんにもずいぶんお世話になったのだろう、母に「美穂ち

ゃんはええ看護婦さんにならはるやろな」と言ったと聞いて、やっと自分が認められた

気がして本当にうれしかった。いつもきちんと結っていた長い髪を、入院中は手入れが

しやすいようにと短く切ったのは私である。「もうこの長さまで髪が伸びることはない

だろう」と思いながらのことであった。祖母は思っていた以上に喜んでくれ、おかっぱ

になった髪で「すっぱりしてええわ」と言ってくれた。その後、短い退院生活を自宅で

過ごし、母が最期のひと呼吸まで傍に居て看取った。死後の処置と化粧を施して、足を

さすりながら「おばあちゃん、ようがんばったなぁ。足、痛かったやろなぁ。もう歩か

んでええねんで。ゆっくり休んでや」と心のなかで願った。 

 

 もう一人の、母方の祖母が亡くなったのはそれからさらに10年ほどしてからである。

幼い頃から祖母の家によく一人で泊まりに行き、かわいがってもらって大好きな祖母で

あった。最期の入院中に私が遠方から訪ねて見舞った折、目覚めて私の顔を見て、夢か

現か「あんた、遠いとこから来て、お腹空いてへんか？ おうどんでも作ったげよか？」

と尋ねてくれた。大所帯を切り盛りした料理の上手な人で、何とも祖母らしいことと思

い「ありがとう。今はかまへんわ」と返した。もう名前を呼んでもらうことはなかった

が、「あんたはお母さんによう似てきたなぁ」と言われた時、ちゃんと私のことをわか

ってくれているのだとしみじみうれしかった。 

 

 このようにみると、それぞれの死は“老衰”の言葉に感じとれる“枯れていくような”

様であり、悲しいには違いないが長く引きずらなくてはならない痛みを伴うものではな

い。自分が助産師ということもあって生と死については人以上に考える機会があるとは

思うが、身近な者の死がひどくつらいものではなく、むしろよい“終い方”ができたと

思えることは恵まれたことだと思う。看取りの周辺の時期、死にゆく人が孤独ではなか
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ったこと、できるだけ苦痛が少なかったこと、いよいよ最期の時が自然なプロセスを辿

ったことは、本人だけではなく遺された者にも苦痛の少ないことなのだと思う。またそ

の人と生前どのような関係であったかは重要で、ともに過ごした思い出や遺してくれた

言葉が救いにもなるのだとつくづく感じる。「私のことを大切にしてくれた」という思

いが今の自分を「これでよい」と支え、遺る者の心の整理の過程で重要な役割を果たす

だけではなく、これからも生きていく者として力を与えられるのだろう。また単なる延

命のための処置では成し得ないものがあり、その選択のなかに「生きる」ことの姿が顕

れるということを幼い頃から自然に身近にしたことは、私の死生観を豊かにしてくれて

いると思う。 

一時期、特別養護老人ホームでの看護に携わった経験から、病院でも家庭でもない場

での人の老い方について考えることがあった。胃瘻の創部の痛みのために怒りを露にす

る人、介助を受け押し込まれるように 3 度の食事とおやつ（！）を口にしなければなら

ない人、寝たきりで体が硬縮し話しかけても何の反応も示さない人。ほとんどが親しい

人が見舞いに来ることはない。歳を取り自然のしくみの中で死は近づいてくるのに簡単

には“死ねない”人がおり、「この延命は何のためなのだろう」と考えた。“死ぬという

のは大変なことなんだなぁ”という何とも言えない思い。あぁそうなんだ、古来、人は

“自分の意思で”、“口で”食べる生き物であり、それが叶わなくなったら自然に枯れる

ように命を終える“ことができる”のに ――。そしてその生を、ともにいて支える人

の存在が必要なのだとつくづく思った。 

私自身、自分の死についてもよく考える。それはいわゆる“終活”という言葉でくく

るものではない。例えば何かができなくなって諦めたなら、その空間にはまた新しいも

のを容れることができるスペースができ、その時どきに合った自分で居られるような気

がしている。そのような自分を思い描くことができるのは、すでに亡くなった者も含め

て私にそのように信じさせてくれる者たちの存在があるからだと思う。大切な人たちが

ひとつ、ひとつ、そのいのちの営みを終えていく。その死によって、自分の「生きるこ

と」に向かい合いなおし、新たに歩もうとする。死は、身近な者たちからの最後の

“Lesson”なのかもしれない。よく、生き、よく往きたいと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

吹き寄せとそば饅頭 
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タイトル名「対人援助実践をリブートするこの一冊」 

 

第 26 回：第 3 章-その 11- 

 

The things that are most important can not be seen 

 

著 ：渡辺修宏 

企画：渡辺修宏 

小幡知史 

二階堂哲 

 

よくわからない 

前回、A さんとのかかわりについて、「『よ

くわからない』けど，『よくわからないこと』

をして，『よくわからない結果』になった事

例」と記した。詳しくは「対人援助学マガジ

ン 57 号」の 213 ページから読んでいただけ

れば幸いである。 

（https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/uploads/magazine/vol57/39.pdf） 

ところで、よくわからない、と、3 回も繰り返すのも、実にしつこいものである。 

読み手もこれを読んで、さぞ、混乱したことであろう。ここまで繰り返す必要がないと思

った方も少なくないかもしれない。ただ、書き手自身も大いなるためらいをもって書いたこ

とも、あわせて指摘したい。対人援助学マガジン以外では、もう用いることのない表現だろ

う。 

そんなことを考えながらこれを読み返していたところ、ふと、「星の王子さま」を思い出

した。サン・テグジュペリが世に残したあの名作のことだ。実は私は、これまでに 4 回、「星

の王子様」を読了している。 

初めてこの作品を手に取ったのは、小学生か中学生の時であった。そのときは、「なぜ、

この作品は世界的に有名なのだろう。なぜ名作と呼ばれるのだろう」と疑問に思うほど、ほ

とんど内容を理解できなかった。 

2 回目に「星の王子様」を手に取ったのは、たぶん、22 歳の時だったと思う。その時にな

ってはじめて、「ああ、これはメタファーに富んだ本だったんだ」と気付いた。しかし、ま

だその内容に合点がいかなかった。 

3 回目は確か、娘が生まれて、絵本を揃えるようになった時だ。娘に読ませたくて再読し

https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/uploads/magazine/vol57/39.pdf
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たが、正直、まったくその魅力に気が付かず、そのまま放置してしまった。今は自宅の屋根

裏で眠っているはずである。 

そして 4 回目が、つい最近である。「星の王子様」の原文はフランス語*1なのだが英語版

が手に入って、英語の勉強のつもりで改めて読んだのであった。ようやくこの時、なぜこの

作品が世界中で愛されているかが理解できた。 

 

*1 星の王子様の作者であるアントワーヌ・マリー・ジャン＝バティスト・ロジェ・ド・サ

ン＝テグジュペリ（Antoine Marie Jean-Baptiste Roger, de Saint-Exupéry）はフランス人である。

よって、彼の作品の原文はフランス語となる。ただし、フランス（1945）よりアメリカ（1943）

での出版のほうが早かったため、世に出たのは英語版のほうが先かもしれない。 

彼は小説家の前に飛行家（郵便郵送等のパイロット）であったため、その経験に基づく作

品が多いことにもぜひ注目してほしい。実際、「星の王子様」でもその描写が多い。一説に

よると、「星の王子様」のストーリーは、彼の「サハラ砂漠での不時着とその後 3日間の放

浪（1935年）」といった経験に基づくらしい。生と死の背中合わせの経験によって生まれた

作品であることを踏まえながら読むと、この作品の本質が見えてくる気がする…。 

 

出典 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%B3%E3%83%88%E3%83%AF%E3

%83%BC%E3%83%8C%E3%83%BB%E3%83%89%E3%83%BB%E3%82%B5%E3%83%

B3%EF%BC%9D%E3%83%86%E3%82%B0%E3%82%B8%E3%83%A5%E3%83%9A%E

3%83%AA 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%9F%E3%81%AE%E7%8E%8B%E5%AD%90%E

3%81%95%E3%81%BE 

 

目に見えない世界 

 A さんとのかかわりを記した前回の原稿を読んで「星の王子様」を思い出した理由は、「よ

くわからない」という表現が、「星の王子様」の第 21 章に登場するフレーズ、「一番大切な

ものは、目に見えないだよ」という表現を連想させたからである。 

 ちなみに、この英語版*2では以下のように記されている。 

 

Here is my secret. It is very simple: we do not see clearly, except when we look with our 

heart. The things that are most important cannot be seen with our eyes. 

（意訳：ぼくの秘密を教えてあげるよ。とても簡単なことなんだ。ぼくたちは、こころの目

で見ない限り、なにもはっきり見えないんだ。一番大切なものは目に見えないんだよ） 

（最後の文のフランス語：Le plus important est invisible) 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%B3%E3%83%88%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%83%8C%E3%83%BB%E3%83%89%E3%83%BB%E3%82%B5%E3%83%B3%EF%BC%9D%E3%83%86%E3%82%B0%E3%82%B8%E3%83%A5%E3%83%9A%E3%83%AA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%B3%E3%83%88%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%83%8C%E3%83%BB%E3%83%89%E3%83%BB%E3%82%B5%E3%83%B3%EF%BC%9D%E3%83%86%E3%82%B0%E3%82%B8%E3%83%A5%E3%83%9A%E3%83%AA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%B3%E3%83%88%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%83%8C%E3%83%BB%E3%83%89%E3%83%BB%E3%82%B5%E3%83%B3%EF%BC%9D%E3%83%86%E3%82%B0%E3%82%B8%E3%83%A5%E3%83%9A%E3%83%AA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A2%E3%83%B3%E3%83%88%E3%83%AF%E3%83%BC%E3%83%8C%E3%83%BB%E3%83%89%E3%83%BB%E3%82%B5%E3%83%B3%EF%BC%9D%E3%83%86%E3%82%B0%E3%82%B8%E3%83%A5%E3%83%9A%E3%83%AA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%9F%E3%81%AE%E7%8E%8B%E5%AD%90%E3%81%95%E3%81%BE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%9F%E3%81%AE%E7%8E%8B%E5%AD%90%E3%81%95%E3%81%BE
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 実は私は、この文章を読んで、「なぜ、これまでこの文章の意味に気が付かなかったのだ

ろう」とショックを受けた。思わず手を止めて、しばし、呆然としてしまった。 

 ここでのショックを正確に語ることはできないが、以下、対人援助実践をリブートするた

めの気付きとして、少しだけ、私の感じたことを記していく。 

 まず、私は、自身がかなり思い違いをしていたことに気づいた。それは、誰かを援助する

という時に、援助しようとする意図や援助するための目的がそのままに、しかるべき成果を

もたらすことがばかりではないことが当たり前であるという気付きであった。つまり、私は

思い出したのだ。援助者による援助行為など、時に独りよがりで、過信に満ちた行為になり

えるということを。 

 「〇〇が必要だから」、「〇〇になるべきだから」、「〇〇という変化をもたらそう」、とい

うふうに援助者が考えて、そのためになんらかのアクションをその対象者に施しても、実際、

援助者の意図通りの変化が、どれほどみられるというのだろうか。もしかしたらそのような

恣意的な変化など、ほとんど起こっていないのかもしれない。むしろ、その対象者が援助を

受けて、自ら何かに気づいて、何かを学んで、なんらかの変化を自ら起こしているのかもし

れない。あるいは、援助者でもその対象者でもない他の何かがきっかけとなり、なんらかの

変化を生み出しているのかもしれない。偶発的な変化が起こっているだけかもしれない。よ

くよく考えれば、それは自然なことである。 

 もしかして私は、「目にみえない働き」を軽視してしまっているのではないだろうか？ 

 

 

 

*2 おそらく英語訳にも複数のバリエーションが有ると思われる。私が読んだのは、IBC パ

ブリッシングが 2023 年に発行した「英語で読む星の王子様新版」である。    

－つづく－ 
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『対人援助学マガジン』 第 15 巻第 3 号(第 58号)  2024 年 9 月  

 

新・島根の中山間地から Work as Life 

第２回  

「区分けと介入」 

野中 浩一 

 

 

１．生活の流れ 

 

東京から島根に移住して 18 年。 

家の周りは田んぼと畑と低い山々。 

 

わが家から隣の家までは 100ｍ以上離れている。 

私はいわゆる里山に住んでいる。 

 

そんな、家もまばらな中山間地域だが、近所に小学校があり、 

そしてその向かいに、集落唯一のお店、山田屋がある。 

 

お菓子とおつまみ、そしてジュースとお酒を売っている、 

表がお店、奥が民家といった、昔ながらの小さな商店である。 

 

その日は、たまたまお世話になった方にビールを渡す必要があり、 

私は夜 8時すぎに山田屋を訪ねた。 

 

店内に入ると、明かりがついているものの、人はおらず、 

開いているかどうか、判断に迷った。 

 

それでも、今日中にビールを持ってお礼に伺いたかった私は、 

お店のガラス張りの縦長冷蔵庫からビール 6 本組みを取り出した。 

 

すると、そのタイミングで奥から店主のおじいさんが出てきた。 
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私はそのビールを掲げて、「まだ大丈夫ですか？」と、 

この遅い時間に買い物してもいいか尋ねた。 

 

「は？」 

 

なにを言っているのか分からないという反応が返ってきた。 

さて、私の声が小さくて聞き取れなかったのか、 

私の言葉の意味が分からなかったのか、捉えかねた。 

 

そこで今度は、「買わせてもらってもいいですか？」と、 

さっきより大きな声で聞いた。 

 

「は？」 

 

さっきと変わらない返事。 

早くビールを買って届けに行きたいけれど、どうしたらいいものか、少し焦る。 

そこで、「このビール買いたいんですけど、まだ時間大丈夫ですか？」と、 

さらに声を張った。 

 

「はぁ？」 

 

やはり伝わっていない様子。 

次の言葉が思いつかず、どうしていいか戸惑っていると、 

店主のおじいさんが気づいた様子で、 

 

「あ～～、そんなこと聞く人はおらんよ。この店はおらが起きてる時間が開いてる時間だ。常連さんには

夜 9時すぎてから閉まったドア叩いて買ってく人もおるよ。カカカカ。」 

と笑う。 

 

・・・余談 

明治維新以降（特に第二次大戦後）、日本もグローバル社会と呼ばれる欧米センタードな土俵の上にいて、

時間、建物、生活と仕事、なんでもキッチリ区切ることが当たり前になっている。 

 

けれど、山田屋さんのような曖昧さ、区切りはあるけれど生活の流れに沿っていて柔らかい、そんな営み

が自然なものとして体現されていることに、なんかほっこりする。 

 

※店名は仮名 
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２．精神医療と介入 

 

学校（特に特別支援、通級、不登校対応等）において、精神医療やそこでの診断がとても大きな力を持つ

ようになっていると感じている。医療連携という言葉を、学校現場でごく当たり前に耳にする。 

 

こうした医療の供給体制が整った現代だからこそ、医療を妄信しやすい土壌にいることを自覚すること

が大切ではないかと考えることがある。そうした文脈において「①精神医学と身体医学の違い」「②発達

障害にまつわる通説」「③診断（操作的診断基準）」について、2冊の雑誌『こころの科学』と『そだちの

科学』の引用から考えたい。 

 

① 精神医学と身体医学の違い 

齊尾武郎は、『精神医学には、そもそも精神疾患は、身体疾患と同様の医学的疾患なのか、という根本的

な問題がある。平たく言えば、「こころだって、からだです」というのは本当なのかということだ。』と述

べている。心と身体は、繋がってはいるが違いもあり、心の医療と身体の医療の違いも大きい。 

 

私がフリースクールで一緒に過ごしている高校生たちは、精神医療にかかり、何かしらの診断をもらい、

薬を服用していることが少なくない。“精神”疾患における心の医療と、“身体”疾患における身体の医療は、

大きな違いがあるにも関わらず、使う側にとってみれば「医者と薬」という共通イメージで一括りにされ

ている。しかし実際は、『身体疾患の多くは「客観的」な「異常」所見に基づいており、それを裏づける

生物医学的な疾患過程がある。しかし、精神疾患は客観的な異常も、はっきりとした生物医学的疾患過程

もまだ判明していない。』しかし医療に携わらない利用者の側からすれば、こうした違いがあるとの考え

すら思い当たらないのが通常であろう。 

 

『精神疾患を心理社会的に理解することは、一般社会で起きている種々のトラブルを精神医学の文脈で

理解することにつながる。従来であれば精神疾患と考えられていなかった精神・行動の「問題」、「異常」

を精神疾患と見なし、精神医学的な治療対象にするようになる。』このような動きが、良くも悪くも精神

科や心療内科を身近にし、なにかしらの診断をもつ人を急増させている。 

 

例えば、学校で不適応を起こすと聞き取った状態像をもとに診断名がつき、それが適応できない理由と

して語られる。こうして不適応など種々の「問題」を精神医療の領域の範疇
はんちゅう

の「異常」であると‶決め

る″ことによって、その人の状態としての共通認識を生じさせている。 

 

②発達障害にまつわる通説 

北村俊則は、『広汎性発達障害、学習障害、注意欠陥多動性障害が（他の疾患とは異なった）一つの大カ

テゴリーに含まれるという「仮説」が支持できるかどうか』『そうだったとして、それらが脳の機能障害

だと断定してよいのか』と述べている。 
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「発達」に「障害」という考え方が用いられるようになって、種々のうまくいかなさに理由がついて安心

できた人がいる。それは本人に限らず、家族や、先生や上司などである場合も多い。一方で、理由がつい

たことで、可能性が停滞してしまったり、自分が普通じゃない（※1）という実感をもってしまうこともあ

る。 

 

北村は、発達（development）とは『感じ方、考え方、行動の仕方の特徴あるいはその能力を指している

のではないか。』として、『障害の程度は個体とそれが置かれた環境の齟齬
そ ご

の程度である。』と述べている。 

 

発達障害＝脳の機能障害というどの本でも書いてあるような通説すらも、あくまで今の時点で有力とさ

れている仮説である。脳の神経ネットワークについての研究は日々進化しており、今も新しい発見が行

われている途上である。当事者以上に、当事者支援の制度設計をする国や地方自治体が、こうした道半ば

の考え方をどこまで制度に織り込むのか、その塩梅は、良くも悪くも多くの人生を変えるだけの力をも

っていることを忘れてはならないと、私は感じている。 

 

北村は言う。『八人に一人から三人に一人の割合で起きうる「障害」があるのだろうか』と。 

 

③精神医学の診断（操作的診断基準） 

武井明は、『思春期外来での精神科医の仕事は、受診した子どもたちに「こころの病気」の診断をつける

ところから始まる。』と述べている。『しかしながら、そのような操作的診断基準は PTSD の項目を除い

ては、「こころの病気」の原因を扱ってはおらず、受診した時点で診断基準に当てはまる症状がいくつあ

るのか、あるいはどれくらいの間、症状が持続したのかによって診断がなされる』 

 

医療法人社団五稜会病院のホームページでは「操作的診断基準」について、『精神疾患は、原因が不明で

生物学的な検査方法がなく、臨床症状によって診断せざるを得ないため、信頼性の高い診断を行うため

に設けられた診断基準』であり『原因や病態から症状を説明出来るような身体の病気の診断とは全く異

なる』と表記している。 

 

この文言からも分かるとおり、医師や医療関係者は、「操作的診断基準（DSM や ICD等）」の「不確かさ

や限界や課題」を知っている。このことは診断のみではなく、精神医療そのものや、精神疾患において用

いられる薬についても同様のことが言えるだろう。 

 

一方で、受診する側の子どもや家族、連携している学校や先生は、「診断結果」の読み取り方や、「疾患や

症状や障害」の特徴と対応の仕方を学ぶことはあっても、精神医療が抱える、こうした不確かさや限界、

発展途上の分野であるがゆえに問題視されている課題に触れる機会は少ないのではないかと感じている。 

 

医療的に見ることは、その子の「部分」に着目することである。医師も、できる限りその子の全体像に迫

りながら理解を深めて診断や投薬をしようとするが、その試みが完全ではないことを（多くの場合）自覚

している。一方で、学校や家庭でその子を見ている先生や家族は、時間的・空間的に、その子の生活の「広
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域」を見渡すことができるという強みがある。先生や家族も、医療による診断はあくまで病院に行った一

刻の診察やアセスメントによる、その子の‶ごく一部″から判断されたものだと理解し、寄りかかりす

ぎないことも、ときに必要であろう。 

 

３．安全の感覚 

 

私はフリースクール運営を始めた 17年前から、不登校や発達障害のレッテルを貼られた思春期の子の中

に、既存の理論だけでは説明がつきにくい、乳幼児期における「安全感」の積み重ねの不全を感じること

があった。 

 

つまり、心身や脳の発達が著しい乳幼児期期に、（自分でコントロールできない）不安感や緊張感を蓄積

することで、将来にわたるホルモン分泌や自律神経の調整に支障をきたしているのではないか？と感じ

ていたのである。 

 

そんな中、『そだちの科学』の中に、『近年、諸処の精神疾患や発達障害、養育環境的な悪影響等を広く包

含して、その共通背景が神経レベルでシステマチックな調整不全であるという枠組み』で説明されるこ

とが増えており、『神経調整不全の主な要因の一つとして考えられているのが、乳幼児期の‶協働調整″

体験の欠如・欠乏である。』との記述を見つけ、今まで私が不登校の子ども達と接する中で体験的に感じ

ていた、その子が根底に抱える不安や緊張に根差した「気力の湧きにくさ」「落ち込みやすさ」の仕組み

が理論化されていることを知り、興味を持った。それが、迷走神経を鍵として、自律神経の働きを生理学

の視点から解説した『ポリヴェーガル理論』（※2）である。つまり、急増している心の問題等について、

神経レベルでの協働調整の不足が共通しているというのである。 

 

乳幼児期の子どもは、自分で自分の状態を言葉で表すことが難しい。また、眠いのにぐずる、お腹がすい

ているのに匙
さじ

や食べ物を投げるなど、一見すると矛盾するような行動も多い。このように機嫌の揺らぎ

が大きく、自分の機嫌をうまく調整できない乳幼児期に、身近な大人が（分からないながらも）機嫌をと

り、だっこしたりあやしたりお世話を工夫しながら、一緒になってどうしたらいいかを模索する「協働調

整」の時間は、子どもの情緒を形成するうえで大切な時間である。日々の暮らしの中で、乳幼児の協働調

整について、心からの関心をもって小まめに（量）、そして深い共感をもって丁寧に（質）行えるのは、

やはり生活を共にする親（生みの親、育ての親や乳母）であり、そうした子どもの育ちの重要な事柄を、

アウトソーシング（預けること）で補うことは難しいように思われる。 

 

特に、特性が強い子、繊細な子、考え方や行動に独自色が強い子は、安易に大集団の中に入れると、周囲

とのズレ感が生じ、不安や緊張を溜め込みやすい。その前の準備運動として、身近な大人と一緒に、家庭

で十分な協働調整の時間を過ごすことが良いと経験的に感じている（この準備運動期間は人にもよるが、

体感的には生後 5年程度だと思われる）。それが、思春期における持続的な不安や緊張状態、気力薄弱状

態による不登校やひきこもりを引き起こさないための、安定したホルモン分泌や自律神経の調整機能を
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育むと私は考えている。ただし、こうした考え方は、古くは三歳児神話や母の愛情不足論など、親の側を

傷つける材料として使われていた歴史があり、十分な配慮が必要であろう。 

 

ポリヴェーガル理論が、胡乱（うろん）な考え方として一蹴されるのか、不登校や発達障害が急増してい

る裏付けやトラウマの理解として歓迎されるのかは、まだわからない。和訳された入門書を読むと、同じ

ことが繰り返し書かれているが、数値やデータがなく、ひたすらに文章で説得されている感は否めない

（心の分野では、数値やデータをこじつける疑似科学が指摘されており、数値があればいいというもの

でもないが）。動向を見守りたい。 

 

４．いじめのジャッジは誰のもの 

 

いじめ防止対策推進法の第二条では、「児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍する学校に在籍している

等当該児童生徒と一定の人的関係にある他の児童生徒が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（イ

ンターネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象となった児童生徒が心身の苦痛

を感じているもの」をいじめと定義している。やや飛躍して、「受け手がつらいと思ったら、それはいじ

めである」という解釈を目にすることもある（※3）。 

 

まず、「いじめを防止するべき」という考え方、および「いじめを受けた側を守るべき」という考え方は、

誰からも異論が出ないであろう。しかし私が知る限りでは、いじめの事案が起きたとき、関係する子ども

たち誰もが不満や不安を感じていることが多く、明らかにどちらかが加害者でどちらかが被害者である

というケースは、それほど多くない（※4）。 

 

ではその場合に、いったい誰が加害者と被害者を分けるジャッジをするのだろうか。先に訴えたかどう

か、普段の行い、先生との関係性、個人の繊細さや精神疾患の有無など、何を判断基準とするのだろうか。 

 

ふと思い出すのが、私が小学校 3年頃の出来事である。「キョンシーごっこ」（※5）という遊びが流行り、

鬼ごっこように、ジャンプしながら逃げるキョンシー役の子どもたち数人の額に、道士役の子ども 1 人

がお札を貼っていく（貼るマネをする）といった遊びである。あるとき、キョンシー役の子がおでこにお

札を貼られた勢いで、壁に頭をぶつけて（ぶつけられて）泣いたことがあった。もちろん故意ではなかっ

たが、やられた子はショックからか、「あいつにやられた」と先生に訴えた。やった側の子は、遊びでや

っていたのに突然告げ口されたことに戸惑いを見せ、腹を立てていた。 

 

この件での先生の判断は難しい。やられた側の子（Ａくん）は、普段は粗野なふるまいが度々問題になる

子で、どちらかというとこれまで訴えられる側の子であった。一方でやった側の子（Ｂくん）は、確かに

遊びの中で勢いがつきすぎていたことや、普段から乱暴な言動があるＡくんに対してやり返しの気持ち

もあったようである。今回の件だけで見るなら、Ａくんはやられた側であり、たんこぶもでき、涙を流し

ながら訴えている。 
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話は変わるが、女子同士の関係はより複雑である。陰口や仲間外れにするなど、部外者の目に見えにくい

やりとりが多い。そのうえ、そうした陰口や仲間外れは、本人や仲間内で自覚されていなかったり、やっ

た側と目される当事者からは、「自分もやられていた」や「（別の）あの子もやっている」という、自分だ

けじゃないという主張がなされることも多い。これまではリーダー格で仲間外れを主導していた子が、

クラスが変わってから逆に復讐されて、仲間外れにあって孤立するといった因果応報も少なくない。こ

のような複雑な状況の中で、子どもより権力が強い先生や家族などの大人が、「被害者・加害者」などと

ジャッジをして、絡まった糸をさらに絡めてしまうことは、よく見る光景である。 

 

こうしたいじめの対応について、気を付けるべき点がいくつかある。今回はその中でも「①ストリートレ

ベル官僚」「②犯人捜しバイアス」の 2点について考えたい。 

 

① ストリートレベル官僚 

いじめの訴えがあった場合、以前は学校の先生やその家族など、その子に関係する大人が必要に応じて

関与するといった、良くも悪くもゆるやかな（そして多分に主観的な）見守りや指導である場合が多かっ

たように思う。一方で、今は教育委員会が積極的に関与する例も多く、場合によっては児童相談所や警察

など外部の組織が介入することもある。また、本人や家族など当事者不在の中で、学校の管理職や教育委

員会が教員と共に対策会議を開いて方針を決めるケースも見られる。 

 

そうした、本来子どもを支える側である大人の動機は、すべての子どもたちの成長を見守る姿勢や、子ど

もと家族 1 人 1人の日常の安息よりも、子どもの安全を守るという名目のもとで、組織としてどう介入・

対処するかといった「社会的道義」や「組織として決められた役割を果たす道理」が先に立っているよう

に思われる。突如持ち上がったいじめという事態に、日常の授業や活動ではない緊急対応を迫られ、決め

られた対処をしないと自分たちが責められる側になるという強い緊張感もあり、大人自信が防衛的にな

ってしまうことは、ある意味当然である。まして対策や対応をしてもなお、世間（という名の他人事の正

義）からの批判に晒
さら

されやすい情報社会であれば、尚更である。 

 

さて、行政学や社会学において「ストリートレベル官僚」という言葉がある。これは、官僚制の末端の職

業、（私もその一員と思われるが）教員や警官や福祉職など、クライアントと直に接する立場にある官僚

のことである。その態度や行動は微細な裁量に満ちており、裁量をとおして実質的な生殺与奪
せいさつよだつ

の権利を

行使する抑圧機構に転化しうる危うさを持っているとの指摘がある。同様のことは、専門職による「専門

家支配」という言葉にも表れている。 

 

教員や教育に関わる様々な専門職（私も含まれる）は、クライアントに対して強い立場にもなりうる。そ

のことに無自覚なままに、道義を楯に、相手 1 人 1 人への理解や配慮が希薄になったとき、問題は大き

くなる。そこには、いじめをジャッジする側だったはずが、容易にいじめる側に変化する怖さがある。

「福祉に生命や生活を支える力が一定程度あるからこそ、逆に生命や生活を苦境に陥れる可能性も有し

ているのである。その最前線にストリートレベル官僚たちはいる。」という言葉を忘れてはならない。 
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②犯人捜しバイアス 

いじめという言葉は、とても強烈である。社会的な影響力が際立っていて、多くの人を防衛的にしてしま

っているように思う。この点は、『失敗の科学』の中で、「魔女狩り症候群」として書かれているエピソー

ドを紹介したい。 

 

ある海外の事件で、母（およびその恋人）の虐待と育児放棄により幼児が亡くなった。その際、報道によ

って怒りの矛先が、関与していたソーシャルワーカーの女性および地区児童安全保障委員会の女性に向

けられた。そのバッシングはさらに高まり、解雇を求める 160 万件もの署名嘆願や、家族への殺害予告

にまで発展した。さながら魔女狩りのように、子どもを保護できなかった責任を問い、強い非難をもって

反省させ、今後職責がしっかり果たされるよう要求が高まった。 

 

その結果なにが起きただろうか。社会的な非難を恐れて、ソーシャルワーカーの辞職が急増し、辞めずに

残ったソーシャルワーカーの負担増とそれに伴う仕事の質の低下が生じ、ソーシャルワーカーによる家

庭への強引な介入が行われ、その結果、家族から引き離される子どもが急増（および里親に預けられる子

どもが増加）した。加えて、報告文書が弁明と自己防衛のために長文化し、余分な事務の時間が増えた。

つまり、肝心な子どもや家族にとって良いことは何一つなく、さらに期待されていたこととは反対に、福

祉職の質が著しく低下したのである。 

 

筆者は言う。「非難が人の心理にもたらす影響は大きい。（中略）問題は、避難したり訴えたり裁判にかけ

たりすれば、相手は責任感を強く持つようになると思い込んだままでいいのか、ということだ。今のとこ

ろそれで説明責任が強化されたという証拠はひとつも出ていない」と。提供された一面的な事情しか知

らない中で、安全な場所から人を非難し反省を求める身勝手こそ、いじめ、ハラスメント、虐待と定義し

ていいのではないだろうか。その集団心理の影響は、社会全体に暗い影を落とす。 

 

ここでアンパンマンの作者、やなせたかしの言葉を 2つ引用したい。「正義のための戦いなんてどこにも

ないのだ。正義はとても不安定なもので、ある日、突然逆転する。」正義を笠に着ることは簡単である。

「悪人を倒すことよりも、弱い人を助ける。」これらの言葉のように、スケープゴートを探したり魔女狩

りをするよりも、目の前の身近な人のためにできることをするのが建設的であろう。しかし、そうとばか

りはならず、単純な解釈で感情を暴走させてしまうのが人であり、集団心理であると言えるのかもしれ

ない。 

 

５．区分けと介入 

 

「いじめ」「ハラスメント」「虐待」「性暴力」といった、社会的な道義に反する事柄についての言葉のイ

メージは強い。ゆえに、一度そのレッテルが貼られた場合には、事の大小に関わらず社会的なダメージは

大きい。「いじめ」「ハラスメント」「虐待」「性暴力」は、かなり幅広の事柄を含んでいる人的な災害と言
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えるであろう。災害であると考えるなら、地震や豪雨のように、誰もが分かる（震度や避難警戒レベルの

ような）「災害レベル」を設ける必要があるのではないだろうか（※6）。こうした強烈な言葉が使われない

こと、使われないような社会になることが良いように思うが、それが難しいのであれば、もう少し詳細に

物事を捉えられるようにした方がいいと私は感じている。 

 

さて、今回の文章全体を通底するテーマとして、日常生活を歪めかねない、「無関係の他人事」による介

入の有害性を論じてきた。そしてその対極には「身近で親身」な関わりがある。（※7） 

 

時代も内容も飛躍するが、「無関係の他人事」が、「身近で親身」な日々の営みを奪う例を挙げたい。帝国

主義の時代に列強が介入した国々は、100 年以上経った今でも混乱の最中にある。とりわけ、①紛争解決

の名目のもとで、自国の軍隊を勝手に他国に侵入させる、②産品や人（奴隷）などその土地の資源を一方

的に搾取したり、貿易と称して自国のものを押し付ける、③勝手に国境線を設けたり利用したいように

他国を割譲する、などといった、自己都合による無理な介入を行ったときに相手国の生活は破壊され、混

迷する。私は歴史や政治の専門家ではないため、歴史認識については教えを乞いたいところであり、私自

身も顧みる必要がある点も多い。とにかく、日常的な関わりがない中で、社会道義的な大義名分を唱えな

がら区分け・介入することは、そこに暮らす生活者の平素の営みを破壊する危険を常にはらんでいる。 

 

以上から、ミクロな物事・マクロな物事どちらについても、暮らしの流れに逆行するような他人事の区分

けや介入は、それ自体が人の安全を脅かすこと、権力による弱者の抑圧という側面があることを、私も含

め、子どもの教育に携わるすべての人が折に触れて思い出すことが大切ではないだろうか。そして、そう

した感覚は、「身近」に関わる人間としての「親身」な誠意の中から生じてくるように感じている。 

  

 

****************************************************************************************************** 

 

注釈 

※1 普通：人の状態で普通という状態を定義することは難しい。しかし一方で、個人的な感覚として「普通である（他者と

同等である）」「普通でない（他者と同等でない）」という思いに駆られることは往々にしてあるのではないだろうか。 

 

※2 このポリヴェーガル理論は、「安全である感覚」「聴覚（視覚）過敏」「内臓状態の調整」を重要視するとともに、安全

な人間関係が神経系のバランスを促し、社会的交流の中で健康・成長・回復を促進するという考え方をもつ。これは、私

がこれまでフリースクールの運営やカウンセリングにおいて拠りどころの 1 つとしている、カール・ロジャーズの「パー

ソン・センタード・アプローチ」とも一部共通するものを感じている。 

 

※3 法律：既存の法律や制度に基づいて業務を遂行したり、法律や制度を人のために利活用することは大切なことである。

一方で、その法律や制度が、人のためになっているのか、功と罪のバランスはどうなっているか、考え、検証し、改善し

ていくことはもっと大切なことであろうと考えている。立教大学法学部のホームページに、『「人のために法はある」とい

う古いことわざがあります。法は人がつくるものであり、人がより良く生きるために、そして、人々が暮らす社会をより
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良いものにするためにこそ、その存在価値があるという意味です。』との言葉がある。この「存在価値」を問う姿勢を忘れ

ないでいたい。反対に『悪法も法なり』という言葉もある。最近は校則への世間の目が厳しくなり見直しが進んでいる。

見直されたルールや法律すべてが悪法だったとは思わないが、やはり「無条件に従う」よりは、「定期的に人の手が入る」

くらいが健全なように思う。 

 

※4 いじめ：これまでには「いじめ」というカテゴリに入れていいか憚られるほどの、残忍な事件や陰湿な事件もある（私

は、これらを単に「犯罪」と呼ぶべきだと考えている）。身近にいる大人が、そのような陰惨な事件が生じないようにする

ことは当然のことである。一方で、子どもは宝である。誰もが陰と陽を持っているが、それも含めて宝である。大人の側

が、自分の存在をかけて、（宝のうちの）どちらが正義と勝手にジャッジせず、あたたかく対話すること、間違っていると

思うことは違うと言うこと、それを自分の言葉として、大切な子どもたちに届けることが大切なのではないだろうか。 

 

※5 キョンシー・道士：本文において、キョンシーは死体が動き出し人を襲う、中国版のゾンビ妖怪。道士は、僧侶や陰陽

師のように、邪を祓う役職。 

 

※6 人的な災害レベル：ネット検索すると、いくつかのレベル設定がされている事例を見かけるが、それが自然災害と同

様に周知され認識されているかといえば、否である。 

 

※7 他人事の介入：親身な関与になるか、他人事の介入になるかは、「受け手」の感覚が目安になる。A とＢとが対立して

いる場合、どちらか片方が介入を求め、片方は介入を求めていない場合、その介入は単に力関係を逆転させて「いじめる

側」と「いじめられる側」を逆転させるための加担にならないか、ＡとＢ双方に対してニュートラルな立場でいられるか、

介入する側が注意深くあることが求められる。 
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ヨミトリとヨミトリ君で 

ご一緒しましょ！（10） 

 

高木久美子 

 

意識があるのに、わかっているのに、言葉を発しているのにそれが伝わらないことについて、どう向き合い、取り組んでいくか

ということは、人の尊厳に関わる大切なことです。技術と技能を心で繋ぎ、障害のある方のコミュニケーション支援・レクリエー

ションの楽しい機会の提供を目指して非営利で活動しています。活動を通して学んだこと、感じたことなどを書いていきます。 

 

「軽く、軽く、とにかく軽く」 

 

ヨミトリ君活動の危機？ピンチはチャンス？！いろいろなことがあった直近 3か月でした。指筆談ヨミ

トリとヨミトリ君の活動について、閉じ込め状態にある障害当事者の方の言葉を交え、ご紹介します。 

 

■202４年６月●日 

國學院大學の柴田保之先生・奈苗さんご夫妻が主宰するコミュニケーション研究会でヨミトリ君プロジ

ェクトの活動を紹介する機会を得ました。初めて介助付きコミュニケーションの指筆談に出会った

2013年 9月、続けて参加した 2014年 1月の重度障害の方の思いを聞く会「きんこんの会」以来、

10年ぶりに訪れた國學院大學たまプラーザキャンパス。建物がものすごく綺麗におしゃれになってい

るのにまず驚く。 

発表はヨミトリ君開発者の岡田さんが主講師を務め、ヨミトリ君開発の経緯やメカニズムについて説

明。その前後に私が指筆談の技能とヨミトリ君の技術の両軸での支援活動の意義と指筆談による対話

支援の広がりについてアピールしました。ヨミトリ君体験コーナー大盛況。指筆談のデバイス化に多くの

方が関心を持ってくださっていることを実感。うれしかったです。先天性の障害のある方と初めて指筆

談で対話し、大きな学びの時となりました。お話しできてとても楽しかった。 

Aさんは初めてお会いしたにも関わらず、お母さんとの対話に私に指筆談での介助を依頼してくださ

いました。光栄なことでした。またお会いしたい。 

それにしても岡田さん、疲労困憊の度合いがすごすぎて心配。ヨミトリ君を何機種もそれぞれ衝撃を緩

衝するケースに入れて、PCとタブレットと荷物もすごい。思わずスタッフ打ち上げ会場までキャリーを

運ぶ申し出をしましたがほとんど役に立たず、ヨミトリ君支援には筋トレも必要なことを学ぶ。 

 

■202４年６月●日 

リハビリテーションの専門雑誌に執筆を依頼されて以来ずっと書くことが頭を巡っている。依頼は遷延

性意識障害当事者ご家族の推薦による。指筆談・ヨミトリ君への関心や評価を様々な繋がりの中で広め

ていってくださることが本当に有難く、がんばらなくちゃと思う。しかし、ヨミトリ君はともかく、技能と

して証明されたもののいまだに魔法とか超能力とかといわれる指筆談ヨミトリ。権威のある専門誌に書
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いて大丈夫かな…。などと私が臆してどうする。しっかりしろ。貴重な機会、当事者の方々の言葉を書

く。 

 

 

■202４年６月●日 

諸般の事情で急きょヨミトリ君支援訪問をしばらくお休みすることになり、慌ただしくキャンセルの連絡

や、指筆談対話支援への切り替えや、しかしピンチはチャンス。それぞれのご興味に応じて新しい企画を

練る。 

ヨミトリ君のキャンセルで思いがけなく時間ができて、ここのところのご支援でお聞きした話をいろい

ろ思い返しています。言葉で思いを表出することの大切さ。「こうしてかいているときは じぶんらしく

いられます。」自分自身になれるとも。また「すごくはやくかける」「はなすようにかける」と言われること

が増えました。早く読み取れればよいというものではないけれど、でもその人が言いたい速度で伝えら

れているなら、きっともどかしさも軽減されるのでは。言うのをやめておこうと思っていたこともやっ

ぱりたまには言いたいし、結果、ご家族やケア従事者の方々への感謝の言葉だけでなく、いろいろ不満

や文句もたまには出ます。人間だから。でも、時折りご家族が困惑される場面も。 

 

■202４年６月●日 

前の続き。柴田先生のコミュニケーション研究会終了後の交流タイムに、Ａさんはなぜ初対面の私に読

み取りを頼まれたのか。お母さんとの話し合いは、Ａさんの自立に関する大切な内容でした。私と少し

話をしてみて、この指筆談のレベルなら介助を依頼できると一応の合格点をくださったのだと勝手に

解釈しつつ、ふと「その時に合った距離感」と「指筆談での家族以外の介入」ということが浮かびました。 

地元の東海地方で継続して訪問しているご支援対象の方々は、当事者の方はもちろんご家族も、交流

を続けているうちによく知り合い、親しさも増してきます。ご家族の日々の介護のたいへんさも目の当

たりにする中で、指筆談で読み上げている際に当事者の方からから時に強い言葉や、批判的な言葉が

出てくると、私の中に「ご家族が聞いている中でこれをそのまま読み上げてしまってよいのだろうか」と

いう迷いが生まれます。当事者の指となり、口となって書かれたままを読み上げるのが私の務め。伝え

るのに忖度をしたり、ましてや「それは言わない方がいいのでは？」とか「他の言い方にしませんか」な

どと相談したりした時点で私の役目そのものが変わる気がします。でも、親しくなったご家族がその言

葉に驚いたり、動揺したり、時に涙をこらえたりされるのが目に入れば、やっぱり一瞬躊躇します。 

Cさんは日頃お母さんと指談でコミュニケーションを取っておられるそうだし、関東は熟練の指筆談実

践者の方も多いので思いを表出する定期的な機会を持っておられると思います。でも私が東海地方で

そうなっていっているように、介助者がご家族とも絆や共感が深まっていくと、当事者の人は、いつも

指筆談介助をしてくれる人に強い言葉を伝えてもらいにくくなるのでは。そんなことを思ったのです。

会ったばかり、言葉を交わしたばかり。でもこの者は指筆談で伝えられるレベルはありそうだ。初対面だ

からこそ、情の部分抜きでこの人になら言いにくい言葉も読み上げ依頼できる。違ったかな…。「あの時

をふりかえってこんなことを思ったのですが」と、もし Aさんに会えたら言ってみたいけど、「なにをご

ちゃごちゃいってるんですか」と言われてしまうかな。すごくしっかりした考えのある青年だった。お母

さんとの真剣勝負のその後は？今度はコミュニケーターとしてではなく対個人でお話ししてみたい。お

会いできただけでもうれしかったけれど、更に、考える良い機会を作ってくださって、ありがとうござい
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ました！ 

 

■202４年７月●日 

などと考えていた時に、ちょうど継続支援の Bさんのところで、関連する事を Bさんが言ってくださっ

た。クレームを出さなければいけない事があったようなのだが、といっても私にはすごく建設的な批判

に思えたけど、指筆談のできるご家族にそれを言わせるのは可哀そうだ、忍びないと、そう言われた。

高木さんから伝えてもらえるといいと。言いにくいことは高木から伝えてもらおう。すごく名誉な任務

に思えて来ました。でも、ということは別の場面では、「できれば高木さんじゃなくて他の人に読み取っ

てもらいたいな」と思われることもあるということだろう。指筆談介助者の圧倒的な不足。理想は、実践

者が十分にいて、閉じ込め状態にある方の様々なニーズに柔軟に応えられる環境があることだけど現

状ではそれはとても難しい。というわけで、やっぱりヨミトリ君なんですよね！スイッチは使えないけれ

どもひずみゲージのヨミトリ君ならその微小圧を認識できる当事者の方がたくさんおられるのです。操

作の練習はもちろん必要だけど、とにかく軽く押せるので、練習して操作に慣れたら文字入力のアプリ

を活用して、自分の言葉を自分で入力できます。きっとできるから、一緒にやっていくから。希望を持っ

て、取り組みを続けていきましょう！ 

 

■202４年７月●日 

ここのところたいへん多くのヨミトリ君体験のご依頼をいただき、本当にありがたく嬉しい。 

すぐにご訪問対応できないのが申し訳ないですが、同じエリアで複数のご依頼があった場合は、同時期

に回らせていただくことでご負担いただく支援交通費を調整できたりします。 

ご家族が指筆談ができて日常のコミュニケーションが可能な場合は、岡田さん単独でヨミトリ君支援

に。また対話支援でじっくりお話しを希望される場合は高木が単独で。もちろん基本の技能と技術両軸

での支援も引き続きお受けしています。運動機能の障害の状況によってはヨミトリ君が向かない場合も

ありますが、ＩＣＴボランティアの仲間からアドバイスや意見ももらえますので、お悩みやご要望はお気軽

にご相談ください。 

 

■202４年７月●日 

昨年 12月の東海地区遷延性意識障害者と家族の会「ひまわり」（以下、ひまわり）主催の柴田先生講演

会に参加され、指筆談練習中の Cさんからのご依頼で対話支援に。お話が弾み、Cさんご兄妹と 3人

で楽しい午後の時間を過ごしました。ご兄妹の何気ない会話。途切れることなくお互いが言葉を紡ぎ合

われ、他のご家族のことも話題に。仲の良いご家族であることがよくわかります。 

「指談練習しているのですが、全然読み取れなくて…」Cさんが言われました。コツはちょっとした力の

抜き方なのですが、一人で練習している時は読み取りが合っているのかどうかの確認も難しいので、ご

苦心されていると思います。ポジショニング等をもう一度確認して、Cさんにトライしていただきまし

た。あ、書けますね。読み取れていますね。 「え？！今、わかりました。えーっ、全然できなかったのに。

わかった！」Cさんうれしそうです。「お兄さんに聞いてみましょう。どうでしたか」「すごくかるくかけま

した。おまえどうしたんだ。きょうはすごくうまいじゃないか」「できたよ、お兄ちゃん。」 

成功の要因として一つ考えられるのは、お訪ねしてからずっと指筆談でお兄さんが書き続けておられた

こと。実際に、ヨミトリ君のパネルを押す荷重も、指筆談でお話しする前と後では後の方が力が出る事
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例が数多くあります。目には見えないとても小さな力。でも確かに体を動かしているのです。そして相

手の言葉を聞いて、いろいろ考えながらそれに応えるために書字想起を続ける。運動機能に良い働き

かけがあるのだと信じたいです。そしてもう一つの大きな要因は、Cさんがあれこれ迷わず、自然体で

ポジションに入ったこと。実はこれが成功の大きな鍵なのです。 

もう一度やってみましょうと、再度挑戦すると、Cさん「あれ、今度は全然取れない。さっきは取れたの

にー」。「おい、いまはすごくつよくおさえていたぞ。さっきはすごくかるくかけたのに」とお兄さん。そう

なのです。出力がわずか数グラムの荷重圧のレベルなので、要はそのわずか数グラムを上回る力を当事

者の人の手にかけてしまうともう動かせない、そういう極めて繊細なレベルなのです。よし、さっきは上

手くとれたからもう一度と思った瞬間に介助者の手には無意識に力みが入り、当事者の方の力を上回

る力で介助者が自分で当事者の出力の部分を消してしまいます。指筆談の練習に立ち会うとよく起こ

る事象です。お兄さんのコメントはズバリ的を射ていました。Cさんも気をすぐ取り直して、「でも今日

は最初びっくりするぐらい取れたので、よかったです。あの感覚を忘れないように練習を続けます」と

言ってくださいました。 

ヨミトリ君 4号も持って行ったので、パネルに手を載せて操作の基本のところをやってみていただきま

した。パネルの左右の押し分けで荷重の数値変化がちゃんと出ていました。表示でも確認できたので、

今度は岡田さんに来ていただいて、ゲームや音楽アプリをやってみましょうね。 

 

■202４年７月●日 

ヨミトリ君体験の 2回目をご予約いただいていたDさんは、遷延性意識障害となられる前はピアノが

ご趣味と伺っていたので、ヨミトリ君キャンセルの代わりとして、Dさんには指筆談対話支援と新企画

「音楽訪問プログラム（仮）」のモニターをお願いすることにしました。長くピアノ講師として活躍中のサ

トちゃん先生は遷延性意識障害の生徒さん他、ダウン症や自閉症のお子さん等、生徒さんの 3分の１が

障害をお持ちの方で、それぞれの人の障害の特性や困難さに寄り添って、その人が音楽を楽しめるさま

ざまな工夫をされています。Dさんのベッドサイドにキーボードを設置して、サトちゃん先生がクラシッ

クやＪ―ＰＯＰの名曲を披露。Dさんは「このきょくひいたことがあります。やっぱりなまのえんそうはい

いなあ」と大喜び。大胆なコード進行で曲が盛り上がったところでは「きたね すごくいい」と、演奏を聴

きながら指筆談で感想が。リアルタイムでサトちゃん先生にお伝えし、サトちゃん先生もうれしそうです。

音楽を一緒に楽しむ、共鳴、呼応といった言葉が音楽に乗って弾んでいるような気がしました。楽しか

ったです。 

寝たきりの全介助で生活している遷延性意識障害の方々は気軽に外出することも難しく、、意思疎通で

きない日々の中で、「たいくつなときがあります」「かぞくいがいのひととこうりゅうしたい」と言われる

ことがあります。この新しい企画で、みんなの元に楽しい音楽の訪問があったら、きっと喜んでいただけ

そう。サトちゃん先生はひまわり会報 34号のインタビュー記事でもご紹介しましたが 10年来の生徒

さんで遷延性意識障害のヨーコさんと指筆談の練習を続けています。とにかくいろいろな人と練習す

ると指筆談は上達が早いので、演奏の後に Dさんと少し読み取る練習をしていただきました。その指

筆談がまた興味深かったです。何度かのトライの後、すっとサトちゃん先生の手が動いた時があり、その

動きを見て、今、読み取れた！と私は確信したので、「サトちゃん、今取れたましたよね！〇か×か Dさ

んはどちらを書きましたか。さあ答えをどうぞ！」ともう完全おめでとうムードで、回答を待ったら、な

んとサトちゃんは逆の方の答えを言った…。え、どうして。書けてたのに。私はちょっと困惑して、Dさん
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にコメントをお願いしたところ、Dさんも「さとちゃんせんせい なんでまちがえたんだろう。かきやすか

ったし ちゃんとよみとれたとおもったんだけど ふしぎだな」と怪訝そう。力が上手く抜けて明らかに

Dさんの書いた通りの動きをサトちゃんはなぞっていた。でも、サトちゃん自身が読みとったと思った

のは逆の方の答えだった…。うーん、不思議。指筆談の取り組みで初めてのケースです。検証課題がま

た一つ。 

 

■202４年７月●日 

5月に「じつはみえていないんです。ほとんどみえなくて、どうしようと思って、いえなくてこまっていま

した」と話してくださった Eさん。対話支援でご訪問して、「今日はヨミトリ君はお休みですが、見えなく

ても左右の押し分けが体感でしっかりわかるように岡田さんが準備してくださっているので、楽しみに

していてくださいね」とお伝えすると、「たのしみです。とてもうれしい」と言ってくださいました。ヨミト

リ君はできないけど、その分今日はたくさんお話しをしましょうね。なにげない雑談、おしゃべりタイム

となりましたが、ご家族からの質問にもしっかりと答えられ、特にショートステイの利用を、ご家族は「E

は行くのは負担に思っているのではないかと」と気にされていましたが、Eさんは「だいじょうぶ。むし

ろたのしみ。びょういんはとてもかいてきで、かんごしさんもしんせつだし、もっとかいすうをふやして

もいいくらいです」と。「家にいたい」とショートステイが気が進まない当事者の方もおられるので、「本

当ですか。我慢していませんか」と Eさんに聞いてみたけれど、「ほんとうです。すごくきにいっていま

す」と言っていただき、ご家族も気がかりを全面的にはぬぐい切れないものの、前向きな回答にほっと

してもおられるご様子だった。「ほかの（遷延性意識障害の）ひとはまいにちどうしているのかなとおも

っています。あえたらうれしいです。たかぎさん、そういうきかいをつくってもらえませんか。」うれし

い。当事者の方からの提案やリクエストは大歓迎です！企画を立ち上げたら、Eさん準備委員になって

くださいね。 

 

■202４年８月●日 

体調不良で活動をお休みされた岡田さんが完全復活を遂げてヨミトリ君と共に戻って来ました！どう

もコミュニケーション研究会の時の疲労困憊は、その不調の予兆だった模様。すっかり元気になっただ

けでなく、この間にヨミトリ君の様々な改善・改良を試みられたとのことで、ヨミトリ君バージョンアップ

しての復帰はうれしい限りです。 

そして驚くべきことが起きました。8月に入りヨミトリ君支援を本格的に再開したのですが、ブランクが

あったので、せっかく上達途上だった岡田さんの指筆談の技能がどうなったかが少し気がかりでした。

早くフィーリングを取り戻せるといいと思っていたところ、なんと、岡田さんの指筆談は復帰後に驚異

的な上達を遂げていた。先ず読み取るのが早くなり。そして前よりも格段に長い時間読み取れるように

なりました。そして正確。岡田さんが読み取った後に当事者の方に感想を聞いてみると、皆さん一様に、

「すごくかるくかけてびっくりしました」「とてもじょうずになりました」「どんなれんしゅうをしたんです

か」と驚いておられました。 岡田さんは「何もしていません。休んでいただけ」と。ミステリーです。 

上達の理由をいろいろ考えたのですが、結局のところ今回の体調不良と入院がよかった、というのは言

い方が悪いですが、最近ただでさえ運動不足で体力・筋力が落ちていたところに入院と退院後の静養

で、さらに筋力が落ちた。力が出せなくなったことで、当事者の方の手を柔らかく持って押さえなくなっ

た。そして当事者の手は解放され、軽く動かせるようになった。これしかない、という結論に達しました。
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まさに指筆談の要諦です。当事者の方の手をできるだけ軽く支え、動きを拘束しない負荷のかからな

い環境を作る。軽く、軽く、とにかく軽く。ところがこれが難しい。指筆談の技能は本当に奥が深いです。

指筆談を勉強されている方は簡単にあきらめないで、辛抱強く練習を続けてください。岡田さんはた

だ体力と筋力が落ちただけではなく、本当に一所懸命指筆談に取り組んでいました。一緒にがんばりま

しょう！ 

 

■202４年８月●日 

パーキンソン病の進行で四肢全廃となられ目を開けるのも難しくなられた Fさん。7月に Eさんに予

告をした、見えなくてもヨミトリ君の左右の押し分けが実感できる方法が完成し、ちょうど訪問日となっ

た Fさんに試していただきました。一つ目の改良は PCに接続しなくてもヨミトリ君と中継器のみで、

光と音で左右どちら側を押しているかがわかりやすく表示されるようになったこと。そしてもう一つ

は、左右の手に小さな振動発生器を取り付けることで、力を入れている左右の側を、振動によってまさ

に体で感じられるようになったことです。Ｆさんには振動方式が特に好評で、「これはすごくわかりやす

いです。とてもいい」と絶賛してくださいました。岡田さんもうれしそう。2021年のヨミトリ君 1号の

記念すべき初お試しもＦさんがしてくださったことを思い出しました。ヨミトリ君の訪問支援は、地元の

東海エリアの場合はだいたい月に 1回のペースでの定期訪問を目指しています。そういえば改良や節

目の時、最初に試していただくのがＦさんのタイミングになることが多いな。横で見ている奥様が「今、

すごく集中しています」「関心のある時は表情が全然違います」と教えてくださいます。うーん、Ｆさんす

ごいけど、奥様が本当にすごい。ご家族の気づきから学ぶことがたくさんあります。Ｆさん、いつも鋭い

コメントと温かい励ましをありがとうございます。奥様、フォローをありがとうございます。Ｅさん、今日

のテストで確認した効果と課題から振動装置を更に使いやすくして次のご訪問の時に持参しますね。楽

しみに待っていてくださいね！ 

 

以上、2024年 6月～8月のヨミトリ君と指筆談の活動の一部をご紹介しました。 

 

岡田さんの指筆談が上達し、ヨミトリ君体験時の当事者の方の操作感のヒアリングを岡田さん自身で聞

けるようになったので、今、徐々にヨミトリ君支援の単独訪問の回数が増えています。対人援助学会の

年次大会、ヨミトリ君は今年も参加申込みをしました。また、春に参加してご好評を得たメーカーフェア

の岐阜県大垣市での開催にもエントリーが決まりました。きっかけは春に参加した刈谷マイクロメーカ

ーフェアで、ブースに来られた方が「大垣は福祉関係の出展が比較的多いので参考になるのでは」と教

えてくださったこと。大垣で会えてお礼が言えたらいいな。Eさんやヨーコさん他、多くの当事者の方が

要望されている当事者同士の交流や発信もいろいろな形で定期的に機会を作っていきたいです。 

 

6月のコミュニケーション研究会の配信動画を観られた Gさんが指筆談で書いてくださった感想が届

きました。指筆談の魅力と必要性。そして「言葉を伝えられる事は人として生きている証だと思う」と。

大切なメッセージ。ありがとうございます！ 

 

No Promises.  Just Possibilities. 

確約はないです。でも可能性を信じましょう！ 
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あなたがわかっていること伝えたい。 

情報を必要としている方、表出しているのにまだ伝わっていないあなたの大切な方に、指筆談とヨミトリ君

が届きますように。 

ご一緒しましょ！  

 

ヨミトリ君ＨＰ 

http://www.aizyoushien.com/index.php/yomitol-kun-project/ 

東海地区遷延性意識障害者と家族の会「ひまわり」 

http://site.wepage.com/himawari 

 

***** 

＜筆者プロフィール＞ 

インドネシア語・英語通訳・翻訳を経て、介助付きコミュニケーション「指筆談ヨミトリ」による意思疎通支援を

ライフワークとする。「ご一緒しましょ」代表。脳卒中障害者のいきがいづくり「NPO 法人ドリーム」理事。「東

海地区遷延性意識障害者と家族の会「ひまわり」役員。第 52 回 NHK障害福祉賞優秀賞。ヨミトリ君共同考

案者。 

ご一緒しましょＨＰ https://www.goisshoshimasho.com/ 

 

 

http://www.aizyoushien.com/index.php/yomitol-kun-project/
http://site.wepage.com/himawari
https://www.goisshoshimasho.com/
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こかげのにちじょう⑨  

 

～他の人に迷惑をかける～ 

 

 

                         鳴海 明敏 

 

 

８月某日 

＜エピソード＞ 

高校１年生のしのぶさんが、女子トイレ個室のペーパーホルダーを壁から叩き落として

しまいました。そのことについての職員とのやりとりです。 

 

職員：どうやって壊したの？ 

しの：イライラして壊した。ドンドンして（手で叩く真似）5回くらいやったら外れた。 

風呂に入るか入らないかで、悩んでた。 

 

しのぶさんは、自分が壊したことをすんなりと認めています。そこで、職員は次の段取り

として、謝罪をさせる方向に話を持っていこうとします。 

 

職員：トイレットペーパーホルダーを破壊したことについて、どう思ってるの？ 

しの：悪いと思っている。 

職員：何が？ 

しの：壊したこと。 

職員：何で破壊すると悪い？ 

しの：修理しないとダメ。修理代、お金かかる。 

 

しのぶさんは、自分が破壊したことを認めていて、自分がしたことについては「悪いこと

をした」という意識があり、修理にお金がかかるという認識もあり、その点については謝る

必要があると思っているようです。入所した当時のしのぶさんは、なかなか自分がやっちま

ったことを認めることができませんでした。だから、私は、自分が壊したことをすんなり認

めているしのぶさんに成長を感じるのですが、職員の方は、「何について、どう謝罪をする
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のか」ということに関心があるようです。 

 

職員：それだけ？あとは？ 

しの：わかんない。 

職員：いつもそこにあるものが無いって、困らない？ 不便じゃない？ 

しの：わかんない・・不便ってわかんない。それを不便って言うの？ なくても普通に使えるじゃ

ん。家にだってトイレットペーパー入れるのないし。無くても使えるよ。 

職員：他の人に迷惑かかっているとは思わないの？ 

しの：かかってるかなあ～って感じ。ウチはべつに・・使えるから・・。壊したことは、悪いと思っ

てる。でも、ウチはべつに困ってない。 

 

しのぶさんは、特別支援学校高等部の一年生です。学園の設備を壊してしまったことは認 

めており、そのことについては謝罪する意志もあるようです。 

しかし、職員としては、皆が使うものを壊した、そのことで他の人に迷惑をかけた、だか 

ら、「他の人に迷惑をかけたこと」について謝罪しなければならないと思っているのですが、

しのぶさんには「他の人に迷惑かけた」という意識が全くありません。 

一方、職員の方は、しのぶさんが「他の人に迷惑をかけた」ということを理解できていな

い、ということに気づいていないのです。 

 

しのぶさんは、特別支援学校に通っているので軽度の知的発達の遅れがあります。それに 

加えて少し発達障害の傾向もあるようです。「心の理論」を持ち出すまでもないのですが、 

「他の人のが、どう思っているのか」ということを理解するまで、こころが育っていない 

ようです。 

職員の方は、高校生にもなって、「人に迷惑を掛けたことを謝れないのはダメ」という意 

識があるのでしょう。 

 

職員にしのぶさんとのすれ違いに気づいて貰い、そのうえで、「他の人に迷惑をかける」 

ということについて、どうしたらしのぶさんに解ってもらえるか、一緒に工夫してみようと

思います。 

（了） 

 

 



はじめに　 
　個展を開くことになった。自分の発達というものをここまで感じた「期間」がこれまであった
だろうか、と思う。思えば勢いを増してきたのは、ここ数年が顕著だ。そう思うとあらためて、
この出会いと、つながりに感謝するとともに、そのさまざまな機会を逃さずにしぶとく生きてこ
れたわたし自身に、なにかしら強みのようなものがあるのだ、と少しはそのあたりについて調子
に乗ってもいいと思えるようになった。そこで今回は、少し自分のことについて振り返る。 
感覚を育てる 
　「違和感」という言葉があるが、なにかしっくりこない、納得がいかない、引っかかる感じ、
である。もちろん誰もがそれらを感じてはいるものの、そこで我慢をしたり、納得できることを
覚えながら、人間は成長する。さまざまなことにつまづくわたしは、①違和感を感じやすい、②
違和感を無視できない、の両方を持っている子どもだった。ところが、この①と②があったから
こそ自分自身を助けてきたと言っても過言ではない。幼稚園をやめたのもそうだった。違和感が
あってもそれらを気にせず無視することで、いつしか自分自身を蝕んでしまい、我慢に疲弊し、
他者を許せず、不機嫌になってしまう。だから多くの人が「我慢」を強いられている状況の中で、
「我慢しない」を選択すると、責められ、「我慢しなさい」と叱られる。これでは全ての人が不
機嫌になるしかないのだ。根本的に解決しようと思うならば、ひとりずつがちょっとずつ「我
慢」を手放すことの方がいい。 
　そもそも感じてしまう違和感を、感受性を、蓋してはいけない。高校時代、いちいちいろんな
ことにつまづくわたしが、茨木のりこの「自分の感受性くらい、自分で守ればかものよ」の言葉
に出会ったとき、感受性が高いことを生かして生きるほかないのだと思った。 
夢中！を育てる 
　ありの行列に夢中になり、ベビーカーに乗ったとき足元に見える道路の石の粒が線になってい
く様子を面白がり、土に線を引き、道路にジョウロで絵を描き、暇さえあればひたすら絵か文字
のようなものを書いていた。祖父は自分で工作をするのが好きだったので、本を買うたびに名前
を書いたり、カバーを作ったりする。そのとき書くのが筆だったので、硯で墨を擦るのを手伝っ
たり、小刀やハサミもだいぶ早くに使えるようになった。夢中になったら、一人でずっとやり続
けるので、誰かに遊んでもらわなくても永遠に自分の時間を謳歌できていた。夢中になって何か 
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をしているとき、人間の脳はフロー状態と言って最も発達しているという。外的なストレスのない
環境で夢中になって遊び続けたことは、その後のわたしの「独学力」のようなものに役立ってい
ると自分で思う。知りたいという好奇心、自分で調べるという本を読む力、教えられたことをそ
の通りにやることや、みんなに合わせて動くのはやや苦手だったが、自分で思いついたことを一
人で遂行していく力はあった子どもだった。だから書道は続いた。工夫し、思った通りの線を出
すために、淡々と書き続け、追求するのが好きだった。 
ワタシを育てる 
　メタ認知ができるようになり、他者と自分の違いに気づくことも発達段階では必ずあって、わ
たし自身も他者との違いや感覚のズレ、それに伴う劣等感と優越感の醜い感情状態に翻弄された
思春期を過ごす。青年期になって強さを得たあとは自分の正義を出してまるで敵との戦いのように
理想を分かってくれないと力み、疲弊し、最終的に「適応障害」という状態に陥った。この時期
の自分に、「遊び」という感覚があまりなかったなと思う。「理想」を掲げ、仕事に向き合って
きたが、現実に見えるものは理不尽さしかないと悲しむことが多かった。あんなに一人で勝手に
楽しみ、遊び、幸せだった頃の感覚を知っているにも関わらず、組織の中では独りよがりな思考
になっていた。 
　実は今でも「理想」は変わらない。言っていることは変わっていないのだが、今わたしは「分
かってくれない」と思ってはいない。表現し続け、言い続けてきたことによって他分野に「感
覚」として理想を共有し、つながっている仲間がいるのだと知ったからでもある。変容した、とい
う表現も実はしっくりいっているわけではなく、わたしという存在のあり方は変わってはいない
し、むしろ理想はそのまま持ち続けている（しつこい）。 
書くことは生きること 
　書くことが好きだった、とにかくあれは遊びだった、と思う。そう思った延長線上に、流れる
ように「個展を開く」というイメージができた。ここで重要だったのは、「鍛錬し自信がついて
か有名になってから個展を開く」という思考がどこかにあったという気付きだ。「書く」という
ことはもはや自分にとっての遊びであり、生きることであり、その一部を切り取って「こんな感
じで生きてますよ」と示すことなのだと思ったとき、純粋に、「観にきて欲しい」と思った。ど
れだけの人の応援をこれまで受けていたのかという気付きもあった。「うまくなってから発表す
る」は、教育現場で培われた感覚かもしれない。「やってみよう」「やってみた」と表現するこ
との重要さ、それこそが自分の「今」を生きることでもある。大人がこの遊び感覚、表現しやす
さの心地良さを知らないと、教育関係、支援する立場、だからこそ逆に自分自身を「表現する」
ことを恐れたり、評価を恐れたり、他者に不必要なプレッシャーを与えすぎる可能性は大いにあ
ると思う。また、場を開く人そのものがまだ恐れの中にいるということはよくある。 
　「すみあそび」そのものの活動普及と、「表現する場をもっと自由に」というテーマは、VUCA
の時代の教育のあり方にヒントを与えると感じている。これからさらに一緒に感じ、味わい、遊
び、語らい、ともに生きる方と出会うために、実践研究を続けていきたい。 
　

 櫻 井 育 子（生涯発達支援塾TANE 代表） 
宮城県在住，1979年生まれ。水瓶座。書家、書道ファシリテーター、生涯発達コーディネーター。 
「違いは魅力」をテーマに発達・心理・文化芸術・教育・福祉のつなぎめをコーディネート。 
「全国すみあそびproject」、「書と生き方研究所」、実施中。http://ikuko-sakurai.com  
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中谷陽輔 

 

連載第 8 回目です。前回から、コソダテにおける「スマホ・タブレット」という、かなりの大テ

ーマに挑んでいます。スマホ・タブレットについて、子どもの心身への影響として、①学業面、②

対人面、③生活面と大きく分けつつ、前回は①学業面に絞って述べました。具体的には、そもそ

もスマホ・タブレットによる学習への良い効果を示すデータがないどころか、むしろ悪影響であ

るということがかなり確固としていることを論じました。 

今回は、②対人面への影響について述べます。先に言っておくと、前回も述べたように、コソ

ダテにおけるスマホ・タブレットの使用について、メリットを打ち消してしまうほどの大きなデ

メリットがある、といえそうです。 

 

スマホ・タブレットが近くにあるだけで、学業面だけでなく対人面も・・ 

「子どもの幸せを願わない親はいない」なんて言います。実際にすべての親がそうかどうか

はともかく、人間が社会的動物である以上、子どもたちは、いずれ社会に出ていきますし、それ

ぞれなりの居場所を持てるようであってほしい、みたいに願う親は少なくないと想像します。  

もちろん、大人になるまでの間にも、子どもたちは、多かれ少なかれ、人と関わりながら生き

ていきます。その過程で、子どもたちは、いろんな友人たちと遊んだり、喧嘩したり、我慢した

り、相手の気持ちを察して譲ったり、時に言いすぎてしまったり、相手に配慮した言い方を言え

るようになったり、と様々な体験をしていきながら他者との関係を築いていくでしょう。 

 

しかしながら、初めて人と人が関わるとき、その隣に、スマホ・タブレットなどいわゆる「モバ

イル端末が近くにある」だけで、対人関係の質が奪われてしまう、という研究結果があります。 

具体的には、初めて出会った人と会話するときに、モバイル端末の有無がその関係性の評価

に及ぼす影響を調べる実験が行われています(Przybylski & Weinstein, 2012)。会話す

る二人の横にあるテーブルに、モバイル端末が置かれた条件と、メモ帳が置かれた条件を比較

すると、モバイル端末が置かれた条件の方が、相手との関係性の質や親密度の評価が低くなっ

たことが示されました。 

目の前にいる相手がスマホ・タブレットを触っていると、関わっている感じが大きく低減する

ことは想像に難くないでしょう。ただスマホ・タブレットが「近くにあるだけ」でも、相手と話して

いたとしても、仲良くなれた感じがあまりしなくなってしまう、ということです。 

コソダテノシンリ

https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/uploads/magazine/vol57/43.pdf
https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/uploads/magazine/vol57/43.pdf
https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/uploads/magazine/vol57/43.pdf
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前回、「Brain Drain（脳からの資源流出）」とよばれる現象として、スマホが「近くにあるだ

け」でも脳の認知資源が消費され、課題成績が落ちてしまうことを紹介しました。今回紹介した

実験結果も、ある意味でその延長で理解可能かもしれません。 

スマホ・タブレットが身近に、多くの人のそばにあるようになっていくほどに、人と人との心

の距離は離れていく・・という、なんだか示唆的な結果のように思えてきたりします。 

 

スマホ・タブレットでコミュニケーションをとっているとどうなる？ 

言うまでもなく、インターネットの出現と広がりは、世界の常識を変えました。さらに、スマホ

やタブレットという、個人が常に所有可能なモバイル端末の一般化により、あらゆる個人が、イ

ンターネットを通じて世界各地の人や情報とアクセスできるようになりました。 

そういった世界的な流れの中で、従来の対面的（Face-to-Face: FTF)コミュニケーション

とは異なる新たなコミュニケーション方法として、コンピューターを介したコミュニケーション                                                                      

（Computer-Mediated Communication: CMC)を行うことが、かなり一般的になって

きています。 

 

そのような中で、CMC によって、個人の世界は広がらず、むしろより狭くなる傾向にある、

というと、違和感を持たれるでしょうか。 

 

前回紹介した、日本医師会と日本小児科医会の連名で作成された啓発ポスター『スマホの時

間、わたしは何を失うか』には、対人面への言及として、「人と話す時間が減ります」とのみ書か

れています。ただ正直なところ、スマホを見てばかりだと、会話する時間が減る、という以上の

デメリットがありそうなのですが、どういったことがありそうでしょうか。 

 

・・・CMC には、インターネット上で行われるコミュニケーション全般が含まれ、いわゆるメー

ル・チャットの他、ソーシャル・ネットワーキング・サービス（Social Networking Service, 

SNS）と呼ばれるものも含まれます。 

総務省（2024）が行った調査によると、SNSの利用率は、思春期・青年期世代では90%超

と、他の年代に比べて特に高くなっています（13-19歳：90.3％、20-29歳：93.0％）。ただ

同調査において、SNS の利用目的として最も多く挙げられるのは、「従来からの知人とのコミ

ュニケーションのため」（87.2%）となっています。「知りたいことについて情報を探すため」

（63.4％）というのが次点となっていますが、その次に多く挙げられるは「ひまつぶしのため」

（33.4％）です。インターネット上で社会的なネットワークを構築可能なサービスが SNS なの

に、そこで構築されているのは、特に新たなネットワークではない、ということが往々にしてあ

りえるのです。 

 

https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/uploads/magazine/vol57/43.pdf
https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/uploads/magazine/vol57/43.pdf
http://www.jpa-web.org/dcms_media/other/sumahonojikan_161215_poster.pdf
http://www.jpa-web.org/dcms_media/other/sumahonojikan_161215_poster.pdf
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ちなみに、スマホが普及する前の、携帯電話が徐々に浸透しだした頃から、携帯によって人

間関係を拡張することはできず、むしろ関係性をますます狭くする方向へと機能する（小林・池

田, 2005)ことが指摘されてきました。さらに、携帯メール利用頻度の高い青年は、メールの

相手が自分と異なる意見･価値観をもつことに不寛容になる傾向があることが示されていま

す(小林・池田, 2007)。換言すれば、ＣＭＣを行うほど、対人関係は偏重・固定化する傾向に

あり、自分の思考が相手と異なることに耐えにくくなるのです。 

また、CMCと FTF を比較して検討した実験（佐藤ら, 2010）から、CMCのほうが攻撃性

は増加すると明確に示されました。具体的には、行動指標や他者評定において FTF よりも

CMC のほうが高い攻撃性を示しており、つまりは客観的に見て、明らかに攻撃的な言動が増

えていた、ということになります。なお、この研究では、CMC のほうが匿名的かつ文字で自分

の意見を言いながらやりとりが進んでいくため、より攻撃性が高まる結果になったと考察され

ています。 

子どもたちがゲーム中にひどく攻撃的な言動をしているという様子を、見たことあるという

方は一定数いらっしゃるのではないかと想像しますが、腑に落ちる点もあるのではないでしょ

うか。 

 

これらの結果は、脳機能の観点からも説明可能です。前回も紹介したように、スマホ・タブレ

ットによる学習を行っているとき、脳の中でも思考・判断や感情制御などを司る前頭前野は不

活性状態になります（川島, 2018a; 産業能率大学総合研究所, 2020）。 そして、“Use it, 

or lose it”という言葉で示されるように、スマホやタブレット使用により、脳を使うことを止

めてしまえばその機能も止まってしまいます（川島, 2018b）。さらに、縦断研究の結果

（Takeuchi et al., 2018）から、インターネットの使用頻度（週当たりの使用日数）が増すほ

ど、言語性知能及び脳の成長量が減少します。 

 

スマホ・タブレットを使い続けていくと、脳機能が成長せず、いわば「劣化」します。 

結果として、合理的に考えがたくなり、より拙い言葉しか使えず、感情コントロールが行いに

くく、感情的な行動ばかり示すようになる・・というのは当然の帰結です。ちなみに、インターネ

ット依存症となった人においては、コカイン依存症と同様の脳繊維の損傷がみられることが明

確になっています（Lin., et al., 2012）。 

スマホ・タブレットを使うほどに、対人コミュニケーションの熟達とは程遠い経過を進むこと

になるのです。 

 

依存症という病が、個人の意志力や自己制御とは無関係に、依存的行動を起こす媒体（薬物

やギャンブル、スマホ・オンラインゲームなど）によって誰にでも起こりうることは以前よりも随

分知られるようになってきました。なお、縦断研究の結果から、問題のある携帯電話の使用は、

もともとの不安や自己制御力によって予測されないことが明確になっています（Coyne, et 

https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/uploads/magazine/vol57/43.pdf
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al., 2019）。 

何より、『スマホは私たちの最新のドラッグ』（Hansen, ２０２０）であり、『スマホは最強（最

凶）の依存物』（中山, 2020）なのです。 

 

・・・ただでさえ脳の発達途上にあり、社会が広がっていくはずの子ども時代。 

そんな時に、スマホ・タブレットなどを介して行われる CMC により、脳が発達せず、劣化し、

個人の社会的ネットワークはより閉鎖的になり、感情的な言動が生じやすくなり、対人コミュニ

ケーションは拙くなっていく。 

本来、対人関係力を磨く絶好のチャンスの時期に、CMC により対人関係力が低下していき、

いわば、スマホでしか人とのコミュニケーションが取れなくなっていく・・。 

 

・・・どうでしょう。「人と話す時間が減ります」とのみ書かれた前掲の啓発ポスター『スマホの

時間、わたしは何を失うか』について、それどころではない、子どもの将来にとって、大いなる

デメリットがある、と考えるのは不自然なことでしょうか。 

 

さらにもう一つ、これまでお伝えしたことから考えられることとして。 

 

スマホやタブレットを使っていると、身近な人ばかりと関わるようになるとともに、攻撃性が

高まります。そして、スマホやタブレットは、残念ながら、多くの子どもたちに普及してしまって

いる現状があります。 

そんな中で、あってはならないことですが、ご自身の子どもが、いじめにあってしまったらど

うなるでしょう？ それが昨今話題の SNSによるいじめだったら・・？ 

 

一昔前のいじめなら、ある意味で家庭内に入ってしまえば、いじめから離れられました。ただ

SNSでいつでも繋がれてしまう状況では、家に帰ってもいじめは続きます。むしろ学校が終わ

ってからのほうがより活発に始まる、とすらいえます。 

そして、より攻撃的で乱暴な言葉で、より深刻に、より強烈に・・・より悪化したいじめに、お

子さんが苦しめられることになります。 

 

どのようなことにでもポジティブな面とネガティブな面がある、と言われます。 

ただ、ここまでネガティブの度合いが大きいスマホ・タブレットに、子どもにとって重要極ま

りない対人コミュニケーションを託していいのかというと、私としては甚だ疑問です。 

 

スマホ・タブレットを介さないコミュニケーションの回復に向けて 

脳の発達過程として、前頭前野が発達を終えるのは２０代半ばごろとされています。そして

http://www.jpa-web.org/dcms_media/other/sumahonojikan_161215_poster.pdf
http://www.jpa-web.org/dcms_media/other/sumahonojikan_161215_poster.pdf
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ごく当然のこととして、子どもよりも親である大人のほうが、理性は働かせやすい状態にあり

ます。つまり、子どもが、スマホ・タブレット漬けにならないよう、工夫できるとすれば、より理

性的な判断が可能な、親御さんです。 

 

日本小児科学会は、『スマホに子守りをさせないで』とポスターやリーフレットを作成して啓

発を行っています。 

子どもにとっての対人関係の始まりであり、その後の対人関係の基盤になるともされるの

が、親子の「アタッチメント（愛着）」です。子どもが泣いたり不快に感じた時に、親との関わりの

中で、落ち着いたり、気分転換がなされるという繰り返しによって、アタッチメントは形成され

ます。 

スマホに子守りをさせていると、親子のアタッチメントなど様々な面で悪影響であることは、

想像に難くありません。 

 

もちろん、スマホ子守りをしたくてやっている親御さんばかりではないと思います。 

子どもが公共の場で騒がないように、子どもについスマホを渡して、動画を見せたりゲーム

を見せて落ち着かせておく。そうしたくなる気持ちはわからないでもありません。 

ただ、これまで書いてきたように、スマホを渡すほどに、より子どもが落ち着かなくなって、

騒がしくなりやすく育ってしまうとしたら、どうでしょうか。 

 

もっと世の中が、赤ちゃんの泣き声を微笑ましく見守れるような余裕のある社会、万が一に

も「うるさい、母親なんだから何とかしろ！」みたいな心無い言葉が決して投げられないような

社会であってほしいと、心から願っています。 

さらには、親御さんがもう少し子育てに余裕をもって取り組めるような風潮や制度がより広

まり、スマホやタブレットに頼らず子育てができるようになる。そのようにして、子どもとのコ

ミュニケーションがより促され、脳も健全に成長・発達していく。 

 

そんな良循環を、夢物語にしないために、工夫し始められるところから工夫していきたいと

私自身は、考えています。 

 

・・・そのために、自戒を込めて、一つ提案したいと思います。 

自分の好きな時間・タイミングに、短時間でも気分転換ができる。そう考えて、ついコソダテ

において、気づけばスマホばかり見ているという親御さんは、少なからずいらっしゃるかと思

います。 

 

『ママのスマホになりたい』という絵本をご存知でしょうか。ママがスマホばかり見て、自分

のことを見てくれないと困っている主人公・カンタロウ君のお話です。 

https://www.jpa-web.org/dcms_media/other/smh_poster_02.pdf
https://www.jpa-web.org/dcms_media/other/smh_leaflet.pdf
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私自身、「スマホばっかり見てないでこっち来てよ～」といったことを子どもに言われたこと

は一度ではありません。絵本を読んでいて、痛々しいばかりに身につまされした。 

子どもが親のところばかりに来るのは大変です。親だって人間。子どもから離れて一人落ち

着きたいときもあります。今パッと終わらせたいこともいろいろあったりします。いくら子ども

たちが親の方ばかりに寄ってくるのが、今だけしかない貴重な時間だとわかっていても。 

 

ただ、そのための方法は、スマホでしかなしえないものでしょうか？ 

 

親自身が、いろんなものを楽しむ力を、スマホやタブレットで奪われているとしたら・・？ 

とっても大切なものも、一緒に失くしてしまっているとしたら・・？ 

 

スマホとの距離の取り方について、大人側が、成熟した前頭前野をしっかりと機能させて、

改めて、しっかり判断していったほうがいいように思えてきます。 

 

さて、みなさんはどのように考えたしょうか。 
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夏休みが終わる 

  夏休みが終わろうとしています。保護者にとっては、「早く学校が始まらないか

な？これでお昼ご飯の心配しなくて済むわ。」教職員にとっては「あー始まってしま

う。うれしいような、もっと休みたいような。」という感じでしょうか？ちなみにケース

ワーカーとして出向してから４か月。ケースワーカーとしては、「早く学校始まらない

かな。」と思っています。 

 

運動会がはじまるよー。 

 ９月、１０月は運動会というところもたくさんあると思います(最近は、６月という学

校も多いのですが)今回は、運動会について少し書きたいと思います。 

 

運動会のプログラムあれこれ  

 運動会のプログラムと言えば、定番のかけっこ(徒競走)、綱引きなどの団体競技、

リレー、ダンスや組体操などの団体演技。の３つで構成されているところが多いと

思います。しかし、すべての学年が３種類の競技演技をすると時間的な問題(当日

だけではなく、練習時間の問題も)あるので、１・３・５年は個人競技と団体競技。２．

４．６年は個人競技と団体演技とか、どの学年も団体競技はなしで、個人競技と団

体演技にする。などの工夫をしています。 

 実は、夏休み前には、自分の学年がどの種目をするかは大体決まっています。(毎

年の慣例となっていることも多いので)ですから、教員が次にすることは、他の学年

との細かい調整を行っていきます。ダンスをするなら、他の学年と曲が被らないよう

にするとか、団体競技なら玉入れにするのか綱引きにするのか騎馬戦にするのか

みたいな相談をしていきます。 

 ちなみに、最近は組体操がプログラムからなくなってきています。私が勤めていた

学校でも６年生がとりをする組体操は、いつの間にかダンスに代わりました。わが

子の学校も６年前は組体操をしていましたが、なくなってしまいました。理由は、覚え

ていらっしゃる方も多いかとは思いますが、組体操の練習で亡くなった子どもがい

るという事件が起こり、安全を確保することが難かしさとコロナ禍にあって３密を避

ける運動会を求められたことみたいなのですが。。。地域や保護者からは組体操が

 平成 31年４月９日 ～みんなで～ 

対人援助マガジン ５８号 

令和 ６年 

(202４年) ８月 

來須 真紀 
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見たいという声もまだまだ多いのも確かです。皆さんは、どう思われますか？ 

運動会の練習あれこれ 

 夏休みが明けたらいよいよ運動会の練習が始まります。これがなかなか大変。お

学年全体で練習することになるので、まず子ども人数がいつもより多い。これだけ

で、すべてのことに時間がかかる。そして、暑い。ほこり。コロナ禍。なかなかなハー

ドルの高さです。 

 教員は、その時その時に合わせて、対策を講じながら、練習をしていきます。暑さ

対策としては、ミストの設置、こまめな水分補給。人数の多さに対しては、練習内容

を事前に打ち合わせする、マイクを使う、指示の出し方の明確化、コロナ対策として

は子どもたちの並びの間隔をあける、競技演技中以外はマスクをするなどなど。し

かし、完全策というものはなかなかないもので、悩むとことです。 

  

運動会当日あれこれ 

 練習も乗り切り、迎える当日。教員はいつもより早くの出勤です。出勤したらグラ

ンドを整備したり、用具をグランドに出して並べたり。子どもたちの登校もいつもよ

りは少し早めで、特に係(役目)がある５・６年生は、早めに来て準備したりします。

子どもたちが登校したら担任の先生は、学級につきます。それ以外の教員は、引き

続きグランド整備をしたり、受付をしたり、保護者の誘導をしたりとそれぞれが役割

持っています。 

 

コロナ禍の運動会 

 私が経験した運動会の中で、難しかった運動会ナンバー１は、やはりコロナ禍の

運動会だったと思います。時間短縮や入れ替え制。暑い中のマスク着用などなど本

当に考えることがたくさんありました。しかし、私が感じる一番心苦しく、辛かったこ

とは子どもたちに対する「おしゃべり禁止、声出し禁止」です。もちろん、人が話をし

ている際に自分勝手しゃべるのは良くないですが、応援や歓声、友だちとのちょっと

して会話を制限しなければならなかったことが、本当に辛かったです。 

 

それでもやる運動会 

 それでも、運動会をやるの？とコロナ禍の時はよく聞かれました。やめてしまえば

いいのにともよく言われました。しかし、運動会をやり遂げたという充実感を得たと

きの子どもたちの笑顔や運動会の活動で「この子、こんないいところがあるんだ」と

か「あ、前より成長したんだな」と思えるところがあると「いろいろあるけど、運動会

ってやっぱりいいね」となってしまいます。皆さんは、運動会について、どう思われま

すか？ 
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はじめに 

この 4月から 10年以上勤めた訪問看護の仕事を辞めて、大学の看護科教員に転職しました。 

「なんで？」とよく聞かれますが「やってみたかったから」です。 

やってみたいことは何でもやってみる。それで失敗したと思えば辞めればいいだけと思ってい

ます。 

働こうと思えばどこでもいつでも求人があるのが看護師の強みです。 

我ながら考えが軽い！ 

今回は転職ホヤホヤの現状を書いていきたいと思います。 

 

異文化に飛び込んだ 

教員として働き始めて 4ヶ月が過ぎましたが、まだ全然慣れません。 

看護の教員の働き方はブラックだと聞いていましたが、確かにそうかも。 

特に看護科には実習が不可欠なので、それが働き方をしんどくさせているのかなと感じていま

す。 

ある看護科教員のアタマの中 

5 

～教員に転職してみた～ 

山岸 若菜 
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看護は母性、小児、成人、老年、精神とざっくり領域が分かれています。 

私は精神の領域を担当しているので、実習も精神科の実習についていくという感じです。 

精神科の実習は学生も 4年間の中で一度行くぐらいですが、成人は基礎だの急性期だの慢性期

だのとその中でも分野が色々あるので、その担当の先生方は大変そうです。 

だいぶ実習の量は減ったとのことですが、いつでもどこかの学年が実習に行っている状態なの

で、いったい自分は今何年生の何の実習に行ってるのかわからなくなると話していました。 

 

実習先に行って実習指導をして学校で授業をして学校運営の仕事もあって、そのうえ研究もっ

て。 

そんなん無理やん？と思います。 

 

あと、お偉い人のしゃべり方や服装が独特。 

割とレトロで昭和テイストの服装の方が多く、属性によって服装って固まるよな～としみじみ

感じています。 

 

でもちょっと楽しいと思えてきた 

そんな感じで 4月に入職してわけのわからないまま 5月から実習が始まり、先生らしい服装も

抵抗があり早速辞めたくなって居ましたが、少し面白いと感じることも見つかってきました。 

 

学校ではパッチリした目の大きな子やな～と思っていた学生が実習用のナチュラルメイクにな

るとつぶらな瞳だったり。 

 

盛りすぎやん。 

 

血圧測定の演習では血管が見つけられず「上腕動脈が行方不明で～す。」という学生がいた

り。 

 



267 

 

死んでるやん。 

 

学生が実習に行く前は「精神科ってめっちゃ怖そう」と言っていたのが「患者さんみんな普通

の人やし、何なら優しいかも」に変わったり。 

 

素直で最高やん。 

 

この学生さんたちがどんな風に看護師っぽくなっていくのか見届けたいなと思えてきました。 

 

いまだに続いていた悪しき習慣 

そんな学生さんたちと実習に行っていると「まだやってんのかいな。」と思う看護界の悪しき

習慣の話を聞くことがあります。 

それが実習先の指導者である先輩看護師からの理不尽な対応です。 

この看護学生のあるあるは動画配信でも人気で、看護学生といえば『実習が怖い』と認識され

つつあるようです。 

 

どんな対応かというと、まず、無駄に怖い。 

忙しいオーラを全開にして、話しかけずらくし、話しかけてもニコリともせず不愛想に返事を

します。 

そして学生は挨拶しても無視されるのが当たり前なところもあります。 

 

確かに病棟はめちゃくちゃ忙しいし、愛想良くしてほしいとまでは思いませんけど、せめて挨

拶ぐらいは返そうよと思います。 

そういう対応でこの病院に勤めるのはイヤだってなったら、結局自分たちの首を締めることに

なるのにね。 

 

精神科の実習ではそんな対応をされることはないので、いつも学生さんたちは感激していま

す。 
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「挨拶したら返してくれはったんですよ。」 

「自分がしゃべってるとき手を止めて聞いてくれはりました。」 

 

 

当たり前なんやけどな～。 

 

とりあえず一緒に実習に行った学生たちには、「自分がやられて嫌だったことは、働き出した

らやめよう。やってもらって嬉しかったことだけ自分より後の人にやっていこ」と話していま

す。 

「絶対そうする！」と今は返事してくれますが、そのままの気持ちでいてくれよと願っていま

す。 

 

こんな感じでまだまだツッコめることは少ないですが、これからいっぱい見つけていきます！ 
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― 第６話 続・私説「岡田隆介」論 - 

「対応のバリエーション」は、私たちが仕事で出会う様々な「対応」場面をロールプ

レイで再現し、いろんな対応の仕方を試してみて、感じたことを自由に話し合おうとい

うワークショップ式体験学習です。ゲームみたいな感覚でみんなで楽しみながら、実は、

その中から何か日常の業務に役に立つものを持って帰っていただけたらと思っていま

す。  （「そだちと臨床」研究会主催 対応のバリエーション勉強会のお知らせより） 

前号からの、私説「岡田隆介」論の続きで

す。前号に岡田さんの治療スタイルや、それ

を構成してきたであろう個性的な源泉みた

いなものを書いてみました。個人的な岡田

さんとの関わりから膨らませた私の思い込

みとされるような言説と言われればそれま

ででしょう。しかしながら、書けば書くだけ

私の中では、リアリティを帯びてくるのは

なぜでしょう。そして、とにかく、岡田さん

のメタファーは、「予想外の言葉による予期

せぬ展開」を起こしうる何かを持っている

と思います。今回は、その予想外のメタファ

ーの持つチカラの解説から入ってまいりま

しょう。 

 

1.珠玉のメタファー 

「カシオペア」、単に星座の名前ですが、

これを岡田さんは巧妙にさりげなく、ある

臨床事例検討の展開の中で使っていきます。

時は 2007 年 11 月、場所は岡田さんの第

二の故郷とも言える大阪、正確には事例検

討会ではなく、当連載でも何度も紹介して

いる「そだちと臨床」誌の企画による座談会

の中での発言です。 

座談会に先立つこと、2007 年 5 月に京

都で開催された第 24 回日本家族研究・家

族療法学会で一つの症例発表がされました。

大内雅子さんの「母と子の 6 年間を振り返

る」という症例発表に岡田さんが助言者と

して参加されてました。大内さんから、心理

職として 6 年間に渡り、女児(心理療法開始

時期は、女児は小学校一年生)との心理治療

記録と児童養護施設での生活記録が、語ら

れました。当時としては児童養護施設に心

理職を常勤採用するのは先進的なことだっ

たでしょう。また、その施設は伝統と格式の

ある養護施設であり、そこに新米心理士と

して着任すること、その女児の事例は、困難

事例でありながらも、施設で育たざるを得

ない子どもたちが抱えるであろう共通項も

多く抱えている事例であること、しかも舞

台は、港ヨコハマ。こんなナラティブ、我ら

が岡田さんが燃えないわけはないと、今思

い返してもそう思います。この大内さんの

 

宮 井 研 治 

は 生 対 応 バ リ エ ー シ ョ ン の 人 
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事例発表、岡田さんのコメント、それを受け

ての企画座談会の一連について詳しく知り

たい方は、「そだちと臨床 Vol.4」の特集記

事「社会的養護と心理職の役割」（※１）を

ご覧ください。 

 さて、岡田さんのメタファーは、この特集

記事の随所から拾い上げられます。学会の

事例発表でのディスカッションが時間的な

制約等で深まりを欠いたことから、その補

完作業の意味も込めて企画された特集です。

その深まりを欠いた不全感に対して、岡田

さんは以下のようにコメントします。“「大

内さんは、(学会発表において)何かを持ち帰

ることができただろうか」という胃もたれ+

残尿感的な思いを広島まで持ち帰ったもの

ですから、今回の企画はとてもうれしかっ

たです”。このメタファーは、前菜でありメ

インではありませんが、実に巧妙です。岡田

さんには、生理現象に訴えるメタファーは

多いです。人間ですから、自分に引き寄せや

すい。それも、広島という具体的な場所を引

き合いに出し、距離と時間を、生理現象と対

提示する。聞いた人は、「広島までは無理じ

ゃけ、岡山あたりでもどすか、漏らすか」と

思うでしょう(思わないか)。この事例に対す

るコメントや、大内さんや他の参加者を含

んだ座談会のなかで、岡田さんが終始やろ

うとしていることは、児童養護施設の中に

普通にある「哀しい過去・しんどい日常・楽

観的になれない未来」から当事者や周囲に

とって「好都合な現実」を紡ぎだそうとする

作業だと思います。こうした意味の再構築

には、臨床家としての若干の心意気と戦略

を加味した上でのクライエントの語りへの

重ね合わせが必要だと記述されています。

私は、そのための戦略の大きな要素が岡田

さんの秀逸なメタファーにあると考えてい

ます。 

 さて、珠玉のメタファーの続きです。この

座談会での事例理解のために岡田さんが投

げた大きな仕掛けは、『絵』で例えることで

す。同じ語りであっても描き方で、絵は違っ

てくるというものです。しかし、ここまでな

ら想定内、誰でもが語りそうですね。この事

例もそうですが、われわれが接する心理面

接では、クライエントは(心理的に)重い絵を

見せに来る、見せたがると岡田さんは言い

ます。たしかに、悩みの相談ですから楽しい

絵を見せる目的で来る人はいませんよね。

で、一般論での心理面接で描かれる悲しい

『絵』は、大内さんの事例になぞらえられる

と、「カシオペア座」という具象を与えられ

ます。形容は「寒い冬の」です。事例の女児

と母親のヒストリーは、まさに「寒い冬のカ

シオペアを眺めるがごとき」でしょう。ここ

でセラピストが「先生にも見えるよ」と言っ

てしまえばストーリーは完成する。さらに

セラピストとクライエントでカシオペア座

の中にある未来の話を広げていくことで、

絵を完璧なものとすると、岡田さんは発言

しています（例えば「一人で強く生きていこ

うね」的な方向性もその一つです）。私は、

この辺りは、心理面接の常套でもあり、よく

ある運び方で、全く否定する必要はないと

は思います。しかし、この「カシオペア座制

作」ばかりに留まって、もう味がしなくなっ

たガムを噛み続けるような共同作業のなん

と多いことか。岡田さんは、はっきりと「こ

ういうのは（こういう運び）はイヤだから」

と座談会の中で発言しています）。では、ど

うするのか？周りの小さくて目立たない星

に注意を向けるようクライエントに働きか
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けることだと言います。この小さくて目立

たない星というのは、女児の中で理想化さ

れた母親像ではなく、手紙とか面会とか一

時帰宅を経る中での母親に対する別の形容

です。それは、「あの人」、「ババァ」、「お母

さん」といった表現です。そして、母親以外

の人、施設の先生に対して「たまにお母さ

ん」という形容を指摘しています。相対化す

ることができる言葉を巧みに岡田さんはマ

ッピング（星を拾い上げる行為）していま

す。ここでの大事なところは、女児本人から

出た言葉であること、あるいは女児のセラ

ピストである大内さんが、女児がそう言っ

たと認識している言葉でなければ意味があ

りません。岡田さんの語りを続けるなら 

ば、このマッピングから得られる星座は、定

番のカシオぺア座のW形の外側にある星々

から生起してくると考えられます。母親を

「母は永遠に母」として W の中の星として

位置付けるのでなく、W の外にある星を拾

い上げることで、母親に「完全でなくても母

親」、「離れていて思い出すだけでも母親」、

「そして他人でも母親以上になれる」とい

う新しい意味付けが生まれてきているのだ

と座談のなかで大内さんに伝えています。

この一連のメタファーが、女児のセラピス

トである大内さんの中に、落とし込まれる

というところまでを持って、岡田さんの胃

もたれ+残尿感からの解放ということにな

っています。たぶん、このメタファーは、そ

の後の大内さんの女児とのセラピーや、そ

れ以外の女児との関係の場において、有形

無形に、意識無意識下に、影響を与えたこと

だろうと推測されます。 

 こうした「珠玉のメタファー」の処方は、

私に、かのミルトン・エリクソンの一連のメ

タファーを思い出させます（岡田さんの“や

めろや”と恥ずかしがる声が聞こえそうで

すが）。というのも、エリクソンという人は、

患者一人一人に合った理論や治療法を探し

続けた人だとよく評伝なんかには書かれて

います（※２）岡田さんも自分の治療スタイ

ルを、「料理人」や「服の仕立て屋」になぞ

らえることは前回の５話で取り上げました。

今回のこの「カシオペア座」に繋がるメタフ

ァーは、単なる例えや言葉の言い換えでは

なく、「母と子のヒストリー」の組み換えを

孕んだ大きな枠組みのものです。また、同時

にそれを眺める治療・支援する側の人たち

（我々）の眺め方の枠組み換えにも挑戦し

ているようにも思います。夜空という大き

なキャンパスに、予定調和の「カシオペア

座」だけを見るべくして見るのではなく、星

（差異）のマッピングによっては、もっと自

由にもっと多様に、脱「カシオペア座」が可

能なことを我々に教えようとしてくれてい

るようにも思えるのです。このような脱「カ

シオペア座」のメタファーは、もとはと言え

ば、学会で岡田さんがコメンテーター役を

したことに端を発し、「そだちと臨床」とい

う雑誌の座談会企画の場を借りて、広げら

れたものです。そういう意味では、最初は大

内さんに向けて、同時に座談会参加者に、さ

らに関係者（私はこのフェーズの人でしょ

う）、さらには雑誌の読者諸氏にまで伝わっ

ていったと思っています。岡田さんには一

切そうした意図はないとは思いますが、私

自身がそう感じているという事実は確固と

しています。「カシオペア座」しか見えなか

ったものが、別の星座が浮かび上がってく

る、そんな臨場感を追体験させてもらった

感じがします。それは、私の読み取り方の例
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を挙げるまでもないでしょう。迷いながら

も、少しでもマシな心理面接をしたいと願

うセラピストにとって、いつもの「カシオペ

ア座」とは違う星座を探す助けに繋がる事

例の読み取りであると思います。岡田さん

のメタファーには常にそうした輝きがある

ように感じます。不思議なことにミルトン・

エリクソンで連想するのは、また違った意

味合いですが、岡田さんの盟友、団士郎さん

の中にも強く感じられるところです。この

くだりは、長くなりますので、また別の先の

機会に譲らせていただきます。 

  

２．岡田流メタファーに魅せられて 

 魅せられながら、何十年も心理士業を営

んできましたが、たまにヒットは打つけど、

強打者にはなれんなというのが、現時点の

私です。前述の「珠玉のメタファー」の文章

をまとめていると特にそういった感慨に至

ってしまいます。ヒットはそうそう打てな

いけれど、今回、自分勝手な切り口ででも解

説できる機会が与えられたことはほんとに

うれしい限りです。岡田流メタファーの作

り方は、ユーモア（お笑いとも言い換えられ

る）＋意外性＋美的センス＋語り＋実は知

識＋失敗体験＋熱量。今思い起こせるのは

こんな要因かと考えます。 

 

今回、結局、前回からの続きで「岡田隆介に

よるメタファー生起過程に関する一考察」

的な文章となってしまいました。岡田さん

と会っていても、ほんと学術的な欠片もな

い、ここには載せられないような馬鹿話し

かしてきてはいないのです。しかし、その裏

にある理系的な側面（なんといってもお医

者さまなのですから）、普段は語られない面

接における理論的な背景（もっと語れや）、 

人となり、趣味などについて、次号回しとし

たいと思います。よって、次回は人間・岡田

に激しく迫っていこうと考えております。

乞うご期待！ 

 

 

※1 

 

 

 

「私は、一人一人のために新しい理論と新

しい治療法を開発します」 

Milton H. Erickson（Lankton and Lank 

ton,1983:v）  

『ミルトン・エリクソン その生涯と治療

技法』（2003、金剛出版）   ※２ 
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  （じゃりんこ文庫 乾 京子） 

    

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 残暑お見舞い申し上げます。 

毎日毎日暑い日が続いていますね。お元気ですか？今日も忙しい毎日をお過ごしではないでしょうか？ 

大学も医学部に編入。卒業後、緊急医療の現場で活躍中と聞きました。なるほどなぁと、小さい頃のひろこち

ゃんを思い出しながら、けふばあちゃんは妙に納得しています。 

  

 ひろこちゃんが初めて文庫にやってきたのは、１９９６年初秋だったかな？幼稚園の年中さんの時でした。常

連さんの春木さんに手を引かれてやってきました。ひろこちゃんは覚えていないかもしれませんね。ひろこちゃ

んは、ここに引っ越してきてから、そんなに経っていなくて、しかも、お母さんがちょっと難しいご病気で入退院を

繰り返していらっしゃる頃でした。 

 おかっぱの小さな女の子、だけど、いろんな敵から自分と妹を守らなきゃという責任感と訳の分からない不安

からでしょう、触れると切れそうな小さなナイフで身を守っている…そんな印象のひろこちゃんでした。 

その頃のこと、けふばあちゃんは滋賀県子ども文庫連絡会の会報誌に書いていました。 

  

 「・・・・・・・９か月程前から、A ちゃん姉妹が来るようになった。最初は同じ幼稚園に通うお友達のお母さんと

一緒に来て、以来、おばあちゃんのお家に行っていた春休みを除いてほとんど毎回来ている。彼女たちのお母

さんは、ちょっと難しいご病気で入退院を繰り返していらした。 

A ちゃんは、文庫の看板がでるとすぐにやってきた。絵本もすらすらと読み、漢字も読める。頭の良い、しっか

りしたおねえちゃん。でも、どこかしら鋭いナイフのようなところがあって、危なっかしくて目が離せない、トラブルも

多い。出足の遅い他の子に比べて一番に来ては、私との二人だけの時間を楽しむようになった。絵本を読む

 

けふばあちゃんからの手紙 

―その３― ひろこちゃんへ 
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私に体重を預けてもたれかかってくるのを感じて、時には膝に抱えて絵本を読んでみたりした。 

 そのうち次々と、他の子どもたちが来たり、他のお母さんたちと私が話し出したりすると、イライラと話の中に割

って入ってきたりする。保育園から妹が帰ってくると、たちまち、ちいママに変身して、指しゃぶりする妹を膝に抱

えてまるでお乳をあげるお母さんのようにかいがいしく世話を焼く。 

 ちいさな体で必死になって自分と妹のちいさな世界を守ろうとしている。時にはちいさな嘘（ファンタジー）と、

他の子にとってはきつい言葉で。ひと月、ふた月、み月・・・・・。クリスマス、お正月・・・・。クリスマスのためにす

てきなサンタクロースを作ってくれたAちゃん。でも、みんなの前でご挨拶はできなかった。やっぱり、恥ずかしか

ったから。お正月を過ぎるころ、トランプ、双六、福笑い、かるた、肉弾、…遊びを通して友達の輪が広がってい

った。 いつしか彼女の存在が気にならなくなってきた。お天気がいいと公園に行ってさんざん遊んだ後、暗くな

る頃にまたやって来て、『おばちゃん、エルマーもう一回借りるよ。折り紙の本、もっとないの？今度図書館から

借りといてね。』と、あれこれ選んだり、注文をつけたり、そして、『ああ、重い！』と絵本袋を抱えて帰っていく。 

 おはなしおばちゃんのお話の時も以前の必死さがなくなって、お話を心から楽しんでいる。 

『この頃、ずいぶん落ち着きましたねぇ』と、おはなしおばちゃん。 

『おかあさんもこの頃お元気そうだし、よかったですねぇ』 

 子どもたちに対しても一人の人格者として、決して甘やかさず、見下さず対等に接するおはなしおばちゃん。 

お化けの話の好きな４年生。かいじゅうの好きな１年生。ノリノリの元気な女の子たち。さっさと本を選んで帰る６

年生。よくしゃべるおばちゃん。にこにこおばちゃん。ネコの好きな子。嫌いな子。お話しよりモノづくりの好きな男

の子。いろんな子がいて、いろんな大人がいて、いろんな人と人の間に、いろんなちいさな風が吹いて、そして、

こどもたちは、おとなたちは、育っていく。」（１９９７．６．１２文庫連だより） 

 

 あの頃のままのひろこちゃんが目に浮かびます。こんなこともありました。バス通りから下りてくる階段で、けふ

ばあちゃんは、階段を踏み外して肉離れを起こしたことがありました。ちょうどお家の前で遊んでいたひろこちゃ

んが走ってきて、「おばちゃん、だいじょうぶ？歩ける？私につかまって！」と、本当にそろそろと私の手を取って

家まで送り届けてくれたこともありました。そして、またすぐ引っ返してきて、「おばちゃん、これっ」差し出してくれ

たのは、スミレとたんぽぽ。うれしかったなぁ。足の痛さを忘れてしまうくらいうれしかった。 

 

かがくあそびや男の子たちとビー玉パチンコゲームやビー玉万華

鏡、なにかしら考えてモノづくりに集中する。そんな一面もありました

ね。そんなひろこちゃんだったので、お医者様になった、それも緊急

医療。なるほど、そうもありなんと思えたのでした。あれから３０年近

く経ちました。もう立派な大人のひろこちゃんなのに、けふばあちゃ

んにとっては、いつまでも幼い頃のあなたです。 

                                                

                                               ← 「かがくあそび」で、牛乳パッ

クカメラを作っているところ。 
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←クリスマスに作ってくれたサンタさん、 

これを持ってオープニングの 

ご挨拶をお願いしてみましたが、・・・・ 

プログラムにちょうどよかったね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         みんな真剣に聞いているね。 

         何のお話しだったかなぁ？リビングがいっぱいで 

        次の次の年から、自治会館をお借りするようになった

ね。 

 

         出し物終わって、元気になられたお母さんも一緒に 

         お茶会。これもたのしかったね。 

b     

         みんなどうしているかなぁ？ 

         昔がなつかしいって、けふばあちゃんもおばあさんに 

なったってことかな？そういえば、あの頃は、「いぬいさ 

んのおばちゃん」とか「えほんのおばちゃん」だったね。 

 

長くなりました。お元気でね。またね。 
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編集後記 

編集長（ダン シロウ） 

連載執筆者の何人もの方から、「三ヶ月に一度くら

いならと思っていましたが、あっという間に締め切りが

来ますネ」の声が届く。編集人の立場から言うと、締

め切りが済んだら直ぐ、次号の準備にかかるのは週

刊誌も月刊誌も季刊誌も、基本的には同じだと思うの

で、そうしていただけたらと思う。仕事は一つ片付け

たら、次の仕事が現れるだけなのだから。 

Web マガジンを長々と発行し続けているが、１５年

前の創刊当時と今では、世の中はずいぶん変化して

いる。出版業界周辺でも、この間に休刊になった雑誌、

閉店になった書店は驚くほど多い。 

どんどん変化する（廃れる）モノと、変わらずあり続

けるモノ、この両者で世界は成り立っている。そして

あり続けるモノは変化しないのではなく、持続するた

めの「仕組みと変化」が上手に組み込まれている。そ

れが発行継続の知恵である。 

そこを見つけだす力、理解する能力がないと、何事

も結果は成り行き、運でしかないことになる。絶対に

継続が正しいなどとも言えないが、次々泡のように消

えるモノが良いとは言えない。マガジンの読者にも、

たまにはそのあたりのことに思いを巡らしてもらえれ

ばと願う。 

編集員（チバ アキオ） 

対人援助学会京都大会では、梁陽日さん、大谷多

加志さん、坂口伊都さんと一緒に大会事務局として、

準備を進めています。いつも皆さんには感謝です。月

に 1 回のオンライン会議を春から始め、他にもメッセ

ージツールで連絡を取りながら進めています。最初

はライングループを使っていたのですがラインで時々

ある謎症状、これまでのやり取りが消えるということ

が起こりました。これは焦りました。ということで過去

の履歴が消えたことがないメッセンジャーにチェンジ。

前回の広島大会事務局の時もこちらを使っていて、

いまでも振り返ってみることができるので助かってい

ます。 

この 58 号の編集会議の前には、ポスターセッショ

ンと団士郎先生の漫画展の掲示について、予約して

いる教室を大谷さんと下見。大谷さんはメジャーをさ

りげなく持参。「木陰の物語」は最大 10 作品ぐらい展

示できそうと目途も立ちました。1 日目終わった後の

情報交流会の会場も下見。京都ならではのおいしい

秋の食材を使ったメニューも当日は用意して、皆さん

を迎えられるよう、打ち合わせ済み。その「ごはん日

和」さん（京都のお弁当とお惣菜  ごはん日和 

(gohanbiyori.com)）は体に優しい、季節に合わせた旬

の食材を使っておられます。私もいつもおいしくいた

だいています。ということで、参加人数に合わせて、

会場をどう使うかも思案。 

会場の京都光華女子大学は、京都駅から地下鉄

で「四条駅」にいき、阪急京都線に乗り換え、「烏丸駅」

から「西京極駅」で来ることができます。阪急電車は

阪神タイガースも系列ですし、阪急ブランドは関西私

鉄の中でもとても評価が高い電鉄です。車体の阪急

マルーンと呼ばれる独自の配色、緑のモケット生地

の椅子、木目調の車内は一目で阪急とわかる特徴で

す。また、京都市バスで京都駅からも乗り換えなく来

ることもできます。大阪国際空港（伊丹空港）からも大

阪モノレール「大阪空港駅」から「南茨木駅」、そこか

らは阪急電車京都線で京都光華女子大学最寄りの

「西京極駅」まで来ることができます。お会いできるこ

とを楽しみにしています。 

夏休みに編集長の「家族理解ワークショップ」に行

きました。会場は東京の戸越。知っているのは「戸越

銀座」という言葉のみ。行くなら、ひとり街ブラ。戸越

銀座も歩いて、魅力があるのも納得。カフェでも仕事。

カフェの客層も地元京都とは違って、こぼれ聞こえる

話も、話し方も新鮮。歩いて暑すぎるので銭湯を検索

すると営業しているところ発見。電気風呂が腰痛にき

くので、京都で銭湯巡りは時々していて、こないだは

姫路でも。銭湯は下町にあることも多くて、暮らしぶり

も感じられてリフレッシュ。 

やっていることはいつもと同じでも場を変えたり、背

景が変わったりするだけでも気分は違うし、何かしら

新たに感じることも多い。皆さんも、京都大会にきて、

いつもと違う特別な時間を過ごし、新たな発見を楽し

んでくださいね。 
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編集員(オオタニ タカシ) 

8 月に久しぶりに仕事以外で東京に出かけました。

息子の夏休み中の予定に付き添いで行った形だった

のですが、日中は別行動の時間もあったので、本当

に珍しく東京でフリーに使える時間があるという機会

になりました。国立美術館や岡本太郎記念館などを

巡りましたが、美術館やさまざまな展示会の企画の

数が関西とは圧倒的に違うことや、街中を歩いてい

ても若者の姿がとても多いことに気づきました。京都

市内では、日中に街中を歩くと高齢者の方が圧倒的

多数で、現役世代の 40 代がウロウロしていると何と

なく目立つ気さえしていたのですが、東京では逆に高

齢者の姿をあまり見かけません。おそらく東京の姿は

この 10 年でそんなに様変わりはしていないのでしょ

うが、その時々で自分が受け取れる情報や得られる

気づきが違います。タイミングによって人が受け取れ

るものが違うのは当然だと考えると、様々な現場の今

や知見がマガジンという形でアーカイブされることの

意義が改めて感じられます。 

 2 年位前に、大阪府私立幼稚園連盟のお仕事で、

子どもの発達についてオンデマンドの研修動画を作

らせてもらったのですが、昨年それが連盟の全国の

組織でも使われることになり、巡り巡って、マガジン執

筆者である鶴谷さんがおられる原町幼稚園の先生方

に見て頂く機会があったとお聞きしました。巡り合わ

せの面白さを感じるとともに、自分の仕事をいつ、だ

れがどんな形で見ることになるかわからないから、や

っぱり気の抜けた仕事はできないなと思わされる出

来事でした。 
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表紙の言葉 
 40年以上も前のことだ。「公園の生き字

引」と題したＢ全版パネル作品を「ぼむ」展

のために描いた。有吉佐和子著『恍惚の人』

がベストセラーになった後だった。 

 年寄りが知恵袋と言われていた時代はスマ

ホにとって代わられ、物知りだと自認してい

た高齢者も物忘れのポンコツと化した。だが

手作業のような生活技術の実感は SNSではな

かなか伝わらないから、健在なものも少なく

ない気がする。 

 高齢者通所施設利用者ですっかりぼけてい

る理容師をしていた女性がいた。しかし昔取

った杵柄、ハサミを持って利用者の散髪をし

てあげる機会にはスクッと立ち姿まで違うの

だと聞いたことがある。 

三十代の後半頃に自分が老人になることな

ど想像もせずに描いたこの一コマ漫画を、７

７歳になって今、あらためて見る。 

それは通りすがりに目にする風景を描いて

いた所から、描かれている一人としてベンチ

に座ったの側から視線への転換のような心地

のするモノだった。 

          ２０２４／９／１５ 
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　〔PBLの風と土　第30回〕 

　学びと成長につながる活動のピーク設定 

　　山口 洋典（立命館大学共通教育推進機構教授・立命館大学サービスラーニングセンター長） 

【前回までのおさらい】 
　筆者は2017年度にデンマークのオールボー大学（AAU）で学外研究の機会を得ました。AAUでは1974年の開
学当初から全学でのPBL（Problem-Based Learning）の導入で知られており、現地から本連載を始めました。 
　連載2年目はアイルランドで刊行されたPBLの書籍をもとにAAU以外での知見を紐解きました。連載3年目から
はサービス・ラーニングとの比較を重ね、4年目はコロナ禍での立命館大学の科目への影響を、5年目からは米国
での大学・地域連携の教育に関わる理論を解題し、8年目となる2024年度は再び筆者の教育実践を紹介中です。 

1．受け身としての消費者主義の回避へ 
　「高校と大学の一番大きな違いは、時間割を
組むことだった。」これは筆者の博士論文を指
導いただいた恩師、渥美公秀先生の言葉であ
る。正確にいつの発言かを記録していないもの
の、コロナ禍が一定の収束を見せる中で、新潟
県小千谷市の塩谷集落でのアクションリサーチ
に同行した際、レンタカーの車内で伺ったこと
は明瞭な記憶にある。背景にあるのは「シラバ
ス」によって授業内容を示すことで、学生には
授業の内容が伝わるのか、という点である。 
　渥美先生は2022年度と2023年度に大阪大学
大学院人間科学研究科の研究科長を務めたこと
もあり、その2年間は筆者が「共生行動論特
講」という授業を非常勤講師として担わせてい
ただく機会を得た。この授業は公認心理師の資
格取得に関わる科目として、「家族関係・集団・
地域社会における心理支援に関する理論と実
践」という長い副題が付いていた。加えて、渥
美先生が2年間の研究科長を終えた後には再び
担当に戻られることが前提であったため、渥美
先生が担ってきた時代、筆者が担当していた時
代、再び渥美先生が担当する時代、それぞれに
内容に差が出ないよう、少なくとも筆者が担当
する2年間は、従前のシラバスで授業内容を組
み立て、しかし運営については筆者の知識や経
験をもとに展開することにした。ちなみにこの
授業はクオーター制での授業で、8週間の出講
のうち7回を2コマ連続で行い、2コマ目は受講
生どうしの対話で1コマ目の内容を深めるとい

う形式だったこともあり、15回の授業を15週
間で展開するセメスター制に筆者には新たな経
験を得る機会となった。 
　そうして、大阪大学と立命館大学の学生気質
や、昨今の大学生の文化などについて意見交換
をする中で出てきたのが、冒頭の「時間割を組
む」という観点である。高校までは学校側に
よって編成された時間割が提供されるのに対
し、大学では自らが学びの環境を設計していか
なければならない。英語では同じstudentとい
う単語ではあるものの、学校教育法第88条にも
記されているように、大学で学ぶ者は生徒では
なく学生と呼ばれ、高校までの教師̶生徒とい
う関係からの解き放たれた上で、自立した学生
として自らの学びの環境をデザインしていく必
要がある。ただし、現在の学生らはどこまで自
らの学びと成長に向けて「時間割を組む」こと
ができているか、同一科目を同一シラバスで担
当した筆者らは共通の関心事として抱いた。 

-  　　 -278

写真1：雪深い小千谷市塩谷集落への道中の風景 
（筆者撮影、2023年3月3日）
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　本連載では前回および第14回において、災害
復興支援活動を組み込んだ授業「シチズンシッ
プ・スタディーズI」（旧科目名称「地域活性化
ボランティア」の取り組みを紹介した。教室で
の学習と教室以外の現場での活動を組み込んだ
サービスラーニング科目ということもあって、
シラバスを見ただけでは授業の本質を理解する
のは困難であることに加えて、そもそも時間割
に設定されている時間内だけでは学習が完結し
ないものである。そこで前回の予告のとおり、
災害復興という非日常の現場ではなく、地域の
日常生活の現場での活動を組み込んだ取り組み
から、京都の三大祭の一つである「時代祭」を
事例に取り上げる。結論を先取りすれば、時代
祭でのサービス・ラーニングは、かつてデイ
ヴィット・リースマンが警鐘を鳴らした「学生
消費者主義」 に対し、むしろ学習者が中心の学1

びのコミュニティの形成を通じた学びと成長の
環境づくりへの挑戦として、立命館大学として
の現代的な回答の一つである。 

2．京都の大学ならではの地域参加を 
　立命館大学サービスラーニングセンターが時
代祭をテーマとした正課科目を開設したのは
2006年度である。きっかけは2005年度に文部
科学省による現代的教育ニーズ取組支援プログ
ラム（いわゆる現代GP）に立命館大学が応募し
た「地域活性化ボランティア教育の進化と発
展」の採択であった。採択された内容と一連の
取組の概要は桜井（2007）や桜井・津止
（2009）にまとめられている。簡潔に整理す
れば、私立総合大学として全学機関として設置

したボランティアセンターにより、正課科目と
課外活動の有機的な関連づけのもと、入門から
応用に向けたプログラム展開と講義・演習・
フィールドスタディを体系的に配置した教育プ
ログラムを展開するというものである。 
　時代祭をテーマとした正課科目は「地域活性
化ボランティア教育の進化と発展」の核とし
て、「地域活性化ボランティア」という名称の
授業として開講されることになった。その特徴
は山口ら（2015）でも整理したように、1回生
から受講可能な科目な活動型の科目であり、演
習系の授業という位置づけのもと、42時間の現
場での活動が成績評価の上での必須要件とした
ことが挙げられる。そして1回生から受講可能
な講義型の授業「地域参加活動入門」の履修も
促すことで、講義型の座学で基礎知識を習得し
つつ、活動型での体験学習を通じて地域社会の
一員としての市民性の向上が期待された。開講
初年度の2006年度は、平安講社第八社を受入
団体とした時代祭応援プロジェクトの他、里山
保全と農山村からの情報発信（里山ねっと・あ
やべ／綾部市）、笹葺き古民家再生（美しいふ
るさとを創る会／宮津市）、百人一首のふるさ
と小倉山復活（NPO法人教育文化芸術振興協会
／京都市）、「こどものまち」サポート（チャ
キッズタウン）（京都市下京青少年活動セン
ター／京都市）、障害のある子ども達の放課後
活動支援（京都市西京区川岡小学校／京都市）
の5つのプロジェクトが設定された。 
　そもそも時代祭とは何かについて簡潔に説明
しておこう。時代祭とは、5月の葵祭（上賀茂
神社）と7月の祇園祭（八坂神社）に並ぶ京都
の三大祭の1つであり、平安神宮の例大祭とし
て開催されているものである。そもそも平安神
宮は、明治政府の成立による首都機能の東京へ
の移転（いわゆる東京奠都）による京都の衰退
が叫ばれる中、1895年（明治28年）に平安遷
都1100年を記念して京都で開催された内国勧
業博覧会の際、平安京遷都当時の大内裏の一部
を復元する計画のもと、平安遷都を行った天皇
である第50代桓武天皇を祀る神社として創建さ
れ、その後1940年（昭和15年）には平安京で
崩御した最後の天皇である第121代孝明天皇孝
明天皇が祭神に加えられたという歴史がある。
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第２段階 

構造化された 
地域参加の促進 

学生主体の 地域 
参加の促進 
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図1：地域活性化ボランティア教育の深化と発展」の体系 
（桜井, 2007, p.29）
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このような歴史的背景を持つ神社を維持・管理
する組織として京都の市民によって設立された
のが「平安講社」であり、この市民組織の設立
記念事業として始められたのが時代祭である。 
　平安神宮内に置かれた平安講社本部が編集・
発行、時代祭当日に販売されるパンフレット
（平安講社本部, 2014）には、時代祭の要点が
平明に解説されている。少し長くなるが、引用
して紹介したい。 

時代祭は、平安神宮の創建を奉祝して京都市
民あげて始められた祭で、毎年京都の誕生日
にあたる平安遷都の日、10月22日に行われて
いる。この時代祭は、当初から、京都が日本
の首都として千有余年にわたって培ってきた
伝統工芸技術の粋を動く歴史風俗絵巻として
内外に披露することを主眼としている。この

ため各時代行列に使用する衣裳や祭具の一つ
一つが、厳密な時代考証をもとに作製された
本物であるところにその特徴がある。 

（平安講社本部, 2014, p.1） 
　 

　このように、時代祭は10月22日という京都
の誕生日に、市民組織である平安講社によって
「動く歴史風俗絵巻」として、平安京が置かれ
ていた1200年の歴史と文化を「時代行列」を
通じて理解すると共に、今後もまた平安な暮ら
しを送ることができることを祈念する機会であ
る。そして約2,000名・約２キロにわたる「時
代行列」は、明治維新時代から平安京の造営さ
れた延暦時代へと遡る構成となっており、立命
館大学は隊列先頭の維新勤王隊列（担当：平安
講社第八社）運営を約半年かけてサポートする
役目をいただいている（写真2参照）。 
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写真2-1：平安神宮オリエンテーション 
（2018年5月20日）

写真2-5：衣装渡し 
（2023年10月14日）

写真2-6：宣状式参列（神事） 
（2022年10月15日）

写真2-2：衣装の虫干し [通常は8月] 
（2020年10月11日、コロナ禍で祭礼中止）

写真2-3：入隊式準備・参列（神事） 
（2013年9月20日）

写真2-4：隊列行進練習・受付補助 
（2019年9月20日）

写真2-8：時代祭・参列 
（2019年10月26日）

写真2-9：衣装戻し 
（2022年10月30日）

写真2-7：集合場所の設営・進行路案内 
（2016年10月22日）

写真2：時代祭応援プロジェクトにおける時代祭の祭礼終了までの流れ（全て筆者撮影）
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3．立命館大学と平安講社第八社との縁 
　こうして約半年かけて地域に関わる時代祭
が、地域活性化をテーマとした地域参加活動を
組み込んだ授業に適するものであることは、ボ
ランティアやアクティブ・ラーニングについて
の素養のある方にとっては想像に難くないだろ
う。実際、京都の大学で学ぶ学生にとっては、
現在の地域社会の有り様に触れるだけでなく、
京都というまちの歴史的・文化的な魅力に触れ
ることができる恰好の機会である。もちろん、
相手がある以上、大学側の事情や希望を前面に
出すだけでは、こうした一定の期間にわたり活
動の現場で学生らを受け入れていただく教育プ
ログラムは成立しない。送り出す／受け入れる
という二者関係のもと、双方に短期的・功利的
な観点が際立てば、すなわちメリット・デメ
リットという互いの価値基準で相対的な判断が
行われば、本連載第23回・第24回などで取り
上げてきたパートナーシップの構築のもとでの
新たな価値の創造は困難となる。 
　2006年、立命館大学ボランティアセンター
がサービスラーニング科目の開始初年度に時代
祭を活動先に取り上げるにあたっては、当時の
専門職員（足立陽子さん）が平安神宮に打診し
たことから始まっている。図2に示したよう
に、2006年10月6日の京都新聞に掲載された
記事「ボランティアがやってきた」に、一連の
経過がまとめられている 。そもそも、時代祭は2

葵祭や祇園祭に比べれば歴史が浅いと言われる
ものの、学区1200年の歴史を遡る祭礼である
ことに加え、土日や祝日などの曜日ではなく10
月22日（雨天の場合は翌23日に順延）に日付
が固定されて催行されることもあって、各時代
行列を担当する全11社の平安講社と各種団体等
（京都青年会議所、京都市地域女性連合会、大
原観光保勝会、桂･桂東婦人会、京都花街組合連
合、京都料理組合、白川女風俗保存会、その他
有志の方々）に重責がかかっている。前掲の京
都新聞の記事では、平安講社本部の事務を取り
扱う平安神宮の神職（赤木尊文禰宜）の言葉と
して「当日限定のアルバイトは既に珍しくな
い」ことと「長期にわたって学生が地域に入り
込み、住民と一緒になって行事に取り組むとい
うケースは、時代祭百年余の歴史を通じ、かつ

てなかった」こと、その上で「鼓笛の練習など
長い準備をする八社だったら対応できないか」
との判断がなされたことが記されている。 
　平安神宮を通じて受入可能性が示された後、
平安講社第八社において立命館大学側との受入
窓口として担当いただいたのが太田興さんであ
り、現在まで引き続き受け入れ担当者となって
いただいている。太田さんご自身が立命館大学
の卒業生ということもあり、第八社内の役員等
からの期待と信頼のもと、第八社に「立命班」
という枠組みが設けられ、太田さんがその担当
として学生らの指導に就く、という構図が取ら
れている。ちなみに筆者は2013年度から現在
まで（ただし、学外研究期間中の2017年度を
除く）の担当のため、既に150人ほどがお世話
になってきた中、全ての受講生との関係構築を
図ってきたのは、実質的に太田さんのみ、とい
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　京都新聞は２００６年３月、
観光都市京都のパワーアップを
目指して企画「京都おもしろ宣
言」をスタートさせました。
人々の価値観はいま、物の豊か
さから心の豊かさに移りつつあ
ります。京のまちは伝統、歴
史、自然環境と、どこを取って
も格別な魅力をたたえてきまし
た。京都新聞はそうした魅力に
光を当て、京都を元気にする紙
面を多彩に展開するとともに、
フォーラムやイベントの開催、
伝統文化体験の案内など、さま
ざまな「おもしろ」企画を発信
していきます。

赤木尊文さん

多田房男さん

前列左から恒川史恵さん、橋本美和子さ
ん、牧良子さん。後列は足立陽子さん（右
から２人目）と田中敏貴さん、管野未可さ
ん（同４人目と６人目）

｜バックナンバー▼｜

時代祭　４
ボランティアがやってきた
　時代祭の行列の先頭を歩く「維新勤王隊」列。これを担当す
る平安講社第八社（京都市中京区朱雀学区）で今年、祭りを前
に画期的な変化があった。大学生ボランティアの長期受け入れ
である。

　「学生に、時代祭を地域のなかで学ばせてほしい」－。講社
本部の禰宜（ねぎ）赤木尊文（63）が、立命館大ボランティ
アセンターからこんな申し入れを受けたのは、今年五月中旬の
ことだった。

　当日限定のアルバイトは既に珍しくない。しかし、長期にわ
たって学生が地域に入り込み、住民と一緒になって行事に取り
組むというケースは、時代祭百年余の歴史を通じ、かつてなか
ったことだ。

　赤木は思いをめぐらした。「時代祭がどうして維持できてい
るか、地域の苦労を知ってもらえるいい機会になる。十社のう
ち、鼓笛の練習など長い準備をする八社だったら対応できない
か」。

　講社常務理事で八社の代
表多田房男（80）は話を聞いて戸惑った。「かえって、準備
の足手まといになるのでは」。しかし「地域の歴史を学び、地
域の活性化に役立ちたいという思いは素晴らしい。地方から来
ている学生にも京都を学ぶいい機会になると思った」と話す。

　学生ボランティア受け入れは、実現した。

　８月、赤木はセンターのプログラムに組み込まれた平安神宮
での講義に臨んだ。明治初年、さびれきった京都の復興に、市
民が立ち上がった象徴が時代祭。「この祭りこそ、京都活性化
の原点。地元で、地域の人たちと一緒に、このことを体で知っ
てほしい」－。赤木は10人の学生を前に熱弁を振るった。

　先月20日、恒例の八社勤王隊入隊式の当日。市立西ノ京中
学の体育館に設営された会場では、ボランティアの経済学部３
年生橋本美和子（20）、政策科学部３年生の恒川史恵
（20）、産業社会学部２年生の牧良子（20）の３人が受付に
座り、慣れないながら懸命に、集まってくる100人ほどの関係
者をさばいた。

　学生たちはそれまでに、装束の虫干し作業や祭
りに向けた役員のあいさつ回りに同行するなど、
朱雀学区に入り込んで、同月初旬から、事前のさ
まざまな行事の手伝いを続けている。橋本は驚い
た。「時代行列を実現するのに、その前に、寄付
金集めやあいさつ回りとこんなにいろいろ地域で
面倒なことが行われているんだ」と。

　京都に生まれ育ちながら時代祭を、きちんと見
たことがなかったという産業社会学部二年生の田
中敏貴（21）は「伝統の祭りのさわりだけでも学
びたい。普通じゃ参加できないこと。誇りに思
い、22日が楽しみ」と。

　東京出身で、外国人に日本の文化を伝えたい
と、国際関係学部に今年入学した管野未可（18）
は「いろいろな工夫や、地域の人たちの努力が、
日本の誇る伝統を守っている」と、強く感じ、感
動したという。

　学生たちと一緒に来ていた同センターのボランティアコーディネーター足立陽子（26）は、
プログラムの成果を実感している。「見る側から、地元で支える側にまわることで、祭りへの考
え、姿勢がずいぶん変わったようだ。列に参加できない女子学生は、ビデオや冊子の作成など記
録係として、八社の隊列保存に貢献しようと自発的に提案してきた」と話す。

　今年から始まった学生ボランティアの活動は、伝統的な運営方法に新しい血を注入し、時代祭
を一層活性化する端緒となるかもしれない。

（敬称略）

［京都新聞　2006年10月５日掲載］

｜バックナンバー▼｜

京都新聞ＴＯＰ≫京都おもしろ宣言
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図2：時代祭「ボランティアがやってきた」 
（2006年10月6日の京都新聞掲載分の転載記事）
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う状況である。現在は平安講社第八社の総務担
当の理事として平安神宮との調整役でもあり、
例えば「維新勤王隊の鼓笛隊の中には女性がい
なかった」という当時の世情を重視しなければ
ならない件には、女子学生が時代祭全体の隊列
の中で役割が得られるように差配（具体的には
白装束で隊列内での案内旗を掲げて練り歩く役
割）をいただいている。 
　太田さんによる丁寧で誠実な対応のもと、時
代祭に、また地域での活動に惹かれた受講生は
「立命班」の立場を越えて、授業期間終了後に
も継続的に太田さんのもとに足を運ぶようにな
る。それもあって、時代祭では、受講後に有志
の学生が時代祭応援プロジェクトの「サポー
ター」となり、スーパーバイザーである太田さ
んと現役学生とのあいだのつなぎ役となってい
る。図3に示した京都市の中京区役所のウェブ
サイトで2022年1月28日に公開となった太田
さんに関する記事も、サポーターとなった学生
らが3人で取材し、執筆したものである。そこ
にはご近所の方からのお誘いで時代祭の役員に
なって20年になること、阪神・淡路大震災の際
に兵庫県西宮市で被災されたこと、災害時に何
もできないと悔しさを抱かないように京都での
防災活動に取り組んでいること、これらが要領

よくまとめられているが、一連の物語は太田さ
んの語りだけでなくサポーターたち自身が受講
生の時代に実際の現場で共に活動しながら浸っ
てきたものでもある。 

4．過活動がもたらす現場からの反動 
　この時代祭応援プロジェクトは立命館大学に
おけるサービスラーニング科目の開講初年度で
ある2006年に始まり、2014年度に1年の休止
期間を挟んだものの、2024年度まで継続的に
実施されている。2014年度に休止となったの
は、学生らの関わりが平安講社の第八社におい
て本来の市民組織という根本を揺るがせてしま
うのではないか、という懸念が浮上したためで
ある。そのため、2013年の時代祭の終了後、
12月に行われた役員会の議論を経て、一旦、従
来の形に戻すという「中止」ではなく「休止」
の扱いとして、漫然と継続しないという方針が
採られた。当時、太田さんは「活発な立命班の
活動」に対する「反作用」として捉えられてい
たものの、大学側の担当者としては学生らの過
活動による地域の不活性化をもたらしてしまっ
たと内省し、その後の授業設計の在り方につい
ての示唆を得ることとなった。 
　以前、本連載第4回において「立命館大学に
おけるサービス・ラーニングの展開パターンと
型との対応」という図解（山口と河井, 2016, 
p.49）を紹介した。この中で時代祭での学生ら
の動きは「拘泥的進行」と示したパターンに相
当する。これは、本来到達すべき目標に対し
て、その目標に近づけようと学生らが果敢な努
力を重ねる傾向を示したものである。もともと
この図解は、そうした努力が重ねられることが
問題ではなく、地域社会の一員としての振る舞
いが求められるはずが、学生らの自己完結した
活動によって活動の成果（時には自己満足の水
準にさえ達していない成果物）を地域に押しつ
けることになる可能性を危惧したものである。
しかしながら、受入の「中止」に至った2013
年度の状況は、平安講社第八社の一員としての
「立命班」内の一体感や連帯感が高く、むしろ
活動先が求める水準を超越した活動がなされた
ことにより、平安講社第八社の組織構造を不安
定にさせてしまったという見方ができる。 
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このページは役に立ちましたか？

このページは見つけやすかったですか？
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区民ライターがゆく！頑張る中京人・魅力再発見（中京のすごい人！）平安講社第八社　理事，朱八地域自主防災会　専
門協力員　太田さん
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取材の様子
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区民ライターがゆく！頑張る中京人・魅力再発見（中京のすごい人！）平安講
社第八社　理事，朱八地域自主防災会　専門協力員　太田さん

2022年1月28日

平安講社第八社　理事，朱八地域自主防災会　専門協力員　太田さん（令和4年1月
28日更新）

★今回は，京都の大学に通う学生さんに区民ライターとして執筆いただいています！

　今回の「地域活動をしている中京のすごい人！」は，時代祭や朱八地域自主防災会の役員など，様々な地域活動

をされている太田興さんをご紹介します。

　京都三大祭の一つとして，毎年10月に行われる時代祭。その当日に向けて，平安講社第八社（時代祭の運営，祭

具や衣装の管理を担う市民組織）では，衣装の虫干しや寄付金集め，維新勤王隊の隊士募集から入隊式，練習な

ど，1年間を通して様々な活動を行っています。太田さんは，ご近所で平安講社の役員をされていた方から「時代祭

の役員をしてみないか」と声をかけてもらったことをきっかけに，現在まで20年以上にわたり時代祭の活動に携わ

っておられます。「お祭りに関わっていると，京都，地域のことが好きだという人に出会うことができます」と太田

さん。「そういう人が，京都という地域を理解し，地域を大切にするという想いを持ち続けてくれるんです。」と語

られる姿からは，これからの祭を支え，地域を担っていく次の世代への強い期待が伝わってきます。

　また，太田さんは，兵庫県西宮市にて阪神淡路大震災で被災し，何もできなかったという悔しい思いを経験され

ています。「京都の人たちに自分と同じ気持ちを味合わせたくない」という想いから，自主防災会などの地域の防災

活動に携わり，朱八学区地域の子どもたちとの防災まち歩きなどに取り組まれています。さらには，市民への講演会

をはじめ小学校や中学校，大学でも，年間に約20回もの防災に関する授業に講師として参加するなど，京都市中を

駆け巡っておられます。講演では「被害は現場で起きている」というキーフレーズを毎回掲げ注意を呼びかけられま

す。「実際に被害が起こるのは住民が住む場所や勤め先です。講演を聞いて終わりではなく，現場の人たちが災害を

自分ごととしてとらえて行動して安全を確保していかないと，被害は減っていきません」と語られました。

　生まれ育った中京区への想いを尋ねると，「中京区は，多くの人に多くのことを教えてもらったまち。何らかの

形で恩返しをしていきたいと思っています」と語られました。「『恩返し』は恩をくれた人に恩を返すことですが，

恩をくれた人はもういらっしゃらないということも多いんです。だからこそ，中京区だけに限らない次の世代に想い

を伝えていくことが『恩返し』だと考えています」と太田さん。より多くの人，特にこれからを生きる若い人たち

に，地域への愛着や災害に対する当事者意識を持ってもらいたいという想いを原動力にして，日々地域活動に励ん

でおられます。

　今回の取材を通して，こうした太田さんの想いに触れることで，学生ライターである私たちも，地域を守る存在に

なるべきだという使命感が生まれました。

平安講社第八社　理事，朱八地域自主防災会　専門協力員　太田興（おおた　こう）様からのメッ
セージ

　コロナ禍でも災害は容赦してくれません。外には出られなくとも，家にいてでもできる情報収集は進めて欲しい

と思っています。災害に関する講演会もセミナーも，今はオンライン上でも参加できるようになっているので，ぜひ

活用していただきたいです。想いを伝える側も，受け取る側も，今できることを進めていきましょう。

時代祭　行列行進前の準備の様子 高倉小学校での防災授業の様子

今回ライターを務めていただいた学生さん

立命館大学　3回生　　松本　丈　さん

　　　　　　　　　　　　　　村尾　知香　さん

 　　　　　　　　　　　　　  森田　梨菜　さん　　　（五十音順）

このページに対してご意見をお聞かせください

役に立った  どちらともいえない  役に立たなかった

見つけやすかった  どちらともいえない  見つけにくかった

お寄せいただいたご意見は、今後のホームページ運営の参考とします。

お問い合わせ先

京都市　中京区役所地域力推進室総務・防災担当

電話：庶務担当075-812-2420 地域防災担当、調査担当、企画担当075-812-2421

ファックス：075-812-0408

このサイトの考え方  個人情報の取扱い  著作権・リンク等  中京区サイトマップ

中京区役所　〒604-8588 京都市中京区西堀川通御池下る西三坊堀川町521　電話：075-812-0061（代表）　区役所へのアクセス 組織一

覧

開庁時間　区役所・支所、出張所：午前9時から午後5時　市役所本庁舎：午前8時45分から午後5時30分　（いずれも土日祝及び年末年始を除

く）その他の施設については、各施設のホームページ等をご覧ください。

( c )  C i t y  o f  Kyo to .  A l l  r i gh t s  rese rved .

先頭へ戻る

図3：｢区民ライターがゆく!頑張る中京人･魅力再発見｣より 
（2022年1月28日、中京区応援サイト｢なかなか中京｣）

https://www.humanservices.jp/magazine/
https://www.humanservices.jp/wp/wp-content/uploads/magazine/vol32/47.pdf
https://www.city.kyoto.lg.jp/nakagyo/page/0000293756.html
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　時代祭応援プロジェクトは1年間の休止を経
て、2015年度に再開されるにあたり、学習の
一環として実践に携わるという趣旨が現場で貫
かれるよう、自治の担い手が時代祭を担ってき
た歴史的・文化的背景を関係当事者が今後も大
事に扱われるように、と、時代祭以外の地域活
動も織り込む形とした。時代祭では10月22日
という時代行列の当日が活動のピークである。
しかし、そのピークでサービスラーニング科目
としての活動は終了ではなく、ましてや活動を
通じて学習するというサービス・ラーニングと
いう手法においては現場での活動が終了してか
ら学びを深めていく必要がある。そのため、例
えば消防団による夜回りの活動への参加、中京
区役所による対話の場への参加、中京区民の交
流機会である「ふれあいまつり」のお手伝いな
ど、学生の自主企画による自己完結型の活動の
余地が減る方向への舵取りがなされているが、
「時代祭応援プロジェクト」という名称で募集

した活動で、なぜ複数の地域活動に携わる必要
があるのかの理解を促し、非日常の経験として
時代行列の一員を担ったという高揚感から来る
自主活動の企画・実施への発露をどう抑える
か、授業設計と運営を担う筆者の課題である。 
　2024年9月7日、2023年度に卒業した学生
で、本連載では第15回・第17回そして前回の
第29回にて取り上げた福島県楢葉町に、時代祭
応援プロジェクトを2022年度に受講した学生
が訪れたため、改めて地域で学ぶ授業を受講し
たことの意義について感想を尋ねたところ「授
業を取らないと、時代祭について知ろうと思わ
なかった」と反ってきた。ちなみに彼女は楢葉
町で活動する「平和人権フィールドスタディ」
の受講生でもあり、その他、各種の課外活動に
も取り組んでいる。そこで次回はあえて授業と
して地域社会でのボランティア活動を組み込む
意義について、京都府立堂本印象美術館の事例
から取り上げる。（gucci@fc.ritsumei.ac.jp） 

【引用文献】 
上沼克德. 2015. 学生消費者主義の論理と意義. 商経論叢 50(3・4), 35-55. 
平安講社本部（編）. 2014. 時代祭：The Jidai Matsuri Festival. 平安講社本部 
喜多村和之. 1996. 新版 学生消費者の時代：バークレイの丘から. 玉川大学出版部. 
松下佳代. 2002. 学生消費者主義と大学授業研究 : 学習活動の分析を通して. 京都大学高等教育研究 8, 19-38. 
Riesman, D. 1980. On Higher Education: The Academic Enterprise in an Era of Rising Student Consumerism, 
Jossey-Boss Inc. (喜多村和之ら(訳) 1986 高等教育論. 玉川大学出版部.)  

桜井政成. 2007. 地域活性化ボランティア教育の深化と発展：サービス・ラーニングの全学的展開を目指して. 立命館大学高等
教育研究 7, 21-40. 

桜井政成・津止正敏(編). 2009. ボランティア教育の新地平：サービスラーニングの原理と実践. ミネルヴァ書房. 
山口洋典・河井亨・桑名恵・川中大輔. 2015. 地域参加を促す系統的な履修プログラムの体系化の方途. 立命館大学高等教育研
究 15, 131-144. 

山口洋典・河井亨.(2016) サービス・ラーニングによる集団的な教育実践における学習評価と実践評価のあり方. 京都大学高等
教育研究, 22, 43-54. 

【注】

 「学生消費者主義」は1970年代から1980年代にかけての大学受験易化から難化への流れの中で、教員集団による大学自治1

が受験生を取り巻く市場の影響を受け、学生が「お客様」として位置づけられる時代の到来を指摘したものである。リースマ
ンの『高等教育論』（Riesman, 1980）の筆頭訳者である喜多村和之が複数の著書により、そうした影響を日本で紹介してい
る（例えば、喜多村, 1990, 1996）。ただし、リースマンによる「学生消費者主義」は、学生に対する市場の影響を否定的・
悲観的に扱うだけではなく、むしろ肯定的・積極的な意味で捉えようとする提案でもある。例えば、松下（2002）は「消費者
としての利益を守りその力を賢明に活用することによって、真の大学教育を獲得できるようにする」ことが論点であり、「学
生の力が教育水準の低下につながらないよう大学教授団と学生の間に力のバランスをもたせる」ために「学生を単なる受動的
な消費者から能動的な生産者に変えていくことが、これからの大学教育の課題となる」（p.20）とリースマンの主張を端的に
整理している。その他、マーケティング論を専門とする研究者により、米国の消費者主義運動と市民的な権利意識との関連づ
けのもと、日本における学生消費者主義について授業評価制度を事例として取り上げた論考（上沼, 2015）もあるが、本稿で
はこれ以上は立ち入らない。
 この記事は長らく京都新聞の「観光・京都おもしろ宣言」の特集記事の1つとして一般に公開されていた。少なくとも20162

年3月までは公開されていたことが確認できている。
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講演会＆ライブな日々㊵  

 

 

 

 

 

 

古川 秀明 
 

 

『修学旅行』 

 

中学の思い出 

 

みなさん、中学の時の修学旅行の思い出って何がありますか？ 

 

私の思い出は、とにかく嬉しすぎて眠れなかったことです。 

 

前日と旅行中の２日間の合計３日間、ほとんど寝ていません。 

 

修学旅行は私の楽しみが、まるでおもちゃの缶詰みたいに詰まっていました。 

 

行き先は、確か山口県に行った記憶があります。 

 

「おいでませ～山口へ～」というキャッチコピーが大流行していました。 

 

カルスト台地という、なんだか広い平原に白い岩だか石だかがボコボコとあり

ました。 

 

あと秋芳洞という洞窟にも行きました。 
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カラオケなどはなかったので、歌のしおりみたいなのを作って、それをバスの中

で歌っていました。 

 

内容は忘れましたが、バスガイドさんが面白い話をしてくれました。 

 

お土産もたくさん買いました。 

 

母にブローチを買ってあげたら、想像以上に喜んでくれたのを覚えています。 

 

このように私の中学の時の修学旅行は「楽しい、嬉しい、眠れない」の３拍子揃

ったおもちゃの缶詰でした。 

 

なので、私の頭の中では「修学旅行」＝「楽しい」という図式が成立します。 

 

ところが、スクールカウンセリングをしていると修学旅行に行きたくない中学

生にたくさん会います。 

 

特に不登校の生徒さんは修学旅行に行くのをためらいます。 

 

（逆に学校には行かないけれど、修学旅行や校外学習などの行事には喜んで参

加する生徒さんもいます） 

 

しかし、教師はなんとかクラス全員で修学旅行に行きたいと思います。 

 

親御さんも、中学の修学旅行は一生に一度しかないから是非行って欲しいと願

います。 

 

そんな教師や親御さんの多くは、修学旅行は楽しかった！という思い出をお持

ちです。 

 

だからきっとあなたも修学旅行に行けば楽しいはずよ！という仮説を立て、そ



286 

 

れを押し付けます。 

 

本当は行きたくない子どもは、教師や親に何度も説得され、自分のためではなく、

教師や親を喜ばせる為に泣く泣く参加します。 

 

時は流れ・・・ 

 

中学の時に、修学旅行に嫌々行かされ、良い思い出を持っていない子ども達が今、

中学生の子を持つ親になっています。 

 

その親の子ども達も、なぜか修学旅行に行きたくないと言ったりします。 

 

そうなると親の決断は早く、早期に修学旅行の不参加を表明します。 

 

自分がされて嫌だったことを、子どもにさせたくないという思いからだと思い

ます。 

 

それはそれで子どもの心を守る愛情だと思います。 

 

しかしながら、行く前は嫌だったけれど、行ったら楽しかったという生徒さんが

いることも事実です。 

 

嫌がる子供を無理にでも行かせた方がいいのか、それともその子の気持ちを優

先して行かせない方がいいのか。 

 

先生も親御さんも難しい選択を迫られます・・・。 

 

（続く） 

シンガーソングカウンセラー 

ふるかわひであき 

 



対人援助学会京都大会『やりがい、生きがいのある対人援助を次代につなぐ』プレ企画  

対人援助学会 研究会 第 32 回（通算 56 回） 

 

精神医療現場における対話文化の取り組みから 

対人援助の可能性を考える 
 

日時 ： 2024年 9月 27日（金）20～22時 （オンライン） 

 

講師 ： 舘澤謙蔵さん（精神保健福祉士・同志社大学嘱託講師） 

 

講演内容 

京都大会のプレ企画として、精神医療現場のワーカーとして精神障害当事者の回復や退

院促進をはじめ地域移行など、安心できる社会生活の支援に携わってこられた舘澤さんを

お迎えしてご講演頂きます。 

近年、精神医療現場では脱施設化を進め地域生活での支援への転換を図ることが進んだ

とはいえ、いまだに長期社会的入院者と高齢化した死亡退院者が生み出される構造が改善

されない現状があり、閉ざされた病棟の中での人権侵害も後を絶ちません。 

国連の勧告においても、私たちの社会や精神科病院体制がもたらす組織風土の変革が求め

られるなど、対人援助分野の課題として医学モデルに基づくパターナリズムから脱却する

こと、優生思想から脱却して人権モデルへの転換が必要となっています。 

今回の学習会ではその問題解決のヒントを学ぶ機会として、舘澤さんが病院や地域にお

いて進めている当事者と支援者をつなぐ営みや、価値が異なる支援者同士の多職種連等と

の働きを通して、すべての人をエンパワメントに導く「未来語りのダイアローグ」の実践に

ついてお話しいただきます。 

本学習会では、舘澤さんのお話する精神医療現場の支援や協働、さまざまな対話で得たも

のの内実を通して、私たち援助職のあり方や生きがいを考える機会としたいと思います。 

 

申込方法 

yangyangil21@hotmail.comまでメールでお名前、ご所属、電話番号を添えて参加希望と申

し込みください。ズームの案内を送ります。 

 

主催 

対人援助学会研究委員会 対人援助学会研修・交流員会 
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